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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　世の中に不可能はございますか？

　その元げん凶きようは個人のせい、社会のせい、世界のせい、あるいは理論や法則のせい？

　うふふ、ごめんなさい。最強の中の最強たるわたくしがこのような質問を投げかけるのは、流石さすがにちょっと悪あく趣しゆ味みが過ぎましたわね。どうかお気を悪くしないでくださいませ、あにうえ。

　わたくしに不可能はございません。

　この身は真なる女王。理論や法則がわたくしを縛しばるのではなく、わたくしという存在に理論や法則が付き従う。言ってみれば、たかが『世界』など取るに足らない有う象ぞう無む象ぞうの従じゆう僕ぼくの一に過ぎないのでございますから。

　何を今さら、という顔ですわね、あにうえ。あはは！　そして、分かっていても納得できるとは限らない。このわたくしにも一つくらいは不可能があっても良いだろう。そんな儚はかない願望を抱いだいていますのね。

　なんて健けな気げでいじらしいあにうえ。

　世界の可能性、まだ見ぬ希望。そんなものを根こん拠きよも計算もなく無条件で信じ続けるだなんて、ああ、わたくし少々世界とやらに嫉しつ妬としてしまいそうでございますわ。思わず平手打ちで全部薙なぎ払ってしまいたくなるくらいにな。

　くすくす、失礼。言葉が乱れましたわ。

　ならばあにうえ、お一つ試してみましょうか？

　あにうえが絶対無理だと思っていらっしゃる事。いくら『白き女王』とてそこまでやる訳がないと無意識に守りを固めていらっしゃる所。そこを少々ぶち抜ぬいて差し上げましょう。

　あらあら、そんなに身を硬かたくする必要はございませんのよ？

　何も地球を真っ二つにするとか太陽系を丸まる吞のみするとか銀河をくしゃくしゃに丸めるとか、そんな話ではございませんので。というか、そんな当たり前の暴力をいちいちやらかしたところで今さらあにうえが驚おどろくとも思えませんし。

　もっと予想外で、もっと理り不ふ尽じんで、もっと楽しめる事。

　それでいて、あにうえの無意識の守りによって、こんなにも簡単な可能性なのに全力で目を逸そらさせている、まさにその一点。まるでパーソナルな悪夢のように心理的な死角。

　さあさあ、何だと思います？

　しっかり考え、たっぷり悩なやみ、すっかり脅おびえ、ぐったり深みにはまって。

　その時を心待ちにしてくださいませ、あ・に・う・え？
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　ガンガンガンガンガン!!　と。

　派手な音で城しろ山やま恭きよう介すけの意識は覚かく醒せいへと引きずり上げられた。

「あふぁ……あ」

　ベッドの上で目元をごしごし擦こすってから、寝ねぼけた頭にわずかな違い和わ感かん。そう、ここはどこだ。元々、彼が暮らしているトイドリーム35は財政破は綻たんに陥おちいった地方都市を国際的な遊興企き業ぎようが買い上げて丸ごと遊園地の街に作り替かえたものだから、騒そう音おんには事欠かない。だが一方でイメージ戦略も大事にするので、こんな杜ず撰さんで分かりやすい工事の音に頭を叩たたかれる機会も稀まれなのだが……。

（そう、そうか……。仕事でトイドリーム35を離はなれて国際見本市にやってきたんだったか。確か……北海道の、中央付近に近い大平原の……）

　恭介が寝転がっているのもいつものクルーザーのキャビンではなく、四角四面の直方体の部屋だった。とはいえがっしりとしたリゾートホテルではなく、金属コンテナに窓まどや扉とびらをつけて内装を整え、客室の体てい裁さいを取り繕つくろったものを大量に積み上げた形になる。少々防音が雑で早朝の冷気が室内まで入り込んでいるのもそのためだろう。

　国際見本市と言っても様々だが今回は前ぜん代だい未み聞もん。

　D.R.O.K.。

『ガバメント』『イリーガル』『フリーダム』……世界の裏側に属する三大勢力が軒のきを連つらねての、『第三の召しよう喚かん』にまつわる技術研究や新型兵装の展示・商談の場となっているのだから。

　万単位の人間が参加するというのに、その全員が召喚師や依より代しろであるが故ゆえ、『外』からは奇き麗れいサッパリ忘れ去られている奇き怪かい極きわまりない国際イベントとなっている。

　当然、そこには様々な思おも惑わくや利害があり、恭介のような召喚師の出番も回ってくる。

「……、」

　血の巡めぐりが悪く、一つしかないベッドの上でしばし天井のＬＥＤ電球を眺ながめながら城山恭介はぼんやりしていた。

　記き憶おくの一部に欠落のようなものがある。

　別段酒に詳くわしい訳ではないが、二ふつ日か酔よいに悩なやまされるのはこんな気分なのだろうか。

　……つまり他にも色々忘れているような気がするが、そちらについては意識がハッキリしてくれば自然と浮うかび上がってくるものだろうと考えていた。




「うふ。とびきり可愛かわいい寝顔をごちそうさまです、あ・に・う・え？」




　その。

　世界を絶望の底に突つき落とす、純じゆん粋すいなほどに真っ白な女王の声がなければ。

「う」

　布団の中に何かいる。

　至近、いいやもはやゼロ距きよ離りの密みつ着ちやく。滑なめらかで柔やわらかいマシュマロのような感かん触しよくと眠ねむ気けよりも優しく全身を包み込むぬくもり、そして鼻び腔こうから脳の奥おくまで冒おかす薔薇ばらに似た甘あまい匂におい。何もかもが極上と評価するべきはずなのに、城しろ山やま恭きよう介すけの全身が危機のシグナルを爆ばく発はつさせる。

　恭介のすぐ隣となり。

　伸のばした右みぎ腕うでの上へそっと頭を乗せる、それ。

　ギチギチギチ、と最強召しよう喚かん師しの首が動く。回る。噓うそであってくれと願いながら、あまりに恐おそろしくて放置もできず、結果として深しん淵えんを覗のぞき込んでしまう。そこにいたのは、今にも唇くちびるが触ふれてしまいそうなほどの距離にいるのは、あの銀のツインテールを輝かがやか

「うォォォォォあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああッッッ!!!???」

　あらゆる内臓が、筋肉が、血液が、細さい胞ぼうが、一いつ斉せいに沸ふつ騰とうした。

　絶ぜつ叫きようしながら城山恭介は『白き女王』から距離を取ろうとし、しかし、ズンッ!!　と凄すさまじい圧に身動きを封ふうじられる。より正確には真横に伸ばした右腕。にこやかに微笑ほほえむ女王の頭が乗っている辺り。見た目は仲なか睦むつまじい腕うで枕まくらでありながら、まるで落石にでも押おし潰つぶされ挟はさまれたかのごとく、自分の腕がピクリとも動かない。すぐそこにあるはずのレプリグラス製ブラッドサイン『林檎の蛇フオスフオロス』や励起手榴弾インセンスグレネードに空いた左手がどうしても届かない。

　それでも恭介は吼ほえる。

　もはや勝てるかどうかの問題ではない。

　最大の宿敵を前に今できる全すべてを叩たたき込む。ベッドサイドのペーパーナイフを摑つかんで女王の目玉に突き込み、スタンドライトを頭に振ふり下ろし、電源ケーブルで感電を狙ねらい、首を絞しめ

「やん☆」

　途と中ちゆうで遮さえぎられた。

　全まつたく笑みを崩くずさず、傷一つない女王はひらひらと恭介の前で手を振ると、

「まったく朝から血気盛んなあにうえ。それとも朝だからいきり立っているのでございますか。あらあら、あらいやだっ。わたくし少々品のない事を言ってしまいましたわね、まったくもう！」

　何やら勝手に頰ほおを赤らめ、空いた方の手で目元を覆おおうと、先ほどひらひら振った方の手を恭介の顔の前へと突き付けていく。

　ぴんっ、という小さな動きがあった。

『白き女王』が自分の中指を折り曲げ、親指で中指の爪つめの部分を押おさえ込み、指の力を蓄たくわえた上で中指を解放した音である。




　つまり。

　怒ど濤とうのデコピンであった。




　人の背丈よりも巨きよ大だいな太たい鼓こを思い切り打ち鳴らすような、壮そう絶ぜつな轟ごう音おんが炸さく裂れつした。

　もはや悲鳴も絶ぜつ叫きようもなかった。

　ベッドの上から出入口の扉とびらまでノーバウンドで吹ふっ飛ばされた城しろ山やま恭きよう介すけがそのまま背中を強打する。数秒経たって、ようやくずるずると重力に引かれて真下へ落ちていく。すでにその意識はない。

　とはいえ、これでも随ずい分ぶんマシな方だ。

　そもそも生身の人間が防護円の加護もなく異世界の住人である被召物マテリアルと接せつ触しよくするのがもうおかしい。ましてそれが規定級、神格級、未み踏とう級ときてさらにその頂点に君臨する『白き女王』であればなおさらだ。

　当然。

　建設重機のアームで生卵を摑つかむがごとく、極限の『配はい慮りよ』をした女王陛へい下かの賜たま物ものである。

「あら」

　ぐんにゃりと力を失い床ゆかへ転がる想おもい人を見やり、『白き女王』は小さく首を傾かしげていた。

　彼女はいつまでもいつまでも、飽あきもせずに城山恭介を眺ながめていた。

「困りましたわね、これでもう夜明け前から数えて四五回目だというのに。そろそろあにうえにはきちんと目を覚ましていただいて、わたくしの作るすうぃーとな朝食をお召しになっていただきたいものでございますわあ☆」

　励起手榴弾インセンスグレネードは使っていない。辺りに人工霊れい場じようが展開されている訳ではないし、真っ赤な『花弁』やスポットが滞たい空くうしている訳でもない。ブラッドサインを使って一〇〇の規定級と五〇の神格級を呼び出して未踏級への道を拓ひらいた訳ではないし、恐おそるべきその名を一列に並べた訳でもないはずだった。

　なのに『白き女王』はここにいる。一〇分間の制約もない。




　何故なぜこんな事になったのか。

　おそらくその答えは、城山恭介の欠落した記き憶おくの中に存在する……。
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　その二日前の事だった。

　一面は地平線の向こうまで緑の大地。深夜の暗くら闇やみをまとめて拭ぬぐい去るような、人工的な照明の数々。本来であれば牧歌的な草原が広がるだけのその場所は、あまりにも膨ぼう大だいな構造物で埋うめ尽つくされていた。軍ぐん需じゆ企き業ぎように製薬会社、様々な企業や集団が敷ふ設せつしたきらびやかな屋外ブースに、サーカスのテントにも似た巨きよ大だいな屋内展示場の群れ。さらには数千規模のスタッフとその一〇倍に匹ひつ敵てきする来場者達の生活を支える宿しゆく泊はく施し設せつや各種のインフラ。まだＣＧが全盛でない頃ころのハリウッド映画では一本撮とるのに一つの街を造ったという伝説があるが、こちらで展開されているのも同レベルの大おお仰ぎようさだ。D.R.O.K.。たった一〇日ほどの催もよおし物のためだけに、即そつ興きようの街が出来上がってしまっている。

　時間は夜の二時。

　多数のレーザーアートや花火が夜空を彩いろどり、係員の誘ゆう導どうする声がいつまでも響ひびく。当然、それを眺ながめる大勢の人々がいなければ成立しない。

　一面にひしめく老若男女。

　ラッシュアワーの駅のホームのような密みつ度どの全すべてが召しよう喚かん儀ぎ礼れいに関わる召喚師や依より代しろだというのだから驚おどろかされる。

　そんな乱らん痴ち気き騒さわぎのすぐ裏側で、囁ささやくような男女の声があった。

「（……こちらです、恭きよう介すけ君！　具体的な方法はそちらに任せますけど）」

「（……ああ、手早く済ませよう。今回はちょっとばかり勝手が違ちがう、周りがみんな召喚師や依代なら『視界から外はずれたら忘れられる』条件は適用しないからね）」

　一人は赤いパーカーにスポーツブランドのジャージのズボン、レプリグラス製ブラッドサインを携たずさえる黒くろ髪かみの少年、城しろ山やま恭介。

　そして彼を先導するのは、二〇代前半くらいの若い女性だった。艶つややかな黒髪を緑りよく髪はつなどと呼ぶが、彼女の髪もまた黒の中に碧あおい輝かがやきを秘ひめたものだった。ふわふわした柔やわらかい質感のシュシュでポニーテールにまとめても、腰こしまでのボリュームがある。服装については深い藍あい色いろのタイトスカートのスーツを纏まとうグラマラスな美女。

　特とく徴ちようと言えば、スカートのサイドをわざと破き、ストッキングも意図してあちこち伝線させているくらいか。

　他には肩かたから提さげたブランド品のショルダーバッグに、何故なぜか首元に細いチェーンでホイッスルが下げられていた。足にあるのはピンヒールのはずなのに、全まつたく無音で素早く深夜の闇を駆かけている。

　恭介の依代。

　名前は姫ひめ川かわ美み夏か、本来の所属は『イリーガル』。

　依より代しろには象しよう徴ちようがある。怨おん霊りようや邪じや悪あくな精せい霊れいに意図せず肉体を乗っ取られないようにするために心を戒いましめる拘こう束そく具ぐのようなものだ。彼女の場合は例の首から下げたホイッスルだった。細いチェーンのあちこちに、笛以外にも小さな飾りがいくつか取り付けられていた。

　中世の刑けい罰ばつに、『罪状のネックレス』というものがある。

　いわゆる恥はじさらしを軸じくとした罰で、当人が犯した罪をアイコン化した飾りをネックレスに取り付け、それを首から下げたままの生活を強しいられる訳だ。暴力の場合は拳こぶし、さらに泥でい酔すいしての暴力ならグラス、盗ぬすみなら掌てのひら、ギャンブル狂ぐるいの借金ならカード。まあ色々ある。当然ながら注目の的となり、悪い意味での噂うわさの対象になる訳で、社会生活は苦しい形になる。今風に言うならば、性犯罪者の足首にＧＰＳ発信機を取り付け位置情報を公開する感じかもしれない。

　姫ひめ川かわ美み夏かの場合は、ジョッキ、唇くちびる、一二面のダイスだった。

　スカートやストッキング、つまり公衆の面前で衣服を破くのもまた『晒さらし刑』の系けい譜ふだ。これらは全すべて、依代の精神性に合わせて細かくチューニングされた結果だろう。

「───、」

　彼らが走り抜ぬけているのは、ビカビカと大おお仰ぎようなライトに照らし出された野外ステージのすぐ裏手だった。軒のきを連つらねる『非日常』の象徴には無数の視線が集中しているが、ほんの少し光から逸それた闇やみの中は、完全な死角となっている。

『表』からは、リップサービスやマイクパフォーマンスも兼かねた大仰な宣伝文句が響ひびいてくる。

『今回我々が御ご紹しよう介かいする投とう射しや式しき召しよう喚かん爆ばく撃げきでは、既き存そんのブラッドサイン式と異なり召喚師や依代が現場に赴おもむく必要はありません。しかもコントロールの難しい被召物マテリアルの暴走に懸け念ねんする事なく、常に一定、常に安定の成果をもたらします。ヒット＆アウェイすら不要の、完全に安全なワンサイドゲームを皆みな様さまにお約束いたしましょう！　ではご覧ください、デモンストレーションはこちらになります!!』

　パチン、とマイクを通しての指を鳴らす音が一つ。

　直後の出来事だった。




　夜が消えた。




　グワッッッ!!!!!!　という凄すさまじい閃せん光こうが地平線の辺りで炸さく裂れつする。軽く見積もって五キロ以上離はなれていたはずなのに暴風のようなものに襲おそわれ、恭きよう介すけは先行するタイトスーツの美女を突つき飛ばして覆おおい被かぶさった。肌はだに突き刺ささるのは熱の痛み。日光浴をやり過ぎたような、何千本もの針の先せん端たんで薄うすく刺されるような痛つう痒ようが背中一面を埋うめ尽つくす。

「っぐう!!　な、何が、いったい何が……!?」

「しっ、これくらい予想の内だろう？」

　ほとんど反射的に飛び出た姫川の言葉を恭介は封ふう殺さつする。

　空から見ればはっきりと分かったかもしれない。直径二〇〇〇メートルきっかり覆おおい尽つくすドーム状の炸さく裂れつ。そしてそれほどの爆ばく発はつが起きたのに爆発雲キノコグモのような副次的気象変化へ一切繫つながらない不自然さ。何より閃せん光こうの色。それは純白の眩まばゆい光ではなく、夜光塗と料りようでも塗ぬりたくったような紫むらさきの光であった。

（……未み踏とう級。『紫し電でんの淑しゆく女じよ』辺りか。敢あえて旧来の魔ま法ほう陣じんを採用しつつ、しかし軸じくとなるべき依より代しろをわざと欠く。すると剝むき出しの威い光こうが直接外界を埋うめ尽くす訳か、当の未踏級があまりの閃光で見えなくなるくらいに。死の領域、という兵器化なら及きゆう第だい点てんかな。あるいは神々の陳ちん腐ぷ化かとでも呼ぶべきかもしれない訳だが）

『いかがでしたでしょうか！　ステルス爆ばく撃げき機きから投射したレーザー測そつ距きよで地形の凹おう凸とつを瞬しゆん時じに計測、プロジェクションマッピングで立体面にも歪みなく大規模な魔法陣を光学的に投射し、大地の中央に未踏級を配置する。神の威光が強過ぎる光として表され、未み熟じゆく者ものや禁を破った者などが目撃する事で身を滅ほろぼす伝説は枚まい挙きよに暇いとまはありません。我々は敢えて依代というカバーを外し、純じゆん粋すいに刺ささる威光に成功した。これが新しい時代の戦略です。我々「ガバメント」は、あらゆる召しよう喚かん師しが励起手榴弾インセンスグレネードを投げる前に決着をつけられる!!　何しろ威光の爆発は一瞬限りではなく、追つい儺なの陣を上から重ねなければ永遠に爆ばく轟ごうを与え続けるのですから！　今回は安全性を考こう慮りよして二〇〇〇メートルに定めましたが、その気になれば今の一〇倍でも、爆撃機ではなく衛星からの投射も可能となります!!』

　立て続けに、二回、三回と紫の閃光が全すべてを埋め尽くした。

　過去に数回、『白き女王』が依代を頼たよらずに顕けん現げんした事があるが、このような現象は起きていない。理由はシンプルだ。

　他のセーフティがあったか、恭きよう介すけとの出会いを楽しむ女王自身が、自みずからの生み出す威光、後光を踏ふみつけていたからだ。

　深夜の闇やみがまとめて吹ふき飛ばされる光景だが、実はかえって景色の明暗は二極化されていく。影かげに入ってじっとしていれば、聴ちよう衆しゆうに見つかる事はない。爆発と爆発の合間を縫ぬって、恭介達は物陰から物陰へ移動していく。

　既き存そんのブラッドサイン式を完全に無視した、恐おそるべきデタラメさ。

　だがこんな乱らん痴ち気き騒さわぎは、何も一ヵ所だけの特権ではない。

　別のブースでは、互たがいに煽あおるような格好で別のコンパニオンがマイクを手に声を張り上げている。

『当方の提唱いたしますアタッチセイント計画では被召物マテリアルそのものを依代に割り当てるのではなく、召喚師が装着するレプリグラスへの注入を企き図としています。また、呼び出すモノについても神格級の武装に限定し、神々の力を借り受けながらも神々の意思を徹てつ底ていして排はい除じよする事で───』

『これまでの励起手榴弾インセンスグレネードは召喚師との相性を基準としたものが主流派でしたが、いかがでしょう。視点をいったん変えて、望む被召物マテリアルとの相性に合わせて香の成分を変えてみる、というのは!?　この場合、特定神話圏けんに属する神格級、あるいはカラーリング別の未み踏とう級のみとコンタクトを容よう易いにし、逆にそれ以外とは困難にする事で、混乱の中で一方的に優位な戦せん闘とうが可能になると推測され───』

『こちらの鍵かぎ番ばん聖せい女じよは極めて高精度の依より代しろであると同時に、怨おん霊りようや邪じや悪あくな精せい霊れいなどからの自然憑ひよう依いのリスクを極限まで減らす事に成功したものです。彼女の背中、肩けん甲こう骨こつの辺りにご注目。ここにある鍵穴に認証キーを差し込む事で───』

　神をも恐おそれぬ話。

　誰だれも彼もが傲ごう慢まんを極めて超常を道具として切り分ける見本市。

「D.R.O.K.……王おう権けん神しん授じゆ、か」

　ろくでもない話ばかりだった。

　ブラッドサイン式がブラッドサイン式であるのは、人工霊場や『花弁』、『白しろ棘とげ』、スポットなど複雑な仕組みを取っているのは、その全すべてに意味がある。それらをショートカットした結果顕けん在ざい化かしたリスクがどれほどの事件を起こしてきたかは、今さら説明するまでもない。

　そしていくら『ガバメント』『イリーガル』『フリーダム』の三大勢力とはいえ、こうも数十数百のブースでポンポンとブラッドサイン式以外の召しよう喚かん儀ぎ礼れいの新方式を乱発できる訳もない。そこにもきちんとした理由がある。

　グワッ!!　と。

　何度目になるかも分からない紫むらさきの閃せん光こうが、何か巨きよ大だいな影かげを浮うき彫ぼりにしていた。

「パンデモニウム、やっぱり大きい……」

　碧あおい緑りよく髪はつのポニーテールの美女が、思わず呻うめくように呟つぶやいていた。

　北の大地に設営された巨大見本市だが、その構造は極きわめて明快だった。直径一〇キロの輪状に各ブースやステージ、宿しゆく泊はく施し設せつなどが並び、一番中央には一ひと際きわ巨大な構造物が鎮ちん座ざしている。パッと見ではオーストラリアの巨大な一枚岩、エアーズロックのようなシルエットに見えなくもないが、それにしてはあまりに禍まが々まがしい。

　大規模都市管理インフラなどを除のぞく、単たん騎きとしては世界最大規模のレプリグラス。

　巨大極まる棺ひつぎのような漆黒の本体に、下か端たんから伸のびる大小計一〇本の石油パイプラインのように太い推進用の触しよく腕わん。

　言ってしまえば、横たわるダイオウイカに似た形状。

　パンデモニウムと呼ばれる『それ』は単なる建造物ではない。自じ律りつ移動も可能で、水陸と場所も選ばない移動要よう塞さいという触ふれ込みだった。ちなみに先ほどから『紫し電でんの淑しゆく女じよ』の爆ばく発はつが続いているのは、輪の外側である。

　そして同時に、

「誰もが簡単にブラッドサイン式以外の新方式を回せるはずがないんだ。パンデモニウムが巨大な『匣はこ』だって話は事前に耳にしていたけど、ここまでの歪ゆがみを撒まき散らすとはね……」

　匣。

　つい先日も、『少女使いガールズバツクドア』やビヨンデッタ＝シロヤマが関与した『蟻あり塚づか』事件において、『ガバメント』が未み踏とう級『大三角』の一角である『赤の麗れい人じん』のためのパーソナルな召しよう喚かん設備を組んでいるのを見たばかりだった。

　だが今回は大きい。

　あまりにもスケールと汎はん用よう性せいが違ちがい過ぎる。

「D.R.O.K.に出品された新方式の九割以上がパンデモニウムからの連結支し援えんを受けているらしいですからね。そもそもパンデモニウム自体、『ガバメント』『イリーガル』『フリーダム』の共同計画で建造された、最大の目玉商品でもあるんですけど」

　考えてみればおかしな話だ。

　常時いがみ合っている三大勢力が互たがいの機き密みつを持ち寄って一つの切り札を作るなどと。情報漏ろう洩えいのリスクが高過ぎるし、何より出来上がった切り札の使用権を巡めぐって新たな争いの火種になりかねない。

　しかし、不自然な話には不自然な利害が付き物である。

（つまりアレは何でも演算してくれるスパコンで、周りのブースはみんな端たん末まつ持ちという訳か。料理のレシピ検けん索さくからミサイルの弾だん道どう計算まで何でもこなしてくれて、使い道は人それぞれで無限大に広がっていく、と）

　恭きよう介すけ達はブースやスタジオの裏手を回りながら、着実に目的地を目指す。

　途と中ちゆう、遮しや蔽へい物ぶつの一つでピタリと動きを止め、スマホを取り出していた。おそらくステージの正面側ではマイクパフォーマンスに夢中なＶＩＰが突つっ立っている事だろう。だがメインディッシュはそちらではない。恭介はきらびやかな壇だん上じようのすぐ下で待機している黒服達を思い浮うかべながら、

「よし、護衛の端末との不正ポートを作ったぞ。これでいつでも覗のぞける訳だが。リューさんから買い取ったキーピッカー様々だね」

「対象は『イリーガル』の護衛みたいですけど」

「三大勢力のどこだって同じさ、結局根っこはデルタストン家で繫つながっている」

　最後の最後まで移動を終えた。

　ブースの裏から暗がりを覗き込む。

「さて、それではパンデモニウム侵入の第一歩だ」

　立ち入りが可能なのは直径一〇キロの輪状のスペースで、中央のパンデモニウムへは今のままでは接近もできない。下手に草原へ踏ふみ込めばマイクロ波を使った対人レーダーや赤外線サーチライトなど不可視の網あみにかかるのが関の山だ。励起手榴弾インセンスグレネード使用中の召喚師や依より代しろはカメラやセンサーから消える特性があるが、五キロという距きよ離りもまたいやらしい。絶対に突とつ破ぱ不可能とは言わないが、かなりの創意工夫が必要になってくる。

　そして今はどうでも良い。

　恭きよう介すけ達の狙ねらいはそこではない。

（ブースナンバー００Ｄ５１、よし）

「ふっ!!」

　短い吐と息いきと共に、裏方へ休きゆう憩けいにやってきた係員らしき若い男の意識を刈かり取る恭介。実際のところ、使えるものなら何でも良い。そして現状で一番悪目立ちをしているのは、天上を飛び交う例のアレだった。恭介は気絶した男が抱えていた『スペアの備品』に手を伸のばす。

　腕わん章しようを見ればどこのブースの人間かはすぐに分かる。

　そして不ふ慮りよの事態に備えて、プレゼンでは複数の機材を揃そろえておくのが常道だ。

「いけそうだ。こいつを利用させてもらおう」

　バズーカのように見えるが、砲ほう弾だんは出ない。

　だがある意味で、もたらされる結果だけなら対戦車砲以上の代物だろう。

　使えるものならアドリブ調達でも構わない。恭介は手慣れた動作で肩かたに担かつぎ、ファインダーを覗のぞき込んで、五キロ先の『標的』を正確に見み据すえていく。

「レーザーロック、準備」

「了解、他のリクエストがあっても欺ぎ瞞まんは成立するものと判断します。いつでも行けます」

「照射開始」

「照射を確認、誘ゆう導どう始まりました」

　直後の出来事だった。




　ドグワッッッ!!!!!!　と。

　爆ばく撃げき機きから放たれた『紫し電でんの淑しゆく女じよ』の爆発が、中央のパンデモニウムをまともに吞のみ込んだ。




　剝むき出しの威い光こうの炸さく裂れつ。数キロ単位で離はなれていてもビリビリと肌はだに突つき刺さすような熱の痛み。歯を食いしばり、追つい儺なのリクエストを飛ばすと、恭介は肩に担いでいたバズーカのような装備を放り捨てる。

　今いま頃ごろ、ブースの上の責任者は脂あぶら汗あせにまみれている事だろう。

　だが恭介達の知った事ではない。

　第三者からの誤誘導によって、パンデモニウムがドーム状の閃光に吞まれた。だが当然、あの程度でどろりと溶とけるほど柔やわな構造はしていないはずだ。

　だから困っていた、とも取れる訳だが。

　恭介は自分のスマホに目をやりながら、

「よし、よし。不慮の事態に泡あわを食ったＶＩＰ達が慌あわてて緊きん急きゆう退ひ避なんしていくぞ。周りの護衛達にも普ふ段だんは配られないような退たい避ひマニュアルが一いつ斉せい送信されていく。これでD.R.O.K.の全ルートが網もう羅らされたって訳だが。当然、会場の一角にあるパンデモニウムの中身や避難ルートについても」

　強固な施し設せつへ侵しん入にゆうするにあたって、一番重要なのは何か。

　どんな壁かべでも壊こわせるスペシャルなドリルか。誰だれにでもなりすませるオールマイティな身分証か。自分の体を透とう明めいにできるニンジャマントか。

　どれもこれも違ちがう。

　正解はまず情報。忍しのび込むべき場所に関する図面一式である。

「では」

「これは足がかり。トラブルが起きた事で向こうも厳げん戒かい態勢になるとは思うけど、この辺りは仕方がない。段を踏ふまなければ絶ぜつ壁ぺきは登れないからね」

　必要な情報を全すべて落とすと、紫むらさきの閃せん光こうが晴れた後も変わらず巨きよ大だいなシルエットを誇こ示じするパンデモニウムを見やりながら、少年はこう呟つぶやいていた。

「次は分厚い扉とびらをこじ開けよう」

　要よう塞さいの核かく。

　演算を担になう機器の『正体』を思い浮うかべ、彼は静かに告げる。




「いよいよ中で歯車にされている三五三人の依代を助け出す段階だ」




　つまりは。

　それが今回、『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』に投げかけられた『呪いの言葉たすけて』であった。

「本日の目的は完了しました。この混乱も撤てつ退たいには役立つでしょう。確実に図面を持ち帰り、侵入の糸口を精査するため、速すみやかに───」

「いや、ちょっと待て……」

　恭きよう介すけは人差し指を口に当て、沈ちん黙もくを促うながしてから、その指で別の方向を差した。

　突とつ然ぜんの『誤ご爆ばく』を受けてあちこちで小さな混乱やちょっとした将しよう棋ぎ倒だおしが起きているが、それとは系統の違うざわつきがあった。

　数百メートル先にある、眩まばゆいばかりのブースのすぐ近く。

　流石さすがに怒ど鳴なり声の詳しよう細さいまでは聞き取れないが、退避マニュアルを盗ぬすむために不正な窓まど口ぐちを確保した護衛のスマホがある。行き交うデータを盗み見て、マイクやカメラをリンクさせると、こんなやり取りが浮うかび上がる。

『馬ば鹿か野や郎ろうっ、マニュアルを読め！　鍵かぎ番ばん聖せい女じよの使い方はそうじゃないっ!!　くそ、投下して敵てき陣じんで展開させるものなのに!!』

『えっ、えっ、うわあ!?』

『回しやがった、鍵かぎを！　誤ご爆ばくでパニクりやがって、群衆の中で出るぞ、神格級が!!』

『早く何とかし───うおおっ!?』

　カッ!!　という人工的な照明以外の、もっと禍まが々まがしい光が一角を埋うめ尽つくした。

　ブースの近くで何かが渦うず巻まいている。

　人工霊れい場じようも『花弁』、スポットもない。だが紛まぎれもなく神話の神々の力が凝ぎよう縮しゆくし、形を成している。ブラッドサイン式とは違ちがう何かしらの方法で召しよう喚かんがなされたのだ。もちろん、パンデモニウムという巨きよ大だい極きわまる『匣はこ』の力を借りて、一足飛びに。

　恭きよう介すけは思わず舌打ちした。

『誤爆』が原因でパニックが生じ、あれが呼び出されたのなら、責任の一いつ端たんはこちらにもある。

「美み夏か」

「美夏さんです、子供め。助けに行くんですか？」

「混乱に乗じて脱だつ出しゆつ、だろう？　ちょっとくらい派手にやったって今なら分からないさ」

　闇やみの中を二人して走る。そうしている間にも不気味な震しん動どうが不規則に伝でん播ぱしてくる。ここから見ても異変は察知できた。『それ』はあたかも波乗りに似ていた。体にリボンを巻いた金きん髪ぱつの美女と、その足元でビッグウェーブを描えがく黒の塊かたまり。その正体は何千何万もの蛇へびの集合体だ。スマホから盗ぬすみ見る情報と複合して、恭介は呻うめき声を上げる。

「『神格級』音域中音、コスト６。アダムの最初の妻か、こいつは強敵だぞ……」

「鍵かぎ番ばん聖せい女じよは『イリーガル』主導のプロジェクトで、複雑な構造を持つ錠じよう前まえの施せ錠じよう・開錠のアクションで特別な力を解放し、召喚の儀ぎ礼れいと為なすものです。系統としては魔ま女じよ術に準じていたはず。縄なわの結び目に風の力を蓄たくわえ、それを解く事で魔法を行使するといった技術の応用です」

「だけどあれも本質的には爆ばく撃げき機きからの空爆と一いつ緒しよな訳だが。ブラッドサイン式を排はいした不安定な召喚は手当たり次第が前提。敵地のど真ん中で開錠し、暴走する『神格級』が無差別破は壊かいをもたらす事で成果を挙げる仕組みらしい。だとすると厄やつ介かいな訳だが。自じ陣じんのど真ん中であんなの呼び出したら、どこまで被ひ害がいが拡大する事やら。ピンを抜ぬいて握にぎり込んだ手しゆ榴りゆう弾だんからうっかりレバーを手放すようなものだ」

　資料に目を通している内に、いきなりアクセスが断たれた。

　気づかれた訳ではないだろう。侵しん入にゆう先さきの端たん末まつが破壊されたと見るべきだ。持ち主については無事を祈いのるしかない。

　幸い、召喚儀礼見本市D.R.O.K.に参加しているのは召喚師や依より代しろばかりだ。こうしている今も多くのペアが戦いを挑いどんでいるはずである。

　ブラッドサイン式は規定級から始まり未み踏とう級まで辿たどり着く。忌いま々いましい事に、あの『白き女王』にさえ。神格級『止まり』の鍵番聖女なら倒たおせない事もない。

　だがそれもきちんと錬れん成せいができればの話だ。最弱の規定級コスト１から戦いを挑めば、神格級のビッグウェーブに吞のまれて即そく死しは避さけられない。おそらく現場では『自みずからの奉ほうずる神を目の前で殺された衝しよう撃げき』を受けた召しよう喚かん師し達がゴロゴロ転がっている事だろう。レベル１の勇者は経験値を積めばいつか魔ま王おうを倒たおせるようになるが、レベル１のまま挑いどむのでは成長の機会を与えてもらえない。

「どうしましょう」

　走りながら、傍かたわらの姫ひめ川かわ美み夏かが提案してくる。

「私の錠じよう前まえも使いますか？」

　そう告げる藍あい色いろのタイトスカートの美女は恭きよう介すけに背を向けていた。いいや、厳げん密みつには違ちがう。スカードサイドのホックを弾はじき、自みずからの指でタイトスカートをずり下ろしている。腰こしの後ろ、尾びてい骨の少し上辺りを見せつけていたのだ。そこにあるのは眩まばゆい肌はだ……だけではない。何かおかしなものがあった。

　映像ディスクほどの金色の金属。

　そしてその中央にある、研究所の扉とびらにあるような専門性の高いがっしりとした鍵かぎ穴あなだ。

　これもまた、パンデモニウムの力を借りたゲテモノ。

　鍵かぎ番ばん聖せい女じよ。

　鍵を挿さして、回せば、それだけで決められた神格級を呼び出せる異形の技術。

　聞いた話では、翼つばさや尾おなど、本来の人間には存在しない器官を想起させる事で依より代しろの精神性を瞬しゆん時じにチューニングし、錠内部の構造に対応した『神格級』を一いつ瞬しゆんで召しよう喚かんする機構らしい。

「いいや」

　だが恭介は即そく答とうした。

「通常の励起手榴弾インセンスグレネードの他に、スタングレネードやスモークをいくつか揃そろえている。そっちを使って注意を引けば、ある程度の時間は稼かせげるだろう。最大理論値で五〇秒。だけど今回のケースだと他の召喚師との読み合いは必要ないから、『花弁』をスポットにぶち込むだけなら簡単だ。それだけあれば未踏級をストレートに呼べる。即死さえ避さければ戦える」

「では」

　ブラッドサインを握にぎり直し、数千数万の蛇へびの大波に乗る神格級の女を見み据すえて彼は言う。




「ああ、そろそろ本物の召喚儀ぎ礼れいを見せてやろうではないか」







[image: ]







[image: ステージ01　世界で一番可愛い脱出ゲーム？]










　　　　１（Timeline『Now』）




　その後も何度か覚かく醒せいと気絶を繰くり返して、ようやく城しろ山やま恭きよう介すけにも気づいた事があったようだ。

　勝てない。

　今のままではキッチンスペースで小さくお尻しりを振ふりながら鼻歌を歌っている『白き女王』には絶対に勝てない。

「ふんふーん、ふんふんふんふーん☆　ああっ、こうしてあにうえのために朝食を振る舞まえる時がやってくるだなんて！　あの『箱庭』にいた頃ころを思い出してしまいますわあ、うふふ」

（おっ、落ち着けっ、落ち着け僕ぼく!!　考えようによってはこれまでにないチャンスでもある訳だが。いつでも秒殺どこでも瞬しゆん殺さつの女王相手にトライ＆エラーを腐くさるほど繰り返す絶好の好機に恵めぐまれたと見るべきなんだ!!　いいか、こんな奇き跡せきはもうないぞ。これを機に女王の特とく徴ちようや性質、果ては弱点や欠点まで徹てつ底てい的てきに網もう羅らして足がかりに変えていくんだっっっ!!!!!!）

　人間は無理にでもポジティブに捉とらえないとダメになってしまう時があるらしい。

　壁かべに背中を押おしつけ、床ゆかに尻しり餅もちをついたまま、ズキリと重たい頭を小さく振って恭介は思考を切り替かえていく事にした。

　D.R.O.K.。召しよう喚かん儀ぎ礼れい国際見本市。デルタストン家。パンデモニウム。三五三人の依より代しろ。その救出のための行動……。

　いくつか思い出していくが、やはり途と中ちゆうから破断している。

　記き憶おくに一部欠落があるのは『白き女王』に何度も何度も嬲なぶられたせいか、それとも他に何か原因があるのか。朝っぱらから満まん身しん創そう痍いの恭介には判断がつかない。

　とにかく浮うかんだ疑問を口にしてみる。

「……僕の依代は、姫ひめ川かわ美み夏かはどこに行った……？」

「あらやだ」

　ベゴリ!!　という鈍にぶい音が炸さく裂れつした。

　にこやかにこちらを振り返る新妻モードの『白き女王』の手の中で、フライパンの取っ手が握にぎり潰つぶされた音だった。

「初しよっ端ぱなからご挨あい拶さつでございますわねあにうえ。こんな晴れの日にわたくしの前で、他の女の名前を出してわざわざ水を差すとかどういうつもりだコラ」

　仕方がないので直接フライパンの縁ふちの部分を摑つかんでガス台の上で揺ゆすりながら、一ミリも柔やわらかい笑みを崩くずさない女王。じゅうじゅう音は鳴っているが全まつたく痛みはないらしい。

　全身から緊きん張ちようの汗を流しながら、しかし恭介は思う。

（一体あれから『何が』起きた……？　姫川美夏とのライン自体は繫つながっているようだけど……もしかして、依より代しろとして『白き女王』の中にいるのか……？？？）

　そもそもブラッドサインや励起手榴弾インセンスグレネードに頼たよらず『白き女王』が恒こう久きゆう的てきに呼び出されている時点でイレギュラー過ぎる。判断材料はあまりにも少ないが、もしも姫ひめ川かわ美み夏かが依代として『白き女王』を支えているとしたら最悪だ。

　言ってみれば、恭きよう介すけは女王に依代を奪うばわれた形になる。

　依代がいなければ被召物マテリアルは呼び出せないし、被召物マテリアルを憑ひよう依いさせた状態の依代と契けい約やくを解かい除じよする方法には心当たりがない。

　つまり、車の中にキーを閉じ込めた状態に等しい。

『白き女王』と戦うためには依代がいるのに、依代を奪だつ還かんするには『白き女王』を何とかしなくてはならない。

　今の彼には、戦う力がない。

　……ある意味において、最大戦力の『白き女王』を時間無制限でひたすら使い続けられるという破格の条件でもあるのかもしれないが、それで喜ぶような心の持ち主でもない。

「さーあ、あにうえ！　朝ご飯の準備ができたのでございますよ!!　どうせまたいつものシリアルに牛乳を注ぐだけの日々だったのでございましょう？　わたくしが腕うでによりをかけて、体の栄養の他に心の栄養まで補うスペシャルな愛妻料理をご用意いたしましたわ!!　どうぞめしあがれー☆」

　テーブルの上に次々と料理を並べていく『白き女王』には、邪じや心しんらしい邪心は見られない。

　だからこその恐きよう怖ふ、でもあるのだが。

「……、」

　慎しん重ちように『白き女王』の挙きよ措そを観察する恭介だが、料理そのものには罪はない。そしてここで女王の機き嫌げんを損ねれば、一いつ瞬しゆんで真っ赤なジュースにされかねない。恭介は胃い袋ぶくろに重たいものを覚えつつも、とりあえず席に向かう。

　そして一面に並べられたものを眺ながめてこう呟つぶやいていた。

「白い」

「わたくしのアイデンティティですもの」

「それにしたって白過ぎる！　何だっ、このラインナップは!?　ポテトサラダ、ホワイトシチュー、カリフラワーとホワイトアスパラの炒いため物に、飲み物までホットミルク……！　一つ一つは何も悪くないはずなのに、ずらりと統一されるとすごくサイケに見える訳だが!!」

「困った時はチキンか白身魚でございますわよね。うふ、それから食パンはちゃんと耳をカットしているのがポイントでございます。白いトコ以外は不要!!」

「何という冒ぼう瀆とく！　あそこ焼いたらカリカリになって最高なのに!?」

「そもそもきつね色になどさせません。さああにうえ、焼かずにそのままどうぞ。オススメはマーガリンかホワイトチョコペーストでございます」

　対面の『白き女王』は全力の笑顔であった。

　拒きよ否ひするなら腹を開けて胃い袋ぶくろに直接ねじ込む、とその顔に書いてあった。

　重たい息を一つ。それから恭きよう介すけは箸はしを手に取った。

　試しに炒いため物をつついて口に運び、

「美味おいしい」

「うふ」

「料理それ自体は普ふ通つうに美味しい訳だが。良くできている」

「うふふふふ!!　それはもちろん、あにうえの善よきお嫁よめさんになるための必要な振ふる舞まいでございますもの。わたくしが何故なぜ白を司つかさどるのかお分かりですか。それはあにうえの色に染めてもらうためでございます！　きゃー☆」

[image: ]

　無理に斜しやに構えても仕方がないので浮うかんだ感想を素直に述べたが、何やら『白き女王』は両手を頰ほおに当てて小こ刻きざみに振しん動どうし始めてしまった。

　……それは、まあ、極限のストレスで胃袋にボウリング球でも落としたような恭介でもものの味が分かるくらいなのだから、一いつ般ぱん的てきな見地からすれば相当美味しい部類に入るのだろう。

　その後は『白き女王』も交えてテーブルの料理をつつき合う事になった。あの未み踏とう級の頂点に栄養摂せつ取しゆなんてものが必要なのか、食べ物を取り上げた程度で餓が死しするような存在なのかは果てしなく疑問ではあったが、表面上だけ見れば料理を口に運ぶ女王は幸せそうだ。

「女王」

「何でございましょう？」

「今さらあなたがどうしてここにいるのかなんて聞かない。理由を尋たずねてもストレート過ぎて虚むなしくなるだけだから。だから答えてくれ。あなたがここにいるのは、パンデモニウムと関わりがあるのか？」

「あら。ほ・ん・と・う・に、あにうえは何も覚えていないのでございますねえ？」

「……、」

「ふふ、でしたらもう少しわたくしも沈ちん黙もくを守ってみようかと。何しろこの夢のような時間は、あにうえが全すべてを思い出したら瓦が解かいしてしまうかもしれませんし」

　ねぶるような言い方に手の中の箸はしが折れそうになったが、そんな行こう為いに意味はない。暴力性で言えば『白き女王』に敵かなうはずがないのだから、いくら誇こ示じしても彼女は自じ慢まんする子供を褒ほめるように微笑ほほえむだけだ。

　人間の武器は腕わん力りよくではない。思考を切り替かえ、クールに努つとめる。

「確認しよう、女王」

「わたくしはあにうえとお話ができるのならば何だって」

「召しよう喚かん儀ぎ礼れい見本市D.R.O.K.は表向き『ガバメント』『イリーガル』『フリーダム』、いわゆる三大勢力の共同計画という事になっている。和平の第一歩であり、不毛な争いの時代を終わらせるための歴史の転てん換かん期きに必要な足がかり」

　恭きよう介すけは自分自身、未いまだぼんやりする頭の歯車を動かしていくような口くち振ぶりで、

「……でも実際には、デルタストン家が一枚嚙かんでいる。こいつはマゼンタレイン家と同格の欧州貴族連盟ラウンドテーブルの一角で、三大勢力にそれぞれ有力な召喚師を配する事で垣かき根ねを越こえた巨きよ大だい派は閥ばつを作り上げている訳だが」

「つまり、共同計画とはデルタストン家の権益拡大のためでございますね。特にパンデモニウム。通常であれば三大勢力が使用権を巡めぐっていがみ合い、まともに稼か働どうできない。でもそれぞれに顔の利く同家の調整がある時だけはまともに動かせる。となると実質、同家専属のオモチャに成り下がろうとしている訳でございますわ」

「D.R.O.K.……王おう権けん神しん授じゆとは良く言ったものだね。ようは三大勢力のどこからも干かん渉しようされない絶対権力を築きつつ、逆にパンデモニウムを中心に三大勢力をいがみ合わせて膠こう着ちやく状態に陥おちいらせる。誰だれも彼も牽けん制せいし合ってまともに動けない中、巨大派閥である事を隠かくそうともしなくなったデルタストン家だけが召喚儀礼の世界で自由に闊かつ歩ぽする立場を確立できる訳だが。アクセルとブレーキ、その両方にパンデモニウムが関わっている図式だ」

　この巨大な見本市は表向き三大勢力が共同出資している形になっているが、実質的には各勢力に潜もぐったデルタストン家が結集しているだけ。言ってしまえばここはヤツらの王国だ。てっぺんのキング様は高級リゾートホテルを一棟とう丸ごと独どく占せんし、三大勢力から拠きよ出しゆつした精せい鋭えいで周りを固めているはずである。

「ちなみに脇わきに逸それますが、デルタストン家の者がわざわざパンデモニウムの『外』に拠きよ点てんを設もうけている理由は？」

「『リゾート』ホテルを陣じん取どっている時点で明白だろう、無骨な兵器の塊かたまりなんぞに居心地の良さを求める人種ではない訳だが」

「スパコンがあれば便利ですが、わざわざ高出力の電でん磁じ波はが渦うず巻まき、氷点下何十度まで冷え切った本体に寄り添そいたいとは思わない、といったところでございますか」

「外からリクエストを飛ばして神格級や未み踏とう級の力を自在に引き出す、くらいの距きよ離り感かんがベストだと考えているんだろうね。そもそもあれは未踏級をさんざん使い倒たおす巨きよ大だいな移動要よう塞さいだ。内部は霊れい的てきな認識を歪ゆがめる作用が渦巻いていてもおかしくない。高度に磨みがかれた召しよう喚かん師しや依より代しろならともかく、アワード１００以下、一いつ般ぱん社会との折り合いも重視するデルタストンの人間が長時間滞たい在ざいしていたら自じ律りつ神経がやられるよ」

　まるで見てきたような言い草だった。

『白き女王』はくすくすと微笑ほほえみながら、

「パンデモニウムが試験運用から本格稼か働どうに導かれれば、まさしく新時代の到とう来らいでございますわね。わたくし、人間同士の利害など爪つめの先ほども興味はございませんが……こうなる前に一いつ斉せいに潰つぶしにかかったりはしなかったのでございましょうか」

「今日まで続いているという事は、そうはならなかったんだろう。まさかそんな、いくら何でもそこまでは。いつの時代だって人類を滅ほろぼすワードは決まっているんだ」

　こうして会話をしてみる限り、恭きよう介すけと『白き女王』との間にそれほど認識の齟そ齬ごがあるとは思えない。前提として、インプットされている情報それ自体に誤りはないのだろう。

　となると、問題は一点。

　彼の中で欠落している記き憶おくだけだ。

　きっとそこに真実の全すべてが凝ぎよう縮しゆくされている。

（仮にパンデモニウムという巨大な『匣はこ』が女王の恒こう久きゆう使用を意味するものなら、それこそ三大勢力のいがみ合いは止まらなくなる。永遠に歯車に楔くさびを打ち込む事になる訳だが。でもデルタストンの人間は気づかなかったのか、こんなものを呼び出したところで人の手でコントロールできるはずはないって!!）

「あにうえっ、テレビを点つけてもよろしいでしょうか。わたくし、血液型占うらないというものに前から興味がございまして。朝の情報番組ではそうした内容に事欠かないとも聞きました！」

「あなたそもそもナニ型な訳？　Ｘ型でＲｈが[image: ∞]とか？」

　はうはうと興こう奮ふん気味の吐と息いきを漏もらす『白き女王』にひとまずリモコンを譲ゆずると、恭介は恭介で料理を食べ終えた食器を重ねてキッチンスペースの流し台に運んでいく。普段は家電に頼る事も多いが、元々クルーザー暮らしなので、節水しながらの食器洗いには慣れていた。

「……、」

　一いつ瞬しゆん、水切り台に立てかけてあった包丁に目が行くが、これは短たん絡らく的てき過ぎるだろう。薄うす型がたテレビに夢中でこちらに背を向けている『白き女王』に突つき立てても、今さら何かが変わるとは思えない。下手へたすると笑顔で抱き締しめられて良い子良い子されて膝ひざの上で丸められてしまう。

「あにうえ、あにうえ！　Ａ型の殿との方がたはＡＢ型の女性との相性がばっちりと出ていますわ！」

「だから僕ぼくはともかくあなたの血液型はカテゴリエラーのはずだろう？」

「ええ。まことに残念ながら、わたくしはこれから全世界ＡＢ型女性根こそぎ滅めつ亡ぼうツアーを敢かん行こうせねばなりませ───ふぎゅっ！」

「女王、ほっぺにホワイトシチューがついている訳だが」

「ふにゅうううー……」

　放っておくとえらい事になりそうだったので適当に理由をつけてハンカチ越ごしに『白き女王』の柔やわらかい頰ほおを弄もてあそんでいると、ツインテールの少女は軽く目を回しそうになっていた。

　小さな子供みたいに為なすがままにされつつ、『白き女王』はこう尋たずねてきた。

「あ、あにうえは本日どのようなご予定なのでございましょうか」

「そうだね」

　恭きよう介すけは小さく息を吐はいて、

「部屋にこもっていても何も好転しないし、とりあえず外をぶらついてみようかと思うけど」

「まあまあ!!　それでは手料理タイムに続いて散策デートまで実現してしまうのでございますね。まったく今日は何という吉日なのでございましょうか！　世界の祝日にしてやりたい気分でございます!!」

　目一杯はしゃぐ『白き女王』を眺ながめながら、恭介は心の中で付け足した。




（後は欠けた記き憶おくを何とかして、あなたを殺す方法を見つける事かな）




　ゴールは最初から目の前にあって。

　しかし、どうやったところで『白き女王』という扉とびらは開かない。

　頭をひねれ。

　手持ちの全すべてを使え。

　鍵かぎのかかった扉の向こうには、『呪いの言葉たすけて』を告げた女性が待つかもしれないのだから。




　　　　２（Timeline『Now』）




　見本市の目的は大きく分けて二つ。単純に新商品の取引契けい約やくを行うビジネス目的と、自分達はこんな技術を持っていると宣伝するプレス目的だ。さらにビジネスの場合は商品そのものを欲するケースと人脈作りを目的とするケース。プレスの場合はテレビＣＭや雑誌広告と同じように自社のブランドを高めて購こう買ばい・競争力を高めるケースと、敵対勢力にここまで技術差が開いているから絶望しろと恫どう喝かつするケースに分かれていく。

　プレス目的の人間は決まった時間に行われる特設ブースでの発表会に入いり浸びたるのがほとんどだ。午前中のこんな早い時間帯に通りを埋うめ尽つくしているのは、単純にブラッドサインや励起手榴弾インセンスグレネード、拘こう束そく具ぐ、レプリグラス、もっと言えばそれらに使われる部品や薬品などを手に取るビジネス目的の召しよう喚かん師しや依より代しろ達だろう。

　でもって。

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

「ほらほらあにうえ、何をこの世の終わりみたいな暗い顔をしているんです？　せっかくこんな可愛かわいい女の子が腕うでにひっついているんですからもう少しハッピーに行きましょう、はっぴー☆」

　この世の終わりというか、城しろ山やま恭きよう介すけは世界の中心に立たされていた。

　無理もない、傍かたわらにあの『白き女王』が立ち、少年の右腕を両手で包み込むようにし、全体重を預けて、肩かたに頭まで乗っけているのだから。

　道行く人々の視線が痛すぎる。

　と、いうか───。

『陛へい下か、って、ええ!?　陛下ァ!!!???』

『バカ違ちがうってコスプレだよ「白き女王」を題材にしたミュージカルやるって言ってたも───うぎゃあ!!　ほ、ほ、ほんものー!?』

『ぶくぶくぶくぶくぶくー……』

　───もうこれは思わず振ふり返るとか二度見をするとか、写真を撮とる撮らないとか、そんな次元を超ちよう越えつしていた。その場に崩くずれ落ちて小さな子供のように滂ぼう沱だの涙なみだを流す大男、あまりの衝しよう撃げきにニルヴァーナの域に入ったのか白目を剝むいて泡あわを噴ふく聖せい女じよ、その場で地面に額ひたいを押おし付けて拝み倒たおすインディオらしき一団に、高校球児よろしく女王の歩いた足あし跡あとの土をせっせとかき集めて袋ふくろに詰つめているきらびやかな女性占うらない師。もう、なんていうか、もうなのだった。人間なんてのは霊れい長ちようとか何とか言っているが、いざ超常の存在を目の当たりにしてしまえば自みずからの尊厳をポンと横に置いてしまう生き物らしい。

　城山恭介は唇くちびるを真っ青にしながら素直に思った事を口に出した。

「……何故なぜお留守番という選せん択たく肢しは浮うかばなかったのか。悪目立ちなら一人でやってくれると助かる訳だが。このままでは僕ぼくまで一いつ緒しよに銅像にされそうな勢いではないか」

「あらいやだ。素敵な彼女を見せびらかすのはデキた殿との方がたの特権でございますよ、あにうえ。さあさ、もっと胸むねを張りなさい。このわたくしを射止めた偉い業ぎようを世に知らしめるのです」

　バカップルモード全開の『白き女王』だが、恭きよう介すけは過去に『白の寵ちよう愛あい』というアワードを持っていたがために『ガードオブオナー』なる（変態）召しよう喚かん師し集団から無む駄だに一目置かれた事もあるので、結構笑い飛ばせないトピックスだった。

　が、『白き女王』は周囲の騒さわぎなど全まつたく気に留めていないようで、

「あらまあ、色々な屋台も軒のきを連つらねていますのね。ふうむ、愛妻料理は絶対に外はずせない一手でございましたが、ここを素通りするのはあまりにも惜おしい。そんな訳であにうえ！　お菓か子しは別腹理論を用いてわたくしにアイスを奢おごってくださいなっ!!」

「やだよ面めん倒どう臭くさい、アイスなんてその辺の信しん奉ぽう者しやに頼たのめば南極の氷がなくなるまで作ってくれるのではないかな」

「全く世の理ことわりを理解していないあにうえ。恋こいする殿との方がたから払っていただくというところにときめくのでございますよ。あいすっ、あいすっ、もちろんバニラの一いつ択たくでございます！」

「……どうしてそこまで白にこだわるんだ、うっぷ」

「白いの大好き『白き女王』でございます!!　うふ、何を想像なさいました、あにうえ？」

　問われたので、恭介は素直に答える事にした。

　無の表情になって、

「いや、女王って狂きよう的てきだけどその辺の一線は守っているというか、何も知らないピュアな心の持ち主だと思っていたんだけど、意外や意外というか。うん、宿敵だけどショックだ」

「ふえっ!?」

「リューさんだって口ではあんな風に言ってるけど絶対ピュアだと思うんだよね。ひきこもりの愛あい歌かは言わずもがな。うーん、そうか、女王だけが突とつ出しゆつしていたか……」

「なっ、なななななな何を仰おつしやっていますのあにうえ！　まさかのここにきて乙女おとめ幻げん想そうが大だい爆ばく発はつしていたとはっ!?　いえ違ちがいますのよ確かに世界中の信奉者が地下神しん殿でんやら天空都市やらにあるわたくしの肖しよう像ぞうや神像の前で見るに堪たえない儀ぎ式しきをしているケースもありますが、あくまでっ！　あくまでわたくし本体そのものはピュアでございますっ!!　諸もろ々もろの事情で耳年増になっているだけで!!　ゆめゆめ勘かん違ちがいをなさらぬようっっっ!!!!!!」

　よほどパニクッているのか、恭介の口から他の女性の名前がいくつ出てきても気づいている様子はないようだった。

　この隙すきにさっさとアイスクリーム屋台を離はなれようとした恭介だったが、これには流石さすがに『白き女王』も勘かん付づいたらしい。

「あっ、殿方の手で颯さつ爽そうとおやつを買っていただくというわたくしのトロフィーが!?」

「やめなって。今のあなたを引き連れていると、ゴミ箱に捨てた包み紙を拾われて大聖堂にでも飾られかねない訳だが。聖せい遺い物ぶつとか何とか箔はく押おしされて」

「ふええ、あにうえー」

「ダメなものはダメ。大体、いったん甘あまやかしたら無限にくるだろうあなたは。こちらの財布の中身は有限なの───」

　言いかけたところで、チャリンという金属音が聞こえた。

　少年が怪け訝げんな顔をする前に、三六〇度全方位から雨あられと硬こう貨かが投げ込まれてくる。瞬またたく間に二人の足元は観光地の池みたいになっていった。

『さあ使ってくだされ！　この老いぼれ、陛へい下かのためあらば喜き捨しやに迷いませぬ!!』

『むしろいきなりご尊顔を賜たまわるなど貰もらい過ぎて怖こわい！　くっ、「不殺王アリス（ウイズ）ラビツト」め。カラダで返せとでも迫せまるつもり!?』

『ござるござる!!　「白の寵ちよう愛あい」の保有者よ、かの女王を泣なかせてはならぬでござる!!』

　えらい騒さわぎになってきた。

　慌あわてて恭きよう介すけは周りに向けて叫さけぶ。

「僕ぼくを介かいした間接的なお布ふ施せもナシだ！　みんなして世界的に甘やかし過ぎなんだよこのイカれたツインテールをよおー!!」

　その時だった。

　群衆の中から、一ひと際きわ突つき刺ささる視線を恭介は感じた。

　そちらへ目をやれば、見知った顔が二つあった。

　双ふた子ごの巫女みこ姉妹であった。

「（……おっ、お姉ちゃん。あれ何なのかな!?　丸っきり経けい緯いが見えないよ！）」

「（……しっ！　行くよ彼ひ岸がん、変なのと目を合わせないで！）」

「（……ふわー。その、随ずい分ぶん遠い所まで行っちゃったねえ、城しろ山やまさん）」

「（……あんなおっかないもん見せびらかして悦えつに入るとかありえないし。くっ、壊こわれる前に相談してくれれば良かったものを……！）」

　恭介の全身が総毛立った。

「待ってくれ、待ってくれええええええ!!　いつからいた、どこから来た、いいやひょっとしたら欠落した記き憶おくの部分についても……！」

「もうっ、ダメでございますあにうえ。……おいコラここで他の女の名前なんて出したら月に新しいクレーターが二つできあがるぞこの野や郎ろう？」

　にっこりと微笑ほほえむ『白き女王』が見せつけるように恭介の腕うでに抱き着き、肩かたに頭を乗せ、そして錨いかりを下ろした船のように少年の体はびくともしなくなり、その間にそそくさと双子の姉妹は雑ざつ踏とうに消えてしまった。

　哀かなしい別れであった。

「あ、ああ、ああああああ」

「さてあにうえ、これからいかがいたしましょうか？」

　ようやく解放されたが、もう何もかも手て遅おくれだ。

　このままだとスクランブル交差点のど真ん中で顔バレした国民的アイドルよりもひどい大暴動になりかねないので、恭きよう介すけも恭介で『白き女王』の手を摑つかんで足早に去る事に。途と中ちゆうであちこち見回したが、やはり巫女みこ装束の後ろ姿はどこにもなかった。

　一方で、見た目だけなら（彼女の纏まとう純白のドレスも相まって）チャペルから花はな嫁よめ強ごう奪だつにも似たビジョンなので、

「やん☆　あにうえったら大だい胆たん。またわたくしの人生のトロフィーが一つ増えてしまったのでございますわ」

「ちょっとその口閉じて黙だまれ……!!　あのまま放置しておいたら、どデカい記き念ねん碑ひでも建てられて『天におわします女王に供く物もつを捧ささげる聖地はこちら』みたいに世界地図レベルで登録されていたかもしれない訳だが!!　そこらじゅうが血と臓物まみれになりかねない!!」

　もちろん本気ギアが入ったら旅客機が突つっ込んだって未み踏とう級の頂点を半歩ほども動かせないだろうから、手を引かれている女王自身がノリノリでもあるのだろうが。

『あっ、何あいつ！　わたくし達の女王サマを独り占じめするつもり!?　女王サマの力あるお名前さえお借りできるなら今の状じよう況きようだって───』

『ござるござる！』

『ふむ、仕方がないな。ここはこの「恩おん讐しゆうアグレッサー」が一肌脱ごう。案内人よ、かの陛へい下かに笑顔の花を咲さかせられるのは貴様だけだ！　御おん身みをお連れしてさっさと行けえ!!』

　そしてあちこちで小さな（……ほんとに小さな？）騒そう動どうを巻き起こし、最終的に落ち着けた場所は展望台の一つだった。とはいえ、ここは北の大地の大草原なので、元々起き伏ふくは乏とぼしい。天然の丘おかに手すりをつけて整備したというよりは、理科室や家庭科室くらいの床ゆか面めん積せきのある大きな鉄骨造りの見張り台、といった方がニュアンスは近い。

　人ひと気けがないのは、客層がプレスやビジネス目的の召しよう喚かん師しや依より代しろばかりで、純じゆん粋すいな観光でやってきている人が少ないからかもしれない。

　都合四階分くらいの高さの展望台で、恭介はやっと安あん堵どの息を吐はく。

「最悪だ……！　なまじ周りにいるのが何も知らない一いつ般ぱん人じんだったら、逆に女王の価値にも気づかずに素通りだったかもしれないのに!!」

「あら。その場合は理解できないなりに開眼してしまうものでございますわ。わたくしを正しい形で知らない以上、得体の知れないカルトに化ける可能性もございますけど」

　単純な暴力や戦力の話だけではない。

　そもそもそれ以前としての、存在感。オーラ。カリスマ性。神話の神々すら踏ふみ台にする歴戦の召喚師や依代さえ冗じよう談だんのように、それでいて自発的に平伏させる最高次知性生命体。ただそこに立つだけで信しん仰こうを生み出し、微笑ほほえむだけで文明を積み上げる極限の歪ゆがみ。無限に人の心を吸い込むブラックホールのような特異点。

　これと、戦う。

　そもそも戦おうと思える心を維い持じする事。

　その時点からもう、『白き女王』との闘とう争そうは始まっているのだ。そしてそこまで人間という刃やいばを鋭するどく研とぎ続けられる者は、あまりにも限られている。ほんの少しでも気を緩ゆるめれば、あっという間に刃は見えざる力に削けずり取られてナマクラへと変じてしまう。

　かつての敵。『唯一無私』のアザリア＝マゼンタレイン、『テロメアの終しゆう端たん』の紅べに小こ道みち楓ふう希き、『仇染めライアーキヤツト』のビヨンデッタ＝シロヤマなどと同じように。

「あにうえ」

　銀のツインテールに純白のドレスを纏まとう『白き女王』は、あくまでも可か憐れんに微笑ほほえみながら両手を胸むねの前で合わせて提案してくる。

「わたくしはどのような形であっても、あにうえと戯たわむれられるのであれば構いません。何でしたらあにうえの望む通り、顕けん現げんしたわたくしに対しあらゆる手段を講じて殺害を試みる無限戦せん闘とうデスマッチに切り替かえてもよろしいのでございますよ？」

「……、」

「ですがわたくしはこう言いました。どのような形であっても構わない、と。そう、わたくしは満足できればよいのでございます。ならば、無用な争いにはならない選せん択たくで戯れるのは、世界を守る事には繫つながりませんか？　例えば、直接戦闘さえなければこの場にいる惰だ弱じやくな召しよう喚かん師しや依より代しろが巻き込まれて死亡する事は万に一つもなくなるのでございますから、イチャイチャデートを選ぶ事が結果として彼らを『たすける』選択になるのでは？」

　ごくりと恭きよう介すけは喉のどを鳴らす。

　これだ。延々灼しやく熱ねつの砂さ漠ばくを歩き通した後に来る、一杯の冷たい水のような言葉。物事の本質をすり替え、あたかも妥だ協きようし諦あきらめる事が善ぜん性せいに繫つながると信じ込ませる手しゆ腕わん。ただ微笑み、甘あまい言葉を投げかけるだけで人の信念を折りにくる『第一の攻こう撃げき』。もしも精神に形があって目で見えるのなら、きっと恭介の心は肉食恐きよう竜りゆうの顎あごで丸まる吞のみにされかかっている事だろう。

「南の島へ行きましょうよ」

　そっと身を寄せて、恭介の胸むな板いたへ顔を埋うめながら、『白き女王』はそんな風に囁ささやいた。

「もしも世界からわたくしを排はい斥せきしたいのであれば、戦う必要なんかございません。あにうえはただ、わたくしを秘ひ密みつの花園へ封ふうじてしまえばよろしい。わたくし、そんな幸福で満たされたらもう永遠に外へは出ませんわ。出たいという興味さえ湧わかない事でしょう。あにうえのためなら何だっていたしますもの。ワンピースはお好き？　セパレートは、ビキニなんていかがかしら。きっとブラッドサインを振ふり回して不毛な争いを繰くり返すよりも、よっぽど世界にとって建設的な選択に決まっているのでございますわ」

「……、」

「わたくしは、あにうえさえいれば満足なのでございます」

　それ自体は、それだけなら、本音なのだろう。

　正面から身を寄せたまま、『白き女王』は顔を上げる。

　至近で、潤うるんだ瞳ひとみを輝かがやかせ、蠱こ惑わくの唇くちびるに言葉を乗せて、彼女は語る。

　まるで恋こい人びとが口づけでもせがむような格好で。

「世界に対して何も求めません、世界に対して何も奪うばいません、世界に対して何も脅おびやかしません。ですからあにうえ、このままわたくしの腰こしを抱き寄せてはいただけませんか？」

　そんな可能性を、城しろ山やま恭きよう介すけは少しだけ想像した。

　してしまった。

　そして首を横に振ふった。

「……戦争になるよ」

「なりません、完全なる失しつ踪そうとは完全なる消失でございます。故ゆえに争いの火種たるわたくしの独どく占せんによって、世界に害をなす可能性は排はい除じよしてくださいませ」

「違ちがう」

　きっぱりと。

　安あん易いで致ち命めい的てきな甘あまい毒から、全力で背を向ける。

「僕ぼくとあなたが最後の戦争を起こすと言っている訳だが、秘ひ密みつの花園とやらで」

「もうっ！　あにうえのいけず!!」

　一転。

　ぷくう、と子供のように頰ほおを膨ふくらませて『白き女王』は言い切った。

「……でも、だからこそ。堕おとし甲が斐いがあるというものでございますわ」

　むぎゅうと正面から抱き締しめ、少年の胸むな板いたに顔を摺すり寄せてくる『白き女王』から視線を外はずすべく、恭介は手すりに身を預けたまま首を振った。

　都合四階分、ドーナツ状に広がる見本市とその中央に据すえられた巨きよ大だいな棺ひつぎの下か端たんに大量のパイプラインのような触しよく腕わんをつけたダイオウイカのシルエットを取る超巨大なレプリグラス構造体、パンデモニウムを一望できる景色には、いくつかおかしなものがあった。

　ドーナツの内側、何もない大草原。

　そこに数百メートルからキロ単位のクレーターがいくつか口を開いていたのだ。緑の一帯は無残に抉えぐり取られ、水脈でも破ったのかなみなみと水で満たされ、湖のようになっている。

　そんな景色を眺ながめていた時だった。

　恭介の頭の奥おくに、チリッとした電気が走るような感覚があった。

「……？」

　痛みを拒きよ絶ぜつする事なく、逆に身を委ゆだねる。

　記き憶おくのカサブタがゆっくりとめくれていく。

　最初に浮うかび上がった明確なビジョンは、つい先ほども見た二人の……。




　　　　３（Timeline『Past』）




「エリ＝スライドって知ってる？」

　いつかどこかで。

　長い黒くろ髪かみの巫女みこ、冥めい乃の河かわ蓮れん華げからそんな風に聞かれた。

「名の知れた調ちよう香こう師しらしいんだけど、この人混みでしょ。どこにいるのか見当もつかなくて」

「へえ、面白いコネがあるみたいだね」

　恭きよう介すけが感心したように言うと、蓮華は率直に息を吐はいた。

「まさか。励起手榴弾インセンスグレネードの製造を依い頼らいしたいのよ。今まで感覚で作っていたけど、どうも配合に無む駄だがあるって指し摘てきされてね。でも自分の癖は自分で見み抜ぬけない。いったん専門家にベーシックなものを作ってもらって参考にしたいの」

「ふうん。ところで妹さんが立ったまま居い眠ねむりしているけど、旅たび疲づかれだったり？」

「彼ひ岸がん！　難しい話だからって現実から逃にげない!!　ほらよだれ!!」

　ぎゃあぎゃあ言いながら黒髪と金きん髪ぱつ、二人の巫女は人混みの中へ消えていった。普ふ通つうの街並みであればとことん目立つだろうが、召しよう喚かん師しや依より代しろで溢あふれ返ったこの会場内でならかえって埋まい没ぼつしてしまうものらしい。

　見送って肩かたをすくめていると、約束の時間になった。

　恭介がここに来たのは待ち合わせのためだ。

　不思議な人だった。

　五月三一日、つまりは数日前の話。城しろ山やま恭介が年上の女性、姫ひめ川かわ美み夏かに初めて抱いだいた感想はまさにそれだった。ふわふわした柔やわからかい質感のシュシュを使って束ねた、腰こしまで伸のびる碧あおい緑りよく髪はつの長いポニーテールも、怜れい悧りでシャープな顔立ちも、メリハリの利いたボディラインも、深い藍あい色いろを中心にした落ち着いたタイトスカートのスーツも、布の一部をわざと破いてストッキングをファッション感覚で伝線させている以外はおかしな点はない。総合すればかなりの美人とも言えるだろう。だがそれとは別に、少年はこんな益やく体たいもない感想をとっさに思い浮うかべていたのだ。

　ああ。

　まるであの人みたいな女性だ、と。

　朝の一〇時半。国際見本市D.R.O.K.のごった返す人混みの中。目が合った途と端たんに、ピピピピピピーッ!!　という甲かん高だかい音を立てて首から下げていた銀のホイッスルを吹ふき鳴らされた時は流石さすがにどうしようかとも思ったけれど。

「城山恭介さんですね？　遅おそいですっ、とにかく遅い！　待ち合わせの時間は一〇時きっかりと決めておいたはずでしょう!!」

「すまない、ちょっと自転が遅おくれたんだ」

「一体どんな言い訳なんですか!?　気をつけっ、そして反省しなさい!!」

　顔の前で両手を広げてクールダウンを促うながす恭きよう介すけに対し、姫ひめ川かわ美み夏かはさらに顔を真っ赤にしてホイッスルを吹ふき鳴らす。そのたびに、細い鎖くさりで一いつ緒しよに繫つなげられたジョッキや一二面ダイスの飾りがチャラチャラと音を立てる。

　……実際のところ、恭介は約束の三〇分前には現場に到とう着ちやくして周辺警けい戒かいを行い、約束の三〇分後まで相手の動向を確認して反応を窺うかがっていたのだが。冥めい乃の河かわ姉妹とのやり取りもその間の一幕に過ぎず、姫川が人混みの中から恭介を見つけたのも危険なしとみなして気づかれる位置まで移動したからに他ならない。

　ようやっと気が済んだのか、ポニーテールの美女はホイッスルから口を離はなして、

「ええと、城しろ山やま恭介……君？　こちらの状じよう況きようについては」

「依い頼らいのメールでやり取りした通り。姫川美夏、『イリーガル』所属の依より代しろで今は未契約フリー。リューさん経由での紹しよう介かい。詳くわしい話は現場で直接聞けって」

「想定通りのフォーマットですね。ではどこか座れる場所で具体的な話をしましょう」

　ここは召しよう喚かん儀ぎ礼れいにまつわる新技術や、もっと言えば兵器の見本市なのだが、付ふ随ずいして宿しゆく泊はく施し設せつや飲食関係も充実している。姫川美夏が選んだのは、手近にあったテント式のレストランだった。いくつか平行に置いてある長いテーブルは脚あしが長めで、椅い子すはない。フランクフルト、フライドポテト、焼きそばなどラインナップがやたらとジャンクなので警戒していたが、案の定タイトスーツの美女は朝っぱらからジョッキでビールを頼たのんでいた。

「朝一〇時」

「一〇時半です。そして依代と精神的トランスは切っても切れない関係にあるんです」

「腐くさっても『イリーガル』か、自じ堕だ落らくの言い訳も手て馴なれている……」

　言われてみれば精神を戒いましめるための拘こう束そく具ぐである『罪状のネックレス』にも、こんな飾りが取り付けられていた。

　ジョッキ。

　ただそれとは別に、恭介はどこか懐なつかしいものを見るような目になっていた。

「？　何ですかいきなり」

「いや」

　恭介は自分でもいまいち信じられないような表情をしながら、

「……やっぱり似ているもんだな、と。雰ふん囲い気きも服のセンスも、あとその笛も。『女王の箱庭』にいた頃ころに面倒を見てくれたあの人達の一人……『教授御ご前ぜん』にそっくりなもので」

「仕事の前にナンパの話とかやめなさい」

「そのリアクションも含ふくめてそっくりなんだよね、困った事に。それと吞のみながら言うような台詞せりふか。そいつもまたあの人そっくりだからやりにくいんだけど」

　奇き妙みような既き視し感かんに身を委ゆだねながら背の高い長テーブルに上体を預ける恭きよう介すけの隣となりで、ジョッキを手にした姫ひめ川かわ美み夏かは形の良いお尻しりをテーブルに乗せ、完全に腰こし掛かけてしまった。元々意図してタイトスカートのサイドを破き、ストッキングを伝線させている美女だ。依より代しろが長い足を組むと、妙みように艶なまめかしく見える肌はだが目の前にポンと放り出される。

　流石さすがに辟へき易えきとする恭介だったが、

「この界かい隈わいのサインですよ。『私は面めん倒どうな絡からみ方するから近づくな』っていう」

「……『イリーガル』ってそういうの好きだよね。刑務所の中で、誰だれが決めたって訳でもないのに鉄格子を叩たたく音でコミュニケーションを取る方法が広まっていくっていうか」

　そもそもD.R.O.K.が開かい催さいされて日は経たっていないはずだが、この短期間でいつの間にそんなローカルルールが生まれ、洗練され、辺りへ拡散したのか。好き者の理論は外から見てもいまいち吞のみ込めない。

　が、姫川は姫川で気になる事があるようだった。

「そういうあなたこそ何なんですか、その組み合わせ」

「何って、キャラメルポップコーンの牛乳掛けだけど」

「……朝一〇時」

「一〇時半だ。高精度の思考を維い持じするため、召しよう喚かん師しには糖とう質しつの摂せつ取しゆも必要なんだ」

「言い訳まで高精度に洗練されていらっしゃるようで」

「本当は僕ぼくだってプレーンなシリアルで炭水化物を摂とりたかったんだけどね、どうにも代用できる組み合わせはこれしかないようで」

　どうやら互たがいの趣しゆ味みは合わないらしい。

　テーブル上の姫川は伝線ストッキングから眩まばゆい柔やわ肌はだを見せつけながら喉のどを鳴らしてジョッキのアルコールに酔よい、勢いに任せて話を進めていく。

　新たな召喚儀ぎ礼れいのラッシュ、パンデモニウム、三大勢力の共同計画に、その全すべてに浸しん透とうしている欧州貴族連盟ラウンドテーブルの一角、デルタストン家。

「つまり」

　スープ皿の甘あまい牛乳にスプーンを突つっ込みながら、恭介は要約する。

「パンデモニウムの仕組みはどうでも良い。デルタストン家の陰いん謀ぼうも以下略。重要なのは難なん攻こう不ふ落らくの移動要よう塞さいの中に三五三人の依代が幽ゆう閉へいされていて、彼女達を歯車にしてパンデモニウムが回っている、と。で、そこからの解放が依い頼らい内容となる訳か」

　チリッ、と。

　静電気が帯電していくような不ふ穏おんな空気に、姫川がややたじろぐ。

「以下略って、あなたね……」

「どうでも良いだろう、人の命と比べれば」

　そう言った恭介の顔色は、すでに直前までのものに戻もどっていた。

　そしてこれからの事を考える。

　当然、激げき闘とうとなれば召しよう喚かん師し同士の対決となるだろう。

　このジャンクフードの店にいる人達もみんな召喚師や依より代しろで、ちょっと見み渡わたすだけでも名の知れた連中がちらほら見える。

　例えば、『ガバメント』アワード８９２、『恩おん讐しゆうアグレッサー』。

　基本に忠実をモットーとする女性召喚師で、実戦配備よりも後方での新人育成に精を出す鬼おに教官。『ガバメント』の戦力層を分厚くさせる功績を持つ一方、自みずからが育て上げた愛まな弟で子しが殺された場合のみ最前線に顔を出し、この世に束つかの間の地じ獄ごくを顕けん現げんさせると恐おそれられる同勢力の隠かくし球。なお、逆に愛弟子が救われた場合は勢力の垣かき根ねを越こえてでも恩返しに向かう事でも有名。

　例えば、『イリーガル』アワード５００、『呪のろい人形』。

　世にも珍めずらしい、依代出身の召喚師。一いつ般ぱん的てきに霊れい媒ばい体質の保有者は戦せん闘とう中に被召物マテリアルからの干かん渉しようが強過ぎるため召喚師として成立しないはずだが、敢あえてその暴走状態を戦術に組み込み、自殺紛まがいの挙動で本来のアワード以上の戦果を上げる事で名が知れ渡る。一度暴走が起こればどこの誰だれに牙きばを剝むくか予測不能になるため、実質的に仲間との協同作戦は一切不可能。

　例えば、『フリーダム』アワード測定不能、『ござるサマナー』。

　常にござるザムライの着ぐるみを纏まとう奇き怪かいな召喚師。相当の実力者だがムラッ気が強いのも特とく徴ちようで、一説では複数人が代わる代わる着ぐるみの中に入っているらしいとも噂うわさされる。アワードが測定できないのも、複数勢力をまたいだ過去の戦歴を全部足すとうっかり１０００を超こえてしまう計算になるからだ。

　場合によっては両陣営に分かれてぶつかる事もあるかもしれない。

　考え込む恭きよう介すけの横で、姫ひめ川かわは手を振ふってウェイトレスを呼びつけていた。

　ジョッキはもう空になっている。

「一〇時半」

「ならジョッキは控ひかえます。このプラチナバブルをグラスで一杯。だいしきゅうー☆」

　恭介は頭を抱えるしかない。

　テーブルの上の姫川はこんな風に言った。

「もちろん、依代達はパンデモニウムの中ちゆう枢すうで、取り除のぞけば機能は停止する。三大勢力にまたがるデルタストン家もそれを許さないでしょう。結局は芋いもづる式に関わる事になりそうだけど」

「それはどうでも良い」

　城しろ山やま恭きよう介すけはあっさりと言い捨ててしまった。

　思考放ほう棄きとは違ちがう。必要ならば三大勢力全すべてを相手取るという冷静な回答である。

　姫川も姫川で酔よいに任せてテーブル上で上体を左右に揺ゆらしながら、ビールグラスを持つのとは別の手で自分の腰こしの後ろ辺りをさすっていた。いいや、違う。スカートサイドのホックを弾はじき、ほっそりとした指を背中側に回してタイトスカートの上端に引ひっ掛かけ、わずかにずり下ろしていく。

　尾びてい骨の少し上。

　上気した薄うす桃もも色いろの肌はだに埋うめ込まれた、一ひと際きわ大きな異物。

　明らかに機械的な、金の輝かがやきを放つ鍵かぎ穴あな。丸い縁ふち周まわりに沿ってアルファベットで小さく何かが刻きざまれていた。Ｆから始まる六文字、北ほく欧おう神話における美び貌ぼうと多産を司つかさどる豊ほう穣じよう神しんにして天界の軍勢の半分を掌しよう握あくする女神の名だ。

「私達は鍵かぎ番ばん聖せい女じよ。認証キーを挿さして回すだけで決められた神格級を呼び出せる依より代しろです。……そう説明された時は喜んだものだけど、まさかパンデモニウムの側に組み込まれるとはね」

　自じ嘲ちよう気味に笑いつつ、

「でも、私達の相手はパンデモニウムの力を借りているとはいえ、ここまでの技術に手が届くの。いえ、デルタストン家は三大勢力全すべてに根を張っているから、『イリーガル』以外の異質な方法を山ほどストックしているでしょう。パンデモニウムに挑いどむ、所有者と戦うというのは、そういう事。ブラッドサイン式から一歩はみ出た世界へ本当に挑む覚かく悟ごはありますか？」

「だから言っているだろう、それはどうでも良いと」

　恭きよう介すけは笑わなかった。

「敵が何を持ち出してきて、こちらがどう戦うのか。それは全て僕ぼくに任せてもらえば構わない。だから姫ひめ川かわ美み夏か、あなたが提示すべきは一つだ。そいつは報ほう酬しゆうの話ではないし、手持ちのカードの話でもない。まず第一に、確かめておきたい。あなたの口から聞きたい事がある」

「私の……？」

「メールでは聞けなかった。現場で詳くわしい話をしろと言われてきた。だから改めて尋たずねておこう。あなたは何を望む？　そこに、その胸むねの中に、僕を動かすに足る『ある言葉』は含ふくまれているのか」

　そこまで言われて、年上の美女は淡あわく微笑ほほえんだ。

　指一本でずり下ろしていたタイトスカートから手を離はなし、得体の知れないガジェットを覆おおい隠かくして。ビールグラスの中身を最後まで呷おおって。息を吸って、吐はき。そんな当たり前の事をとてもとても堪たん能のうするように味わって。

　それから、言い放った。

「私は『ライセンス』を誤ご魔ま化かしてここにいます。今は自由に動いているけど、じきにバレて『イリーガル』……いえ、三大勢力全てに浸しん透とうしたデルタストン家から追っ手を差し向けられるはず」

「……、？」

「鍵番聖女の大半はパンデモニウムの部品だけど、いくつかの個体はブースやスタジオでのデモンストレーションのために表に出されています。その抽ちゆう選せんを、誤魔化した。本当ならもう二、三人は連れ出せたかもしれない。そんな道もあったかもしれない。でも捨てた。中ちゆう途と半はん端ぱに救うのではなく、全員余さず拾い上げるために、敢あえて一度その全員を捨てた」

　だから、だったのかもしれない。

　彼女の軸じくにあるのは、『イリーガル』の流りゆう儀ぎを貫つらぬく事。奇き麗れいごとで誤ご魔ま化かさず、途中で妥だ協きようして悲劇的な結果を美談化せず、最後の最後まで初志を貫かん徹てつする覚かく悟ご。善ぜん悪あくを超こえた結果を摑つかむために、敢あえて不ふ謹きん慎しんに舵かじを切っているのか。

「そんな私は、一人だけでは逃にげられません。裏切り者のままでは終われない。ネットを介かいして古い伝つ手てを頼たより、緑リユウ娘ニヤン藍ランという細い糸から『フリーダム』アワード９０３、『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』のあなたを手た繰ぐり寄せた。この糸は絶対に手放せません。全すべてはこの一言を伝えるために、私はあらゆる倫りん理りを捨ててきたんですから」

　正面から恭きよう介すけの顔を見み据すえ。

　一本しかない蜘蛛くもの糸に罪人全ての重みを乗せるくらいの繊せん細さいさでもって。

　姫ひめ川かわ美み夏かは、明確にこう告げたのだ。

　鍵かぎ番ばん聖せい女じよと同じく。

　ある男の魂たましいに直接鍵を挿さし、一息にひねって回すように。




「だからお願い。難攻不落のパンデモニウムから、私達全員を助けて」
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　　　　４（Timeline『Now』）




　ぱんっ、と。

　展望台の上で『白き女王』にすり寄られながら、恭きよう介すけは自分の顔に片手を当てていた。

（……少しずつだけど、思い出してきた）

　姫ひめ川かわ美み夏か。鍵かぎ番ばん聖せい女じよの一人。超ちよう巨きよ大だいレプリグラス、多た腕わん移い動どう要よう塞さいパンデモニウムに残された三五三人の同どう胞ほうを助け出すべく恭介とコンタクトを取ってきた、今回のアリス。通常のブラッドサイン式を三段飛ばしにして、いきなり特定の神格級を呼び出し、身に宿す事のできる特異な依より代しろ。

（だとすると、『白き女王』をダイレクトに呼び出せる鍵番聖女が……？　いや、それだと筋が通らない。美夏の鍵かぎ穴あなにあったのはＦから始まる六文字、北ほく欧おう神話の女神のはずだった。嚙かみ合わないという事は、ここにまだ記憶の欠落が残っていると見るべきか……）

「あら。どうなさったのでございますか、あにうえ？」

　抱き着いたままこちらの顔を見上げてくる『白き女王』を観察しても、そこには姫川美夏の面おも影かげは一切ない。彼女の意思も伝わってこない。

　姫川美夏は女王の中に幽ゆう閉へいされているのか、それともまた違ちがった可能性があるのか。

「気になる事がある」

「はい何でしょう？」

「パンデモニウムはどうなった。いいや正確には鍵番聖女。単にあの要塞の中に幽閉されている分だけではない、姫川美夏も含ふくめた全員は!?」

　記憶の欠落と、すぐ隣となりにいなければおかしいはずの人物の不在。

『白き女王』との対たい峙じとはまた違った重圧が胸むねを襲おそう。

　散々酔よい潰つぶれて見知らぬ路地のゴミ捨て場で目を覚ました朝。自分の手が血まみれの財布を摑つかんでいるのを見たら、こんな気分になるだろうか。

　対して。

　銀のツインテールに純白のドレスを纏まとう未み踏とう級の頂点は、ほっそりとした人差し指の腹を自分の唇くちびるへと当てた。

　彼女は明言しなかった。

　ただうっすらとした笑みを浮うかべただけだった。




「……、んふ☆」




　もうそれ以上は待てなかった。

　突つき飛ばそうとしてもびくともしないだろう。胸むな板いたに体を寄せる『白き女王』の腕うでの中から抜ぬけ出すと、恭きよう介すけは迷わず展望台の手すりから身を乗り出した。都合四階分の高さ。複雑に交差して展望台を支える鉄骨に飛び移り、斜ななめの鉄骨の上を滑すべる形で速度調整しながら、一挙に地上まで降下していく。

　着地と同時に、天から『白き女王』が降ってきた。

　ふわりと重さを感じさせない挙動で地に足を着ける。

「さあさ、あにうえ。お次はどちらへお出かけでございますか？」

「うるさい！　あなたにはもう頼たよらない、そして自分の目で確かめるべき事を確かに見つけた!!　尻しり切きれトンボの後に何がどうなった、僕ぼくはまだ姫ひめ川かわ美み夏かの声に応こたえる事ができるのか。いいや、何があっても、時系列や因いん果が律りつを飛び越こえたって絶対に間に合わせてみせる!!」

　必要なのは情報。

　だが本当に内面へ向き合い、記き憶おくの欠落を埋うめるだけがその方法か？

　わずかに浮うかび上がるピースの中では、三大勢力全すべてに浸しん透とうするデルタストン家の存在が言げん及きゆうされていた。それにパンデモニウムに直接アタックを仕し掛かけて依より代しろ達の行方ゆくえや安あん否ぴを探る手もある。強大な敵、難なん攻こう不ふ落らくの移動要よう塞さい。それが何だ。こちらは『フリーダム』アワード９０３、『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』。依代の不在、召しよう喚かん儀ぎ礼れいの使用制限。だからどうした。最強の名を冠かんするなら多少の不備くらい吞のみ込め。そんなものが指を咥くわえて見ている理由になるかと言ってのけろ。

　だって、恭介はもう耳にしているのだから。

　たすけて、と。人生の全てをなげうって放たれた、『呪のろいの言葉』を聞いているのだから。

　知りたい。

　パンデモニウムの中に幽ゆう閉へいされた依代達がどうなったのか。

　そして姫川美夏。『女王の箱庭』時代に面めん倒どうを見てくれた、あの『教授御ご前ぜん』に良く似た女性の安否を絶対に知りたい。

「あにうえ。可愛かわいらしい感情論は結構でございます、具体的な方策を」

「っ。デルタストン家については浸透率が高くて正確な名めい簿ぼを今すぐ入手するのは難しい。なら分かりやすいのはパンデモニウムだ。今すぐ出向いて『中身』を確認する！」

「やれやれ、具体的にと申しているのでございますけど。難攻不落の多た腕わん移動要塞。分厚いレプリグラスの大門をこじ開けるどころか、一面だだっ広い大草原を進むだけで難なん儀ぎするのではございませんか。確か、マイクロ波の対人レーダーや赤外線サーチライトなどを備えているとの話ですけど」

「方法ならある！　展望台から見た通りだ、というかそのためにわざわざ『ガバメント』の爆ばく撃げき機きを煽あおってパンデモニウムへ誤爆させたんだろうからね!!」

　用意するものは若干特とく殊しゆだが、兵器をビジネス感覚で扱あつかうD.R.O.K.なら揃そろえるのも難しくはない。『必要な手順』に則のつとり、恭介達はパンデモニウムを目指す。

　だが何事も上手うまくはいかない。

　実際に間近まで肉にく薄はくした時だ。

『白き女王』を連れ回していた件で悪目立ちしていた事もあった。欠落した記き憶おくの中で恭きよう介すけ自身がパンデモニウムを掌しよう握あくするデルタストン家側からマークされていたリスクだって。

　だから当然。

　彼が動けば、呼応するように妨ぼう害がいが入る可能性だって、視野に入れるべきだった。




「よお」




　ザン!!　という足音があった。

　ドーナツ状の見本市の内側、人のいない大草原の中心に鎮ちん座ざする黒いパンデモニウムの『正門』、その前で。

　まるで示し合わせたように、前方で何者かが立ち塞ふさがる。

　片方は、一八歳程度の長身に筋肉質の青年。真っ黒な髪かみは派手なリーゼントに固めていて、腰こしの下まであるぶかぶかのＴシャツにハーフパンツ、足回りは奇き妙みようなプレミアのついたバスケットシューズ。クチャクチャと風船ガムを嚙かみながら、肩かたにはスキー板のような素材でできた長大な一本の棒が担かつがれていた。ブラッドサイン。下か端たんが異様に膨ふくらんだ金属質になっているのは、重心調整用のスタビライザーのつもりか。言うまでもなく、これを扱あつかう者は召しよう喚かん師しに限られる。

　片方は、一二歳程度の小こ柄がらなメガネの少女。肩まであるウェーブの金きん髪ぱつに小麦色の肌はだなのは、いずれも生まれつきではなく『手入れ』の結果だろう。明らかにワンピース型の水着の日焼け痕あとがある。下端が鳥の羽根のように分化した袖そで付きのマントと、オレンジのキャミソールに小さなお尻しりを覆おおうのは黒い革かわのホットパンツと縁ふちがギザギザになったウルトラミニのスカートの重ね着か、足回りはブーツ。一ひと際きわ大きな魔ま女じよの帽ぼう子しはやはりオレンジと黒とハロウィンのようで、さらに大おお鷲わしの羽根が刺さしてある。首回りでジャラジャラと揺ゆれているのはネックレス……ではないだろう。コーヒーカップを置くソーサー程度のサイズの輪状の木き枠わくの内側に複数の糸を通し、蜘蛛くもの巣にも薔薇ばらの花にも見える模様に整えたもの。ネイティブアメリカンが作る、ドリームキャッチャーとか呼ばれているアクセサリだ。手にはやはり巨きよ大だいな斧おの。少女の元々の身長もあるのだろうが、かなり大きく見えるそれも、やはり彼らの象徴の一つか。こちらはおそらく依より代しろ。華きや奢しやで未み成せい熟じゆくな体つきに反比例してやたらとケバケバしい装飾なのは、そういう『縛しばり』を設もうけて意識を制せい御ぎよしているからか。依代の象徴でもある拘こう束そく具ぐについては、ピアスのようだった。分かっているだけで耳やへそ。いいやひょっとしたら見えない所にまで針を刺しているかもしれない。




「オレ達がここに来た理由は、まあ、分かる訳はねえわなあ？」




　頭の後ろに違い和わ感かんがあった。

　チリチリとしたその感かん触しよくは、記き憶おくのカサブタが刺し激げきされるものだ。

「知ってるぞ……」

　依より代しろは存在せず、召しよう喚かん儀ぎ礼れいは使えない。にも拘かかわらず背中からレプリグラス製のブラッドサインを取り出しながら、呻うめくように恭きよう介すけは呟つぶやいていた。

「僕ぼくはあなた達を知っている……!!」




　　　　５（Timeline『Past』）




　パンデモニウムの正確な図面を入手した城しろ山やま恭介と姫ひめ川かわ美み夏かの二人は、夜が更けるのを待って実際にアタックを始めていた。

　マイクロ波を使った対人レーダーと不可視の赤外線サーチライトで徹てつ底てい的てきに走査される大草原。遮しや蔽へい物ぶつのない広大な空間そのものを分厚い防ぼう壁へきに作り替かえたそのフィールド。

『ある方法』を使って乗り越こえた恭介達は、やはりそこで目もく撃げきするのだ。

　パンデモニウムの足元。

　巨きよ大だいで分厚い鉄てつ扉ぴの正面で。

　だぼだぼのＴシャツにハーフパンツを穿はいたリーゼントの召喚師。

　ハロウィンのような魔ま女じよの帽ぼう子しに大おお鷲わしの羽根を刺さし、特とく徴ちよう的てきな袖そで付きマントと、オレンジのキャミソールと黒いホットパンツにウルトラミニのスカート、首飾りに巨大な断だん鎧がい斧おの、そして全身のピアスで自みずからを戒いましめる、水着状の日焼け痕あとも眩まぶしい小さなメガネの依より代しろ。

　そのペアを。

　背中からブラッドサインを抜ぬき、恭介は尋たずねる。

「パンデモニウム、いや三大勢力全すべてに浸しん透とうするデルタストン家の子飼いか？」

「さあね」

　ニヤリと笑って、向こうもスキー板のような素材のブラッドサインを構えていく。

　召喚儀礼。

　被召物マテリアルと被召物マテリアルを使った神々の戦いの、その合図。




「その前にこう呼んでくれよ。『ガバメント』アワード５０１、『完全勝利パーフエクトゲーム』ってなあ!!」
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　　　　１（Time line『Past』）




　六月二日、夜一〇時過ぎ。相変わらずD.R.O.K.の夜は闇やみという闇が膨ぼう大だいなステージ照明に吹ふき散らされたような有り様だったが、その分、いったん暗がりに入ってしまえばとことん死角を維い持じできる。

　城しろ山やま恭きよう介すけと姫ひめ川かわ美み夏かの二人が移動しているのもそんな死角の一つ。

　とはいえ、このまま直接パンデモニウムまで歩いていくのは無理がある。

　マイクロ波を使った対人レーダーに不可視の赤外線サーチライト。ドーナツ状の見本市の内側、半径五キロほどの大草原は死角なき分厚い防ぼう壁へきと化している訳だ。

　そう、平時であれば。

「流石さすがは兵器の見本市。酸素ボンベくらいは事欠かない訳だが」

　恭介はゴトンゴトンと重たいものをいくつか草の上へ置いていた。

　暗視機能を備えた双そう眼がん鏡きようもまた、ビジネス用のブースで購こう入にゆうしたものだ。

「……よし、よし。昨日の空くう爆ばくの余波で大小六つのクレーターが見事に繫つながっているな。この縁ふちから五キロ先のパンデモニウムまで、一本の線で繫げられる」

「確かに高低差はある分完全な平面よりはマシでしょうけど、これだけで対人レーダーから身を隠かくせるんですか？　まして厳げん戒かい態勢で警備は強化されている訳ですし」

「そのために地下水脈を掘り進めて接続し、半日以上かけてクレーターを水すい没ぼつさせたのではないか」

　恭介は苦笑しながら疑問に答えた。

「レーダーに使うマイクロ波は水に弱い。水面に当たって大部分は反射してしまうし、仮に進入してくる分にしてもかなり減げん衰すいされる。水中探査に適てきした方式ではないんだよ」

「赤外線サーチライトは？」

「言わずもがな。可視光線だろうが不可視光線だろうが、光の性質は変わらない。水面と接せつ触しよくした時点で反射か屈くつ折せつが起きるから、正常な走査はできないはずだが」

　つまり、地上を歩いて進んだら即そく座ざにバレるので、暗い水の中を泳いで接近しよう、というのが大おお雑ざつ把ぱな計画である。そのための酸素ボンベだ。

　ただし、

「……その上で尋たずねたいんだけど」

「な、何でしょう？」

　防水のバッグに脱いだ私服やブランド品のショルダーバッグをぎゅうぎゅうと詰めている姫川は、パキッという乾かわいた音と共に手を引っ込めて、

「おっとっと、危ない危ない。あちゃー、金属のファスナーで人差し指の爪つめ擦こすっちゃいましたか。修復液、マニキュアの速そつ乾かん修復液はっと……」

「そっちはどうでも良い」

　瞬しゆん間かん接せつ着ちやく剤ざいのように、数秒とかからず爪つめの傷を覆おおい隠かくす薬剤を無視して恭きよう介すけは言う。

　こんな極大の違い和わ感かんを誤ご魔ま化かされてたまるか。

「水中装備を調達してくるように言っていたよね。スリーサイズの問題とかプライバシーに関わるからここだけは各自の単独行動で。……何でその結果競泳水着になってるの？　プール開きはまだ一月以上先な訳だが」

「え、だ、だって！　一番機能性の高い水着って言ったらこれしか浮うかばなかったし……。でっ、でも一応ビキニとかじゃありませんよ！　遊びじゃないんですから!!」

　無の表情で注目されると流石さすがに堪こたえるのか、両手で身体のあちこちを隠かくそうとしたり、身をよじったり、アクセントの白いラインを指でなぞり、お尻しりの辺りに指を伸のばして藍あい色いろの水着の食い込みを直したりしている。

「……、」

　ちなみに恭介は首元から爪つま先さきまで完全に覆おおった、ダイバーが纏まとうウェットスーツである。レジャー用ではなく特とく殊しゆ作戦用のそれと見比べると、馬ば鹿かなの死ぬのという言葉が思わず脳裏にモヤッと浮うかんでしまう。というか兵器の見本市なら逆にぴっちりした競泳水着を探す方が大変だっただろうに、努力の方向性を完全に間ま違ちがえている。
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「あとシュシュ。水吸って大変な事になるよ」

「ううー……」

　唇くちびるを尖とがらせて両手を頭の後ろに回し、形の良い胸むねを無む駄だに張る格好で髪かみをヘアゴムで結わえ直す依より代しろを見ていると、もう不安しかない。

　そして嫌いやな予感は、ボンベを背負った時にも上昇した。

「ふやっ」

　何だか変な声が聞こえたかと思ったら、そのまま姫ひめ川かわが真後ろにひっくり返りそうになったのだ。慌あわてて恭きよう介すけが後ろから支えると、彼女は細い手足をバタバタ振ふっていた。何だか慣れない着ぐるみを着た新人バイトみたいな有り様だ。これがいつものトイドリーム35ならさして珍めずらしくもない光景だが、ここでやられても困る。

「まさかと思うけど」

「な、何でしょう恭介君？」

「水の中でもバランスが取れないとか、そういう話ではないんだよね……？」

「え、ええと、その、浮うき輪かビート板を貸していただければ、善ぜん処しよしますと言いますか」

　恭介は思わず両手で顔を覆おおった。潜せん水すいミッションだっていうのにこれである。しかも浮き輪があっても善処であって確約できないところを見るに、おそらく姫川美み夏かは……、

「カナヅチ、だったのか」

「い、いや!!　浮きます、浮かびます、可哀かわい想そうな目で大人を見ないっ！　バタ足だって、息いき継つぎだってできるんです！　……インストラクターの先生が両手を摑つかんでくれれば、その……」

「あるいはポンコツなのかな？」

「年上にそのワードは禁止です!!」

　思わずといった調子で『罪状のネックレス』と一体化したホイッスルに手を伸のばした姫川を見て、恭介は今度こそ全力でその口を押おさえにかかった。どう考えたってポンコツだ！　と心の中だけで結論付ける。

　仕方がないので恭介が面めん倒どうを見るしかなさそうだった。

　より具体的には、背中から姫川に抱き着く格好で、両の腋わきの下から腕うでを通し、半ば羽は交がい絞じめに近いスタイルで泳いでいくくらいしかアイデアがない。

「この体勢はちょっと恥はずかしいです。これ、意外と背中側が大きく開いてますから……」

「心配しなくても、こっちはゴツい金属ボンベの感かん触しよくしかしないよ」

「正面から抱き着くと言わなかったところは褒ほめるべきでしょうか」

「それ救助者がしがみつかれて溺おぼれ死ぬパターンだからね」

　そんな訳で、とことん重たい荷物を抱えてクレーター湖へ潜せん行こう開始。水の中の距きよ離りは意外なほどに長い。まして景色の変化に乏とぼしい暗い人造湖の中ならなおさら刺し激げきは少ない。途と中ちゆう、藍あい色いろのぴっちりした競泳水着の姫川美夏が身じろぎのような動きをしたが、恭介は封ふう殺さつする格好で一定のペースを保ち続ける。

　クレーターは大小様々で、一番深い所では一〇メートルくらい。当然ながら最短距きよ離り一直線でパンデモニウムに向かえる訳ではないので、複数の重なった円の内、中心点を結んでいくようなジグザグの軌き道どうを選んでいく事になる。実際の距離も最短の五キロより多い。何度も方向転てん換かんを繰くり返していくと方角を忘れかねないので、常に慎しん重ちようさが求められた。

（……地下水脈を利用しているせいもあるんだろうけど、やっぱり水温は低いか。あまり彼女にも無理はさせられないかな……）

　気き遣づかい、できるだけ速度を稼かせいでやる事はできるが、焦あせっては元も子もない。

　同じ所をぐるぐる回る羽目になったら冗じよう談だん抜ぬきに彼女の命に関わる。

　ある種非情に徹てつし、そして城しろ山やま恭きよう介すけは目的地に到とう達たつした。

「ぷはっ」

　恭介はクレーターの端はしで顔を出し、ボンベの吸引口から口を離はなす。ここは超ちよう巨きよ大だいレプリグラス、多た腕わん移い動どう要よう塞さいパンデモニウムの推進装置たる触腕がのたくる至近。あまりにも距離が近過ぎる場合、対人レーダーなどがまともに機能しないのは図面通りのようだった。

　まず姫ひめ川かわ美み夏かを先に上げさせる。が、二本の腕うでを使って自力で上がるのも難しそうだったので、水面から恭介がお尻しりや太ふと股ももの辺りを押おして無理矢理にでも押し上げる。続けて恭介が一人で岸へ上がると、背中のボンベを取り外はずす前にいきなり抱き着かれた。

「はっ、はう、はぶっ、あうあうカチカチカチカチカチ」

「だから言わんこっちゃない、唇くちびる真っ青ではないか。ほら、とにかく防水バッグの中にタオルがあっただろう。これを使った方が建設的だ」

　雪山の中で男女が肌はだを温め合うなんていうのは現実では大した効果は生まない。まず一枚目のタオルで十分に水気を拭ぬぐってやり、次の二枚目であちこちゴシゴシ擦こすって摩ま擦さつの熱で温めた方がまだしも即そつ効こう性せいは高い。何だか年上相手なのに子供の世話をしているような気分にさせられる。

（まさにそういう所があの人っぽいんだけど……）

　ちなみに濡ぬれた競泳水着の姫川美夏は為なすがままだった。手足も完全に投げ出してしまっている。まあ、こんな救助活動の真っ最中にセクハラとか何とか叫さけばれてホイッスルを吹ふかれても困るのだが。

　ある程度回復したのを確認して、恭介は防ぼう水すい袋ぶくろの一つを押し付けた。

「ほら、熱が逃にげない内に早く着き替がえて。いつものスーツに戻もどればいくらかマシになるだろう」

「は、ああうう……」

「まさかと思うけど、そこまで手伝えって言うのではないだろうね？」

　恭介は恭介で、さっさと背を向けると自分の防水袋から取り出した私服のパーカーとジャージのズボンに着替えていく。ウェットスーツとボンベはかさばるので持ち歩きたくない。袋の紐ひもの部分を岸の突とつ起きに引っ掛かけ、水の中に沈しずめておく。

　そして振ふり返ると、姫ひめ川かわはやっと下着を纏まとい終えたところだった。思考が飛んでいるのか、衣服の前に頭のヘアゴムをシュシュに取り替かえようとしている。

「はやーく！　結局僕ぼくが手を貸す事になるのかこれ!?」

「へ、えへへえ……。どうやら私は変温動物だったようれふ……」

　きゃーえっちー、を叫さけぶだけの気力もないらしい。完かん璧ぺきに人としてのゼンマイが切れかかっている。弱々しい笑みが不ふ憫びん過ぎるので、恭きよう介すけは本格的に着替えのサポートに回る羽目に。今度こそ完全に子供の世話だ。

　そしてようやっと当座の目標と向かい合う段階になった。

　パンデモニウム。

　全長八〇〇メートルを超こえる漆黒の巨きよ大だいな移動要よう塞さい。

　その外と中を隔へだてる、レプリグラスでできた銀行の大金庫のように分厚い扉とびら。

　少し回復してきたらしい姫川美み夏かはチューニングのためか、新品のストッキングをわざと爪つめで引っかいていた。それから自分の腰こしの後ろ、尾びてい骨の辺りをトントンと軽く叩たたく。

「こじ開けます？」

「いや、無茶苦茶な方法でかなり減げん衰すいしていたとはいえ、未み踏とう級の『紫し電でんの淑しゆく女じよ』の大だい爆ばく発はつに耐たえた装そう甲こうな訳だが。ふうん、単純な硬かたさの他に、表面加工をしているね。魔ま法ほう陣じんが規則性に従って力を導くのと同じように、紋もん様ようで超常の負荷を受け流し、星の中に希き釈しやくさせる仕組みか。さながら呪じゆ的てきアース。さて、神格級で馬ば鹿か正直に挑いどむのはどうかな」

「なら」

「図面の情報が正しければ、指紋、静じよう脈みやく、虹こう彩さい、複数方式の生体認証を利用しているはずだ。詳くわしい手順までは不明だが、該がい当とう者しやを捜さがすのが手っ取り早いかな。幸い、召喚儀礼は負けた相手を忘我の状態にして、ゾンビみたいに動きを誘導させられる。扱い方次第では必要な情報も引き出せるしね」

　言って、恭介は視線をよそへ投げた。

　釣つられるように姫川もそちらを振り返り……そしてようやく気づく。

　暗がり。

　要塞を支える触しよく腕わんの一本。その陰かげから、一組の男女がゆらりと姿を現したのを。

「パンデモニウム、いや三大勢力全すべてに浸しん透とうするデルタストン家の子飼いか？」

「さあね」

　応じたのはリーゼントの男の方だった。

　だぼだぼのＴシャツにハーフパンツ、下か端たんに大きく膨ふくらんだ金属パーツを付けたスキー板のような素材のブラッドサインを担かつぎながら、

「その前にこう呼んでくれよ。『ガバメント』アワード５０１、『完全勝利パーフエクトゲーム』ってなあ!!」

　恭きよう介すけもまた背中からレプリグラス製のブラッドサインを引き抜ぬく。同時にポケットへ手を突つっ込み、缶コーヒーよりはずしりとした塊かたまりを摑つかみ取る。

　励起手榴弾インセンスグレネード。

　相手がどこの所属であれ、アワードがいくつであれ、敵対するなら全力で粉ふん砕さいするのが彼の流りゆう儀ぎだ。

「美み夏か。手っ取り早くあれを倒たおす、指し紋もんも虹こう彩さいも向こうの方から持ってきてくれた」

「美夏さんです、子供め！」

　依より代しろからの不平は流して、恭介は口でピンを抜いて足元へ金属缶を落とした。炸さく裂れつまでの五秒間で周辺一帯の空間把は握あくを終え、三六個のスポットがどこへ現れても三〇秒以内で仕留める未来を四五通りほど確保する。

　が。




　ドガシャア!!　とガラスの砕くだけるような音が炸裂した。

　恭介が人工霊れい場じようを張った〇・四秒後、そのフィールドが木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散ったのだ。




「な、に？」

　白しろ棘とげも花弁も薔薇ばらもスポットもない。さしもの恭介も、ブラッドサインを構えたままわずかに体が硬こう直ちよくした。

　その隙すき間まを縫ぬって。

　轟ごう!!　と風が唸うなる。『完全勝利パーフエクトゲーム』の召しよう喚かん師しが真正面から迫せまる。いつの間にか、持ち方が変わっていた。本来の上じよう端たんを摑み、スタビライザーたる金属質を錘おもりのようにして。竜たつ巻まきのように体を回し、グラスファイバーで作られたブラッドサインが釣り竿ざおに似た曲線でしなり、存分にバネの力を蓄たくわえた鈍どん器きがモーニングスターのように迫りくる。

　予定変へん更こうだ。

　恭介も恭介で棒術のようにレプリグラス製のブラッドサインを構え直し、側頭部を打ちよう擲ちやくするはずだったその一いち撃げきを防ぎにかかる。

　神々さえ踏ふみ台にする召喚師達が肉にく弾だん戦せんの中、至近数十センチで睨にらみ合う。

　体育会系の筋肉の塊は獰どう猛もうに笑っていた。

「『ガバメント』の五〇〇番台なら楽に勝てるとでも思ったかよ？」

「……、」

「テメェにゃ分からんだろう、『フリーダム』九〇〇番台の最強サマ。何があっても勝って当然の理由を背負う立場じゃねえ、何があっても負けちゃあならねえ理由を背負った立場の重みはな」

　ぞわりと、恭介の背筋に異様な感かん触しよくが走り抜けた。

　危機のシグナルに従い、視界の端はしにあるものへ注意を集める。『完全勝利パーフエクトゲーム』の依より代しろ。黒とオレンジのハロウィンのような魔ま女じよの帽ぼう子しを被かぶり、袖そで付きマントを羽織り、派手なオレンジのキャミソールと黒のホットパンツに縁ふちがギザギザになったウルトラミニのスカートでお尻を覆おおう、金きん髪ぱつに褐かつ色しよくの肌はだ、メガネを掛かけた小さな少女。物もの陰かげに隠かくれていた訳でも、素顔を覆っていた訳でもない。最初から目の前に立っていたにも拘かかわらず、何故なぜ水着の日焼け痕あとを残す少女の正体に気がつかなかったのか。

「調ちよう香こう師しエリ＝スライド!!　認識を外はずしていたのか!?」

　ニィ、と少女は嗤わらう。笑うのではなく、嗤う。

　嘲あざけるように大きく出した舌の上で、ピアスがぬめった光こう沢たくを放つ。

　人工霊れい場じように使う励起手榴弾インセンスグレネードは召しよう喚かん師しごとに個体差があり、これは指し紋もんや虹こう彩さいに匹ひつ敵てきする個人情報となる。従って量産は不可能で、召喚師自身が調合するか専門の業者に依い頼らいするしか入手方法はない。そしてエリ＝スライドはその道の専門家。彼女であれば、個人レベルの励起手榴弾インセンスグレネードの組成から逆算し、打ち消すような『香』を組み上げるのも可能だろう。

　エリ＝スライドは重さで敵を叩たたき潰つぶす断だん鎧がい斧おのを引きずっていた。

　よくよく見れば、斧の柄は巨きよ大だいな喫きつ煙えんパイプのように整えられ、無数の小こ瓶びんが片刃の斧の背に刺ささっていた。電子煙草たばこの構造でも使って霧きり状の『香』を効率良く噴ふん霧むするためのものだろう。そしてパイプ機能を持った斧と言えば、ネイティブアメリカンの間では部族の『意思決定』の場で使われる重要な意味を持つ儀ぎ式しき用具だ。

　銀の柄に並ぶフルートのようなキーを指で操作してトリガーで排はい気き。甘あまい香りを放ち、水着状の日焼け痕を魅みせるチョコレート色の魔女は語る。

「アタシのタチは知っているだろう、アリスの案内人。個人間の善ぜん悪あくも勢力間の利害もアタシを止める手立てとはなりえん。アタシはただ、アワード１０００に達する召喚師を見み出いだし契けい約やくを結び、見込みがなければ切り捨てるのみ」

　さらに。

　そもそも大元のインセンスとは、西洋魔術の儀式場に焚たきしめる事で俗ぞく世せから隔かく離りし、術者達の精神的トランスの助けとする『香』の事だ。彼女ほどの達人であれば、目の前に立ちながら頭の中にある名前を消す、といった認識操作さえ手が届く。

　柄の上を指が走る。

　片刃の背に刺した小瓶のキャップがシリンダーのように押おし込まれ、中の液体がぬめった輝かがやきを放つ。

「そしてアタシもアタシで異名持ちである事は覚えているな。『アンプリファイア５００』……ペアを組んだ召喚師を、最大値でアワード５００ほど底上げする依代としてこちらの界かい隈わいでは恐おそれられている。さあて問題、当代のマックス＝レイヤードは最初に自分を『ガバメント』のアワードいくつと紹介したかな？」

「そういうこった」

　ニヤリと大おお柄がらなマックスは笑って、

「負けられねえ理由なんざ誰だれでも持ってる。テメェの専売特許なんて思い上がるんじゃねえぞ、『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』!!」

　力技で押おし切られるのを避さけるため、恭きよう介すけは一度大きく後ろへ下がる。

　リーゼントのマックスは無理に追わなかった。

　いや、

「でもってオレは勝つためなら何でもやる！　だからこその『完全勝利パーフエクトゲーム』だ!!　いかに『フリーダム』の九〇〇番台だろうが、防護円もなしに未み踏とう級の力でもまともに喰くらえば粉々になんだろ。D.R.O.K.のゲテモノでも味わってなッッッ!!!!!!」

　音はなかった。

　ただ光があった。最初、恭介は自分の体の表面を走る紋もん様ように目をやり、それから暗い草原全体を見み渡わたす。気がつけば数百メートル単位の広大な魔ま法ほう陣じんが描えがかれ、そして頭上には夜の闇やみに溶とける格好でステルス爆ばく撃げき機きが舞まっていた。

　タイトスーツの姫ひめ川かわ美み夏かが、真上を見上げて顔を青くする。

「『ガバメント』の召しよう喚かん爆撃……!?　デモンストレーションの通りなら『紫し電でんの淑しゆく女じよ』が軸じくとなる依より代しろ抜ぬきで呼び出され、策定された広大な陣の中を席せつ巻けんしていきますよ!!」

『完全勝利パーフエクトゲーム』側のマックスやエリが、どうやって依代の肉体というカバーを介かいさず剝むき出し過ぎる威い光こうが形作るドーム状の爆風から逃のがれるつもりなのかは不明だ。だが今のまま爆撃が決行されれば生身の体で未踏級の破は壊かい力りよくを浴びるのは事実。

「美夏」

「美夏さんです！　ていうか、きゃっ!?」

　カウントダウンはなかった。

　即そく時じ攻こう撃げきは来た。




　ドガッッッ!!!!!!　と。

　紫むらさき色いろの閃せん光こうが、直径三〇〇メートルほどの新たなクレーターを生み出した。




「───ッ!!」

　この状じよう況きようを作ったマックス＝レイヤードやエリ＝スライドにとっても命いのち懸がけの所業だった。過去に一度、パンデモニウムは爆撃機からの『誤爆』を受け、そして耐たえている。レプリグラスでできた巨きよ大だいな棺ひつぎにもダイオウイカにも見えるその巨体。即座に追つい儺なの指示を出して威光の爆破時間を最少に留め、太い触しよく腕わんの陰かげに二人で折り重なるように隠かくれればやり過ごせない事はなかったが、それにしても防護円もなく未踏級の猛もう威いの渦か中ちゆうへ自みずから巻き込ませるのだ。召喚儀ぎ礼れいを知れば知るほど、喉のどが干上がるほどの恐きよう怖ふは振ふり払えない。

　だが笑う。

　無理にでも。

「へっ……未み踏とう級だぜ、『紫し電でんの淑しゆく女じよ』だ。こっちはテメェの生死なんか問わねぇ。伝説だか何だか知らねえが、人間が生身の体で耐たえられるはず───

　言い終える暇ひまもなかった。

　とんっ、と。

　軽い音が響ひびいた。リーゼントのマックスが視線を下げると、レプリグラス製ブラッドサインの先せん端たんがみぞおちへ奇き麗れいに埋うめ込まれていた。

「だっ、がぶ!?」

　呼吸が詰つまると同時に、その先端が真上へ跳はね上がる。持ち主たる少年の二つの手に導かれ、下から顎あごを突つき上げる格好で凄すさまじい強打がマックスの頭をまともにかち上げる。

「バはは、ァ!?　あっ、おご！　なんっ!?」

　もんどりうって地面を転がるマックスは、痛みや苦しみよりも疑問の方が強く出た。

　何故なぜ、城しろ山やま恭きよう介すけは粉々になっていない？

　立ち位置の関係から、パンデモニウムの触しよく腕わんなどで爆ばく風ふうを防いだとは思えない。ヤツはまさしく爆心地に立っていたはずなのに。

「パンデモニウムが召しよう喚かん爆ばく撃げきをしのいだのは、その装そう甲こうの硬かたさのおかげではない。超高温のプラズマと同じく、あれは壁かべの厚さで御ぎよする事ができるレベルを超こえているからね。『紫電の淑女』の力を受け流してアースのように大地へ希き釈しやくさせる表面加工、ある種の陣じんの効力によるものと見るのが妥だ当とうだよ」

　恭介はくるくると回したブラッドサインを肩かたに担かつぎ、

「理論があり、参考に使える資料が目の前にあるなら簡単だ。分ぶん析せきして己おのれのものにしてしまえば良い。足で地面を削けずって形を描えがくだけで良かったよ。……もっとも、無む駄だを極きわめてとことん減げん衰すいした召喚爆撃だからこそ為なせる業わざであって、まともなブラッドサイン式で呼び出していれば塵ちりも残らなかっただろうけどね」

「……、」

　言うほど簡単な事ではない。

　というか、そんな離はなれ業が本当に人間の頭と四し肢しで実行可能なものなのか。彼が言っているのは、ようはシリコンウェハースの上に刻きざまれた紋もん様ようと同じ回路を手先の力だけで組み上げれば、同じような演算装置を組み上げられるでしょうと提案しているのと同じだ。

　できない。できる訳がない。

　召喚師としての技量の問題ではない。そもそも道具がなければ成立しない。

　どんな学者だって顕けん微び鏡きようがなければ病原菌きんの研究はできない。

　どんな医者だって手術道具がなければ患者は救えない。

　恭介の言い分は肉眼で病原菌きんを捉とらえて五本指で患者の腹を開けましょうと言っているのと変わらない。いくら九〇〇番台だからといって、そこまで人間離ばなれしているものか。

　それは、ある。

　高こう密みつ度どＬＳＩを超こえる緻ち密みつな『陣じん』を肉眼で読み取るためのフィルタグラスが。やはり同じように精密な溝みぞがびっしりと刻きざまれていて、両者を重ねて見ると溝と溝とが干かん渉しようし合って特有の紋もん様ようを描えがき出すという、そういう機材は存在する。認識学を利用して、個人情報を隠かくすために手紙の宛あて名なや住所欄らんの上からランダムな数列や文字列をスタンプして読めなくさせるアイデアグッズがあると思うが、感覚的にはあれの逆に近い。普ふ段だんは人の目では読めないバーコードだが、上からスタンプして重ねる事で情報を肉眼で読み取れるように加工してしまう、とでも言うべきか。

　だがフィルタグラスは『ガバメント』全体を見回しても二〇基とないはずだ。その値段も並の電子顕けん微び鏡きようを軽々と超こえる。膨ぼう大だいな量の硝子ガラスや水すい晶しよう、各種宝石を複雑に組み合わせたレンズ、プリズム、ミラーの集合体は、単純質量だけで学校の校舎よりも肥大し、その図面を肉眼で分かるレベルに引き延ばせば地球を一周するとまで言われているのだ。

　だからあんなのはハッタリに決まっている。

　そう、無理にでも思い込もうとしたマックス＝レイヤードだったが、

「あ」

　ひらりと、何かが風に舞まった。

　それは薄うすい半はん透とう明めいの膜まくのようなものだった。

　そして恭介の手には依より代しろの女性から取り上げたものと思おぼしき手鏡があった。

「ああ」

　古い蓄ちく音おん機きでは、薄く蠟ろうを塗ぬった円えん筒とうに針で触ふれる事で、声の波形を記録していた。

　そして手鏡は、ガラスは、声で震ふるえる。

　手鏡の表面いっぱいに瞬しゆん間かん接せつ着ちやく剤ざいのような速そつ乾かん性せいのマニキュア修復液を塗ってから間近で声を当てれば、その振しん幅ぷくは薄い膜に刻まれるかもしれない。

　城しろ山やま恭介の頭の中にシリコンウェハースよりも精密なフィルタグラスの完全な図面があり。

　それを声の振幅を利用して完全に出力できるのであれば。

　あるいは。

　……手鏡から引き剝はがした修復液を、サングラスのように目の前にかざして……？

「うああああああ!!　うそだっ、噓うそだろ!?　ふざけんなよ！　声だけでっ、修復液塗った手鏡に声を当てただけでっ、解かい析せき用のフィルタグラスを作ったって訳なのかよ!?　そこらの電子顕微鏡より値が張るってはずなのに!!」

　優すぐれた職人の指先は、機械工場の限界さえ超えるという話は耳にする。

　だが実際、目の当たりにして信じられるか。

　ただの一声で高こう密みつ度どＬＳＩを超こえる、『ガバメント』全体を見み渡わたしても二〇基と用意できない極限の幾き何か学がく模様を容易たやすく描えがき切るなどと。

　対して恭きよう介すけは吐はき捨てるように答えた。

「あの女王の生産性に比べたら、子供の手伝いみたいなものだ」

　住んでいる世界が違ちがう。そもそも想定している仮想敵の段階からして狂くるっている。

　しかもそこに留とどまらない。

　超人的な技ぎ巧こうで分ぶん析せきを終えたとして、理論の構築はいつやった？

　実際の描びよう画がはどこで済ませた？

　全部ひっくるめて、猶ゆう予よは一〇秒もなかったのではないか？　それだけで、たったそれだけで、建造にどれだけの金と時間をかけたかも分からない『パンデモニウム』の装そう甲こう、理論防ぼう御ぎよシステムに追い着いた。こいつの頭は、手先は、いいや心技体の全すべては、どこまで突つき抜ぬけているというのだ。

「じっ、じじじ！　じじじじじょじじじょ冗じよう談だんにしても酷ひどすぎるぜちくしょう!!」

「どの辺に笑える要素があったのか説明を」

　恭介は冷たく言い放ち、励起手榴弾インセンスグレネードのピンを抜ぬいて適当に投げた。マックスはブラッドサインを摑つかみ直すよりも早く、尻しり餅もちをついたままパートナーのエリ＝スライドの方を見やる。戦うためのサインというより、妨ぼう害がい用の『香』があれば回かい避ひできるよなというネガティブな確認作業であるのは、誰だれの目にも明らかだった。

　そして調ちよう香こう師しにして依より代しろの少女は小さく息を吐いただけだった。

　恭介は答え合わせをした。

「あれだけの爆ばく風ふうの中で、エリの『香』なんて残っている訳がないだろう」

「っ」

「……こりゃあ早くも乗り換かえ時期が来たかもしれん」

　しまいには腰こしのベルトから冷静に替かえの小こ瓶びんを引き抜く自前の依代にまで呆あきれたような声を出されて。




　直後に人工霊れい場じようが今度こそ一面に展開され、『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』のブラッドサインが唸うなりをあげた。




　　　　２（Time line『Past』）




　戦意を失い、腰を抜かした相手を倒たおすのは容易い。

　というより、それはもう戦いではないのかもしれない。

「……、」

『自みずからの奉ほうずる神を目の前で惨ざん殺さつされた衝しよう撃げき』を受け、ゾンビのように同じ行動をのろのろと繰くり返すだけになったマックスをブラッドサインの先せん端たんで誘ゆう導どうする。彼はふらふら動いてパンデモニウムの分厚い正面扉とびらの脇わきに隠かくしてあった認証パッドを引き出した。いくつかのロックを解かい除じよさせると、恭きよう介すけと姫ひめ川かわの二人は中へと潜もぐり込んでいく。

「入ったは良いけど絶対バレていますよこれ。爆ばく撃げき機きにオーダーは出されていますし、人工霊れい場じようを張って召しよう喚かん儀ぎ礼れいで戦ったんです。誰だれが見たって隠おん密みつの範はん疇ちゆうを超こえています……!!」

「なら予定を変えれば良いんだ。どっちみち、穏おん便びんに事を解決できるだなんて思ってはいない訳だが。こんなもの、早いか遅おそいかの違ちがいでしかない」

　何しろ胴体だけで全長八〇〇メートルを超え、『腕』を入れればそれ以上となるレプリグラスだ。単純に原子力空母が縦たてに二隻せき収まるが、船と違って低重心や燃費向上、造波抵てい抗こうなどは全まつたく考こう慮りよされず、厚みも高さも肥大しきっている。最終的にはどれだけ広大な空間が計上されるのやら。

　船や飛行機は積せき載さい量りように気を配り無む駄だを省くのが基本だが、パンデモニウムは例外らしい。通路は無駄に広く、一つ一つの部屋もとにかく大きい。国際見本市D.R.O.K.で次々に発表されるゲテモノ召喚術のほとんど全すべてをサポートしている巨きよ大だいな『匣はこ』という話だから、その規模も相当のものだろう。

　故ゆえに。

　隠れる場所も豊富で、『ガバメント』『イリーガル』『フリーダム』入り乱れての捜そう索さくチームがバタバタと走り回っていても、恭介達が容よう易いに発見される事はなかった。

「中まで入れば簡単なものだ。目標の依より代しろ三五三人は中央演算コアの分厚い扉とびらの向こう側、とにかくそこまで向かえば良い訳だが」

「どうやってですか？　図面は見たでしょう、パンデモニウム内はレベルで区画制限されていて、出入りは相当困難です。しかも厳げん戒かい態勢が敷しかれてあっちもこっちも召喚師だらけ。こんな中でどうやって安全に進めって言うんですか!?」

「だから」

　恭介は励起手榴弾インセンスグレネードの金属缶を取り出しながら、

「それだけ大勢の召喚師がいれば、『チェイン』を繰り返すだけで防護円を纏まとったまま安全に最深部まで突つっ込める。敷しき地ち面積当たりの召喚師の数が多ければ多いほど『チェイン』は繫つなげやすいんだから当然な訳だが。途と中ちゆうの扉？　トラップでもある？　そんなもの、高コストの被召物マテリアルでも呼び出してやれば力技で引き裂さけるとは思わないかな」

　あまりにも簡単な言い方に、かえって姫川は圧あつ倒とうされた。

　それはつまり、敵が一〇〇人でも一〇〇〇人でも、『ガバメント』アワード１００でも『フリーダム』アワード９００でも、かち合った敵は一人残らず薙なぎ倒たおすのが前提の考え方だ。思考放ほう棄きでも希望的観測でもなく、ただ最さい適てきな筋道として恭介はそんなカードを選んでいる。

　と、そんな折だった。




　依より代しろ、姫ひめ川かわ美み夏かの頭上へ、落らく雷らいのような何かが落ちた。




　ッッッドォン!!!!!!　という轟ごう音おんが遅おくれて炸さく裂れつする。

　半テンポ遅おくれて身をすくめる姫川だが、傷一つない。何故なぜならいきなり振ふり下ろされたスキー板のような素材のブラッドサインを、膨ふくらみ切った金属質のスタビライザーを、同じく恭きよう介すけのレプリグラス製ブラッドサインでもって真正面から受け止めていたからだ。

　見覚えのある黒くろ髪かみをリーゼントにした大男。

　つい先ほどブラッドサイン式で撃げき破はし、丸一日以上は『自みずからの奉ほうじる神を目の前で殺された衝しよう撃げき』で忘ぼう我がの状態へ追いやられているはずの召しよう喚かん師し。

　だが今のマックス＝レイヤードにそうした敗北者の色はない。

　理性と知性をフル活用し、ある種小こ狡ずるく勝とうとする人間臭くささが滲にじみ出ている。

「またエリ＝スライドの『香』でも使った反則か。流石さすがは召喚師の底上げ専門、どこまで便利にできているんだあいつは!?」

　悪態をついている内に、マックスはポケットからパイナップル型の励起手榴弾インセンスグレネードを放り出した。姫川を庇かばって不安定にバランスを崩くずされた状態では即そく座ざに反応できない。見送るしかない。

　どこかに隠かくれていたらしい依代のエリ＝スライドが、起き爆ばくと共に吸い寄せられる。

　今度は『完全勝利パーフエクトゲーム』の側から仕し掛かけられた。

　しかも恭介が改めてブラッドサインを構え直したところで、物もの陰かげから別口の召喚師達が割り込んできた。『白しろ棘とげ』を犠ぎ牲せいに捧ささげ、不利な状じよう況きようを受け入れてでも他人が張った人工霊れい場じようの中へと飛び込んでくる。

『ガバメント』アワード５０１、『完全勝利パーフエクトゲーム』。

『イリーガル』アワード８０８、『獅し子しの心臓』。

『フリーダム』アワード８９７、『ハーレムコレクト98』。

　個別の召喚師よりも、まず三組の敵という構図そのものを見み据すえて恭介は薄うすく笑う。

「なるほど、ね」

「卑ひ怯きようだなんて言うんじゃねえぞ。召喚師の戦いが一対一じゃなけりゃならねえなんてルールはどこにもねえ、負ける訳にゃあいかねえのは誰だれでも一いつ緒しよなんだ!!」

　吐はき捨てるように言い放つ『完全勝利パーフエクトゲーム』だが、むしろ恭介には好感があった。

　勝つための努力を惜おしまず、使える手は何でも試し、第三者によって決定づけられた序じよ列れつや難関を自らの手で切り拓ひらこうとするその姿勢。まさに人間が持つ強さそのものだ。

　カッ!!　と三方向から同時に『白棘』が放たれ、四角い立方体の形でまとめられた『薔薇ばら』が砕くだける。二一六個の握にぎり拳こぶし大の赤い光の球体『花弁』が四方八方へ散らばっていく。

　ブラッドサイン式は、基本的に三つ巴どもえの戦いだ。

　つまり一対多の場合、高音、中音、低音の被召物マテリアルを全すべて呼び出して取り囲んでしまえば、必ずどれかが個人側の弱点を突つく形になる。ジャンケンにおいて、あいこがない状態。まさに集団、組織の強みという訳だ。

　だが、




　ドカカッ!!　と快音が連続した。

　恭きよう介すけの放った『白しろ棘とげ』が、辺りの『花弁』ではなく敵方の『白棘』目がけて放たれたのだ。




「な、あ!?」

　そう叫さけんだのは誰だれだったか。

　たった一打が複雑にバウンドし、三人の召しよう喚かん師しの操る『白棘』の軌き道どうが次々に狂くるっていく。本来目指していたのとは違ちがった『花弁』がスポットへ落ちる。基本的に獲かく得とくした『花弁』は自由に組み替かえて任意のタイミングで消費できるが、一番最初の被召物マテリアルだけは違う。というか、これを早急に呼ばなければ防護円も展開できず、依より代しろも人間のままなので、生身のまま一いち撃げきをもらって即そく死しするだけなのだから自殺行こう為いに等しい。

　三人が三人とも、音域『中音』コスト１、『始祖の緑ｋ』からのスタートとなる。
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　三メートル大のゲル状の被召物マテリアルで統一され、そして彼らはギョッとする。

　対する恭きよう介すけは音域『高音』コスト４、『装甲獣dr・zx』。その名の通り、黄金の西洋甲かつ冑ちゆうを組み合わせて作り上げた、あまりにも凶きよう暴ぼうなライオンの形をした規定級だ。

　コストも開いていれば三つ巴どもえの『音域』でも恭介が有利。

　このままでは多少の数の優位など意味をなさない。

　ただ弱点『音域』を突つかれ、雑草を刈かり取るように一いつ掃そうされるのみ。

「でも哀かなしいかな」

　激げき突とつの直前、恭介はそう呟つぶやいていた。

　どんな卑ひ怯きようでもどんな反則でも吞のみ込む。負けられない戦いのために。そこまで割り切ったリーゼントの男へ率直な敬意を抱いだきつつも。

　なお、言い放つ。




「それでも女王に食い下がる僕ぼくの悪わる足あ搔がきに比べれば、随ずい分ぶんと可愛かわいらしいものだ」




　今度こそ。

　金属質の獅し子しが唸うなりをあげて、凶悪な爪そう牙がが全すべてを薙なぎ払った。




　　　　３（Time line『Now』）




「オレ達がここに来た理由は、まあ、分かる訳はねえわなあ？」

　そして翌日の現在。

　再びパンデモニウムの正面を塞ふさぐ形で現れた『完全勝利パーフエクトゲーム』、マックス＝レイヤードとエリ＝スライドのペアは、城しろ山やま恭介の前でパイナップル型の励起手榴弾インセンスグレネードを放り投げていた。

「知ってるぞ……」

　炸さく裂れつと共に人工霊れい場じようが展開される。

　三六のスポットが浮うかび上がり、中央には二一六個の『花弁』をまとめ上げた立方体の『薔薇ばら』。いよいよ召しよう喚かん師し同士の戦いが始まる。

「僕はあなた達を知っている……!!」




「ふぅーん」

　と、そして全てを台無しにする無の表情の『白き女王』。




　ゴッバッッッ!!!!!!　というとんでもない轟ごう音おんが炸裂した。

「え、あ？」

　今まさに渾こん身しんの力を込めてブラッドサインから『白しろ棘とげ』を放ったリーゼントのマックスは、そこで啞あ然ぜんとした声をあげていた。

　立方体の『薔薇ばら』が、消えている。

　純白の爪つめ痕あとが空間を直接抉えぐっているだけで、後にはもう何もない。

　そして『白き女王』のドレスの一部が、明確に形を変えていた。

「だーいなそー」

　やる気のない声と同時に。

　数十メートルに達する巨大肉食恐竜の上半身のような何かが、真上から勢い良くマックスへと襲おそいかかる。顎あごが、牙きばが、彼らの視界の全すべてを埋うめ尽つくす。生身の体で受ければ即そく死し……いいや、たとえ防護円で守られていたとしても、おそらくはまとめて嚙かみ千切られていたはずだ!!

「うおおおおおあっ!?」

　慌あわてて叫さけんでマックス＝レイヤードが転がるように避さけたが、それだけでどうにかできるほど未み踏とう級の頂点は甘あまくはない。

　彼が死ななかったのは、とっさに恭きよう介すけが銀のツインテールの少女へ横から思い切り抱き着いたからだ。動きを食い止める、というより顔を赤らめた『白き女王』の照準がズレる。マックスから半歩脇わきへ逸それた緑の大地が、容よう赦しやなく喰くらい尽くされ、世界の組成ごと真っ白に抉り取られていく。

「ちくしょっ！　姉あね御ご!!　パンデモニウムの触しよく腕わんへ!!」

　泡あわを食ったマックスは耳の辺りに手をやった。イヤホンとは違ちがうだろう。アスリートが使うウェブカメラのようなものが取り付けられている。

　または、位置情報を伝えて爆ばく撃げきの支し援えん要よう請せいを行うためのユニットか。

「いくら女王に守られようが防護円はねえ。同じ『未踏級』の力をぶつけりゃ───」

　ガカッ!!　と眩まばゆい光が放たれ、草原一帯に光のアートが描えがき出される。数百メートル規模の魔ま法ほう陣じんが構築され、『軸じくとなる依より代しろに集束されないまま現世に顕けん現げんするため、剝むき出しの威い光こうが爆発的に広がるのが織り込み済み』という格好でパンデモニウムの力を借りて『紫し電でんの淑しゆく女じよ』の召しよう喚かんが始まる。

　だが『白き女王』は動じなかった。

　というより、この少女が動転する様など想像する方が難しい。

「ガッ」

　またもやドレスの一部が形を変える。

　優ゆう雅がな飾り布が棒状に組み替かえられていくのだ。金属バットのようなそれを握にぎり込み、デートコースにバッティングセンターを選び、男の子から手取り足取り教えてもらうのを狙ねらってわざとへっぽこスイングを見せつけるあざとい策士のような動きで、

「キィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィン！　でございます」

　ありえない事が起きた。

　紫むらさき色いろの爆ばく発はつが、よれた。

　バットに引ひっ叩ぱたかれたドームがゴム鞠まりのように潰つぶれ、無む秩ちつ序じよに広がるはずだった未み踏とう級の威い光こう、その爆風が抑おさえ込まれていく。女王から逃にげ出すように指向性を与えられ、無理矢理に青空の一点目がけて直線上に吹ふっ飛ばされていく。追つい儺なの陣じんを上から重ねるだのどうだのという話ではない。もくもくと広がる白い雲をまとめて吹き散らし、危うく爆ばく撃げき機きを蒸じよう発はつしそうになって、大気圏けんの外まで薙なぎ払われていった。おそらく中心にあったストロボの如ごとき『紫し電でんの淑しゆく女じよ』ごとやっちまっている。

　スイングを終え、額ひたいを手の甲こうで擦こすり良い汗かいた風の『白き女王』。いつの間にか変へん幻げん自じ在ざいの装束が変異していて、そして何故なぜか肌はだも眩まばゆいビキニになっていた。

　ばちこーん、と片目を瞑つぶって良い笑顔で振ふり返る。

「いかがですあにうえ？　この一足早い夏休みスイカ割り仕様っ☆」

　もう、ふざけちゃっていた。

　一方、大おお真ま面じ目めで涙なみだ目めになっているのは『完全勝利パーフエクトゲーム』のマックス＝レイヤードだ。

　自じ慢まんのリーゼントが湿しつ気けを吸った薄うす紙がみのようにへたっている。

「なっ、なばはあ!?　なんれえ!?　おっ、おにゃ、同じ『未踏級』のはずだろお!!」

　恭きよう介すけは思わず遠い目になった。

　どうやらマックスは『本物』を見た事がなかったようだ。そのままならさぞかし幸せな人生だったろうに、何だか暗い汚お点てんを与えてしまったようでちょっと申し訳ない気分にさえ陥おちいる。

　そしてこの状じよう況きようは決して喜んでいられるものではない。

　恭介は早くも『白き（ビキニの）女王』が仕し掛かけた歪みを感じ取っていた。

　両手でバットを握にぎり、先せん端たん近くを小こ刻きざみに揺ゆらして何かのタイミングを計りながら、

「へいへいへーい!!　わたくしとあにうえのデートプランを邪じや魔まするってんなら冥めい王おう星せいまでぶっ飛ばして氷の大地に突つき刺さすぞコラ。天体観測マニア辺りに見つかって恐きよう怖ふの人面岩とか噂うわさされてえのかボンクラぁ!!」

「ひひっひい!!」

「ついでにあにうえがこのガラクタ城の中に入りたがっているようでございますので、表敬訪問に応じない不ぶ躾しつけな城門をぶち破っておきましょう。そおーれっ☆」

　ッッッドゴァ!!!!!!　という爆音が世界に叩たたきつけられた。

　バットが、伸のびた。

　華きや奢しやな水着の女の子の手で腰こしも回さずに放った鈍どん器きの一撃。もはやコミカルとも受け取れるモーションで、しかし『紫電の淑女』の起爆にすら耐たえたパンデモニウムの分厚い扉とびらが発はつ泡ぽうスチロールのように割れてあちこちへと吹っ飛ばされる。冷蔵庫より巨きよ大だいな破片に危うく押おし潰されそうになったマックスはもう戦う気き概がいもないらしい。とにかく依より代しろのエリ＝スライドを小こ脇わきに抱え、バラバラと私物を落としていくのも気に留めず、ほうほうのていで逃にげ出していくのが分かる。

「……、」

　しばし恭きよう介すけが沈ちん黙もくしていると、くるんくるんと片手一本で白いバットを大きく回しながら『白き女王』が満面の笑みで褒ほめて褒めてオーラを振ふり撒まき始めた。

「さあさ、あにうえ。道はわたくしが切り拓ひらいて差し上げました。ちょっとくらい頭を撫なでて、そして素敵な彼女を自じ慢まんに思って胸むねを張っていただいてもよろしいのではなくて？」

「……それが狙ねらいだったんだろう」

　額ひたいに手を当て、吐はき捨てるように恭介は言った。

「確かに今の僕ぼくはほとんど最強の位置にいる。あらゆる召しよう喚かん師しを駆く逐ちくして、どんな分厚い扉とびらもトラップも号令一つで破は壊かいしてしまうほどに。……でもこれは僕の力ではない。女王、あなたはわざと僕が恨うらまれる構図を作る事で、『白き女王』の力がなければ身の安全をキープできないような状じよう況きようを作り出すつもりだな？」

「あは☆」

　バットとビキニを元のドレスに戻もどし、銀のツインテールは両手を胸の前で合わせた。

　屈くつ託たくのない笑みと共に彼女は言う。

「おかしな事を言うあにうえ。つもりも何も、わたくしという存在は髪かみの毛一本から魂こん魄ぱくの中心まで、最初から全すべてあにうえの所有物のはずでございますけど？」

「……、」

　恭介は首を横に振った。

『白き女王』が自分のものになる、その力を手に入れた自分は特別な存在なのだ。そんな風に勘かん違ちがいして、思い上がって、ろくでもない末路を迎むかえた召喚師など山ほどいる。女王を手にする事での全能感、多幸感、勝利感。そんなものに流される程度の心では、実際にかち合う前に敗北が決まってしまうようなものだ。

　エアコンにネット通つう販はん、ＧＰＳと連動した地図アプリ。いったん知ってしまえばもうそれナシでの生活は考えられなくなるのと同じように。

　利便性というのは、それだけで人の心の在あり様を捻ねじ曲げてしまうブラックホールなのだ。

　絶対に誘さそいに乗るな、自己を保て。一度でも頼たよってしまえばもう終わりだ。

　城しろ山やま恭介は、強く強くそう思う。

「あにうえ、この後のご予定は？」

　言っている傍そばから『白き女王』の装束がゾゾゾゾゾと蠢うごめく。

　それは瞬またたく間に形を変えていき、

「行け行けゴーゴーあにうえラブリー☆」

「何でいきなり両手にポンポン付きのチアガールになっているのかな……？」

「もちろんあにうえの勇気を奮ふるい立たせるためでございます、この健康的に躍やく動どうする肉体美をご覧あれー☆」

「……、」

「あら不評？　もう少々不健康的な方が発はつ奮ぷんなさると言うのでしたら、わたくしバニーガールやナース、メイドやウェイトレス、いっそ裸はだかエプロンやくノ一装束なども辞さない構えでございますけど」

　本当に言った通りになるからどうしようもない。めくるめく魅み惑わくの七変化に恭きよう介すけは心底うんざりしながら思考に没ぼつ入にゆうする。

　答えはすぐそこにある。

『白き女王』がぶち破った扉とびらから中へ入り、辺り一面を物色し、駆かけつけてきた召しよう喚かん師し達を根こそぎ薙なぎ払ってしまえばさっさと知りたい事は全部分かる。

　ただし。

　ゾクリ、と恭介の背筋に何かが走る。

　どうしても一番簡単な『最初の一歩』が前へ出ない。

　たった数メートル走れば国境線を越こえ、地じ獄ごくの戦場から安全に保護してもらえる。前後左右見み渡わたす限り敵兵はおらず、チャンスは今しかなさそうだ。だがその数メートルを踏ふみ込めば、天空、はるか大気圏けん外がいから容よう赦しやなくレーザー砲ほう撃げきが垂直に襲おそいかかってくるのが分かってしまったような。

　まともな人間なら気づかずに吹ふき飛ばされる。

　だが恭介は、青い空の向こう側が見える人間であった。

（……このまま進むと悪注目が上限を振ふり切る。デルタストン家だけでは収まらず、世界全すべてが一いつ斉せいに牙きばを剝むく。女王がいれば問題ないけど、女王がいなくなった途と端たんに絶体絶命に陥おちいる包囲網もうが完成する。誘さそいに乗るのは危険だ、女王への依い存そんを断ち切れなくなる訳だが）

　恭介は重たい息を吐はいて呟つぶやいた。

「……余計な事を」

「うふ☆」

　悪態をつかれても、元の装束に戻もどした銀のツインテールの少女は幸せそうだった。構ってもらえれば何でも良いのかもしれない。

　やはり『白き女王』と共にいるのは危険だ、と恭介は改めて思う。彼女が何か特別な事をする必要はない。ここは召喚師や依より代しろ達が万単位で集つどう国際見本市D.R.O.K.、つまり女王の価値を知る者ばかりなのだ。単純に『白き女王』を連れて辺りを歩き続けるだけで、その恒こう久きゆう的てきな独どく占せんが嫉しつ妬と、羨せん望ぼう、憎ぞう悪お、恐きよう怖ふ……とにかく様々な感情を爆ばく発はつさせかねない。こちらもまた、一定以上の蓄ちく積せきで『女王なしには歯止めの利かない暴動』へ発展する可能性があるのだ。それは一度始まってしまえば、雪崩なだれ込むようにD.R.O.K.の舞ぶ台たい外まで広がっていくかもしれない。デルタストン家との全面戦争だけならともかく、いきなり全世界を敵に回すのは恭きよう介すけの本ほん懐かいではない。

　最短の道からわざわざ目を逸そらすのは辛つらい。

　だが思考を切り替かえて恭介は告げた。

「別のルートから攻せめるしかないか」

「……、ふうん」

　片目を瞑つぶり意味ありげに呟つぶやく『白き女王』を放って（得体の知れない予言書と同じで、深読みすればするだけ術中にはまるだけだ）、恭介はその場で屈かがみ込んだ。『完全勝利パーフエクトゲーム』の大男、マックス＝レイヤードが落とした私物がいくつかある。中からスマートフォンを拾い上げた。いくつかの特とく殊しゆな操作で指し紋もん認証を無効化させると、データへ目を通す。完全な仕事用で、ドアにかざして開閉するためのＩＣロック機能や爆ばく撃げき機きへの支し援えん誘ゆう導どうを行おこなっていたウェブカメラなどのホスト役にも設定されている。

　指先で画面を操作し、そして今の状じよう況きようと照らし合わせて、恭介は思わず呟いていた。

「……おかしいぞ。こいつは絶対におかしい」

「何がでございましょう？」

　白々しい笑みは放って、恭介は思案する。

　それから方針を決める。

「やっぱり今、闇やみ雲くもにパンデモニウムへ飛び込むのはナシだ」

「うふふ、ふふふふふふ！　あにうえったらいじらしい。わざわざ目の前にある結末から遠ざかるだなんて、そんなにわたくしとの逢おう瀬せを楽しみたいのでございますか？」

　……悪あく趣しゆ味みな冗じよう談だんに聞こえるが、本当に『それだけ』で人類を滅めつ亡ぼうさせかねないから『白き女王』は油断ならない。

　振ふり回されず、今はやるべき事にのみ焦しよう点てんを当てていく。

　目の前で開いた大きな口。あらゆる真実が待つ最短最速、パンデモニウムの出入口。だが蜘蛛くもの巣のようなその誘ゆう惑わくを、恭介は全力で振り切る。何しろ、あの女王が無む償しようでこじ開けた道だ。絶対に何かある。ぼやっと曖あい昧まいな話ではなく、それが具体的にどんな形をした『何か』なのか分かるまで動くのは危険だ。焦あせっても、焦じれても、焦こがれても。安あん易いに楽な道へ流されず、強大な引力からいったん退く『強さ』が求められている。

「その上で、一番事情に詳くわしそうな人物にアタックを仕し掛かけてみる。『完全勝利パーフエクトゲーム』の二人組でも良いが、あの様子だと雲くも隠がくれは必至だろう。女王なんていう太陽より目立つランドマークを引き連れた状態ではまともな捜そう索さくなんてできない訳だが。よって他を洗う」

「ではあにうえ、具体的にはどちらに参りましょう」

　最大最悪のパートナーからの質問に、少年は迷いなくこう答えた。

「三大勢力に浸しん透とうして王おう権けん神しん授じゆなんて茶番劇を演出した大ボス、デルタストン家のご当主様の元まで一直線だ」




　　　　４（Time line『Now』）




　条件を確認すると、恭きよう介すけの最優先は行方ゆくえ不明の姫ひめ川かわ美み夏かを含ふくむ、パンデモニウム側の依より代しろ三五三名の安あん否ぴ確認だ。

　姫川については『白き女王』の内部に格納されている可能性も少なくないが、これもまた仮説の一つに過ぎず、根こん拠きよはない。

　自身の欠落した記き憶おくを補い、真実に辿たどり着くためにも、情報が欲しい。

　そのためにパンデモニウムに関する計画を主導する、デルタストン家の人間に直接アタックを仕し掛かける必要があった。中心ではなく外周の輪、忘却のレテの水をかき分けるように。

　まずはこれが前提。

「まあ。あにうえ、バナナフライですって。バナナなのに揚あげちゃう？　果物なのに！」

「……、」

　人の腕うでにしがみつき、屋台で売っている食べ物に興きよう味み津しん々しんな『白き女王』を眺ながめて恭介は無の境地に達しようとしていた。人混みの中、またもや周囲の召しよう喚かん師しや依代達が無む駄だにざわつき始める。

『陛へい下かっ!?　くっ、でもここはお邪じや魔ましない方が御おん身みのためかしら……!!』

『ござるござる。……かの女王が引っ搔かき回せば今の足あし踏ぶみ状態も……』

『邪魔はせん、だが視界の端はしくらいには立っておこう。みっ、見られているうううう!!』

　恭介はさっさと立ち去ろうとしたが女王がにこやかに微笑ほほえんだまま船の錨いかりのように動かず、その辺をのた打ち回った恭介は最終的に腕うでを切断するよりは紙パックに包まれた薄うすい輪切りのフルーツの揚あげ物を購こう入にゆうした方がコスパは良いと判断する事に。

「ふむふむ、揚げてしまえばカリッと食感が変わるのでございますね。スナック系と言いますか、チップス系と言いますか」

「バナナにサラダ油とか超ハイカロリーな訳だが」

「そしてセットでついてきたバニラアイスで飽あきがこない仕組みと。熱いのに冷たい！　ほらほら、あにうえもこの新食感をお楽しみになって？　はいあーん☆」

「さらにてんこ盛りだし……。大体何でそんなに上じよう機き嫌げんなんだ。いや、バナナの果肉に揚げの衣ころも、バニラアイスとどれもこれも白ずくめだからか……」

「うふ、バナナが大好き『白き女王』でございま───!!」
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「……、止めないけどさ」

「あっ、あのう、あにうえ。そいつは少々残ざん酷こく過ぎやしませんか。わたくしが久しぶりのデートで浮うかれているのは承しよう知ちの上でございますが、あにうえもあにうえで少々女性に対して潔けつ癖ぺきというか、夢をお持ちになられ過ぎているのではございませんか……？」

　そんな事を言われても今は関係ないのだ。

『白き女王』と共にざわざわしている人混みを歩く恭きよう介すけだが、銀のツインテールの少女は全まつたく気に留めていない。

「ふふ、うふふ。こうしてあにうえのお隣となりを歩けるだなんて……。わたくし、ちょっとばかり欲張りして右手側に立ってみようと思います。ふふ、利き手を独どく占せん！　わたくしがあにうえの中心でございます!!」

「……、」

　どこをどう進んだところで『白き女王』の存在は目立ち過ぎる。調ちよう香こう師しのエリ＝スライドでもない限りプロの召しよう喚かん師しや依より代しろ相手に認識をズラして隠かくれ進むのも難しいだろう。これは追う側と追われる側、どちらに立っても好ましい状じよう況きようではない。言ってみれば、臆おく病びような子こ鹿じかを狩かるのにクリスマスの電飾を体中に巻いて夜の山を駆かけ回るようなものなのだ。

　が、立場上逃にげる事の許されない人間というのも存在する。

　例えば名門貴族、デルタストン家の当主。

　ＶＩＰであればＶＩＰであるほど、一つ一つの行動には大きな意味が付きまとう。あそこまでの大物なら、間近にハリケーンが迫せまっていても口元から扇おうぎを手放す事は許されないだろう。舐なめられる、という子供の世界ギヤングエイジの幼よう稚ちな概がい念ねんは、彼らのレベルに達するとダムに小さな亀き裂れつを入れ、のちの謀む反ほんへ繫つながりかねない重大懸けん案あん事じ項こうに化ける。

　そんな訳で、

「カジノとオペラ劇場とプールサロンがついた最高ランクのホテル。最低条件がスイートルームで、最大規模になるとエクセレントリーロワイヤルスペシャルブリージング……何でございましょう、喫きつ茶さ店てんの生クリームてんこ盛りのコーヒーみたいなこの名前は」

「何だろうがコンテナの集合体なのは同じだよ」

　恭きよう介すけは巨きよ大だいな構造物を見上げる。

　基本的には四角いコンテナを積み木のように重ねたものだが、こちらは一つ一つが学校の体育館のように大きい。さらに必要とあらば内ない壁へきをくり抜ぬいて中を繫つなげているだろう。積み方についても均一ではなく、現代アートにでも気を配っているらしい。

「表面上は『ガバメント』『イリーガル』『フリーダム』が自由に宿しゆく泊はくしている、人脈作りの場を兼かねたセレブの社交場みたいな扱あつかいになっているけど、デルタストン家はその全すべてに浸しん透とうしている。実際は一族で貸し切り状態にしている根城だろうね。……それにしても、『白き女王』の伝説をモチーフにしたミュージカルねえ。物好きというか、狂きよう信しん的てきというか……」

「あにうえもお部屋のグレードを上げてみてはいかがです？　このわたくしとイチャイチャするならキングサイズはほしいところでございましょう。ああ、でも四よ畳じよう半はんにお布団一枚という世界も捨てがたい……」

「あなたやっぱり発想がさ」

「ちっ違ちがいます!!　きちんと想おもいを重ねてキスから始めるのが重要なのでございます!!」

　襲しゆう撃げき、誘ゆう拐かい、暗殺などを防ぐなら居場所を隠かくすのが一番だが、やはりＶＩＰ様になるとそんな風にも言っていられない。怖こわいから身を隠していると邪じや推すいされるのも問題なのだ。だから例えば、国のトップは王城や官かん邸ていなんかを公開して居を構えている。居場所を探すだけなら簡単だし、相手は滅めつ多たな事では逃にげるという選せん択たく肢しは選ばない。だから訪ねるだけなら簡単だ。……もちろん、その分厚い防壁をぶち抜くだけの力がなければ話にならないが。

「ではいかがいたしましょう。わたくしはあにうえについて回るだけでございますけど、やはり薄うすっぺらな紙箱を外から吹ふっ飛ばして瓦が礫れきの中から目標を引きずり出すという方向になるのでございましょうか」

「何がやはりなのか全まつたく見えないよ」

「ああ、わたくし未み踏とう級の頂点が慈じ悲ひ深ぶかく表敬訪問にやってきたとフロントで話せば、即そく座ざに赤あか絨じゆう毯たんが敷しかれて一直線にご案内コースかもしれませんわね」

「ほんとにそうなるからやめて」

　……ここでも『白き女王』のマスターキーっぷりは健在だ。どんな無茶でも通るが、そのたびに恭介に対する悪注目は爆ばく発はつ的てきに跳はね上がるはずだ。『白き女王』が何かの拍ひよう子しに帰き還かんした途と端たんにデルタストン家どころか全世界の憎ぞう悪おや嫉しつ妬とを一身に浴びて破は滅めつする羽目になるから、何があっても女王を手放せなくなる惨みじめな依い存そんと隷れい属ぞくの人生が待っている。

　だから恭きよう介すけは肝きもに銘めいじる。女王の力を計算に組み込むな、と。

「場所が何であれ、ホテルの体てい裁さいを整えているなら忍しのび込むのは容易たやすい訳だが。女王、いったんこっちに」

「ぶう。裏口からコソコソなんてわたくしの主義に反しますわ。そもそも月の裏側にいようがわたくしの存在を隠かくしおおせるとはとても思えませんけど」

「隠れる必要はないんだ」

　適てき当とうに言った通りになった。

　恭介はホテルの裏手に回ると非常口のノブを無ぶ遠えん慮りよに摑つかんで回す。鍵かぎはかかっていなかったが、開閉に伴ともなって防犯ブザーがけたたましい音を立てた。が、慌あわてず騒さわがず、彼ら二人は一番近くにあったリネン室に踏ふみ込んでいく。本質的には巨きよ大だいなコンテナの中とはいえ、そうとは感じさせない作りだった。きちんと壁かべ紙がみや絨じゆう毯たんが敷しかれ、そこらの高級ホテルと何の遜そん色しよくもない。壁際に並ぶ大量の洗せん濯たく機きや乾かん燥そう機きに手て押おしのワゴン、そして清せい掃そう係の私物が並ぶ中、何も書かれていないクリーム色のカードキーを一枚拝借する。

「ホテルは一いつ般ぱん的てきなアパートやマンションと比べてもマスターキーの数が圧あつ倒とう的てきに多い。あまり表には出ないけど紛ふん失しつの話も後を絶たない訳だが。これ一枚あればどこでも入れるっていうのに不用心な事だね」

「ふうむ。でもどっちみちわたくしを引き連れての潜せん入にゆうミッションは物理的に不可能では？　もう後二〇メートルも歩けば世界に知れ渡わたり、熱ねつ烈れつな信しん奉ぽう者しやとパパラッチが大挙して押おし寄せてくると思いますけれど。人工霊れい場じよう展開中と異なり、カメラやセンサーに映るわたくしなんて聖画イコンを作るには絶好の機会でございますもの」

「それはあなたの心配する事ではない訳だが」

「？」

　恭介は言いながら、リネン室にあったバスタオルと工具箱、ダクトテープのロールなどを抱えていく。

　形式的に鳴り響ひびいていた防犯ブザーが自動的に止まる。

　何をするのか面白そうに観察している『白き女王』を連れ回し、恭介は無遠慮に廊ろう下かへ出て行く。銀のツインテールの少女はナビゲーターのように呟つぶやいた。

「一五メートル先、左手側の扉とびらに反応がございます。開きますわよ？」

　宣言通りだった。

　客室ではなく休きゆう憩けい所じよや給湯室のような『内輪』のスペースなのだろう。外側に向けてドアが開き、誰だれかが顔を出してくる。

「さあさ、あにうえここからどうしま───わひゃっ!?」

　女王の声がいきなり途と切ぎれたのは、傍かたわらの恭介が銀のツインテールの頭を摑み、わしゃわしゃわしゃわしゃーっ!!　と乱暴に撫なで回したからだ。やや乱雑にほつれた髪かみの上へ、さらに少年はバスタオルを投げかける。

　工具箱やダクトテープを抱えたまま、恭きよう介すけはわざとガラガラした太い声を演出して大声で語りかける。怪け訝げんな顔をするメイド風の清せい掃そう係のお姉さんから逃にげも隠かくれもせず、むしろこちらから近づいていくような挙動で、

「リハーサルまでもう二〇分もないっていうのに迷子とかありえないだろう!?　緊きん張ちようをほぐしたくて煙草たばこが吸いたかった？　言語道断だ、ステージ衣装だぞ！　ヤニの黄色が移ったら台無しになる。スペアがあるからって油断するんじゃない、本番までにどんなトラブルが続くかは誰だれにも予測がつかないんだっ!!」

「へっ、は？」

　訳が分からない顔の『白き女王』を放って、恭介は清掃係のお姉さんにぺこぺこ頭を下げている。

「どうもお騒さわがせしてしまってすみませんね、お互たがい裏方という事でここはどうか！　……ほらお前も頭下げてっ、プロの縄なわ張ばりへ勝手に入ったんだから!!　そしたらリハーサル行くよ！　ったく、『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』だっけか。こっちはただの大道具なんだ。こんな格好させられてミュージカルの練習に付き合わされる俺おれの気持ちにもなってみろ、これ昼飯返上なのに給料出ないんだからな!!」

「ふっ、ふにゃあ。あにうえったら……」

　何やら細い腕うでを摑つかまれてぐいぐい引っ張られている女王が勝手に頰ほおを赤らめている。

　恭介は無視してスマホの着信音を自分で鳴らし、耳元に当てて一人芝しば居い。

「今度は何だっ！　……ああ、プロデューサー？　見つけましたよあのじゃじゃ馬!!　アンタからも教育しておいてください、あの伝説の『白き女王』がホテルの裏手でう○こ座りしてヤニ吸ってるとかありえねえわ!!　世界的な有名人に扮ふんしているんだから写真に撮とられたらこれだけでクレームが殺さつ到とうしかねませんよ!!　スポンサーにどう説明すんだ!?」

　ぺちゃくちゃまくしたてながら恭介と女王の二人は清掃係の横をすり抜ぬけていく。非日常的な装束に一応の理り屈くつを与え、しかも電話という隔かく絶ぜつした透とう明めいな壁かべを突つき付けて言げん及きゆうを拒きよ否ひする。

　まんまと職員用のエレベーターへ向かう恭介に、頭からバスタオルを被かぶったままの『白き女王』がくすりと笑った。

「なるほど。『有名人』というものは便利でございますわねえ、あ・に・う・え？」

「僕ぼくはそっちの側ではないよ。あなたが一人で悪目立ちしているだけだ」

「あっ、後あにうえ、さっきの頭わしゃわしゃもう一回お願いできますか!?」

「あんまりベタベタしていると役者と大道具係っていう『配役』からズレるからダ───いや、そっちの方がやりやすいか。秘ひ密みつの恋こい人びと同士って設定なら、裏手でコソコソしていた理由を向こうが勝手に納得してくれるだろうし」

「ひっ、ひっ、ひみつのこいびとーっっっ!!!???」

　思わず全身が発光しかかった『白き女王』を慌あわてて業務用のエレベーターに詰つめ込んでいく恭きよう介すけ。

　通常、特別なフロアへ入るにはカードキーの差し込みが必要になるが、それは客員用のエレベーターのみの話だ。職員用は利便性向上のため、誰だれでも自由に行き来できる事は意外と知られていない。……というか、全員マスターキーを持っているのだからそんな仕し掛かけを用意しても無意味なのだ。

「はっ、はうはう!!　あにうえもっとナデナデ追加でお願いいたします！　……ですけど不ふ審しん者しやが立入禁止区域をうろついていたという情報は残るはず。カードキーの紛ふん失しつが判明すれば真っ先に疑われるのではございませんか？　はうはう！　ともあれはうはう!!」

「もう扉とびら閉まっているんだから演技は良いだろう。……それで誰が？　ホテルのオペラ劇場に詰めている本物のミュージカルの劇団が？　そこから僕ぼく達にどう辿たどり着くというんだ。デルタストン側の護衛チームが散々赤の他人の痛くもない腹を探って持ち物検査している頃ころには目標達成しているさ」

「うへへえ。最終的に疑いが晴れれば冤えん罪ざい押おし付けお構いなし。やっぱりあにうえもあにうえで狂くるっているようでございますわねえ☆」

「あなたに言われる筋合いは一つもない」

　元々鉄筋コンクリート製の何十階もある高層建築ではない。だからエレベーターはすぐに目的階に辿り着いた。

　愛あい歌かのマンションを彷ほう彿ふつとさせるような、ワンフロアを丸々使い切った学校の校舎クラスの広大な空間。だが客員用エレベーター側と合流し、たった一つしかない玄げん関かんの扉の前まで立った時、もう違い和わ感かんはあった。

「……やっぱり」

「で、ございますわねえ」

「どうして護衛が一人もいないんだ。D.R.O.K.……この数万単位の召しよう喚かん師しや依より代しろが行き交う即そく席せきの街を作り上げた王様の居城だっていうのに！」

　恭介はここに来るまでの間に手に入れた、『完全勝利パーフエクトゲーム』の召喚師マックス＝レイヤードのスマートフォンの事を思い出していた。

　様々な情報は入っていたが、それとは別に気になっていた事があったのだ。

『ガバメント』という組織、もっと言えばデルタストン家に近しい位置にいたにも拘かかわらず、仕事らしい仕事の通信が一切なかったのだ。まるで、組織自体が体を成なしていないかのように。恭介の記き憶おくが正しければパンデモニウム内には相当数の召喚師や依代などがいたはずだが、最低限の食しよく糧りようや生活物資の搬はん入にゆうを示すメールさえない。

　それは、違和感というには小さかったかもしれない。

　間近にパンデモニウムの口が大きく開いていて、まどろっこしい事なしに、飛び込めば真実が手に入る状じよう況きようで、わざわざ引き返すほどのものでもなかったのかもしれない。

　だが違ちがう。

　そこも含ふくめて、きびすを返すだけの『強さ』もまた必要なのだ。

　多少のデメリットに目を瞑つぶって強大なメリットを摑つかみに行くのは、つまり暴走のリスクを無視して『俺おれなら私ならできる』と根こん拠きよもなく判断し、『白き女王』の手を取るのと同じだ。そんな考えでは簡単に誘さそわれ惑まどわされ、あっさりと吞のみ込まれる。

　目も眩くらむチャンスの時こそ、自分を見失ってはならないのだ。

　そして実際に恭きよう介すけはここまで来た。地道な回り道をしてでも。

　清せい掃そう用ようのマスターキーを使って真正面から扉とびらを開け、中に踏ふみ込むが、耳が痛くなるほどの静せい寂じやくしかなかった。ホームシアターの設備一式が整ったリビング、酒の肴さかなを用意するためにしてはあまりにも大おお仰ぎような対面キッチン、お風呂場なのかプールバーなのか判断がつかないほど大きな浴場。天てん蓋がいに睡すい眠みん導入音楽用のオーディオセットやアロマオイル一式を揃そろえたキングサイズのベッドルームなど一つ一つを見て回るが、人の気配はまるでない。

　ホテルの部屋だというのにとにかく私物が多いのが特とく徴ちようで、ワンフロア丸々使った空間である事を忘れさせるくらい、あちこちに美術品や骨こつ董とう品ひんが飾ってあった。古代ギリシャの彫ちよう刻こくに帆はん船せんの模型、年代物の蓄ちく音おん機き、壁かべに掛かけてある盾たての紋もん章しようはデルタストン家のものか。赤、白、青の宝石が逆にチープな輝かがやきを照り返していた。欧州貴族連盟ラウンドテーブルの一角らしく、持ち込まれた私物は洋風で固められている。個々の値打ちは結構なものだろうが、残念ながらトータルコーディネートには欠けていたらしい。部屋には圧あつ迫ぱく感かんしかない。

　だから最初、思わず見過ごしていた。

　壁際に立てかけられていた『それ』を、客室のあちこちに飾ってある悪あく趣しゆ味みな美術品の一つ、振ふり子時計や無む駄だに大仰なオルゴールの飾りなどと勘かん違ちがいしていた。

「あにうえ」

　銀のツインテールに白いドレスの少女が優しく注意を促うながした時、『それ』がぐらりと傾かたむいた。そのまま床ゆかへ崩くずれ落ちた『それ』に振り返り、恭介は予想していた中で最悪の展開がやってきた事を知る。

　豪ごう奢しやなガウンを纏まとう初老の男が転がっていた。

　瞳ひとみに理性の光はない。横よこ倒だおしになったまま、延々と杖つえを突つくような仕草を続けている。

　召しよう喚かん儀ぎ礼れいにおける、敗北者のサイン。

　自みずからの奉ほうじる神を目の前で惨ざん殺さつされる衝しよう撃げきをまともに受け、正しい意味でのゾンビのように同じ行動をのろのろと繰くり返す存在。身振りや声掛けに従い、誰だれの誘ゆう導どうにでも従って崖がけっぷちに向かってしまう存在。

「デルタストン家の裸はだかの王様か」

　当然、一人きりではこうならない。

　彼が召しよう喚かん儀ぎ礼れいの敗北者である以上、土をつけた人物が他にいる。

　状じよう況きようから考えるに、『こう』なってから二四時間は経たっていないだろう。

　だがあちこちにある怪け我がの度合い、治り方に差がある。敗北時に転てん倒とうしてついたものかもしれないが、日をまたいで複数回戦っているのか。『解ける』たびに出る杭くいを打たれている。

　だとすると、

「……始まりはこいつらだった。でも今この計画は、誰だれが乗っ取っているんだ」

　呻うめくように恭きよう介すけは言った。

　哀あわれな老人を見ていると、頭の後ろに嫌いやな痛みが走る。記き憶おくのカサブタが激しく刺し激げきされているのだ。

　元々あったのはわずかな違い和わ感かんだった。

　だが従って正解だった。

　何も知らずに最短コースでパンデモニウムに飛び込んでいたら、まさしく命取りだったに違ちがいない。全まつたく見当違いの方向に盾たてを構えて矢の雨を浴びていたに決まっている。

　つまりは。

　まず、この問題を何とかしなくてはならなかったのだ。




「パンデモニウムはどこの誰が支配しているんだ!?」




　　　　５（Timeline『Past』）




　夜半から深夜に差しかかる頃ころ。

　パンデモニウムへの侵しん入にゆうを果たした城しろ山やま恭介と姫ひめ川かわ美み夏かは、複雑に入り組んだ通路や広大な部屋の群れの中から、一室を選んで身を潜ひそめていた。

　本来であれば、面積当たりの召喚師の多さを利用して次々に撃げき破はし、『チェイン』を繫つなげて強力な被召物マテリアルを維い持じしたまま中央突とつ破ぱして、三五三人の依より代しろが待つ演算コアと呼ばれる目的地まで向かうつもりだった。相手が常に規定級コスト１から始めなければならないのなら、神格級、未み踏とう級まで錬れん成せいを積んだ個人は集団に勝る。冗じよう談だん抜ぬきに本物の魔ま王おうが斥せつ候こうや足軽の群れを薙なぎ払っていくからだ。

　が。

　せっかくの未踏級、『慈悲と尊厳ある死を招く「灰燼」の巫女』em・ao・lev・ck・rol・ei・vb・yu・a・psを呼び出したというのに、『チェイン』が途と切ぎれて元の依代に戻もどってしまっている。もちろんこれは恭介の腕うでが未み熟じゆくという話ではなく、

「『チェイン』を断って仕切り直しをさせるために、わざと敵方の召喚師達を撤てつ退たいさせたな」

　少年が率直に分ぶん析せきしていく。

「『ガバメント』『イリーガル』『フリーダム』の混成部隊だからそういう連れん携けいは拙つたないものだと思っていたけど、予想以上にデルタストン家の統制が行き渡わたっているという事か」

　恭きよう介すけの防護円は解かい除じよされ、依より代しろもまた破れたストッキングから覗のぞく肌はだ色いろも眩まぶしい、藍あい色いろのタイトスカートのスーツに碧あおい緑りよく髪はつのポニーテールの美女に戻もどっている。姫ひめ川かわはあちこち見回しながらこんな風に質問してきた。

「じゃ、じゃあこれから向こうはどんな手で来るんでしょう」

「さあね」

（同じ規定級コスト１同士から始めても僕ぼくには勝てない事は知れ渡ったはずだ。かと言って、暴走と無差別破は壊かいを前提とした『鍵かぎ番ばん聖せい女じよ』みたいなものを使って中心核かく、パンデモニウムの内部に制せい御ぎよ不能の神格級を解き放つとは考えにくい。……統率が取れているとなると『共食い』辺りがクサいかな。仲間同士でわざと戦い、エースの被召物マテリアルをある程度育ててからこちらに差し向けてくる）

　話してもパートナーが脅おびえるだけなのでここは黙だまっておく事に。

（ならこちらも同じ手を使うまでだ。『共食い』は確実に敵の数を減らしてくれる上、『チェイン』は九〇秒しか保たない。逃にげおおせてしまえば仲間を犠ぎ牲せいにしてまでせっかく育てた被召物マテリアルも水の泡あわになるんだからね）

　元から人じん智ちを超こえた異世界の存在を使役する召しよう喚かん師しの話だ。手に負えない、届かない、正せい攻こう法ほうでは勝てない不利な相手や状じよう況きようだからと言って、そこで恐きよう怖ふに屈くつして思考停止するのではお話にならない。まず人としての矮わい小しようさを自覚した上で、なお利用し、乗り越こえる。それこそが召喚師の本質である。

　恭介は高こう密みつ度どの緊きん張ちようと心技体のパフォーマンスを最大値で引き出すためのリラックスを同居させる、ある種独特の精神状態を維い持じしたまま、

「美み夏か」

「美夏さんです。何でしょう」

「無理はしなくて良い。さっきの低水温のダメージはまだ抜ぬけ切れていないだろう。今の内にその辺にあるものを適てき当とうに拝借して体を温めておくんだ」

「あれから時間も経過しましたし、被召物マテリアルに変じて何度も戦っているはずでしょう？」

「ぶり返しの話をしているんだ」

　姫川美夏。

　その体の芯しんが不自然に震ふるえるのを、恭介は見み逃のがさなかった。

　依代はある種の才能依い存そんによるところが大きいが、霊れい媒ばい体質とも言える『それ』はメリットだけを与えるものではない。拘こう束そく具ぐにも似たアクセサリで自みずからの精神を戒いましめなければ、邪じや悪あくな精せい霊れいや怨おん霊りようを意図せず呼び込むエラーを誘ゆう発はつさせかねない。

　今回はそこまでではないようだが、軽度の問題が発生しているようだ。

　恭きよう介すけの見立てでは、憑空暴走イマジナリーフラツシユバツク。

「被召物マテリアルに変じる直前に抱えていた不満や欲求が、戻もどった途と端たんに倍加して噴ふき出る特有の現象だ。あれだけ体を冷やしていれば無理もないよ」

「うう……」

　言ってみれば、栄養ドリンクの効果が切れた途端に今まで忘れていた眠ねむ気けがぶり返すようなものだ。『被召物マテリアルでいられる間は物理無効』は、別に依より代しろの肉体自体を回復させる訳ではない。

「美み夏か、これは恥はじる事ではない。この世ならざる怪かい物ぶつと意識の削けずり合いを強しいられている上、そもそも鍵かぎ番ばん聖せい女じよなんてイレギュラーなものを抱えているんだ。普ふ通つうの依代より問題発生の頻ひん度どは高くなって当然ではないか」

「美夏さんです！　うう、エラーだなんて。やっぱりそれでも恥ずかしい……」

　彼らがいるのは軍事施し設せつの何だか良く分からない計器類が並ぶ管制センターでもなければ、マッチ一本で月までぶっ飛ぶ大だい爆ばく発はつを起こせるような火薬庫でもない。学校の教室よりも広いスペースの壁かべ際ぎわにジュースやパンなどの自じ販はん機きがずらりと並び、中央部分にはいくつものテーブルが並んでいた。椅い子すはリクライニング可能で、そのまま仮か眠みんも取れるらしい。背もたれには畳たたんだ毛布が掛かけてあった。

（一〇メートル×二〇メートル×……）

　冷静に考えてみれば当たり前なのだが、軍事施設と言っても人が動かすものだ。当然ながら衣食住を提供する生活スペースも普通に存在する。

（一七・〇四メートル？　もったいないな、あと少しで一対二対ルート三なのに）

　召しよう喚かん師しとしての癖くせでつい空間把は握あくしてしまい、何となしに恭介は思う。

　ともあれ、五分でも一〇分でも良い。とにかく背もたれを倒たおした椅子に姫ひめ川かわを寝ねかせ、上から多少強引にでも毛布を掛けていく。が、何やら藍あい色いろのタイトスカートの美女はぶるりと背筋を震ふるわせると、

「う……。冷たい身体を急に温めると、その、寒暖の差というか、膀ぼう胱こうが」

「必要なら背を向けているけど？」

「大だい丈じよう夫ぶですっ、私にもプライドというものがあります！」

　とりあえずカップ麵めんにお湯を注いでテーブルの上へ置いていると、毛布にくるまったまま姫川がこんな風に言ってきた。

「恭介君。あなたは私の事を、昔会った女性に似ていると言っていましたよね」

「それが？」

「……、多分、私も同じ人と会っています」

　淡あわく笑って彼女はそう吐と露ろしていた。

　意外な顔をする恭介に、姫川はこう続ける。

「というより、あの人に憧あこがれて人生設計を組み直したくらいですから。背格好、服装、言動、学歴、スキル、そして救済の定義……。ひょっとしたら恭きよう介すけ君は誰だれかの影かげを私に重ねて扱あつかっている事に後ろめたさを覚えていたかもしれませんけど、あの人にそっくりと言われる事は、実は私にとっては救いだったんです。ああ、この道は間ま違ちがっていなかったんだなって」

「だけど、あの人の所属は『ガバメント』だったはずだ」

「音信不通になった『教授御ご前ぜん』を追っていたんですよ。でも、『ガバメント』にいても上の都合で情報は閲えつ覧らんできなかった。敵対勢力の『イリーガル』に移れば話も変わると思ったんですけどね」

　真相は闇やみの中。

　それも城しろ山やま恭介や『白き女王』の根っこに関わるほど深い闇だ。

　個人レベルの努力で手が届く程度の機き密みつではない。だが姫ひめ川かわ美み夏かはその事で恭介を敵視や不ふ審しん視しする事はなかった。ただ、その目を柔やわらかく細めていた。

　ああ、消えた後も自分の知るあの人を続けていたのか。

　そうやって積み重ねた何かを継けい承しようした少年が、目の前にいるのか。

　たとえもういない人でも、過去の人として語られるようになっても、最後の最後まで自分を貫つらぬき通したその人生に悔くいはなかったに違いない、と。

　そんな目で。

「……おかしな人だった」

　気がつけば、恭介はそんな風に呟つぶやいていた。

「そもそも、とにかくちゃらんぽらんな人だった。遅ち刻こくなんてしょっちゅうだし、昼間っから仕事場で酒を飲んでいるし、キャベツと大根以外の野菜は軒のき並なみ食べられないし、映画や小説どころか漫まん画がだって積んでいるくらい飽あきっぽい人だった。仕事についてもこのシステムは冷れい酷こくなだけで人間味がないとか言って勝手に余白へスクリプトを書き込んだり。あの人を見ていると、大人っていうのは加か齢れいではなく車の免めん許きよ証しようみたいな国家試験を導入する必要があるのではないかって少々真しん剣けんに考える事もあった。誰だれも彼も本気で怒おこっていたよ、でも不思議とみんな最後は笑っていた。冷酷な開発者や戦せん闘とう職でもね」

　出来上がったカップ麵めんの容器を受け取りながら、姫川もまた表情を緩ゆるめる。

「あー、ははぁ。その辺りはまあ、何となく、私も良く分かります」

「しかも全まつたく空気を読まない人だった。地下五〇〇メートルの『箱庭』の中で、ありとあらゆる深しん奥おうの知識と最新の技術が混線する極ごく彩さい色しきの卵の中で、あの人が教えてくれたのはとびきり奇き怪かいな事だった」

「具体的に何を？」

「朝、人に会ったら元気良く挨あい拶さつしましょう」

　恭介は、今はいない人の言葉を繰くり返して、そして淡あわく笑った。

「不思議だろう？　だけど本当に教えてくれた。『白き女王』の独どく占せんを企き図とした縫ほう界かい召しよう喚かんも地球全人類の平和を懸かけた一五兄姉弟妹きようだい計画も放り出して、まずそんなところから始めてくれた。でも多分、それが一番大切な事に繫つながっていたんだ。冷たい夜空の星を結んで星座を見るように、僕ぼくは冷れい酷こくな色に染まった人々の奥おくにある微かな人間味を見つけられるようになった」

　小さな事だった。

　だけど大きな意味を生み出すために必要な歯車だった。

　城しろ山やま恭きよう介すけが『白き女王』の力に溺おぼれずに済んでいるのだって、絶対的とも言える誘ゆう惑わくに屈くつせず戦えるのだって、きっとあそこでほんの小さな、でも絶対に正しい積み重ねをしてくれたからだ。斜しやに構えず正面から世界を見る力をもらったからだ。その、当たり前こそが。女王の圧あつ倒とう的てきな力を目の当たりにしても、世界中の召喚師や依より代しろが平へい伏ふくしても、あんなものは違ちがうと拒きよ絶ぜつできる強さへと繫がっていったのだ。

「特別な出自や目的があればイレギュラーな言動も認められる、社会に役立つ天才なら変人であっても許容される、大の前に小は切り捨てても構わない。……そんな風に逃にげなかったのは、間違いなく彼らのおかげだ。別に僕が世界の平均点だとは思わないけどさ、それでもギリギリの線を保っていられるのは、あの人達が当たり前の事を教えてくれたからなんだよ」

　そうでなければ、屈していた。

　特別性の象しよう徴ちようである『白き女王』にのめり込み、どこまでも歪ゆがんでいった。

　あるいは。

　城山恭介自身が、女王以上の怪かい物ぶつにでも成り果てていたか。

「ビヨンデッタは言った。元の家族なんて概がい念ねんは裏切りと売ばい却きやくで捨て去られ、狭せまい箱庭の中には友人なんていなくて、大人達はみんな邪じや悪あくで、社会なんて薄うすっぺらくて、姉弟なんて繫がりを人工的に付与されて、それさえ信じられなくなったって」

　少しだけ。

　苦いものを含ふくむ調子で、彼は呟つぶやいていた。

「……でもあったんだ。疑念と憎ぞう悪おのベールを取り去って、きちんと目を凝こらしていれば。仏教で言う一いつ水すい四し見けんみたいなものだったのかな。同じ水でも天人には宝石に彩いろどられた池、餓が鬼きには血の池、全すべては見方次第。確かに、僕達一五人の歩んだ道のりは普ふ通つうの人とは違う『最悪』だったかもしれない。僕の言う普通なんてどこまでもズレているのかもしれない。それでも、箱庭にいたのは完全なマシンなんかではない。きちんと息づいた人間だった。確かに、『教授御ご前ぜん』の存在はみんなの顔を緩ゆるめた。でもそれは元々みんなが持っているものだってあの人は言っていた。だったら当然、どれだけ冷れい徹てつに振ふる舞まったって。ふと気を緩めた途と端たんに滲にじみ出るような、温かいものだってあったはずなのに……」

　ビヨンデッタは憤いきどおっていた。一五人の子供達の中で、あなただけが『女王の愛情』を受け取っていたから壊こわれなかったのだと。

　でも恭きよう介すけは違ちがうと思っている。

　逆に、ビヨンデッタ達が『白き女王』にあてられ過ぎていたのではと。後光効果とでも言うべきか、最強過ぎる彼女の一言一言があたかも重大な意味を持つのだと錯さつ覚かくした。国民的なアイドルがただ自分一人を見て両手で包むようにこちらの手を取って微笑ほほえんでくれたら、もう他には何も見えなくなる。身近な人の些さ細さいな善ぜん意いや好意なんて吹ふき飛んでしまう。そんな風に。

　あまりにも眩まばゆい太陽に囚とらわれなければ。

　夜空に瞬またたく星々の輝かがやきをきちんと理解していれば。

　世界は全まつたく違ったものに見えていたかもしれなかったというのに。

　隔絶された密室とはいえ、あれだけ大きな箱庭だ。その維い持じだけで一〇〇〇人は必要だった。孤こ独どくを感じるなんてありえない。彼らが見えていれば。

　カップ麵めんのスープを飲み、麵をすすって。姫ひめ川かわ美み夏かはわずかに目を細めると、

「でも、そういう可能性を思いつけるのもまた」

「ああ、間違いなくあの人達のおかげだ。天才気取りの大おお馬ば鹿か野や郎ろうにできる事ではないさ」

　そこまで言って、恭介はピクンと顔を上げた。

　耳をそばだて、わずかな空気の匂においを嗅かぎ分ける。

「……来たな」

「えっ、えっ」

「美夏、食べ終わったのなら休きゆう憩けいは終わりだ。『チェイン』待機中の召しよう喚かん師しは足音の反はん響きようの不自然な変化と励起手榴弾インセンスグレネードの構成成分の匂いで分かる」

　毛布を取り払い、二人して休憩スペースから通路へ飛び出すと、離はなれた場所にある別の角から若い女の召喚師が顔を出したところだった。

　傍かたわらに控ひかえているのは『神格級』コスト６、音域『低音』。

　インド神話におけるビシュヌ神の運び手であり、同時にあらゆる蛇へびの天敵たる巨きよ大だいな鳥。当然、ただ漠ばく然ぜんと神格級は呼び出せない。おそらく仲間同士で戦せん闘とうを重ねて他の大勢を踏ふみ台にした『共食い』の結果だ。規定級コスト１の『始祖シリーズ』から戦いを挑いどめば瞬しゆん殺さつされてしまう。

「見ィつけた☆」

　ダッ!!　とこちらに走り込んでくる召喚師。二〇メートル四方の領域で囲ってしまえば、『チェイン』待機状態から通常戦せん闘とうに持ち込める。

　が、恭介は傍らの依より代しろの肩かたを摑つかんで、一歩後ろへ下がっただけだった。




　たったそれだけで。

　恭介達を吞のみ込むはずだった人工霊れい場じようが、スイッチを切るように消失してしまう。




「な」

　元々、『チェイン』待機状態は九〇秒しか保たない。

　そして白しろ棘とげは一〇秒ごとに補ほ充じゆうされるから、最大ストック数は七つではあるものの、それでも敵方のストックを見れば残り時間は概がい算さんで分かる。『共食い』をやっている側からすれば、目的の被召物マテリアルを獲かく得とくした後まで戦せん闘とうを継けい続ぞくしようとは思わないはずなのだから。

「あ？」

　そして向こうの人工霊れい場じようが消え、防護円や被召物マテリアルが消失するのと入れ替かわるように、恭きよう介すけはピンを抜ぬいた励起手榴弾インセンスグレネードを投げ込んだ。

　今度は彼が主格の人工霊場が張り巡めぐらされる。

　ブラッドサインを構え、改めて対等な条件で勝負を挑いどむ形で、恭介はニヤリと笑った。

「ご愁しゆう傷しよう様さま」




　　　　６（Timeline『Past』）




　そこから先は早かった。

　元から『共食い』の踏ふみ台としてパンデモニウム側は保有していた召しよう喚かん師しを勝手に消費してくれたし、虎とらの子の神格級を一いつ斉せいに差し向けても恭介には勝てない。理由は単純で、彼は彼で倒たおせるはずの相手との戦闘を可能な限り引き延ばしていたからだ。

　もちろん、少ない戦闘で大量の『花弁』をスポットに叩たたき込み、できるだけ被召物マテリアルの錬れん成せいを進めるためである。

　結果として未み踏とう級『紫し電でんの淑しゆく女じよ』に手が届き、知らずに集団戦を挑んできた一面の神格級を一挙に薙なぎ払っていく。露ろ出しゆつの多い紫むらさきの布地に病的に青ざめた肌、ボロボロの車くるま椅い子すにだらりと腰こし掛かける彼女がすいっと人差し指を差し向けるたびに、レーザービームのような一いち撃げきが敵対者をまとめて刈かり取っていく。

「うおおっ!?　『紫電の淑女』じゃねえか。俺おれ達入れ食いになってんぞ!?」

「だめだ、辺りをウロチョロする敗北者が邪じや魔まだ！　脇わきにのけろお!!」

「あ、ちょっと待って。こっち見ないで！　何で私ぃー!?」

　ある程度戦って割に合わないと感じたのか、次々に三大勢力の召喚師達が撤てつ退たいの構えに移る。未踏級まで錬成が進んだ被召物マテリアルを、『チェイン』待機状態の限界超ごえで無に帰そうとしているのだろう。

　だが恭介はあまり固こ執しつしなかった。敵方の召喚師や依より代しろの数が減じれば、先ほどのような『共食い』の乱発はもう使えない。つまり時間が経たてば経つほど向こうのジリ貧になる。

　それよりも目指すべき場所は他にある。

　戦意を失った召喚師達を放って、恭介達はパンデモニウムの中央演算コアへ向かう。途と中ちゆうで待機状態が切れて姫ひめ川かわ美み夏かが元の人間に戻もどったが、これはこれで構わない。『共食い』まで使い物にならないと分かったパンデモニウム側の召しよう喚かん師し達が次の一手を思いつくまでには多少の時間があるだろう。それまでなら散発的に襲おそってくる相手くらい普ふ通つうに蹴け散ちらせる。

　ドグンドグンという規則的な、それでいて妙みように不安を煽あおる低い音が通路を満たしていた。

（……レプリグラスの心臓炉ろか。近くを動脈が走っているな。だとすると、この先にエネルギーを大量消費する『何か』があると見て間ま違ちがいない）

　実質、抵てい抗こうはないにも等しかった。

　カンカンカンカン、と甲かん高だかい金属音を立てて、二人はキャットウォークのように細長い鋼こう鉄てつ製の橋を行く。金かな網あみ状の足場の下には、ここが有限の空間、要よう塞さいの内部である事を忘れさせる光景が広がっていた。一〇メートル以上の高さがあり、下面一層には何か得体の知れない透とう明めいな球体がたくさん敷しき詰つめられていた。一つ一つは一抱えのバランスボール程度、中央にはオレンジ色に輝かがやく核かくに似たものが明めい滅めつしていて、外側には黒々とした太いケーブルが何本も突つき刺さしてある。巨きよ大だいな魚卵の群れのようにも、ある種の並へい列れつ演算装置のようにも見える。

「急ぎましょう、恭きよう介すけ君」

「っ、ああ……」

　意識を正面へ戻もどし、最後の空間へ飛び込んでいく。

　城しろ山やま恭介は一ひと際きわ巨大で分厚い大金庫のような扉とびらの前に立っていた。

「ここかっ、図面通りの演算コア。この向こうに依より代しろ達が待っている！」

「……、」

　最後の扉へ向かい、掌てのひらで表面をなぞる恭介。

　未み踏とう級の火力でぶち抜ぬいてしまう手もあったが、ここまで『チェイン』が繫つながらなかったのでは仕方がない。別の手で行く。

「施せ錠じよう方式は真空式。つまり周りにある空気の圧力を借りて扉を閉ざす方法」

　幸い、事前に詳しよう細さいな図面を入手していたため、扉の構造や設計についても情報はあった。そしてどれだけ強固な扉でも、完全にネジの一本溶よう接せつの一つも使わない一枚岩にはできない。そうした接合部分が存在する以上、逆に言えば解体もできる。

「でも逆に真空層に空気を流し込んでしまえば、二極間の圧力差はゼロになる。つまり扉は開く。いけるぞ、話は簡単なんだ。パネルを一枚外はずして、センサーの網あみに触ふれない場所を火で炙あぶってやれば……どれだけ大おお仰ぎような仕組みでも、空気を止めるにはゴムのパッキンが一番なんだ。そこまで熱が伝わって溶とけてしまえば、開いた隙すき間まから真空層に空気が雪崩なだれ込む！」

　こういう時、レプリグラス製のブラッドサインは便利だ。

　生き物のように動く機能があるため、軽く支えてやればドリルのように回転して摩ま擦さつで紙や布に着火してくれるし、珪けい素そ性せいのペレット投入口にある嘴くちばしのようなパーツを使えばちょっとしたネジ釘くぎくらいなら取り外せる。

　ガコォン!!　という大きな金属音が響ひびいた。外側に向けてゆっくりと開いていく扉とびらに押おし潰つぶされないよう恭きよう介すけが後ろに下がると、徐じよ々じよに徐々に封ふう印いんされた演算コアが見えてくる。

　ひとまずここが折り返し地点。

　三五三人の依より代しろを連れてパンデモニウムから脱だつ出しゆつしないといけないし、その後についても考える必要がある。せっかく逃にがした依代を連れ戻もどされては意味がない。場合によってはデルタストン家全体と事を構える必要も出てくる。

　そんな風に考えていた。

　甘あまかった。




　大きく開放された扉の先。

　そこには広大な空間が広がっているだけで、誰だれ一人いなかったのだ。




（五〇×五〇×……）

　一辺が五〇メートルに届く、サイコロにも似た巨きよ大だいな空間だった。その六面全すべてを髪かみの毛よりも細かい幾き何か学がく模様がびっしりと埋うめ尽つくし、何かの脈動のように不定期に赤や緑や黄の光を波立たせている。

（……四九・九九八？）

　だがそれだけだ。

　確かに痕こん跡せきはある。国際会議場のように、同心円状に大量の椅い子すが置いてあった。それも歯医者のような椅子にベルト付き。その全てに人が腰こし掛かけていれば、確かに前提通り一〇〇人を超こえる収容人数なのかもしれない。しかし、実際には誰もいない。ガランとした寒々しい空間が広がっているだけだ。

　どこかで前提を間ま違ちがえた？

　例えば、手に入れた図面に誤りがあったか、あるいは意図的なデコイだったか。

　例えば、恭介達の暗あん躍やくに気づいて全員よそへ移されてしまったか。

　あるいは……、

「一つ、確認しておきたい」

　恭介はゆっくりと背後を振ふり返った。

　先ほどから言葉を発しない、深い深い藍あい色いろのタイトスカートのスーツにポニーテールの美女。

　首から様々な罪状を示す飾りをチャラチャラと下げた姫ひめ川かわ美み夏かへ。

「あなたの目的は一体何なんだ？　本当にここには三五三人の依代が存在したのか!?」













　　　ある召喚師と依代の話01







　調ちよう香こう師しエリ＝スライドに善ぜん悪あくはない。

　というより、本質的に根なし草なので、特定の地域や文化、伝統や宗教に基づく主義がない。故ゆえに、そうした機能の一部である善悪論にも興味はない。

　それは格好を見ても分かるだろう。彼女は西せい欧おうの魔ま女じよでありながら、大おお鷲わしの羽根、全身のピアス、ドリームキャッチャー、パイプ機能を持つ斧おのなど、ネイティブアメリカンの意い匠しようを要所に取り入れている。欧州で迫はく害がいされた魔女の系けい譜ふが新大陸に渡わたってひっそりと根を張った、という血統的な経けい緯いはあるものの、もはや彼女に一族の悲願や怨おん念ねんなどは宿っていない。

　パイプ機能を持つ巨きよ大だいな銀の断だん鎧がい斧は、最さい先せん端たんの電子煙草たばこの機構を取り入れているし。

　首に下げた円形のドリームキャッチャーは、夢を捕とらえる蜘蛛くもの巣ではなく召しよう喚かん儀ぎ礼れいの大元となった『薔薇ばら』の記号の方が強い。

　そのスタンスは『アンプリファイア５００』、つまり契けい約やくした召喚師の実力を徹てつ底てい的てきに底上げする事。何か明確な主義信条があって、あるいは特定の宗教の神を信しん奉ぽうして召喚儀礼の世界を渡り歩いている訳ではない。やはり、どこまで行っても根なし草なのだ。

　彼女の目的は一つ。

『ガバメント』『イリーガル』『フリーダム』、所属は問わない。とにかくペアとなった召喚師が、アワード１０００を超こえるところに立ち会う事。

　そのために必要なら、エリは何でも利用する。

　例えば、正義や保護欲や世界平和。

　例えば、悪行や残虐性や人類滅めつ亡ぼう。

　イグニッションが何であれ、それが対応する召喚師に発はつ破ぱをかけて奮ふるい立たせるものであれば何でも良い。そしてアンプリファイアの名に相応ふさわしく、彼女はいったんこれと見み出いだしてしまえば、後は召喚師の精神性を増ぞう幅ふくするべく、徹底的に煽あおっていく。

「はあ、はあ、はあ、はああ……ッッッ!!」

　腰こしのベルトから替かえの小こ瓶びんを取り出し、冷静に斧の背にあるものと交こう換かんしているエリの傍かたわらでは、黒い髪かみをリーゼントにした大男が全身からびっしょりと汗をかいていた。体を小さく折って、芯しんから来る震ふるえを必死に押おし殺そうとしているようだった。

　彼が泣なき顔で戻もどってきたのはドーナツ状の会場の一番外側だった。万単位の人が行き交う国際見本市D.R.O.K.だが、全員が全員高級リゾートホテルの部屋を取れる訳ではない。キャンピングカーやトレーラーハウスなどが雑多に停められたこの一角は、最もうらぶれた場所と言っても良いかもしれない。

「こっ、怖こええ……。やっぱり『白き女王』だ、分かっていたけどマジで怖ええ!!　あのガキもガキだ、トイドリーム35でも顔合わせちゃいたが、あんなのと寄り添そうなんてまともじゃねえぜ……!!」

　バーベキューセットの近くに置いていたビーチチェアに飛び込み、パラソルごとひっくり返って、リーゼントの男は構わず銀色のトレーラーハウスの壁かべに背中を預けてへたり込んだ。

　そのままガサゴソとポケットを漁あさって、震ふるえる手で掌てのひらサイズのウィスキーの小こ瓶びんを取り出す。ボトルの側面に輪ゴムを巻いて挟はさんでいた耐たい水すい性せいの厚紙を抜ぬき取り、折り目に従ってクルミが一つ入るかどうかといった小さな容器を組み上げる。飴あめ色いろに透すき通る液体を注いでから一息に呷あおる。が、これは酒ではない。子供用のシロップ式胃薬だ。周囲の目線や体てい裁さいにこだわる程度には、一応世界の警察『ガバメント』の召しよう喚かん師しとしての矜きよう持じは残っているらしい。……同時に、手慣れた程度にはお世話になっているとも見て取れるが。

　歯の根が合わないのも、まあ分かる。

　だが萎い縮しゆくしてもらっては困る。エリ＝スライドは袖そで付きマントの端はしを揺ゆらし、善ぜん悪あく好こう悪おの中から必要なものを検けん索さくする。そして鏡のように出力した。

「では諦あきらめるのか。それもまた一つの道だろう。何しろ姫ひめ川かわ美み夏かを中心とした三五三人の依より代しろやデルタストン家は、お前の人生と直接関わる訳ではないのだし。放り捨てて漫まん然ぜんとした『ガバメント』の道を歩む方が、はるかに建設的というものよ」

「っ」

「『完全勝利パーフエクトゲーム』とはどんな相手にも絶対に勝てる無敵の力ではなく、どんな結果になろうが最終的にはこちらが勝った事に組み替かえてしまう異名。であれば、戦わないというのも一つの道ではないか？　格かく闘とう技ぎにしてもチェスの試合にしても、戦う相手を選ぶというのは常道らしいからな」

「……、うるせえな」

「ひとまず撤てつ退たい線を想定するところから始めてはどうか。貴様は全体的に猪ちよ突とつ猛もう進しんで戦術論など欠片かけらもないからな。今のままでは戦術的撤退などという失笑モノの言い訳すらできんだろう。ほら、どこに線を引く、何を諦める、どこを捨てれば巻き返せる算段が出てくる。きちんと計算して自分で答えを出───」

「ようし姉あね御ご、そこのバーベキューセットでバッファローの肉を焼くぞー」

「わーい、ホットサンドで頼たのむ」

「……、」

「……、」

　反射的に両手を上げたおへそ全開の少女から咳せき払ばらいがあった。

　エリ＝スライドは唇くちびるを尖とがらせ、胸むねの前で人差し指をくっつけたり離はなしたりしながら、

「そっ、そもそも絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆの提供元はアタシなのだぞ。砂さ漠ばくの真ん中に緑地帯を作って一定数まで数を回復させたのはこのエリ＝スライドの手しゆ腕わんと功こう績せきなのだ。であれば牧場のバッファローは全すべてアタシのもののはずだろう。なのに何故なぜアタシがおねだりする側に回らなくてはならん」

「姉あね御ごに全部預けると、せっかく戻もどった個体数がゼロまで激減するからだろうよ」

「肉バカと言いたいのか!?」

「姉御が野菜を食べているところなんぞ見た事もねえし」

「何を馬ば鹿かな、ポテトチップスとポップコーンは食べるぞ」

「大馬鹿野や郎ろうの評価しか出てこねえ……!!」

　多少やり取りの内容が脱だつ線せんしたが、これはこれで構わない。

　実際のところ、エリ＝スライドとしてはここでどうなっても、それこそたとえ逆上されて殴なぐられても問題ないのだ。それが召しよう喚かん師しを発はつ奮ぷんさせ、さらなるアワード獲かく得とくの動力源となるならば、どんな事でも許容する。アメが欲しいと言われれば膝ひざ枕まくらし、ムチが欲しいと言われれば牛ぎゆう革かわのパドルを振ふり上げる。

　結局これは、エリの意思ではない。

　占うらないと同じで召喚師の歪ゆがみを聞き出し、鏡に照らしてさらけ出す、それだけの話。

　彼女にとってのこだわりはアワード１０００到とう達たつの瞬しゆん間かんに立ち会う事、他はせいぜい砂漠の真ん中に打ち立てた人工緑地帯の牧場ですくすくと育つ、彼女だけに許された分厚いバッファローの肉くらいのものか。

　だが今回はアメもムチもいらなかった。

　ある意味では予想通りに、マックス＝レイヤードは奥おく歯ばを嚙かみ締しめた。

　リーゼントの男は銀色のトレーラーハウスの壁かべに背中を預けて地面に座り込みながら、ゆっくりと息を吐はく。

「……分かっているさ、実力不足だってのも分不相応だってのも。何しろ相手は『フリーダム』の９０３に最強の中の最強、『白き女王』だぜ。まともにかち合ったってまともな勝負になるはずがねえんだ」

「だから？」

「そこで諦あきらめられるか。こっちは勝てる理由があるから戦っているんじゃない、負けられない理由があるから戦っているんだ」

　ぐいっと。

　気味の悪い額ひたいの汗を手の甲こうで拭ぬぐい、そしてマックスは前を見た。

　その瞳ひとみから、闘とう志しは消えていない。




「だったら後はオレの領分だぜ。勝った負けたなんてどうでも良い。どんなに卑ひ怯きようで、どれだけ愚ぐ劣れつでも。最終的にはオレが勝った事にしちまえば問題ねえんだからな」




　鏡の効果は絶大だった。

　調ちよう香こう師しエリ＝スライドそのものに善ぜん悪あくはない。

　彼女はあくまでもアンプリファイア。

　もしもマックス＝レイヤードが悪人ならば増ぞう幅ふくされた悪性は幾いく人にんかの人生を奪うばい、彼が善人ならば増幅された善性が幾人かの人生を救うのであろう。
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　　　　１（Time line『Now』）




　昼過ぎ。メアリーセレスト号のように静かな高級ホテルの一室で。

　ぱんっ、と恭きよう介すけは片手で顔を覆おおっていた。

　たった今、頭に浮うかんだビジョンの意味が分からなかった。

「……ちょっと待て」

「？」

　本当に、待てと言われて素直に待機するナビゲーターのように『白き女王』は首を傾かしげていた。

「僕ぼくは一体何に関わった？　あの依い頼らい自体、一体何だったんだ……？？？」

　最も身近な依より代しろ。

　その消失。

　付ふ随ずいする意味が一八〇度ぐるりと入れ替かわりかねない情報だった。そうであってほしくないと願っているのに、姫ひめ川かわ美み夏かを敵性分子として測り始めている自分を感じる。わざわざ古い顔かお馴な染じみに似た格好や言動を繰くり返していたのにも悪意があったのではと疑い始めている自分を。

　改めて調べる必要がある。

　少年の敵は何だった？　マックス＝レイヤードとエリ＝スライドのペア『完全勝利パーフエクトゲーム』の立ち位置は？　行方ゆくえの分からない依代、姫川美夏との本当の関係は？　ここで敗北者として転がっているデルタストン家は？　誰だれと誰が繫つながって、誰が誰を害して、そしてパンデモニウムの演算コアの大おお扉とびらを開放してしまった事はどんな意味へと結びついていく？？？

「あにうえ、流石さすがにこの部屋に必要な情報が全すべて揃そろっているとは思えませんが。何しろ、そこのそいつをアレしちゃった相手がここへ踏ふみ込んでいるはずでございますもの。見られては困るものはその時に回収・処分されてしまったのでは？」

「必要なのは資料ではない。当人に直接話してもらえば良い訳だが」

　言って、恭介は身を屈かがめた。

　床ゆかに投げ出されたまま延々と杖つえを突つくような動作をのろのろと繰り返すガウンの老人へ注目していく。

　正しい意味でのゾンビに近い状態では、誰の命令や誘ゆう導どうにもやんわりと従うはずだが、逆に思考能力はほとんどないので複雑なサインは理解されない。

　短く、区切るように恭介は言った。

「話せ」

「……、……？」

「パンデモニウム、隠かくしている事、全部」

「質問がアバウトでございます」

「良いんだ」

　恭きよう介すけが余計な茶々を制すると、床ゆかの老人はボソボソとした声で語り始めた。

「……パンデモニウムの利便性は、あれの本質を隠かくすためのデコイに過ぎぬ……」

「本質」

「そもそもパンデモニウムとは……単なる召しよう喚かん儀ぎ礼れいの簡略化に軸じくを置いた『匣はこ』ではない……。あれの本質は……すでに定められた被召物マテリアルの順位付けの崩ほう壊かいと新しい可能性にこそある……」

「可能性」

「……我々は王おう権けん神しん授じゆを得るために───」

「一つ戻もどって、崩壊」

　与えられた一文の中からワンセンテンスを取り出して突つき付ける事で、のろのろとした迷走気味の会話に恭介の側から方向性を生み出していく。

　最初はランダムなワードの連続から、やがては核かく心しんへ深く切り込むために。

「パンデモニウムは既き存そんのコストと音域を無視した……新たな被召物マテリアルの顕けん現げんを可能とする。例えば同じ被召物マテリアルを呼び出すのであっても……ブラッドサイン式とパンデモニウム式では得られる強さが違ちがう……」

「……？」

　気になるワードだった。

「強さが違う」

「そもそもブラッドサイン式で呼び出される神格級……未み踏とう級は完全な力を携たずさえている訳ではない。……減げん衰すい率りつは必ず存在する。エジプト神話のセトと日本神話のヤマタノオロチはどちらが強い……。一いち概がいには決められんが……ブラッドサイン式であればコストの高いヤマタノオロチという事になる。三つ巴どもえの『音域』もまた、コスト差が一〇も開いていれば関係ないだろう……。これが召喚方式と神々の相性というものだな……」

　選ぶワードに少し迷う。

　恭介は屈かがんだまま、自分の顎あごに手をやり、

「減衰率」

「詳しよう細さいな計算方式は不明。……ただし神々の力が呼び出す方式によっても増減するのであれば、大おお幅はばに底上げする事で元来の順位を覆くつがえす可能性にも恵めぐまれる……。神格級の手で未踏級を倒たおしたり、あるいは……頂点の中の頂点と呼ばれる『白き女王』を最強の座から引きずり降ろしたり……」

　心臓に杭くいでも打ち込まれたような衝しよう撃げきがあった。

　傍かたわらの女王に気づかれないよう細心の注意を払ったつもりだったが、銀のツインテールの少女は優ゆう雅がに微笑ほほえんでいるだけだった。

「順位を覆くつがえす」

「ブラッドサイン式では……文字を中心に被召物マテリアルを分類し、召しよう喚かんの助けとしている。本来いる神々を綴つづりの形で整え、人の認識でも捉とらえられる形に置き換かえていると言っても良い……。ならば同じ神でも表す語が異なればコストや音域に差が出るのではないか……。それこそ北ほく欧おう神話の女神をFreyjaとするか……Freyaとするかの違ちがいだ。ブラッドサイン式で実証された事例はないが……机き上じようの理論では可能である以上どこかに抜ぬけ道がある。それは我々デルタストン家の目的とも合がつ致ちする……」

　文字そのものを神から授けられた文化圏けんでなければ、神の名は人の語で記されたものという事になる。言ってみれば望遠鏡のレンズを切り替かえて星を眺ながめるようなものかもしれないが……やはりあくまで机上の理論だ。相当危険な綱つな渡わたりだと恭きよう介すけは思う。

「目的」

「デルタストン家は絶対権力を所望する……。それは何者にも……そう、頂点の中の頂点たる『白き女王』にさえ揺ゆるがされる事のない完全なる権利だ……。かの女王の恐きよう怖ふや支配を脱だつする事で……人は初めて本当に人を取り戻もどす。我々デルタストン家は……ノブレスオブリージュの概がい念ねんに従ってその矢や面おもてに立つ義務がある……」

　恭介は、重たい息を吐はいた。

　こんな状じよう況きようでなければ朝まで話を聞きたい気分だ。

「脱する」

「未み踏とう級『大三角』の一角……『虚ろなる財宝にて世界を満たす「緑」の悪女lu・o・np・e・qo・ei・r・k・a・rum・pl』を呼び出し、パンデモニウムを用いてその力を底上げ……。順位を崩くずした上で、『白き女王』の撃げき破はを狙ねらう……」

　言葉に噓うそはないだろう。

　というより、ゾンビに近い状態では噓をつくだけの理性を維い持じできない。

　少年がゆっくりと足を伸のばして立ち上がると、『白き女王』は呆あきれたような声を出していた。

「愚おろかな事でございます」

「かもしれない」

　恭介はひとまず波風は避さけてから、

「……だけど状況がおかしい。彼らが呼び出そうとしていたモノが『緑の悪女』なら、どうしてここに立っているのは『白き女王』になるんだ？」

「さあ。質問してみればよろしいのではなくて？」

　声を投げかけたが、老人は何も言わなかった。

　恭介は眉まゆをひそめて、

「回答の拒きよ絶ぜつはできない。となると答えを持っていない、彼がやった事ではないのか……？」

　デルタストン家当主が敗北者となり、パンデモニウムの支配を第三者に明け渡している可能性についても引っかかる。『緑の悪女』が『白き女王』に変わっている理由もその辺りにあるのかもしれない。

　それともう一点。

　そもそもパンデモニウム式とは何だ。『白き女王』の中には姫ひめ川かわ美み夏かがいるのか。彼女は彼女で『鍵かぎ番ばん聖せい女じよ』という特定の神格級を一いつ瞬しゆんで呼び出す特とく殊しゆな依より代しろだったはずだが、その性質と『白き女王』との齟そ齬ごについては説明がつくのか。

　ぶつ切りの単語を駆く使しして尋たずねてみると、意外な答えが待っていた。

「……パンデモニウムは絶対王制ではなく合議制の象しよう徴ちようだ」

「？　合議制」

「つまり一人一人は神格級にしか届かなくても……彼女達を集結させ一つの結論を得る事で天を覆くつがえす大だい事じを成なす。……三五三人全すべてを一つの被召物マテリアルへ割り当てる事で、安定した未み踏とう級の召しよう喚かんを成功に導く……」

　ずしり、と胃い袋ぶくろに重たいものがのしかかった。

　サラリと出てきた単語の意味を吞のみ込むのに、しばしの時間がかかった。

「ちょっと、待て」

「……、……」

「そんなのは成立しないだろう。複数の依代を一体の被召物マテリアルに割り当てる？　理論的には可能かもしれない、だがリミットが切れた後に元の依代、三五三人の個人へ分ぶん離りできるのか!?　最悪、そのまま一塊の肉塊として出力されてしまうのではないのか!?」

「あにうえ、会話の内容が複雑過ぎます。敗北者の頭で処理するのは不可能でございますわ」

『白き女王』は息を吐はいて、

「それに、わたくしの支配から脱だつした千年王国を築くために三桁けた単位の犠ぎ牲せいを良しとする考え方でございますもの。終わった後の事を気にする良識なんて、そこで転がっている英えい雄ゆうバカの頭に残っているとでも？」

「ちくしょうッッッ!!」

　城しろ山やま恭きよう介すけは思わず吐き捨てていた。

　足りない情報が不気味なシルエットとなって彼の意識を苛さいなんでいく。

　消えた姫川美夏。

　演算コアにいなかった多くの依代達。

　すでに呼び出されてしまったイレギュラーな『白き女王』。

　……何がどこでどう繫つながっているのか。『緑の悪女』と『白き女王』の齟齬は、姫川美夏が演算コアをわざわざ開けさせたのは、根本的に恭介の記き憶おくに欠落がある原因は。未いまだに全ぜん貌ぼうは把は握あくできないが、それでも嫌いやな予感がぐるぐると渦うずを巻いていた。これ以上は掘ほっても掘っても絶望しか出てこないぞと、魂たましいが警告を放っている。

　全すべてを知るには、まだ足りない。

　恭きよう介すけは先ほどよりも攻こう撃げき的てきにデルタストン家の当主と向き直る。

「答えろ!!」

「……、……」

「あなたにとって、一番困る事!!」

　もしも、多くの依より代しろ達がデルタストン家本来の計画に乗り気でなかったら。

　一つの肉にく塊かいになるのを避さけたかったら。

　一いつ矢しを報むくいるとしたら。

　対して、当主の老人の言葉はシンプルだった。




「……『緑の悪女』を呼び出すはずのパンデモニウムで……底上げされた『白き女王』を召しよう喚かんされてしまう事……。ただでさえ頂点の中の頂点をブーストされた場合……倒たおすための方法が本当になくなる……」




　ビギリッッッ!!!!!!　と、恭介の頭が割れるような痛みを発した。

　ついに、核かく心しんが来た。




　　　　２（Time line『Past』）




　頭の中の情報は未いまだ断片の集積体で、明確な像を結んでいない。

　それでも確かに存在するパズルのピースが、むせ返るような甘あまい匂においの中で、形を得る前に雪崩なだれ込んでくる。




　　　　　「そう」




「あなたへの依い頼らい内容には誤りがあった」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「噓うそをついていた」




　　　　　　　　　「でも、ここには確かに三五三人の依代がいたんです」




「私も含ふくめて」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「つまり」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「すでに手て遅おくれ」




「パンデモニウムは実証実験を済ませ、一度呼び出していました」




　　　　　　　「『緑の悪女』を」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「私達全員は一体の未み踏とう級に統合され」

「そして戻もどれなくなった」




　　　「つまり統合された依より代しろこそが『私』」




　　　　　　　　　　　　　「もはや私さえ、私が姫ひめ川かわ美み夏かである確証を持てない」




　　　　　　　　　　　　　　　「でも」




「これはあなたが悪いんじゃありません」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「最初から、こういう話」




「あなたが動き出した時には、すでに全部終わっていたんです」




　　　　　　　　　　　　　「ですから」




　バヂィ!!　と火花が散るような音が耳元で炸さく裂れつし、今度こそ城しろ山やま恭きよう介すけの頭の中で明確な像が結ばれた。視覚、聴ちよう覚かく、味覚、嗅きゆう覚かく、触しよつ覚かく、全すべてが揃そろったビジョンが脳裏を占しめる。

　場所はパンデモニウム中央演算コア。

　一辺五〇メートルに届く巨きよ大だいな立方の檻おり。六面全ての壁かべが精せい緻ちな幾き何か学がく模様でびっしりと埋うめ尽つくされ、赤や緑や黄の光のようなものがさざ波を作る奇き怪かいな空間。

　無数の椅い子すだけが規則的に配置された、ガランとした会議場。

　主なき空間。

「……間ま違ちがっている」

　恭介は、思わず呻うめくように呟つぶやいていた。

　少し離はなれた場所で寂さびしそうに笑う碧あおい緑りよく髪はつのポニーテールの女性に向けて、それはすぐにでも叫さけぶような訴うつたえに変わっていく。

「でも、こんなの絶対に間違っている!!」

　気がつけば、姫川美夏の両りよう隣どなりには人ひと影かげが増えていた。

　マックス＝レイヤードにエリ＝スライド。

「良いですか恭きよう介すけ君、『白き女王』の存在は容易たやすく人の常識を切り崩くずします。それはあなたもこれまで散々目の当たりにしてきたはず。従う者はもちろん、対たい抗こうする者さえも」

　警けい戒かい心しんはなかった。

　初めからこういう関係だったと無言で告げながら、彼女は己おのれの胸むねの真ん中に片手を当てて、

「三五三人の依より代しろを一つの未み踏とう級に統合し、そして再び人の身に戻もどされた今、三桁けたの魂たましいを内包するこの肉体がいつまで保つかは分かりません。表層に浮うかび上がっている私が、あなたの知る私であるかどうかも保証はない。ですが、パンデモニウムに一定の成果あり、『白き女王』への効果ありとみなされれば、デルタストン家は、いえ同じ系統の妄もう執しゆうに憑つかれた人間であれば誰だれでも同じ道に走ってしまうでしょう。犠ぎ牲せいの数など問わず、偉い業ぎように目を奪うばわれて」

「だから……」

「実際に『白き女王』を倒たおせるか否いなか、ではないのです。そう、みなされる。それだけで人類は絶望的に歪ゆがんでいく。力が足りなければ増やせば良い、パンデモニウムを増産、あるいは拡張させて生いけ贄にえに捧ささげる依代をセット単位で足してみれば良い。そんな風に考えたら？　この流れは、絶対に止めなくてはならないものです」

「だから、あなた達は、自みずからの救いについては放ほう棄きもよしとするとでも言うのか……？」

「恭介君」

　あくまでも、柔やわらかい声だった。

　そのままに、彼女は己おのが目的のために敵対していた。

「これは、こういう形をした肉塊なんです。言葉を交わし、ぬくもりを持ち、手足を動かせたとしても。あなたは最初の三五三人には間に合わなかった。いわば導入。ですから、私達を救うという考え方は必要ありませんよ。言ってみれば、そうですね。恭介君、推理小説はご存知？　謎なぞめいたお屋や敷しきで莫ばく大だいな財産を持っていた主人が死亡し、その遺産を巡めぐって一族が骨肉の争いを行う。犯行予告の手紙を携たずさえてやってきた依い頼らい人にんに応じる探たん偵ていさんに、先だって死亡した主人を助ける事はできますか？　できないからと言って、誰が不備を指し摘てきすると？？？」

「……ッッッ!!!!!!」

「ですから、恭介君にはこれから『最初の事件』を解いてほしいんです」

　くすり、とタイトスカートのスーツの女性は薄うすく笑って、

「私達が『成功』してしまった事でパンデモニウムは加速をつけます。次の三五三人がここで消費されるのか、地球の裏側で二番機三番機が建造されるのか、それは分かりません。ですが『成功例』がある限り、必ず次の犠牲は生じてしまう」

　成功例。

　次の三五三人。

「ねえ恭介君、おかしいとは思いませんでしたか？　私達三五三人の鍵かぎ番ばん聖せい女じよが全員犠牲となったなら、D.R.O.K.のブースでプレゼンテーションを行おこなっていたコンパニオンは誰だったのか。三五三人の外そとに鍵かぎ番ばん聖せい女じよがいるのは何故なぜなのか。つまり、そういう事です」

「あれが第二セット……いや、元々はスペアの補ほ充じゆう要員か何かと見るべきか……？」

「次はあの子達。私は、いえ私達は、その確実な犠ぎ牲せいとやらが許せない。私達のせいで生まれる悲劇だけは」

　どちらにせよ、計画に弾はずみがついてしまえば『消費速度』が高まるのは確実だろう。

　忌いま々いましいが、パンデモニウムの利便性は桁けた外はずれだ。

　まるでアンゴルモアの終末を描えがいた一冊の書物のように、使い方次第でいくらでも人を惑まどわし、陥おとしいれ、不安に付け込み、すがらせる。

　あれを量産配備し、『白き女王』を代表とする様々な未み踏とう級を独どく占せん的てきに振ふるえる環境を整えてしまえば、まさしくデルタストン家にとっては常とこ春はるの到とう来らいだ。

　どんな横暴も許される絶対権利の完成。

　王おう権けん神しん授じゆ。

「それで、僕ぼくをここまで呼びつけた？　中央演算コアに三五三人はいない事を知っていて、すでに全員犠牲になったのを織り込み済みで、依い頼らいの形で振り回したのは」

「そう、『ここ』を破は壊かいして欲しいから。この『匣はこ』を、徹てつ底てい的てきに」

　亡ぼう霊れいが犯人を指差すように、姫ひめ川かわはそう告げていた。

「かなり減げん衰すいしているとはいえ、パンデモニウムは『紫し電でんの淑しゆく女じよ』の威い光こうを受けてもびくともしない堅けん牢ろうさを備えています。こちらの『完全勝利パーフエクトゲーム』の手を借りても、絶対確実に生きたデータの破は棄きは確約できない状じよう況きようでした。そしてわずかでもサンプルが残れば、デルタストン家のような英えい雄ゆうバカは必ず次の機体に着手する。だから私達は考えた。今ある手持ちを利用して、最も甚じん大だいな破壊をもたらすには何をどう組み合わせれば良いか。答えは自明の理でした」

　ゾクリ、と。

　恭きよう介すけの背筋に何か嫌いやなものが走る。

「『白き女王』を呼び出す。デルタストン家が最も嫌けん悪おする方法で。女王を倒たおすために用意したと胸むねを張る下げ劣れつな強化案でもって、徹底的にその女王自身を高めてから暴走させる。獲え物ものと狩人かりゆうど。本来獲物の札を首から提げさせるはずだった仇きゆう敵てきに、狩人の札を与えるように」

　それは。

　その解決手段は。

「何より、パンデモニウムが『白き女王』の力によって撃げき破はされれば、やはりこの方法では未踏級の頂点には敵かなわないと世界に喧けん伝でんする事になる。デルタストン家自身が認めざるを得なくなる。過程や条件が問題ではなく、人の手で女王を倒せるとみなした、その歪んだブランドが崩壊する。『次の三五三人』を救うには、これが最さい善ぜんの道になるんです」

　恭介は姫川の首元へ目をやっていた。

　ホイッスルとは別に、小さな飾りを複数取り付けた『罪状のネックレス』を。

　ジョッキ。……は大酒吞のみ。

　唇くちびる。……は詐さ欺ぎや騙だまし。

　一二面体ダイス。……はギャンブル狂ぐるいか何かの象しよう徴ちようか。

「認められるか……」

「その上で、『白き女王』に刺し激げきを与える。彼女が最高パフォーマンスで暴ぼう虐ぎやくを振ふるうように。それには世界で唯ゆい一いつ『白の寵ちよう愛あい』のアワードを持つ、恭きよう介すけ君、あなたの存在が不可欠でした」

「認められるかそんなもの!!　女王が人々を救う存在になるって？　それなら安心して行く末を預けられるって？　それこそがあの邪じや悪あくへの屈くつ服ぷくなんだ!!　適当な正当化で未来の壁かべにぶつかる事を諦あきらめて、あんなものに殺されるならそれもまた記念になるかとへたり込んで！　大体、そんな事をしたらあなた達はどうなるんだ。姫ひめ川かわ美み夏か一人だけの問題ではない、今ここにいる三五三人分の魂たましいの行方ゆくえは!?」

「あら、予測はつきませんか」

「気づかなかったさ、やり過ごしてしまったさ、せいぜいパンデモニウムを支える有機性の……そう、並へい列れつ式のＤＮＡコンピュータか何かの容器と思っていたさ。ここに来るまでは!!」

　恭介達はこの『匣はこ』に来る直前で、あるものを見ている。

　キャットウォークのように細い鉄の橋と、その真下に広がる半はん透とう明めいの巨きよ大だいな球体のようなもの。ざっと見積もって一〇〇個以上居並ぶそれ。

　姫川は一度だけ息を吐はいて、そして答えを告げた。

「恭介君、私の鍵かぎ穴あなの事は覚えていますか」

「尾びてい骨の辺りにあるあれか？」

「ええ、ですが本来の設計図では胸むねの真ん中になければおかしかった。心臓に突つき刺さして鍵を回す仕様だったんです」

「……、」

　意味するところは明白だった。

　場所が移動している。

　かつていた姫川美夏と、今ここにいる姫川美夏は、何かが変異している。

「『緑の悪女』の召しよう喚かん実験後、未み踏とう級を退去させた後に残ったのは三五三人分の肉体ではありませんでした。ただ、肉の繭が一つだけ。ここにいる私はその時に産うぶ声ごえを上げた姫川美夏とも表現できます」

「だとすると……あの敷しき詰つめられた透明な球体は」

「分かっているくせに。弾はじけ飛んだ繭の残ざん骸がいを放っておけないので、その応急処置です。とはいえ幸い、破片はひとりでに三五三の塊かたまりに分化し、勝手に一抱えの球体へ整えられてしまいましたけどね。私が行おこなったのはせいぜいチューブを刺して酸素や栄養素を送り込んでいるくらいです」

「……あれは、胚はいか？」

「でしょうね。魂たましいを奪うばうというと急速な老化をイメージするかもしれませんが、今回は違ちがったようで。奪うとはすなわち魂の積み重ねや経験値を否ひ定ていする、肉体の成長を退行させる、胎たい児じ未満の胚まで戻もどす、という形になったようです。とはいえすでに得た体積は消えませんから、胚のサイズは大体四〇リットルから五〇リットルくらい……つまりバランスボール程度に収まる訳ですが」

　三五三の塊かたまりに分化した、と彼女は言っていた。

　ではここにいる『姫ひめ川かわ美み夏か』は何者だ。

　いや、誰だれであっても同じなのか。結局無数の胚に魂はなく、その全すべては『姫川美夏』へと合流している。たまたま表に浮ふ上じようしたのが彼女であって、本質的には依より代しろ全員が新たな肉体へ集まっている状態なのだから。

　あそこに敷しき詰つめられていたのは、言ってみれば無む精せい卵らんと同じ。

　白身や黄身があっても、どれだけ温めても、あれだけではもう成長はしない。

「それなら、なおさらまずいだろう」

　恭きよう介すけは搾しぼり出すように言う。

　最悪の可能性を。

「消えた三五三人分の魂こん魄ぱくはどうなった？　単に混ざり合ったのなら手の打ちようはない、でも今まさにその最中だとしたら？　まだ何とかなるかもしれない、そして彼女達が戻るべき肉体が必要になる。あの胚の群れをパンデモニウムが支えているとしたら、無む闇やみに破は壊かいできない！　それをすればあなたの中にある魂魄は帰る場所を失ってしまう!!　それに……」

「……、」

「あなた自身の肉体が、保たない……。今の自分の状態が不自然極きわまりない事くらい自覚はあるだろう。早く余分な魂を外へ逃にがさなければ、その肉の器は破は裂れつするぞ!!」

　姫川美夏は、答えなかった。

　ただ淡あわく淡く笑っているだけだった。

「言えよ」

　織り込み済み。

　そんな顔が気に喰くわなくて、恭介は腹の奥おくから怨えん嗟さのような熱でもって突つき付ける。

「言えよ!!　この僕ぼくの前で！　本当に言いたかった言葉を!!　女王に頼たよる？　彼女に全てを壊こわしてもらえればそれで幸せ？　そんな訳があるか。そんな薄うすっぺらな教科書通りの博愛で心が満たされるものか!!　救われる人間に、先も次もあるか。順番なんて待っていられるものか！　可能か不可能かなんて見定める必要があるか！　もっとドロドロしていて良いんだよ、貪どん欲よくになったって構わないんだ!!　人が人として救われる事に、いちいち制限なんかかけている場合ではないだろう!!」

「……、私達が定めた『白き女王』への刺し激げきは二つ」

　かつての『教授御ご前ぜん』に面おも影かげの似たその女性は、恭きよう介すけの言葉に取り合わなかった。

　子供の駄だ々だを、微笑ほほえましく眺ながめるような顔で。

「一つ目は、恭介君、あなたが『白き女王』と寄り添そう事。何しろ『白の寵ちよう愛あい』ですものね、規格外の化け物であったとしても、好きな人の前では良い格好をしようとするはず。あなたがたった一度お願いすれば、彼女は一いつ瞬しゆんで『匣はこ』を粉こな微み塵じんにする事でしょう」

　そして、と彼女は改めて告げる。

　冷れい酷こくに。

「二つ目は、恭介君、あなたを『白き女王』の目の前で迫はく害がいし、殺傷する事。これもやはり『白の寵愛』ですから。かの未み踏とう級の頂点を暴走させるのに、これほど分かりやすいトリガーは他にないはず。こちらはもう『お願い』すら必要ない。ただ女王が底なしの怒いかりに包まれるだけで、召しよう喚かんを支えるパンデモニウム全体が引きずられるようにオーバーヒートを起こして自じ壊かいする。……では恭介君、あなたはどちらがお望みです？」

　つまり。

　恭介が勝とうが負けようが、どちらにしても彼を起点に『白き女王』を動かし、パンデモニウムを破壊する図式を完成させる事。それが姫ひめ川かわ美み夏かの計画だったのだろう。

　ザッ、と左右に控ひかえていた『完全勝利パーフエクトゲーム』の二人が一歩、恭介の側へと踏ふみ込んでくる。

『完全勝利パーフエクトゲーム』はどうして姫川の案に乗り、従っているのか。

『ガバメント』なりの利害でパンデモニウムを破壊する必要があるのか。

　それとも個人的な情の話か。

　たとえ恭介が励起手榴弾インセンスグレネードを使って戦せん闘とうに応じようとしても、依より代しろの姫川が敵対していてはまともな戦闘にならない。最悪、『鍵かぎ番ばん聖せい女じよ』として別口の方式で神格級を呼び出してしまえば、ブラッドサイン式の召喚儀ぎ礼れいそのものが反応しなくなる可能性もある。

　いいや。

　三五三人を使った実証実験により、すでに未踏級『緑の悪女』を鍵の抜ぬき差し一つで呼び出せる事は示されているらしい。だとすると、調整次第によっては『白き女王』を一いち撃げきで召喚されてしまう事すらもありえる。

　生身の人間としては、ほとんど最悪の状じよう況きようだ。

「さあ、恭介君。いいえ、『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』」

　姫川美夏が。

『呪のろいの言葉』を放ちながらも、その本質をまるで理解していなかった迷子が。

「私達を、たすけて」

　最大最悪の邪じや悪あくの中へと取り込まれてしまう……!!

「……ふざけるなよ」

　城しろ山やま恭きよう介すけは、改めてブラッドサインを握にぎり直した。

　どこまでやれるかは分からない。ほぼ完かん璧ぺきに召しよう喚かん儀ぎ礼れいを奪うばわれ、目の前には『ガバメント』の五〇〇番台と、その実力を最大値でアワード５００ほど増ぞう幅ふくさせるとの伝説を持つ依より代しろにして調ちよう香こう師しのエリ＝スライドが待つ。挙げ句に、姫ひめ川かわ美み夏かが尾びてい骨の鍵かぎ穴あなに認証キーを挿さし込めば、それだけで頂点の中の頂点が出現しかねない、まさしく絶体絶命の窮きゆう地ち。

　でも。

　それでも。

『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』の眼まな差ざしから、戦意の光が消える事は絶対にない。

「分からないのなら教えてやる。本物の救いっていうのはな、あんな純白が介かい入にゆうする余地なんかどこにもないんだ！　人の手でもたらされなければならないんだ!!　こんな簡単に目を晦くらまされて、本質から遠ざかりやがって。この暗い暗い匣はこの中でもがき続けて、本当に思っていた事は何だった？　顔も知らない、名前も分からない、そんな誰だれかを救ってほしかったと!?　そんな訳があるか。得体の知れない実験で体をドロドロにされて、数百人分の魂たましいを抜ぬき取られて、かろうじて残った一人前の姫川美夏もまた内側から破は裂れつして。それでも誰かを守れれば幸せです？　そんな訳があるかッッッ!!!!!!」




　ざざざざざ

　　　　　　ザザザザザ




「ふうん、やはりこうなったか。『白き女王』に姫川美夏と一番仕し掛かけは大おお仰ぎようで、深い所まで踏ふみ込んで来たからもしやと思ったが、失敗は失敗、と。どこかでリカバリーをしなくてはな」

　声があった。

　幼い少女の、それでいてどこまでも冷たい声。

　斧おのの柄の上を走る指先が、フルートのように並ぶキーを操作していく。

「お前は何を起点にパンデモニウムを危険視していた？　自分だけが世界の中心とでも思ったか。ここには三五三人の依代がいて、三五三通りの新たな召喚方式があり、どこかの誰かがアタッチセイント、鍵かぎ番ばん聖せい女じよ、個体限定励起手榴弾インセンスグレネードなどをきっかけに各おの々おのパンデモニウムに迫せまろうと考え始めたように、お前は三五三通りの中から特に召喚爆ばく撃げきに軸じく足あしを置き、引き金としてここまでやってきた。まあ、三五三組の大半は机き上じようの空論というか、この中央演算コアを破は壊かいするどころかパンデモニウムまで近づく事もできずに終わったか、今も惨みじめに外周で空回りしているがね。その点、爆撃を起点にＶＩＰ避ひ難なん誘ゆう導どう用のマップを取得したり、自みずから生み出したクレーター湖を使って対人レーダー網もうを潜くぐり抜けたり、よくもまああれこれ活用したものだ。一冊の書物は、その全項で一つの結末を示す。やはりお前が終末の節に近そうだ」

　エリ＝スライド。
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　彼女の声が延々と続く。時間感覚が消失していくほどに。

　片刃の背に刺ささる色とりどりの小こ瓶びんのキャップがシリンダーのように押おし込まれ、ぬめった光を放つ。

「それにしても。いかにも『フリーダム』アワード９０３らしい物言いではあったが、これではアタシ達の目的とも離はなれていくな、マックス？」

　大おお鷲わしの羽根を刺した黒とオレンジの魔ま女じよの帽ぼう子しを被かぶり直し、電子煙草たばこの構造を組み込んで甘あまい香りを振ふり撒まく巨大な断だん鎧がい斧おのを引きずって。

　トリガーで排はい気き。蒸じよう気きに意図した強弱がつけられていく。

「合理を極きわめたこいつはすぐにでも考え付くだろう。勝ちでも負けでも女王の暴走という目的を達成されてしまうのなら、答えを延々と先延ばしにすれば良いと。それでは困る訳だ」

　水着状の日焼け痕あとを魅みせるチョコレート色の調ちよう香こう師しは語る。

「そして忘れたのか。アタシは異名持ちの依より代しろ、『アンプリファイア５００』。ペアを組んだ召しよう喚かん師しの実力を最大値でアワード５００ほど底上げする、励起手榴弾インセンスグレネードの作成を軸じくとしたこの狭せまい業界の調香師。儀ぎ式しきに必要なあらゆる『香』を自前で用意するスペシャリストだぞ」




　　　　　　　　　　　　　　　　　　ザザザ

　　ざざざざざざざざざざざざざ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ザザザザザザざざざざざざざざざ




「平たく言えば、今回のフェイズは失敗だ。お前が姫ひめ川かわ美み夏かの誘さそいに乗らず、大のために小を切り捨てず、自じ儘ままに『白き女王』を呼び出してすがらなかった時点でな。さて、凝こり固まった九〇〇番台を再利用するには、舞ぶ台たいを一から組み直す必要が出てくる。であれば少々裏方に時間をくれ、お前は有能過ぎて少々扱あつかいにくいというか、このまま急せかされても失敗を繰くり返すだけだ。アタシの『香』でお前の短期記き憶おくを奪うばい、モタモタしている間にじっくり状じよう況きようを整えておくよ。『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』？」




　ざざざざざざざざざざざざざざざざざザザザザザザザザザザザザザザざざざざざざざざざざざざざざざざざザザザザザザザザザザザザザザザザザざざざざざざざざざザザザザザざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざざザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザざざざざざザザザザザザザザざざざざざざざざざザザザザザザザザザざざざざざざざざざザザザザザザザザザざざざざざざざざざざざざざざざざザザザザザザザザザザザザザザザ!!




「大だい丈じよう夫ぶ」




　　　　　　　　　　「時間稼かせぎなら慣れています」




「パンデモニウムは移動要よう塞さいですよ？」




　　　　　　　　　　　「『ここ』になければならないなんて理由はありませんし」




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「私達は、世界中で戦ってきた」




　　　「だって私達は今までもこんな事をずっとずっと繰くり返していて」




「心臓炉ろの不整脈を狙ねらったり」




　　　　　　　　「ウィルス感染を偽ぎ装そうして無む駄だな総ざらいチェックをさせようとしたり」




　　　　　　　　　　　　　　　　　　「でもほとんどの計画は始まる前に潰つぶされて」




「誰だれも知らない挑ちよう戦せんが山ほどあって」




　　　　　　　「たまたまいつか『完全勝利パーフエクトゲーム』と出会い」




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「たまたまどこかで『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』と巡めぐり合った」




　　　　　　「だから」




　　　　　　　　　　　　　　　　「私達は何度でも挑ちよう戦せんする」




　　　　　　　　　「失敗それ自体は怖こわくない」




「少しずつでも確実に近づけるのなら、何だって構わないんですから」




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「では恭きよう介すけ君」




「次のフェイズで、また会いましょう？」




　　　　　　　　　　　　　　　　ぷつんっ。




　　　　３（Time line『Now』）




　頭というよりも。

　まず心臓。胸むねの中心へ凄すさまじい衝しよう撃げきが走り抜ぬけた。

「あ、がばぁッッッ!!!???」

　そして高級ホテルの一室で、ようやく城しろ山やま恭介は全すべてを知る。自分の記き憶おくを失っていた理由、『白き女王』が傍かたわらで微笑ほほえんでいた元げん凶きよう、依より代しろの姫ひめ川かわ美み夏かはどこへ消えたのか、『完全勝利パーフエクトゲーム』のマックス＝レイヤードとエリ＝スライドは何な故ぜ襲おそってくるのか、デルタストン家当主を襲ってパンデモニウムの権限を奪うばい女王の召しよう喚かんを手助けしたのは誰だれか。

　不幸中の幸いなのは、こんな茶番を延々と繰くり返している訳ではないと推測できる事か。

　エリ＝スライドは言っていた。今回のフェイズは、と。フェイズも、ではなかった。

（……それにしても、僕ぼく以外にも様々な方法を試しているような口くち振ぶりだった。『始まり』からどれくらい経たっているんだ。彼女達の魂たましいはまだ無事なのか？）

　体を折って全身から嫌いやな汗を噴ふき出す恭介だったが、心身の回復を悠ゆう長ちように待っている暇ひまはなかった。

　時間のロスはどれくらいだ？

　エリ＝スライドは、マックス＝レイヤードは、そして姫ひめ川かわ美み夏かは。

　すでに新しい舞ぶ台たいとやらを構築し直した後なのか。

「あら」

　傍かたわらの『白き女王』が穏おだやかに呟つぶやいた。

　恭きよう介すけもまたステップを踏ふむような格好で、わずかに半歩ほど左へ逸それた。

　直後の出来事だった。




　ザンギン!!　と。

　凄すさまじい音と共に、廊ろう下か側一面の壁かべへオレンジ色に焼けた斬ざん撃げき線がいくつも走る。




　いいや、それは『壁』を切り裂さいたもの、というのは正しくないのだろう。そのまま反対側の壁や窓まどまで同じように切断されている。となれば、間にあるものも言わずもがな。恭介がわずかに移動していなければ、辺り一面の家具と一いつ緒しよに細こま切ぎれにされていたはずだ。

　斬撃線の数は都合三二。

　バガン!!　と廊下側の壁が一いつ斉せいに分解され真下へ落ちると同時、いくつもの異形のシルエットが一斉に雪崩なだれ込んできた。

　レプリグラス操兵。

　極きよく端たんに分厚い二本足の脚きやく部ぶと、対照的にほとんど生身のままの細い女性的な上半身。両手で縦たてに抱えているのは、二メートル近い刀の鞘さや。対する刀身部分は、サソリの尾おのようなパーツの先端に取り付けられていた。

　ベースはクアッドモータース製局地制圧兵器ダイオウサソリ。

　さらにパンデモニウムの力を借り、神格級の武装のみを呼び出して注入した特とく殊しゆモデル。

　依より代しろや被召物マテリアルなしで召しよう喚かん師しと戦える兵器群。

　平たく言えば、神の審しん判ぱんを無視して神の鉄てつ槌ついだけを簒さん奪だつする、特大の不ふ遜そん。

　という事は言うまでもなくデルタストン家の息のかかった兵隊達。

「アタッチセイント計画か。パンデモニウムの『余興』の一つ、カムフラと断じられながらも主人のために死地へ赴おもむくとは健けな気げな事で」

　ガシャガシャガシャ!!　と。

　紫し電でんを纏まとう長大な刀を頭越ごしに構えながら、三〇以上の特殊兵器が恭介達を取り囲む。

「あらあら」

　対して、恭介の傍らに立っていた『白き女王』の笑みから上品さが消えつつあった。ざわざわと真っ白な装束のあちこちが生物的に揺ゆらいでいる。今にも数万数億の武具となって世界の組成を削けずり取りにかかろうと言わんばかりに。

「このわたくしを輝かがやかせるための引き立て役、というのでしたらその努力は買いますが、それにしてもあにうえとの逢おう瀬せを土足で踏ふみにじるのはいただけませんわね。そう、言ってみれば万死を二で割って五〇〇〇回ほど死んでいただくという方向でいかがでございま───」

　が、その声が途と切ぎれた。

　今いま更さら異変に気づいたデルタストン家側が何かをしたからではない。

　まさにその対極。

　背中からブラッドサインを抜ぬいた恭きよう介すけが、片手を水平に上げて女王を押おし留とどめたのだ。

　その体を女王の盾たてにした少年は、振ふり返らずにただ語る。

　一言で。




「下がってろ」




「まあ」

　思わず、といった調子で『白き女王』は両手を口元に当てていた。

　彼女は最高のシチュエーションを楽しんでいる。

「まあまあ!!　あにうえっ、わたくしのあにうえったらなんていじらしい!!　うふふ、そういう事でしたらここは可愛かわいらしいお姫様の役に徹てつさせていただきましょうか」

（こいつが動くと被ひ害がいの規模を想定できなくなる。だったら庇かばってやるさ、向こうの哀あわれなレプリグラスのために!!）

　一方で、ホテル内で錯さく綜そうする報告から異変に気づいて駆かけつけたレプリグラス操兵『ダイオウサソリ』側にも、実は余よ裕ゆうはなかった。

　相手は伝説的な腕うで前まえを持つ『フリーダム』アワード９０３に、未確認ながらほぼ確定と目される未み踏とう級の頂点『白き女王』。

　そして猛もう獣じゆうが最も凶きよう暴ぼうになるのは、獲え物ものを捕ほ食しよくする時ではなく追い詰つめられて身を守る時にある。

『噓うそだろ、こっちは奇き襲しゆうだぞ。……生身で神格級の武装を回かい避ひしやがったのか……！』

『データリンク。建たけ御みか雷づち01から32、刀身のチャージ完了を確認!!』

『召しよう喚かん方式は不明だが、召喚師と依より代しろは接続され、かつ防護円による保護は認められない』

『召喚師を殺せ』

『女王は相手にするな、時間の無む駄だだ!!　今なら召喚師を潰つぶせば全すべてが瓦が解かいするぞ!!』

　事情を知っているようで何も知らないレプリグラス達が一いつ斉せいに襲おそいかかってくる。サソリの尾おのようなパーツの先せん端たんに二メートル近い日本刀を接続し、紫し電でんを撒まき散らしながら。触ふれただけで戦車を輪切りにしかねない神々の武装が、達人をはるかに超ちよう越えつする速度と軌き道どうでもって、三〇以上もの数が同時にだ。

　対して。

　ブラッドサインを手にした恭きよう介すけの取った行動は、極きわめてシンプルなものだった。




　すいっ、と。

　ただ真横へ一歩、流れるように踏ふみ込んでいく。




　それだけだった。

　たったそれだけなのに、嵐あらしのように殺さつ到とうした無数の斬ざん撃げき線はことごとく恭介の体を食いそびれた。当然、ただの偶ぐう然ぜんでこんな事が起こるはずはない。取った行動はシンプルであっても、そこに至る過程に複雑極まる演算が挟はさみ込まれている。

　つまり、

「相手がいかに神々の武装を手にしていようが、装着しているのはレプリグラスで、さらにそれを操っているのは生身の人間」

　とんっ、という軽い音があった。

　レプリグラスの先せん端たんが、ダイオウサソリの上半身……女性的なシルエットを描えがく細い腕うでを軽く突ついたものだった。

「距きよ離りや時間の概がい念ねんに囚とらわれ、設計の仕様に従い、関節の可動範囲からも逃のがれられず、慣性Ｇの限界は超こえられない」

『ぎぃっ、あ!?』

　肘ひじと肩かた。

　ブラッドサインによって絡からめるように関節を極きめられ、振ふり回されるままに機体を大きく揺ゆさぶるダイオウサソリ。その尾おもまた理り不ふ尽じんに振り回され……そして刀の形をした建たけ御みか雷づちなる武装が空間を大きく引き裂さいた。

　ゾンッッッ!!!!!!　と。

　むしろ周りにいた別の機体へと被ひ害がいが拡大していく。あるいは手足の装そう甲こうだけを奇き麗れいに切り取られ、あるいは女性的な上半身の部位を縦たてに薄うすく裂さかれ、割れた装甲やヘルメットから意外に華きや奢しやで可愛かわいらしい少女の『本体』をさらけ出す格好になり。

「なら話は簡単だ。ブラッドサイン式で用いられる空間把は握あく、敵対召しよう喚かん師しの関節、筋肉、重心の移動から観察できる行動自由度判定。これらの技術をそのまま転用できる」

　そこから先は、暴風だった。

　制せい御ぎよされた闘とう争そう本能というよりもほとんど恐きよう慌こう状態に近い精神で一いつ斉せいに襲おそいかかるダイオウサソリの群れへ恭介は自分が捕とらえていた一機を転がし、ワンテンポを稼かせいでから自みずから敵てき陣じんに突つっ込んでいく。恭介の狙ねらいは基本的に同士討うちだ。サソリの尾を誘ゆう導どうし、別の機体に突き刺さし、あるいはブラッドサインを使ってバランスを崩くずし、他の機体を巻き込んでいく。

　それはもう戦いではなかった。

　磁じ石しやくによって引っ張られる鉄てつ釘くぎの群れのようでしかなかった。

「神格級の武装を呼び込むために召しよう喚かん師したる生身の人間が必要だったんだろうけど、逆効果だったね」

　くるん、くるん、と恭きよう介すけはブラッドサインを回していた。

　己おのれの得物を肩かたに担かつぎ、そして告げる。

「なまじ徹てつ底てい的てきに『人間』を排はいし、慣性Ｇも筋力や骨格も無視した挙動で襲いかかってくる完全無人機だったら、あっさり僕ぼくを殺せたかもしれなかったのに」

　辺り一面はガラクタの山であった。

　そしてこれだけの斬ざん撃げきの嵐あらしがあったにも拘かかわらず、手足や胴体を切り飛ばされた操兵は一人もいない。皆みながギリギリ、薄うす皮かわ一枚。その完全なる計算式こそに慄おののいて、誰だれも彼もが完全にへたり込んでいた。

「あにうえ」

　頃ころ合あいを見計らって、『白き女王』がこう話しかけてきた。

　理想のナイト様に守られた彼女はとことん上じよう機き嫌げんであった。

「これからいかがいたしましょう？」

「……そうだね」

　すでに『白き女王』は呼び出されている。姫ひめ川かわ美み夏かを含ふくむ三五三人の依より代しろは統合されてしまい、全員が元の肉体を取り戻もどすのは不可能かもしれない。

　かと言って、彼女達の依い頼らい通りにパンデモニウム破は壊かいへ従い続ける理由も特にない。

　しかし。

　それでいて。

　城しろ山やま恭介には済ませておかなければならない事があった。『ガバメント』アワード５０１、『完全勝利パーフエクトゲーム』。マックス＝レイヤードとエリ＝スライドの二人組。姫川美夏らともっと早い段階から面識があったにも拘わらず、本当の救済の機会を棒に振ふってこんな結末を導いてしまった召喚師達。

　彼らに用がある。

　単純に、ツケを払わせる必要も。

　そして『完全勝利パーフエクトゲーム』側が英えい雄ゆう気取りで城山恭介を……いいや、『白き女王』を誘ゆう導どうしようとしているなら、あの二人がどこで待っているかは自明の理だった。

　最強の中の最強には頼たよらない。

　あくまでも恭介は人間の意志の力でもって、新たな目的地へ足を向けていく。




「パンデモニウムの中央演算コアへ。そこまで行けば、決着をつけられるだろうさ」













　　　ある召喚師と依代の話02







　ほんの一月前まで。

　その海に緑の穂ほ先さきと呼ばれる美しい半島が突つき出ていたなどと、誰だれが分かるだろう。

　多くの生き物が集つどうマングローブに海へ広がるサンゴ礁しよう。周囲の島々が羨うらやむ豊富な水源。陸とは接していても山側はほとんど未み開かい拓たくで、実質的に隔かく絶ぜつした聖域だった。確かに科学技術の面では遅おくれていた部分もあったかもしれない。だが、そもそもそんなものを必要としないくらいにその穂先は恵めぐまれていた。浄じよう水すいフィルタも薬品処理も必要ない。ただ泉いずみから湧わき出た水を手ですくって喉のどを潤うるおせる。そうした世界が広がっていたはずだった。

　名残なごりもなかった。

　一面を埋うめ尽つくすのは白。純白。まさに一色。太陽の光を不気味に跳はね返し、地じ吹雪ふぶきのように舞まい上がって視界を遮さえぎるものの正体は雪や氷ではない。

　砂さ糖とうだ。

　足元からぞるぞると湧き出るモノ。森を埋め、渓けい流りゆうを固め、砂浜どころか一部は海にまで広がり。サラサラとした真っ白な砂糖は足の踏ふみ場もないどころかすっかり積もり、敷しき詰つめられて。場所によっては水分を吸い、太陽光を浴びて、オーブンで焼いたプディングの表面を覆おおうカラメルの膜まくのように固まっていた。

　冗じよう談だん抜ぬきに、息を吸って吐はくだけで血糖値が致ち命めい的てきに上昇しそうな光景。

　軍服の男は思わずハンカチで口元を覆い、地吹雪を吸い込まないよう留意する。口や鼻の粘ねん膜まくどころではない。目が。眼球さえ奇き妙みような痛みを発するほどだった。

　表から慌あわてて避ひ難なんすると、場ば違ちがいに明るい声が出で迎むかえてきた。

「やあマックス！　ヤツら勝手に自じ滅めつしてくれたぞ！」

『ガバメント』に軒のきを連つらねる枝の一本、支流の一つ。そんな大だい企き業ぎようから派は遣けんされたスーツを纏まとう現場責任者の男は手を叩たたいて喜んでいた。

　それは何度目の派兵の話だったか。

　南極からトイドリームナントカまで、世界中どこで仕事をしたって上役の都合に振ふり回されっ放しだったが、今回は何か毛色が違う。

　大企業の護衛と資材の輸送管理を任されていたマックス＝レイヤードは、見るに堪たえず化学繊せん維いでできたテント基地を飛び出していた。

　どこもかしこも酷ひどい有様だった。

　あれだけ複雑に絡からみ合っていた生態系は見る影かげもない。当然ながら糖分は必ひつ須す栄養素だが、摂せつ取しゆし過ぎれば害にしかならない。真っ白な大地では大型の哺ほ乳にゆう類るいがバタバタ倒たおれ、ドロリと粘ねばつく渓けい流りゆうでは大量の魚が浮うかび、熱帯の森すら早くも茶色く色を変えつつあった。膨ぼう大だいな砂さ糖とうは生き物を殺し、死し骸がいから水分を奪うばい、そして自みずからグズグズと腐ふ敗はいを進めていく。

　海岸線では、粘ねん性せいの高い、つまり抵てい抗こう力りよくの大きい砂糖の粘液を嫌いやがるような格好で、何か大きな城のようなものが沖へ退たい避ひしていくのが見えた。

　全長八〇〇メートル超、レプリグラスでできた漆黒の巨きよ大だいな棺ひつぎにもダイオウイカにも見える巨体の正体は、

（……移動要よう塞さい。隠かくし球とかいうパンデモニウムまで『様子見』を決め込むほどかよ!?）

　砂糖の地じ獄ごくは全すべてを吞のみ込んでいく。

　それは、人間であっても変わらない。

　地じ吹雪ふぶきのように舞まい上がる砂糖を吸い込まないようハンカチを口に当てながら進むマックスは、やがて目的の人物を発見した。

　全ての元げん凶きようは、やはり膨大な砂糖の世界で倒れていた。

「どうしてこんな事をした」

　聡そう明めいな人のはずだった。風の音や波の響ひびきと対話し、雲の形の一つ一つに意味を見み出いだせる不思議な老人。気象学的に何の根こん拠きよもないはずなのに、突とつ発ぱつ的てきな竜たつ巻まきや時し化けを予言して見事に救われた事もあった。マックスがこの地に中ちゆう途と派兵を命じられ合流したのはつい最近の話だが、その短い間だけでも、召しよう喚かん儀ぎ礼れいを軍の備品と同列にしか考えられなかった殺し屋にもっと多様な可能性を教えてくれた賢けん人じんのはずだった。

　子供達のはしゃぐ様子に柔やわらかく目を細め。

　若者達の結けつ婚こん式しきでは目一杯の祝福を与え、この時ばかりは年とし甲が斐いもなく誰だれよりも泥でい酔すいする。

　そんな。

「勝ち目がない事くらい分かっていただろう、じいさん!!」

　水分を吸ったのか、太陽光で溶とけて固まったのか。カラメルのように固化した砂糖の海に半ば体を埋うめるようにして倒れていた老人を引きずり出す。全身の皮ひ膚ふ表面、それに喉のど。大量の水分を失っているのは明らかで、もう自分の力で起き上がる事もできないらしい。

「守りたかった……」

　ひび割れ、脆もろくも崩くずれようとしている声が返ってきた。

　老人の目は泳ぎ、やがてマックスから遠方の景色を捉とらえたようだった。

「ただ、守りたかったんだ」

　マングローブとサンゴの海を断ち切るように、灰色の構造物がすぐそこを埋め尽つくしていた。マックス達『ガバメント』に軒のきを連つらねる大だい企き業ぎようが行おこなった施し策さくだった。元々、今回の派兵は温暖化に伴ともなう海面上昇から技術的な対たい抗こう手段を持たない地域を守るための慈じ善ぜん事業だったのだ。迫せまりくる海を巨大な防ぼう潮ちよう堤ていで遮しや断だんして水すい没ぼつを防ぐ。物量は膨ぼう大だいだが単純な作業で、つまり官民が見事に癒ゆ着ちやくして国の財源を吸い取るナンタラ財団ナントカ法人のクソ仕事だった。だがそのせいで潮流は乱れ、漁場もサンゴもマングローブも大きな痛手を被こうむる羽目になった。伝統的な緑の穂ほ先さきの生活は断ち切られ、すぐにでも国際的なネット通つう販はん会社に依い存そんして生活物資の補給を受けなければならなくなるのが目に見えるほどに。

　老人は、いや彼を中心とした集落の賢けん人じん達は、何も『ガバメント』を攻こう撃げきして追い返したかった訳ではないだろう。

　もっと大きなものと戦っていたはずだ。

　一つの惑わく星せい、あるいは温暖化という時代の流れと。

　太平洋地域のご多分に洩もれず、この海岸線にもＴから始まる八文字の有名な海かい竜りゆうの話がある。広い海の創世神話に関わる神格級で、実際に陸地や島々を作り上げた伝説を持つ存在。老人達は、新しい世界が欲しいなんて不ふ遜そんは考えなかった。ただ神様にお祈いのりを捧ささげて、緑の穂先の先せん端たんをほんの数十センチほど持ち上げてもらえれば、防ぼう潮ちよう堤ていも新しい世界もいらなかった。

　それだけだった。

　なのに、

「……ブラッドサイン式は安全弁の塊かたまりだ。そこから一歩はみ出りゃ何が待っているか、分からなかったのかよ。そんな訳ねえだろ」

　枯かれ枝のような体を抱きかかえ、歯は嚙がみしながらマックスは呻うめく。

『恵めぐみ』をもたらす神の力が間ま違ちがって作用した。多過ぎる幸せが人の魂たましいを堕だ落らくさせるように。それが砂さ糖とうで埋うめ尽つくされた地じ獄ごくの正体だ。

「追い詰つめられたくらいで勘かん違ちがいしてんじゃねえよ馬ば鹿か野や郎ろう!!　規定級、神格級、未み踏とう級。っつってもよ、神格級だって立派な神様なんだ。その時点で人間なんかの手に負えるもんじゃねえんだよ!!　分かっているだろう、精せい霊れいだの神様だの拝んで今日までやってきたじいさん達の方が、ありがたみも恐おそろしさも理解していたはずだろう!!」

「勝てる理由があるから戦っていた訳ではない……」

　老人の顔は変わらなかった。

　いいや、水分が足りないのだ。変わり果てた故こ郷きようを眺ながめて一滴てきの涙なみだを流すどころか、表情を動かす余力さえ残されていないのだ。




「……負けられない理由があるから戦っていたんだよ」




　マックスは、知らなかった。

　彼は生まれた時から裕ゆう福ふくでも貧びん乏ぼうでもなかったけど、少なくとも何かを不足に思った事はなかった。食べて寝ねる場所、学んで遊ぶ機会、友人や恋こい人びととの出会い。当たり前のようにレールは敷しかれていて、そんな当たり前をつまらないと思う事すらあった。軍属の伯父おじから世界の裏側の話を耳にし、実際に召しよう喚かん儀ぎ礼れいの世界へ踏ふみ入れた時だって、畏い敬けいの念より退たい屈くつの打破の方が大きかったほどだった。そして実際には大して変わらないものだな、とも。

『ガバメント』アワード５０１、『完全勝利パーフエクトゲーム』。

　それだって、誰だれもやらない敗戦処理、撤てつ退たい準備なら競争率も低いだろうという考えで専門家を名乗るようになったのだ。絶対に勝てない戦いを、勝った事にしてしまえ。個人がどこかで折り合いをつけて、部隊全体を引き上げさせる理由をでっち上げろ。戦略的には大赤字でも、局地的に黒字を作って書類を誤ご魔ま化かせ。終わりよければ全すべてよし。みんなさっさとホームに帰りたいんだ。家族や恋こい人びとが待っているぞ。ほら、人のためになっているじゃないか。それくらいの気持ちで今日までやってきた。戦場で死ぬなんてとんでもない。絶対に勝てる戦いを探して、あるいはセッティングしてから挑いどんできた。多くの依より代しろが呆あきれて去っていったのも、そんな自じ堕だ落らくなペースについていけなくなったからだろう。だけど、背中を追い駆かけるほどのやる気も湧わいてくれなかった。だって、引き止められるかどうか分からなかったから。それはつまり『勝てると分かっている挑ちよう戦せん』ではなかったから。人生なんてこんなものだと思っていた。

　だから、知らなかった。

　世界の半分が『こう』であるように、世界のもう半分は『そう』である事を。

　当たり前に勝てる側があるように、当たり前に負けてしまう側があるなんて。

「……待ってろじいさん」

　気がつけば、マックスは老人の耳元で吼ほえていた。

「負けられねえ理由があるんだろ！　だったらオレが戻もどってくるまで絶対に目を閉じるんじゃねえぞ。アンタはまだ途と中ちゆうだ、何も成し遂とげちゃいねえんだからな!!」

　状じよう況きようは思った以上に酷ひどい。今のままでは老人の処置すらままならない。マックスは集落の被ひ害がいを確認し、保護すべき人数を計上し、必要な物資の質と量を頭の中に浮うかべ、そして『ガバメント』のテント基地にとんぼ返りしていく。そこには全てが揃そろっているはずだ。

　じきに新たな段階に入るのは目に見えていた。

　砂さ糖とうはただ命を奪うばうだけに留とどまらない。膨ぼう大だいな栄養源だ。あるいは腐ふ敗はいが始まり、砂すな嵐あらしのようにハエやゴキブリの群れが景色を覆おおって感かん染せん症しようを撒まき散らすか。あるいは害虫すらも増ぞう殖しよくを許されない白の世界で、微び生せい物ぶつの発はつ酵こうに任せるままアルコールへ変じていくか。それは燃えるのか、一面の発酵の過程で大量の酸素を奪うのか、いっそガスでも発生させかねないのか。あるいは強固な地じ盤ばんを持たない砂糖の山はほんの少しの雨で膨大な土砂の川に化けるのか。いくつものシミュレートが頭を苛さいなむが、いずれにしても今より酷くなる。それだけは間ま違ちがいない。

　テント基地に戻ると、馬ば鹿かどもはすでにビールジョッキ片手に宴えん会かいを始めていた。

「やったなマックス！　これで功こう績せきが認められれば君の株も上がるぞ、依代なしでレプリグラス操兵に格下げされていたのも今日でおしまいだ。きっと新しい依代を回してもらえるさ！　聞いた話じゃ前祝いでもうそろそろチャーター機が着くって話だ。ほら襟えりを正して髪かみを整えろ、依より代しろは奪うばい合いだぞ。君は人より多く働いたんだ、しっかりアピールしなくちゃな！」

「何を……何を言っているんだ!?　これだけの大だい惨さん事じを前にして!!」

「こんなものはちょっと不思議な自然災害だ、誰だれが咎とがめられる？　それに真実なんかどこにも伝わらない。ここにはスマホどころか固定の光回線すらないんだぞ。ヤツらじゃ一四〇字のコメント一つ送れやしないさ」

　ジョッキを呷あおりながらスーツの現場責任者は言った。

「何より、私達だって穂ほ先さきの幸せなんか願っちゃいない。現地の暮らしなんてどうでも良いだろ。これは『慈じ善ぜん』事業なんだ。広告代理店の提示したノルマを達成して、遠く離はなれたリビングの奥おく様さま方がたがハンカチ濡ぬらしてくれりゃ何だって良いのさ」

　奥おく歯ばが砕くだけるかと思った。

　身勝手な考えで一方的に乗り込んで、リスクの説明もなしに海を堰せき止めて、伝統的な生活をメチャクチャにして。誰がここまで彼らを追い詰つめたのか、理解も及およばないというのか。そもそも大前提の温暖化自体、電気を知らない緑の穂先の人達には因果のない話だった。勝手に汚お染せんし、勝手に乗り込み、勝手に塗ぬり替かえて。こんなものを慈悲や善ぜん行こうと呼ぶのか。『ガバメント』のやる事か。何を根こん拠きよに胸むねを張っているというのだ。

　だけど違ちがった。

　そんな甘あまいレベルに留とどまらなかった。

「マックス、人道支し援えんというのは新しい戦争だ」

　信じられない言葉が出てきた。

「表向きは同盟外の不ふ干かん渉しよう地帯であっても、支援の名目があれば基地は造れる。特に物資輸送基地は良い。船着き場に飛行場、西も東も北半球も南半球もお構いなしに好きなだけ実効支配圏けんを広げられる。いつでもスイッチ一つで軍港や空軍基地に早変わりだ。災害救助名目だと天の神様の気き紛まぐれに左右されるが、温暖化は良いぞう！　海面上昇に砂さ漠ばく化か。確実に地域を見定めてチェスの駒こまを進められる!!　この調子でバカスカ基地を造って、地球をお子様ランチの旗で埋うめ尽つくしてやろうじゃないか!!」

「なん、だって……？」

「『白いおうち』にべったりの軍事アナリストの話じゃそろそろこの辺りの海も慌あわただしくなるらしい。上は早い段階から複数の前線基地を造って広い海を包囲しようとしているのさ。だから！　これは議会も拍はく手しゆで迎むかえてくれる大きな点数稼かせぎになると言っているんだ。マックス！　重ねて言おう、君のおかげだぞ、良くやってくれた!!」

　知らない。

　そんな話は聞いた事もない。

　正義のための派兵だなんて馬ば鹿かげた言い分を丸まる吞のみした訳ではないが、それでもマックスは人の役に立つと信じてきた。笑顔を作り、守り、広められると。慈善事業なら、人道支援なら、誰だれにも銃じゆう口こうやブラッドサインを向ける必要もないだろうと。そのためのお子様ランチの旗で、そのための『ガバメント』で、そのためのくそったれな派兵だった。なのに、こいつはなんて言った？　緑の穂ほ先さきに乗り込み、生活基き盤ばんを作り替かえ、民間扱あつかいで登録した港や空港の軍事転用も最初から織り込み済み。何が慈じ善ぜんだ、どこが支し援えんだ。これではまるで間接的な侵しん略りやく戦争ではないか！

「にしても、馬ば鹿かな老いぼれだ」

　ジョッキのせいで口が軽くなっているのか、赤ら顔の成功者はそう吐はき捨てた。

　トドメの一言が来た。

「いや、カンパニーの偽造技術を褒め称えるべきかね。スペクトル解析でも見破られないよう、きちんと紀元前の地層を切り出してから壁画の捏造に取りかかったっていうんだから」

　何か。

　とてつもなく細い糸のようなものが、頭の奥おくで。

「マックス!!　君達が安全確実に運んでくれた『荷物』が役に立ったんだ！　私達の手で引き金を引けば国際問題だが、勝手な自じ滅めつなら誰も責められん。これで穂先は私達のものになったな、このジャングル特有の湿しつ気けというヤツが大だい嫌きらいだったんだ。鬱うつ蒼そうとした森も泉いずみも全部均ならして、一面、年中無休の屋内スキー場にでもしてやりたい気分だよ。緑の穂先？　ハッ！　エメラルドにたとえるなどくだらん、刃やいばは磨みがいた鋼はがねでなければ役に立たんというのに」

　切れる。

　千切れる、焼き切れる。

「でも最後の最後にチップも弾はずんでくれるからよしとするか！　人が倒たおれれば医い療りよう支援のオマケがつく。神しん秘ぴを隠かくした上で『惨さん状じよう』を見せれば暇ひまな奥おく様さま方がただの目立ちたがりのＩＴベンチャーだのが死ぬほど寄付を回してくれるぞ。ま、ほんとに命を救う気はないがね。生殺しに生殺しに生殺しに生殺し。できるだけ引っ張った方がコマーシャルが活いきる訳だし」

　……。

　───。

「何より、例の海かい竜りゆう騒さわぎ！　神格級を鎮しずめるためにはもっと強い神秘が必要になる。つまり未み踏とう級のご登場さ。何しろ、今!!　この穂先じゃあ人道支援と原状回復のためならどんな事をやっても許される環境にあるんだから。慣らし運転中のパンデモニウムの連中もうずうずしているんじゃないのか。元から多くが倒れるのも織り込み済みなら、どさくさに紛まぎれて『強め』のプロジェクトだって挟はさみ込めるだろうしな、あっはっはっはっは!!」

　ゴッ!!　という爆ばく音おんが炸さく裂れつした。

　上下逆さまに持ち替えたスキー板のような素材のブラッドサインが唸うなり、スタビライザーに偽装した近接用鈍どん器きを腑ふ抜ぬけた男の顔面に叩たたき込んだ音なのだと、マックスは遅おくれて気づいた。

　後こう悔かいはなかった。

　もんどりうった現場責任者が辺りのテーブルを薙なぎ倒たおし、勝手なお祭り騒さわぎに水を差されたクソ野や郎ろうどもが一いつ斉せいにこちらを振ふり返る。

　倒れたスーツの男が砕くだけた頰ほおに手を当てながら、不ふ明めい瞭りような叫さけびを放った。

　なにさまのつもりだ。

　おそらくそう言い放ったのだろう。だからマックス＝レイヤードも即そく答とうした。




「ふざけんなよ悪あく魔まども。『ガバメント』に決まってんだろうがッッッ!!!!!!」




　格好良い事を言っても、どうにもならなかった。

　四方八方から殴なぐる蹴けるの暴行を受けた。見境のない馬ば鹿かが拳けん銃じゆうを抜ぬいて、脇わき腹ばらに灼しやく熱ねつの感覚が突つき抜けた。彼らはそこで我に返るどころか、酔よいが悪く回ると言い捨ててマックスをテント基地の裏手へ放り捨ててしまった。これだけの惨さん状じようなら、『隊』の側からも多少腐ふ乱らん死体が出たところで目立たないと考えたのだろう。名誉ある軍属を冷れい凍とうしてブロック肉のように空輸するのは気が引けるため、敬意を表して遺体を国旗で包んで水すい葬そうしたとでも言い張れば後はサメの餌えさだ。検死の機会も潰つぶせる。

　埋うめ尽つくすような砂さ糖とうの中、逆に不健康なほど突き抜けた青空を見上げていた。

　終わりかけたマックスの視界に、誰だれかの顔が映うつり込んできた。こちらを覗のぞき込んでいるのは、せいぜい一二歳程度の褐かつ色しよくの少女だった。西せい欧おうの魔ま女じよとネイティブアメリカンを足したような服装の……誰だ？

「やれやれ、猛もう牛ぎゆうや鶏にわとりのトーテムを持つ戦士だってもう少し慎しん重ちようになるぞ。そもそもおっ始める前にこうなると予想してしかるべきだろうに」

　呆あきれたようにメガネの少女は尋たずねてきた。

「召しよう喚かん師しの本質とは呼び出す者だ。依より代しろもなく何で戦おうなんて考えた？」

「……、」

　集落の人間ではないだろう。

　民族衣装の記号性を取り込んでいても、海に寄り添そって生きる者とは毛色が違う。そしてどの陣じん営えいでもないからこそ、マックスは滑すべるように本音をこぼしていた。

「……馬鹿野や郎ろう。勝てる理由があるから戦っているんじゃねえ。負けられない理由があるから戦っているんだよ、大おお鷲わしのお嬢じようちゃん……」

「ふん」

　生意気にも少女は腕うでを組み、鼻から息を吐はいて、

「お前、アワードは？」

「……『ガバメント』の、５０１」

　すると水着状の日焼け痕あとを魅みせるチョコレート色の魔女は獰どう猛もうに笑った。

「なるほど、ギリギリで合格ときたか。悪運が強いというか、アタシが甘あまいというか……」

「……？」

　訝いぶかしむマックスに、少女は続けてこう言った。

「血は呆あきれるほど流れているだろう。さっさと指にすくってアタシの口に運べ」

「なにを……」

「契けい約やくしろと言っている。ブラッドサインはあるな、励起手榴弾インセンスグレネードのストックは？　なければこちらで今作る」

　さも当然のような口くち振ぶりで少女は神かみ業わざを語り、

「一度防護円を張ってしまえば召しよう喚かん師しは戦せん闘とうが終わるまで内外問わずあらゆる死因を遠ざけられる。見たところ、弾たまは抜ぬけているし臓器や血管は無事だ。幸いここには特大の馬ば鹿かどもが大勢いるから『チェイン』も繫つなげやすい。まずは時間を稼かせげ、戦う合間に止血すれば命を繫げるチャンスも残っているだろう」

　何より、と魔ま女じよは囁ささやく。




「絶対に負けられない戦いを抱えているんだろう、召喚師？　なら始めるぞ、今すぐにでも」




　新たな、いいや本来あるべき力を手にした召喚師が、決して譲ゆずれないものを背負って立ち上がる。為なすべきは二つ。くそったれの大だい企き業ぎようを退け、今も暴走を続ける神格級を鎮しずめる事。パンデモニウムはひとまず無視して構わない。状じよう況きようが回復すれば、ヤツらは『実験場』としてのメリットはないと見て、勝手に去っていくだろう。

　今度こそ。

　あの老人を、集落の皆みなを、緑の穂ほ先さきを、全すべてを守り抜くために。

「さて、契約を結んだ以上は『アンプリファイア５００』は一時的に封ふう印いんだな。依より代しろらしく主格はお前に譲ろう。今後はなんと呼べば良い、召喚師」

「オレはマックス＝レイヤード。ペアの場合は」

　世界の警察、『ガバメント』。

　ジョッキ片手の馬鹿どもがすっかり忘れたその役割を見み据すえて、彼は答えた。

「『ガバメント』のアワード５０１、『完全勝利パーフエクトゲーム』と呼んでくれ」




　そして。

『彼ら』の初うい陣じんが始まった。
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　　　　１（Time line『Now』）




　午後イチの青空の下。

　恭きよう介すけ達が超ちよう巨きよ大だいなレプリグラスの塊かたまり、移動要よう塞さいパンデモニウムへ侵しん入にゆうするルートはすでに構築されていた。もうこれで三回目になる。大草原に開けられた無数の水すい没ぼつクレーター。その中を泳いでいけば、パンデモニウム側からの対人センサーや赤外線サーチライトなどから逃のがれて安全に懐ふところまで潜もぐり込める。分厚い大おお扉とびらは以前『白き女王』が破は壊かいしていたはずだ。

　その時は女王の力を借りてのごり押おしをすると三大勢力全体からの悪注目を高め過ぎ、今は勝てるが一年後にどん詰づまりになり、女王にすがるしかなくなる……といった最悪の事態が想定された。だが実際問題、『完全勝利パーフエクトゲーム』のマックス＝レイヤードと調ちよう香こう師しエリ＝スライドしかいないのであれば話は別だ。ハードルはかなり低くなっている。

　そして、目下の問題と言えば、

「ではあにうえ、今回わたくしはどのような水着にいたしましょうか」

「……冗じよう談だんに付き合っている余よ裕ゆうはない訳だが」

「しかしそうは言ってもあにうえにお見せするわたくしの艶あで姿すがたとなれば世界の行方ゆくえよりも優先されるべきでしょう。青い空、眩まばゆい太陽、一面の広大な水辺に、そして弾はじける肌はだと恋こいする二人っ！　一足早いアバンチュールを演出するために是ぜ非ひともあにうえのご意見を伺うかがっておきたいのです。やはり基本はビキニ？　それともワンピース？　中でも学校の水着に固こ執しつする殿との方がたも多いそうでございますが。でもでも思い切って貝かい殻がらやヤシの葉、果てはマイクロビキニやスリングショットに挑ちよう戦せんしてみるのも悪くはございませんわね！　何しろ、何しろっ！　あにうえの前でのお披ひ露ろ目めなのでございますからっっっ!!」

[image: ]

　両手を頰ほおに当ててうっとりする『白き女王』の装束がウゾウゾと生物的に蠢うごめいていた。望めばどんな格好にでもなるのだろうが、どんな格好も望んでいない恭介はそのまま女王の胸むねの真ん中を掌てのひらで押おした。

「ひゃあ!?　ああああにうえったらわたくしの胸へ触ふれるだなんてだいたぶちゃ!?」

　そのまんまクレーター湖に背中側から突つき落とし、続いてウェットスーツとボンベを装備した恭介もまた静かに飛び込んでいく。

　やはり規格外なのか、女王は女王で水中でもお構いなしに口を開閉して語りかけてくる。酸素の有無程度でうろたえるほど軽い存在ではないらしい。

『はにふえーっ！　せっはふの逢おう瀬せにこのほうは無ぶ粋すいを働いへ、いふらわらくひでも堪かん忍にん袋ぶくろの緒おほいふものが……』

　無視して恭介は背中側から『白き女王』に抱き着いた。

　かつて姫ひめ川かわ美み夏かにそうしたように、体を支えながらさっさと目的地を目指す。

『やっ、やだ、はにふえったら大だい胆たん……。そのほうはデートプランと初めはら仰おつしやっへいただへれば、わたくひほしへも安心ひへ身を任へはほ言いまふのに』

　たわごとには基本的に反応しないのが一番、と恭きよう介すけは経験から学び始めていた。

　いくつかの連結したクレーター湖を渡わたって、漆黒の巨きよ大だいなイカを寝ねかせたようなパンデモニウムの懐ふところへと上陸していく。ウェットスーツを脱ぬいで元のパーカーとジャージのズボンに着き替がえる恭介に対し、両手で顔を覆おおっているようで覆っていない『白き女王』はタオルで銀の髪かみを拭ぬぐう事さえしなかった。ただ水分が蒸じよう発はつし、ただいつもの女王に戻もどっている。

　遮さえぎるものは何もない。

　以前『白き女王』が勢いで破は壊かいしてしまったパンデモニウム正面ゲートの前へ。

　ただしそのままは潜くぐらない。恭介は傍かたわらにあった認証用のパネルを操作する。かつてはマックス＝レイヤードの生体認証を活用したが、今回は違ちがった。

　ホテルの客室から拝借した、デルタストン家の盾たて形がた紋もん章しようだ。

　本来は掌てのひらの微び細さいな特とく徴ちようを読み取るはずの機器が、前提を無視して読み取りを始めてしまう。

「あら」

「やると思った」

　恭介は小さく吐はき捨てた。

「ルビーにサファイア、白い宝石は純じゆん粋すいなコランダムかな。とにかく結けつ晶しよう構造が生み出す圧電気のパターンを読み取らせる格好でマスターキーを用意していた訳だが。権けん威い主義の塊かたまりなら合理性を無視してでも家の伝統や紋もん章しように箔はくをつけたいだろうし、何より、自分自身を重大なマスターキーにすると誘ゆう拐かいされたり切り取られたりする恐おそれがある。いざという時のために、下げ手しゆ人にんへ安全に手て渡わたせるトカゲの尻尾しつぽを確保しておいたって感じかな」

「ですがあにうえ、意味のない解かい除じよ作業では？　元から扉とびらは吹ふっ飛んでいますし」

「……、意味ならあるさ」

『白き女王』の手を借りずに侵しん入にゆうを果たした、という記録を残す意味では。

　空回りだろうが何だろうが、城しろ山やま恭きよう介すけは城山恭介として悪あく魔まの宮きゆう殿でんへ乗り込んでいく。女王は女王で、楽しそうにその後をついていく。

　やはり過去の記き憶おくが語っていた。中で迷う事なく、一直線に中央演算コアを目指す。

　そして当然のように、召しよう喚かん師しや依より代しろと遭そう遇ぐうする事はなかった。

　途と中ちゆうの記憶はないが、パンデモニウムの制せい御ぎよを乗っ取ったであろうマックスやエリが何かしらの手を施ほどこしたのだろう。

　一面に敷しき詰つめられた数百の透とう明めいな球体を眺ながめる細い鉄橋を渡って、恭介達は中央演算コアへと向かう。

　予想通り。

　待っていたのは『完全勝利パーフエクトゲーム』の二人組だった。

「……おっかねえ」

　黒い髪かみをリーゼントにした大男が、下か端たんが大きく膨ふくらんだスキー板のような素材のブラッドサインを肩かたに担かつぎながらそう嘯うそぶいていた。恭介というより、傍かたわらで微笑ほほえむ最強の中の最強を揶や揄ゆして。

「伝わってくるぜ、絶対に勝つための理由ってヤツがビリビリとな。だがやるしかねえ。こちとら『ガバメント』のアワード５０１、『完全勝利パーフエクトゲーム』の看板を背負っているんだ。だったらやるしかねえんだ。アンタにゃ分からんだろうよ。勝つのが当然、それ以外の何も受け付けられねえ最強ちゃんには、負けられない側の理由なんてもんは何一つ」

「城山恭介」

　大おお鷲わしの羽根を刺さした黒とオレンジの魔ま女じよの帽ぼう子しを被かぶる、金きん髪ぱつに褐かつ色しよくの肌はだをしたメガネの少女、エリ＝スライドもまた語りかけた。

　耳やへそどころか舌まで貫つらぬくピアスをさらして。

「お前はどこまで思い出した？」

「姫ひめ川かわ美み夏かの独りよがりに付き合わされるのには、もううんざりだ」

　応じると、鳥の羽根のように下端が分化した袖そで付きマントを羽織る調ちよう香こう師しは大きな帽子をわずかに被り直した。

　目線を隠かくして、くすりと笑っている。

「分かっているなら話は早ええ。そんな訳で、道は好きに選んでくれや」

　だぼだぼのＴシャツにハーフパンツ。柄がらの悪さをそのまま表に出したような格好で、マックス＝レイヤードはそう促うながした。

「『白き女王』にお願いして、背景丸ごとオレ達を吹ふっ飛ばすか。あるいは女王の力を使うのを拒こばんで、ありふれた召しよう喚かん儀ぎ礼れいでオレ達に殺されるか。こっちとしちゃあ、何にしたって目的は達成される。ストレートに『匣はこ』が破は壊かいされるか、女王がブチ切れて全部ご破算にするか。パンデモニウムの演算コアさえ潰つぶせりゃあ何でも良い」

　対する恭きよう介すけの答えもまたシンプルだった。

　彼は背中に手を伸のばしたのだ。

　ブラッドサインを引き抜ぬくため。女王の陰かげに隠かくれてスカートの端はしを摑つかむのではなく、召喚師として人工霊れい場じようの中で戦い尽つくすために。

　そして告げた。

「ふざけるな」

　ザザッ!!　と靴くつ底ぞこを擦こする音が複数。

　いつでも決着をつけられる代わりに、あらゆる人間から尊厳を奪うばう『白き女王』を放って、城しろ山やま恭介とマックス＝レイヤードが得物を手に迅じん速そくな間合いの計測に入る。

　だがリーゼントの大男には余よ裕ゆうがあった。

「馬ば鹿かな野や郎ろうだ。召喚師ってなつまるところ呼び出す者だぜ、被召物マテリアルに頼たよらねえで何ができるってんだァおい!!」

『ガバメント』アワード５０１と、『フリーダム』アワード９０３。だがその圧あつ倒とう的てきな差も、今は関係ない。そもそも恭介の依より代しろは『白き女王』に占せん有ゆうされ、少年はそれを使わないと断言した。つまり人工霊場の中に飛び込んでも、被召物マテリアルを呼び出せない。防護円も張れない。これでは話にならない。アワード１の召喚師がコスト１の『始祖シリーズ』を召喚しただけで難なく叩たたき潰せるだろう。

　だから。

　マックスがパイナップル型の励起手榴弾インセンスグレネードを投げた時には、全部終わっているはずだった。

　城山恭介は炸さく裂れつ前のそれを奪うばい取ったり、遠くへ投げ飛ばすために無む駄だな足あ搔がきなどしなかった。




　ドガッ!!　と。人工霊場が展開された直後、恭介のブラッドサインから猛もう烈れつな速度で『白しろ棘とげ』が打ち出されていく。




　一見して意味のない行動だったのかもしれない。

　いくら立方体の『薔薇ばら』を砕くだいて大量の『花弁』を撒まき散らし、スポットにぶち込んだところで意味はない。『白き女王』が不自然な方法で依より代しろを占せん有ゆうしている以上、望んだ通りの被召物マテリアルを呼び出す事はできないのだから。

　だが、そもそも恭きよう介すけが狙ねらっていたのはそこではなかった。

「な、に!?」

　マックスが驚おどろいた声を上げる。

　リーゼントの男が放った第一手。『白しろ棘とげ』を立方体の『薔薇ばら』に当てて勝負を始めようという段階で、そこへ割り込むように恭介の『白棘』が飛び込んだのだ。

　結果として白い軌き跡せきは大きく捻ねじ曲げられ、最も巨きよ大だいな標的である『薔薇』すら喰くいそびれる。いいや、それどころか弾はじかれたマックスの『白棘』が、何の成果も上げられないままスポットへと落ちていく。

　ただの偶ぐう然ぜんではない。

　第二打、第三打と繰くり返し、ようやくマックスは思い至る。

「テメェ!!　自分で被召物マテリアルを呼び出せねえからって、『白棘』で『白棘』を撃うち落とす徹てつ底てい妨ぼう害がい戦術に軸じく足あしを移しやがったのか!?」

「もちろん。そして良いのかな？　僕ぼく達召しよう喚かん師しの『白棘』初期ストックは三。なおかつ、ストックのない状態で『白棘』をスポットに入れてしまえば、極大のペナルティが発生する。『漆しつ黒こくの顎あご』に喰われるのもよしという狂きよう信しん者しやなら止めはしないけど」

「……ッ!?」

　マックス＝レイヤードの大おお柄がらな体が、わずかに硬こう直ちよくする。

　その隙すき間まを縫ぬうように。

　レプリグラス製のブラッドサインを手にした恭介の体が、前へ跳はねる。一挙に距きよ離りを詰つめ、マックスの懐ふところへと飛び込んでいく。

　そう、

「人工霊場を張っても、最初の被召物を呼び出すまで防護円は発生しない」

「ま、さか。こいつ!!」

　ガンゴン!!　という長大な棒が激げき突とつする原始的な暴力の音が立て続けに炸さく裂れつする。全身から嫌いやな汗を噴ふき出しながら、リーゼントの大男が吼ほえる。

「被召物マテリアルなしで勝とうってのか!?　全力全開の召喚師相手に!!」

「そもそも召喚儀ぎ礼れいの戦いとは被召物マテリアルを呼び出す前から始まっている訳だが。戦いを挑いどめばとりあえず『始祖シリーズ』を呼び出す時間はくれるだろう、などと考えているのがもう甘あまい」

「チィッ!!」

　立て続けの応おう酬しゆう。

『白棘』を打ち尽つくしたマックスとしては、一〇秒ごとに自然補給されるのを待つしかない。たった一〇秒、されど一〇秒。濃のう密みつ極きわまる緊きん張ちようを肌はだで感じ取り、そしてマックスは自殺紛まがいの矜きよう持じを瞬しゆん時じに捨てた。

　スキー板のような素材のブラッドサインを持ち替かえ、モーニングスターのように振ふり回しながら、恥はじも外聞もなく叫さけぶ。

「姉あね御ご!!」

　小さな吐と息いきがあった。

　黒とオレンジの魔ま女じよの帽ぼう子しを被かぶった褐かつ色しよくの少女の手が銀の柄を這はい、何かを操作した。フルートのように並ぶキーを押おし、トリガーで排はい気き。電子煙草たばこの構造を組み込み、霧きり状じようにした『香』を効率良く振り撒まく巨きよ大だいな断だん鎧がい斧おの。そして得体の知れない甘あまさを伴ともなう蒸じよう気きがゆるりと広がっていく。

　個人の認識から記き憶おくまで操り、場合によっては敵方の召しよう喚かん師しが展開した人工霊れい場じようのキャンセルをも行う極限の『香』。

　だが恭きよう介すけは動じなかった。

　だだんっ!!　と激しい踏ふみ込みの音が響ひびいた時には、すでにマックスの背後へ回り込んでいる。その表情に恐きよう怖ふや苦痛はなく、また瞳ひとみもビタリと獲え物ものを捉とらえ続けていた。

　明らかに調ちよう香こう師しの蜘蛛くもの巣から逃のがれている。

「確かにエリ＝スライドの『香』は強力だ。既き定ていの効果しか持たない励起手榴弾インセンスグレネードを放つだけの僕ぼく達と比べれば、魔法のような効果を様々に操る彼女の存在は、まさしくアンプリファイアと呼ぶべきものかもしれない訳だが」

「ッ!?」

「だがその上で気になる事がある。匂においを嗅かいだだけで肉体や精神を変容させうる危険な『香』であるならば、何故なぜその力は無差別に襲おそいかからないのか。より正確には、エリやあなたが振り回されない理由は何か。『香』の専門家である事に自負を持っている以上、他の方式の薬剤……例えば解げ毒どく剤や予防剤などの投与とは考えにくい」

　激しい音。

　だがブラッドサイン同士の交差はあくまで囮おとり。

　恭介の足が、完全にお留守になっていたマックスの足を払いにかかる。

「エリ＝スライドの『香』はカクテル式、つまり例の断鎧斧を使って単品では無害な薬剤を複数事前に撒いておいて、ピンポイントの座標でのみ、最適に混ざり合った『香』として機能する方式だ。蜘蛛くもの巣の縦たて糸と横糸で役割が違ちがうように、あなた達はそうやって致ち死しの巣で安全圏けんを確保していたのではないかな」

「がぁっ!!」

　不意打ちで背中から床ゆかへ叩たたきつけられたマックスが呼吸を詰つまらせる。

　だが悠ゆう長ちように咳せき込む大男ではなかった。

　それ以前に、気づいた。

「一度は喰くらった身だ。そう何度も通用するとでも？」

　覆おおい被かぶさるような格好でレプリグラス製のブラッドサインを振ふり上げる城しろ山やま恭きよう介すけ。こいつを放って『痛み』の反応など返している場合ではないと、生存本能の深い部分が。

「お、おお、おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　マックスの全力の叫さけびは無視された。

　滅めつ多た打うちであった。

　すでに一〇秒以上が経過し、マックスの周囲に追加の『白しろ棘とげ』が浮ふ遊ゆうしている。だが打ち出すどころの騒さわぎではない。そもそも構えも取れない。体を丸めて急所を守っても、隙すき間まから潜もぐり込むようにして次々と流星のような打だ撃げきが降り注ぐ。

　これが『フリーダム』のアワード９０３、『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』。

　どんな被召物マテリアルでも自在に呼び出せる召しよう喚かん師しを、生身の五体だけでねじ伏ふせる実力者。

「お、前に……」

　全身を痛みの坩る堝つぼに放り込まれ、鉄てつ錆さびの味しかしなくなった口を動かして、それでもリーゼントの男はそう呻うめいていた。

「お前に、分かるのか。勝つのが当然って顔で、勝てるから戦う事しかできないアンタに、負けられない、負けるのが許されない、そんな気持ちで戦い続けるしかなくなっちまった人間の気持ちってのが……」

「ふざけるなよ」

　あたかも弱者の側に立ち、多数決の少数派の味方になり、正しい事でもしているかのようなその口振りが、恭介の芯しんに暗い炎ほのおを灯ともした。

「負けられない、負けるのが許されない？　そんな風になるまで姫ひめ川かわ美み夏かを追い詰つめたのはどこの誰だれだ。召喚師と依より代しろ、プロの人間がしたり顔で近づいて絶望だけ突つき付けて、自分の無力を世界の不備だと誤ご魔ま化かして!!　専門家に見放された三五三人の依代達がどんな想おもいでいたのか、あなた達には分からないのか!?」

「ああそうさ、オレ達は最悪だ。正直に言って、姫川美夏も三五三人の依代も助ける方法に心当たりなんかねえ。いいや、最初っから協力する素振りを見せるだけで、助ける気なんか一ミリだってなかった」

　折れた歯も気にせず、リーゼントの大男は笑っていた。

　倒たおれ込むマックスには、まだ柱がある。彼は折れていない……？

「だが、あの『白き女王』と比べれば七〇億人ですら少数派だ！　ちっぽけなものだ、負けられないのに戦う手段を持たないさまよえる旅人に過ぎねえ枠わくだ!!　……風や波と、いいや精せい霊れいと話せるじいさんだってそうだった。神格級ですら賢けん人じんの目を曇くもらせた。だとしたら、未み踏とう級は？　その頂点の中の頂点は、どれだけ狂くるわせる!?　あんなもん絶対に顕けん現げんしちゃあいけねえ、人の手になんか負えねえんだ！　それこそ七〇億人くらい簡単に吞のみ込まれちまう。強い弱いなんて話じゃねえ、戦う前から圧あつ倒とう的てきな存在感に魅み了りようされちまう!!」

「……、」

「だから戦うしかねえんだ、どんな手を使ってでも。経けい緯いはどうあれ『白き女王』を最高スペックで恒こう久きゆう的てきに召しよう喚かんし続けるパンデモニウムなんてもんは、何があっても破は壊かいしなくちゃならねえ。姫ひめ川かわ美み夏か、三五三人、そんな次元じゃねえ。オレは、オレ達は!!　七〇億という弱者のために、必ず勝った事にしなくちゃならねえんだよ!!」

　カッ!!　という快音が炸さく裂れつした。

　自分の肋ろつ骨こつを砕くだかれるのも気にせず、防ぼう御ぎよから攻こう勢せいに転じたマックス＝レイヤードが、仰あお向むけに倒たおれたままブラッドサインで『白しろ棘とげ』を突ついた音だった。

「勝たなきゃいけないんじゃねえ……」

　吐はき捨てるように、マックスは告げた。

「負けられない理由があるから戦ってんだ！　どんなに泥どろ臭くさくてもっ、栄光だの何だのに唾つば吐いたって！　それでも成し遂とげなくちゃあならねえ事だってあるんだよ!!　ここで負けたら、負けちまった事になったら、屈くつするしかなくなっちまうだろうが！　あの女王の誘ゆう惑わくに!!」

　だが何であれ、『薔薇ばら』の塊かたまりを砕いて無数の『花弁』をばら撒まき、スポットに入れてしまえば被召物マテリアルを呼び出せる。物理攻こう撃げき無効の怪かい物ぶつに、同じく防護円で守られた召喚師。どちらも恭きよう介すけの手には負えなくなる。

　血まみれの顔で、それでもマックスは勝ち誇ほこっていた。

「笑いたきゃ笑えよ、好きなだけ馬ば鹿かにしろよ。だがオレは勝つぞ。七〇億という少数派のために、『白き女王』との負けられない戦いのために！　ここで三五三人を犠ぎ牲せいにしてでも、パンデモニウムをぶっ壊こわしてやる!!」

　轟ごう!!　と黒とオレンジの魔ま女じよの帽ぼう子しのエリ＝スライドの肉体が急速に変質していく。渦うずを巻くように、その全身が黄色い半はん透とう明めいの粘ねん液えきへと組み替かえられていく。

　だが。

　その一いつ瞬しゆん手前で。




　とんっ、と。

　城しろ山やま恭介が正確無比に投げ放ったブラッドサインの先せん端たんが、エリ＝スライドの首から下げたドリームキャッチャーを貫つらぬき、薄うすい胸むねの真ん中へ勢い良く激げき突とつした。




「な」

　今度こそ。

　今度の今度こそ。

　マックス＝レイヤードは身動きも取れなかった。

「確かに被召物マテリアルはあらゆる物理攻こう撃げきを弾はじく特性を備えていますが、『なりかけ』であれば話は別。かつ、依より代しろ自身の意識が途と切ぎれてしまえば撃破とみなされ、召しよう喚かん儀ぎ礼れいのプロセスも解かい除じよされてしまいます」

　傍かたわらで退たい屈くつしていた『白き女王』が、軽く腕うでを組みながらそう告げた。

「何より、わたくしのあにうえが、たかだか被召物マテリアルを奪うばわれた程度で醜しゆう態たいをさらすとでも思いまして？」

「が」

　敗北の衝しよう撃げきが、くる。

　どんな形であれ、召喚儀礼のルールの中で召喚師と依代が敗北した。であれば、己おのれの奉ほうじる神を目の前で惨ざん殺さつされる、その衝撃がやってくる。

　仰あお向むけに転がったまま、眼球だけを動かしてマックスは恭きよう介すけを見上げる。

　最大の武器であるブラッドサインを躊ちゆう躇ちよなく手放したその召喚師は、表情一つ変えなかった。

「着眼点は悪くなかった。女王に対する危機感、勝つために何でもするという貪どん欲よくさ。何もかも嫌きらいではなかった。だが忘れるなよ、『白き女王』に対たい抗こうするために犠ぎ牲せいを認め、自みずからも怪かい物ぶつとなる事を目指してしまったら何も変わらない訳だが」

　彼は告げた。

　エリ＝スライドにめりこんだブラッドサインが、重力に引かれて落ちる。

　軽い音を立てる。

「そして僕ぼくに笑ってほしいなら、人を幸せにする冗じよう談だんにするんだったな」

「がァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　直後だった。

　バギンッ!!　と。

　敗北の確定。マックスの胸むねの中心から全身にかけて、不可視の衝撃がくまなく走り抜ぬけた。




　　　　２（Time line『Now』）




『ガバメント』アワード５０１、『完全勝利パーフエクトゲーム』。

　マックス＝レイヤードとエリ＝スライドの二人組は撃破した。だが主導した人物が消えても、問題の根幹が解決した訳ではない。パンデモニウムは依い然ぜんとして健在、三五三人の依代の肉体は無数の球体となって別室に敷しき詰つめられ、全員分の魂こん魄ぱくは今にも破は裂れつしそうな姫ひめ川かわ美み夏かの中。おまけに『白き女王』も健在ときている。

　全すべてに決着をつけなくてはならない。

　少し考え、そして恭きよう介すけはこう告げた。

「エリ＝スライド」

　びくりと横よこ倒だおしの小こ柄がらな影かげが動いた。

　敗北者と化した召しよう喚かん師しや依より代しろは思考能力を失い、一つの行動をゆっくり延々と繰くり返すだけの、正しい意味でのゾンビのような状態になる。顔の前で手を振ふったり、シンプルな単語による命令などにものろのろと従ってしまうほどだ。

　だが、明らかに反応が違ちがった。

　恭介は苛いら立だったように息を吐はいて、もう一度言った。

「狸たぬき寝ね入いりに付き合っている暇ひまはない訳だが。無む駄だに時間の浪ろう費ひを続けるなら『白き女王』の方へ放り投げるぞ」

「……っ、ああもう!!」

　がばりと大おお鷲わしの羽根を刺さした黒とオレンジの魔ま女じよ帽ぼう子しに金きん髪ぱつと褐かつ色しよくの肌はだをしたメガネの少女が勢い良く起き上がった。

　ただのゾンビ状態の『追従』とは違う。明らかに自分の意思を持った行動であった。

　恭介も恭介で驚おどろいた様子もなく、

「『過去』でも似たような事をしていたではないか。召喚儀ぎ礼れいで敗北してから、間を置かずに奇き襲しゆうを仕し掛かけてきた。敗北時の衝しよう撃げきを緩かん和わする『香』か。その腕うでには素直に感服するが、使い方は三さん文もん芝しば居いも良いところだよ」

「アタシに何を望む？」

「その『香』の力を借りたい、無理矢理一つの肉体に統合された三五三人分の魂たましいを再び正しく分配させるために」

「アタシは増ぞう幅ふくするもの、アンプリファイアだ。そこに善ぜん悪あくはない。お涙なみだ頂ちよう戴だいは結構だが、アワード１０００到とう達たつに関係ないのであれば協力へのモチベーションは湧わかんな」

「偽ぎ悪あく趣しゆ味みはもう良い。単にアワード１０００を目指すのであれば、『ガバメント』の５０１と契けい約やくを結ぶのがもう不自然ではないか。最大値で五〇〇ほど底上げすると言っても、やはり八〇〇番台や九〇〇番台と組んだ方が道は近いだろう。にも拘かかわらず『完全勝利パーフエクトゲーム』と手を結んでいたという事は、それ以外の部分でも共感するところがあったのではないかな」

「……、」

「それが何であるかは言げん及きゆうしない。だが初めてマックス＝レイヤードと握あく手しゆをした時、こんな風になるとまで予測できていたか？　それがもっと別の道であったのなら、僕ぼくに協力しろ。負けられないのは誰だれだって一いつ緒しよだ。だったら僕が違う道を見せてやるよ、姫ひめ川かわ美み夏から三五三人を見捨てずに済ませられる道を」

　明確に『白き女王』を害すると宣言されておきながら、銀のツインテールの少女は面白そうに微笑ほほえんでいるだけだった。

　そして袖そで付きマントの中のエリ＝スライドも、疲つかれたように息を吐いていた。

「アタシがただ、何もせずにこんな極論に辿たどり着いたとでも思っているのか」

「……、」

「できる事は全すべて試した。できない事も机き上じようで組み立てた。そして姫ひめ川かわ美み夏かを始めとした依より代しろ達は手の施ほどこしようがなかった。アタシの『香』にもできる事の限界がある。彼女達は救えない」

　想定された答えだった。

　だから恭きよう介すけはうろたえる事もなかった。

「ああ、僕ぼくやあなただけでは三五三人は助け出せないだろうね」

「他に誰だれの手を借りると？　まさかそこの『白き女王』などと言い出さないだろうな」

「……、この僕が、そんな最悪に手を伸のばすとでも？」

　そこだけ、氷と呼ぶにもなお冷れい酷こくな声があった。

　注意して感情を押おし留とどめ、恭介は先に進める。

「エリ＝スライド。あなたはまだ何か、僕の頭から隠かくしている事があるな？」

　恭介はエリ＝スライドの薄うすい胸むねの真ん中を指差した。

　破られた蜘蛛くもの巣、散さん華げした薔薇ばらの花。

　すなわち、ドリームキャッチャー。

　夢の内容に特別な意味を見み出いだすネイティブアメリカンの間で、悪い夢を排はい除じよし、良い夢だけを集めてくれる、フィルタのような役割を持つお守り。

　選別するものを指し示して。

　そして言った。

「『教授御前』の名前だ」




　　　　３（Time line『Past』）




　姫川美夏は熱望していた。城しろ山やま恭介が『白き女王』の手を借りるのか、あるいは城山恭介の殺傷と共に暴走した『白き女王』がシステムをオーバーヒートさせるのか。いずれにしてもパンデモニウムの中心たる演算コアを破は壊かいしてくれる展開を。




　城山恭介は知っていた。箱庭の開発者『教授御前』はとにかくちゃらんぽらんで、仕事の際にも要求された仕様に不満があれば勝手にスクリプトを書き換かえ、自分好みの抜ぬけ道をこっそり作ってしまう事を。このシステムは冷酷なだけで人間味がない、という理由で深刻なバグやエラーを呼び込みかねない記述を余白に書き込んでしまう事を。




　調ちよう香こう師しエリ＝スライドは危き惧ぐしていた。故ゆえにこそ、『この情報』を恭きよう介すけに知られてしまうと姫ひめ川かわ美み夏かの望む究極の二択たくを迫せまれなくなるのではないか。彼女が想定する道とは違ちがった、第三の道へ踏ふみ込まれるリスクが浮ふ上じようするかもしれない。




　だからこそ。




「……信楽しがら真ま沙さ美み」

　パンデモニウムの中央演算コア、一辺五〇メートルの正確な『匣はこ』の中で、無数の幾き何か学がく模様に彩いろどられた壁かべに手をつきながら、かつての城しろ山やま恭介はそう呟つぶやいていた。

　その手にはかつて『紫し電でんの淑しゆく女じよ』の召しよう喚かん爆ばく撃げきを受け流した表面装そう甲こうを読み取った時にも使った、マニキュアの速そつ乾かん修復液と肉声の振しん幅ぷくを利用した解かい析せき用のフィルタグラスがあった。

　構成を読み取る。

　そもそもどれだけ高精度になり、肉眼で捕ほ捉そくしきれないレベルになったとしても、魔ま法ほう陣じんは魔法陣だ。そしてこの手の陣は呼び出す存在、日時や場所、その記号、関連する天体、重要な方角などをずらりと並べるのが鉄則である。つまり無む秩ちつ序じよに直線や曲線を描えがくのではなく、最初から人の頭で読めるメッセージ性が込められている。

　彼の声はすぐに叫さけびへ変わる。

「信楽真沙美!!　余白に『教授御ご前ぜん』の名前がインプラントしてある……。あの人は元々『ガバメント』の開発者だった。プロジェクトを転々としていく内に、『女王の箱庭』に辿たどり着くより前に、パンデモニウムの初期設計にもあの人が関わっていたのなら、もしもそうだとしたら!!」

　エリ＝スライドの巨きよ大だいな断だん鎧がい斧おの。柄にずらりと並ぶフルートのようなキーやトリガーに制せい御ぎよされた忘ぼう却きやくの『香』はすでに機能を始めている。

　ぼんやりとした思考を必死で保ちながら、呂ろ律れつの回らなくなり始めた舌を動かして恭介は訴うつたえかけていた。

　誰だれに？

　マックス＝レイヤード、エリ＝スライド、そして姫川美夏。

　恭介を利用してパンデモニウムを破は壊かいしようとした全すべての者に、だ。

「あの人がこんな冷れい酷こくなシステムの存在を許すはずがないではないか。たとえ仕様書ではそうだったとしても、設計図では完かん璧ぺきだったとしても、必ずどこかに自分好みの抜ぬけ穴を用意しているはずだ!!　最初から、答えは！　パンデモニウムの中にあったんだ!!」

「……、」

「だからパンデモニウムを破壊するのは逆効果だ。美夏を含ふくむ全員を元に戻もどす方法が用意されているのに、それを抽ちゆう出しゆつせずに吹ふき飛ばしてしまうなんて絶対に間ま違ちがっている訳だが。もっと調べるべきなんだ！　隅すみから隅まで!!　冷れい酷こくなシステムが冷酷にしか見えていないのなら、きっと『教授御ご前ぜん』が残した『真意』まで辿たどり着いていないだけなんだから!!」

　根こん拠きよはない。

　具体的な証拠となるデータが出てきた訳でもない。

　だが、ある意味で中心に立っていたはずの姫ひめ川かわ美み夏かの両目が見開かれていた。唇くちびるがわななき、その肩かたもまた小こ刻きざみに震ふるえている。そう、彼女は知っているのだ。信楽しがら真ま沙さ美みという人物を、その優しさを、悪あく癖へきとも呼べるインプラント癖ぐせを。

　そして恭きよう介すけの言葉を耳にして、エリ＝スライドは自分達の足並みが乱れ始めているのを自覚していた。空気が、大勢が、動きつつある。何より、今の今まで自己破は滅めつを前提としたパンデモニウム撃げき破はを標ひよう榜ぼうしていた姫川美夏がぐらつき始めているのが分かる。

　進むか、退くか。

　最後の分ぶん水すい嶺れいだ。

　首元のドリームキャッチャーを片手で弄もてあそび、調ちよう香こう師しのエリ＝スライドは決断を他者に委ゆだねた。

　マックス＝レイヤードではなく、姫川美夏へ。

「どうする？」

　質問はシンプルで、それ故ゆえに残ざん酷こくだった。

　対する答えは迷い、ブレ、臆おくし、戸と惑まどい……それでも明確に発せられた。




「　　　　　　　　　　」




　そして。

　記き憶おくの消去範はん囲いが再さい選せん択たくされた。




　　　　４（Time line『Now』）




　今、城しろ山やま恭介は歯を食いしばっていた。

　改めて、周囲全体を見回す。あまりにも広大な立方形の『匣はこ』。特権階級気取りのデルタストン家が生み出した、悪意と愉ゆ悦えつの象しよう徴ちようにしか見えなかったそれを。

「……救いの道は、最初から目の前にあった」

「とも限らん。万単位の開発者が年間規模で調査を続けてようやくシステム全体をつまびらかにできるほど膨ぼう大だいな情報量だ。今さらどうやって個人の力でこの怪かい物ぶつを調べ尽つくし、使いこなすというのだ。大海に沈しずんだ指輪を探すようなものだ」

「その限界は、誰が定めたものだ？」

「……、」

「少なくとも、一ひと握にぎりのチャンスを残すために指輪を投じた『教授御ご前ぜん』が定めたものではない。送り手の都合を無視して、受け手が勝手に諦あきらめて、罪ざい悪あく感かんに苛さいなまれるから自分にとって都合の良い数字を持ち出して正当性や妥だ当とう性せいを味付けした。……そういう話ならもう真っ平だ。全部ここで終わらせてやる」

　一辺五〇メートル。

　学校の体育館よりはるかに大きな敷しき地ち面積。高さまで加えればさらに何倍にも膨ふくらんでいく。その六面の壁かべ全すべてをびっしりと埋うめ尽つくすような幾き何か学がく模様と真正面から向き合っていく。

「よこせ」

「何を」

「あなたを人並み程度に身だしなみへ気を配るレディとみなして要求する。化け粧しよう道具があるなら今すぐに。手鏡とマニキュアの速そつ乾かん修復液があれば完かん璧ぺきだ」

　舌打ちと共にポーチを投げつけられた。

　受け取った恭きよう介すけは、ありふれた商品だけで恐おそるべき機材を揃そろえていく。

　膨ぼう大だいな陣じんは、単なるラインではない。規則性さえ理解すれば、レコードの溝みぞを針でなぞるように多くの情報を取得できる。

　即そく席せきのフィルタグラスを通して眺ながめた一面の壁は、メッセージの洪こう水ずいであった。百科事典の全ページを壁いっぱいに張り付けたようなものだ。必要な知識は全てここにあるが、何が必要かを正確に見定めなければあっという間に情報の洪水に吞のみ込まれてしまう。

　翻ほん弄ろうされれば一いつ瞬しゆんで答えを見失う。

　一度引っ込んだ答えはおそらく二度と意識の上には浮ふ上じようしない。

　極度の集中の中、闇やみ雲くもに探し出す『だけ』なら、それこそ年単位の時間が必要になるだろう。そこまで姫ひめ川かわ美み夏かや三五三人の依より代しろ達の魂こん魄ぱくが保つとも思えない。

　だけどヒントはある。

　城しろ山やま恭介は『教授御前』を知っている。

　信楽しがら真ま沙さ美みというちゃらんぽらんな開発者を理解している。

　彼女だったらどうするか。

　どういう経けい緯いを辿たどってどんな真実に辿り着き、何に憤いきどおって、どのようなものを埋うめ込むか。また、周りの冷れい酷こくな開発者には一切気づかせず、それでいて本当に困っている者の前へ魔ま法ほうのように現れる、気づかれにくくて分かりやすい隠かくし場所にはどこを選ぶか。




　───……。




　最初は、細い細い糸でしかなかった。

　恭きよう介すけ自身、本当にこの方向に進んで良いのか、ぐるぐると同じ場所を回るだけの迷いの森の入口ではないかと邪じや推すいしてしまうほどのものでしかなかった。




　───もしも。




　それでも、確かに摑つかむ。

　手て応ごたえを感じる。そのわずかな感覚を頼たよりに、さらに精査を進めていく。有う象ぞう無む象ぞうの文字の海を乗り越こえて、消え入るように小さな点と点を必死になって繫つないでいく。

　一いつ瞬しゆんでも手を離はなしてしまえば、それで終わりだ。

　嵐あらしの夜、波間に翻ほん弄ろうされながらも必死で繫いでいた恋こい人びとの手を離してしまうのと同じ。どれだけ後こう悔かいしても、もう二度と暗い海から焦こがれた手を摑み直す事は適かなわない。




　───もしも、あなたがこのパンデモニウムの起動を目の当たりにしたら。それでいて、その行いを許せないと憤いきどおる心の持ち主だったのなら。どうか、私の残したモノを活用してください。私には最低の計画を止める権限も最悪の仕様を変へん更こうする権限もありません。ですが、それでもいつか起こる確実な悲劇のために、チャンスを残しておきたい。




　点と点を繫いだ線を、意識の指先でなぞっていく。

　方向性を見つけてみれば、あちらこちらに同じような点が群がっているのが分かる。日にち没ぼつの空からたくさんの星々が瞬またたくように、どうして今まで気づかなかったのか不思議なくらいに。一いつ斉せいに灯ともる無数の光点を線で繫いでいく。一本の頼りない糸は、複数より合わさって太い紐ひもに、やがては頑がん丈じよう極きわまる縄なわへと変じていく。




　───パンデモニウムがもたらす『緑の悪女』の恒こう久きゆう的てきな召しよう喚かんは、ある意味では成功するものの、理論上三五三人の依より代しろの安全性は確約されていません。最悪の場合、全員分の魂こん魄ぱくが破は裂れつするか、その器うつわである肉体が融ゆう合ごうしてしまうリスクさえ存在する。




　心の体重を、ゆっくりと預ける。

　命いのち綱づなの強度を確かめる。狂くるえる嵐の海のような情報の渦うずの中で、命よりも大切なものを預けるに足る安定性を見み出いだしていく。

　もう大だい丈じよう夫ぶだ、迷う必要はどこにもない。




　───ですが救済の道筋はあります。パンデモニウムはメインとなる『緑の悪女』の召喚の他に、カムフラとして三五三通りの副次的召喚方式をサポートする機能がついている。これに各おの々おのの依より代しろの肉体と魂こん魄ぱくを繫つなぎ合わせ、歪ゆがめられた胚はいに正しい魂魄を注ぎ込めば、退行していた肉体は正しい経験値を経へて元の肉体へ急速成長できる可能性がある。そのための方法はここにある。




　城しろ山やま恭きよう介すけは、強固な命いのち綱づなを頼たよりに情報の海を進む。

　その果てに、ある。

　他の誰だれにも気づかせずに埋うめ込んだ、深海の宝。ただ冷れい酷こくなだけのシステムにひっそりと投じられた、最後の人間性が。




　───どうか。これを見ているあなたに、当たり前の事に憤いきどおる常識のあらん事を。




　ギュンッ!!　と恭介の意識が一点に集約される。

　核かく心しんに、触ふれる。




　───そして本当にどうか。未来に起こりうる悲劇に巻き込まれる依代達を、たすけて。




「……、見つけた」

　城山恭介は、微かすかに呟つぶやいていた。

『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』は、確かに聞き届けた。

　教え子は、『教授御ご前ぜん』の領域に辿たどり着いた。

「エリ＝スライド!!　記き憶おくや認識の『香』で僕ぼくの思考を読み取り、腐ふ食しよく性せいの『香』で六面全すべての壁かべへ干かん渉しよう！　幾き何か学がく模様の中から不要なラインを切断し、僕の望んだ通りに図面を切り替かえろ!!　イメージは昆虫、いや爬は虫ちゆう類るいの不完全変態!!」

「おいおいおいおい!!　ウルトラＣを何重に重ねた注文だ？　映像ディスクの表面よりも細かい溝みぞの集合で、かつ『紫し電でんの淑しゆく女じよ』でも吹ふき飛ばす事のできない『匣はこ』の強度もある。普ふ通つうに考えれば無理だ!!」

「理論はこちらで構築する。それも含ふくめて『香』で読み取れ。パンデモニウムの場合、純じゆん粋すいな装そう甲こう強度ではなく力を受け流す方式だ。陣じんの表面をこの世ならざる力が規則的に流れていくのと同じように。であれば力の掛かけ方に気を配り、同じライン上で正面衝しよう突とつするように誘ゆう導どうすれば自然と焼き切れる。人の手でも決して不可能な事ではない！」

「しかし！」

「できるはずだ、あなたがあらゆる召しよう喚かん師しを底上げするアンプリファイアならば!!　言われた通りに城山恭介の在あり方を増ぞう幅ふくしてみせろ!!」

　舌打ちした調ちよう香こう師しが覚かく悟ごを決める。

　腰こしのベルトに差していた小こ瓶びんを引き抜ぬき片刃の斧おのの背にあるものと交こう換かんしていく。

　フルートのように並ぶキーを操作し、トリガーで排はい気き。

　甘あまい匂においが広がっていく。

　じぃわああああああ!!　と、中ちゆう華か料理のような音がそこかしこで響ひびき渡わたった。薄うす暗ぐらい『匣はこ』のあちこちが溶接のように白く瞬またたいている。その全すべてが髪かみの毛の五〇分の一より細い溝みぞを正確に焼き切り、今まさに取しゆ捨しや選せん択たくしている最中なのだ。オタマジャクシが鰓えらを捨て、陸で呼吸できる肺を得てカエルとなるように。

　傍はた目めには、何が起きているのか理解できないかもしれない。

　それは成功なのか失敗なのか。

　だが、素人しろうとにも一目でそれと分かるバロメータが一つある。

「……、」

　恭きよう介すけは黙だまって振ふり返った。

　傍かたわらに控ひかえていた『白き女王』は相変わらず完かん璧ぺきなまま、にっこりと微笑ほほえんでいた。

　直後の出来事だった。




　ドバンッッッ!!!!!!　と。

　銀のツインテールの少女が内側から弾はじけ、光の粒りゆう子しとなって四方八方へ飛び散っていく。




　壮そう絶ぜつな光景だった。

　最初、粒子は地上で起きた打ち上げ花火の爆ばく発はつ事故のように無む秩ちつ序じよに散らばり、しかし遅おくれて指向性を伴ともなう。どこか一方向へと流れていく。壁かべをすり抜けて消えていく先は数百もの透とう明めいな球体が敷しき詰つめられた大部屋の方だった。おそらくは戒いましめられていた無数の魂たましいが元の肉体を切り分け、戻もどっていくためのプロセスなのだろう。

　今はまだ形を取り戻していない肉の塊かたまりと。

　今はまだ居場所を見つけていない粒子の魂。

　それらがパンデモニウムを通じて組み合わされば、依より代しろ達は再び自己を取り戻す。元あった三五三人はきちんと回復していく。

　奪うばわれた経験値を取り戻し、巨きよ大だいな胚はいは元の年ねん齢れいまで成長していく。

　肉体を取り戻し、魂こん魄ぱくは定着する。

　それで個人個人は救われる。

　後は自動的に進む作業を眺ながめていれば良いはずだ。

　恭介は、今まで全てを抱えていた存在へ目をやった。

　タイトスカートのスーツを纏まとう、碧あおい緑りよく髪はつのポニーテールの美女だけが残されていた。

「手て土産みやげだ」

　調ちよう香こう師しが付け足すように言った。

「姫ひめ川かわ美み夏かの魂たましいだけは、その器うつわに残した。ここでの経験値を失うのも惜おしいだろう。技術的にも、功こう罪ざいを自ら背負う意味でもな」

　ぐったりと四し肢しを投げ出す姫川美夏の体を、恭きよう介すけはそっと支えていた。

「だから言っただろう」

「う、あ」

　彼女は。

　自分の身に起きた事が信じられなかった。

　だって、自分は『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』の敵対者で。

　だって、自分は『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』に噓うそをついて騙だましていて。

　だって、自分には人に守ってもらえる理由なんて何もない悪女で。

　未来へ進むための歩みを諦あきらめ。

　何か一つでも遺のこせるものはないかと間ま違ちがった希望を掲かかげ。

　そのためにだけあれだけ大勢巻き込んで。

　なのに。

　なのに。

　なのに。

　全すべてを断ち切るように。

　城しろ山やま恭介はこう言い放ったのだ。

　一片の迷いもなく。

「次は分厚い扉をこじ開けて、中に閉じ込められている三五三人の依代を助け出す段階だ、ってさ」

「うああ……ッッッ!!!!!!」

　それ以上は必要なかった。

　支えられたまま姫川美夏は恭介の肩かたに両手を回し、その胸むな板いたへ顔を埋うめる。嗚お咽えつを洩もらすその女性は『教授御ご前ぜん』そのものではなかったけど、でも、全まつたく別個の心を持って涙なみだを流す事のできる、一人の人間だった。『緑の悪女』だか『白き女王』だか知らないが、そんなもののために使い潰つぶされて良い存在ではなかった。

（パンデモニウム……いいや、中央演算コアの『匣はこ』自体は幾き何か学がく模様を破は壊かいしたおかげでまともに機能はしなくなったはず。ただ、ここから二番機三番機を組み立てられると厄やつ介かいだから、もう少し徹てつ底てい的てきに破壊させてもらうか）

　姫川美夏は無事だった。

　三五三人の依代も救出の道ができた。

　パンデモニウム撃げき破はの道筋はついた。

『白き女王』は撤てつ退たいした。

　これ以上ないくらいの破格の状じよう況きよう。だが城しろ山やま恭きよう介すけの表情に弛し緩かんはない。姫ひめ川かわ美み夏かも、エリ＝スライドも、最初その意味が分からなかった。

　だから遅おくれて、知覚した。




　……、ふふ。




　この場において絶対にありえない、その女性的な笑み。

　城山恭介からほんの二〇メートルもない位置にそっと佇たたずむ、あらゆる闇やみを否ひ定ていする純白。

　腰こしまで伸のびる銀のツインテールにそれ自体が光でも放っているような白い肌はだ。ウェディングドレスを盛大に肉にく抜ぬきして銀の装そう甲こうを足したような、豪ごう奢しや極きわまる装束。その装束自体が千変万化の武装となり、かつ、それだけのものがありながら二本の細ほそ腕うでこそが最強の得物と恐おそれられる、究極の存在。

　最強の中の最強。

『白き女王』。

「どう、いう……？」

　姫川美夏が、信じられないものを見るような目を向けていた。

「でも、だって！　こうして私達は解放されて、女王にはその存在を支える依より代しろがいない状態なのに……!?」

　ツインテールの少女は応じなかった。ただ、人差し指を左右に小さく振ふる。

　今回のは面白い茶番だった。褒ほめて遣つかわす。

　だがもう一度口を挟はさんで逢おう瀬せを邪じや魔ましたら存在ごとすり潰つぶす。

　あの柔にゆう和わな笑み、その奥おくに妖あやしく輝かがやく眼光の意味を理解した恭介は、改めて口を開く。

「対たい抗こう召しよう喚かん、だな」

「ええ、あにうえ。そもそもパンデモニウムは『緑の悪女』を主システムで底上げした上で、別口で呼び出した『白き女王』を確実に撃げき破はするためのプロジェクト。実際にはあっちこっちがくるくると入れ替かわっていましたが、要点をまとめれば混乱する事はございませんわ。……つまり、パンデモニウムには未踏級を同時に二体召喚する技術が組み込まれていた」

　その内の片方は恭介達が破は壊かいし、もう片方は『白き女王』が独どく占せんした。

『緑の悪女』を底上げしてぶつけるというスペック通りの対処はできない。できたとしても、絶対に恭介は許さない。もう姫川美夏や依代達を犠ぎ牲せいには捧ささげない。

「さて、今回も三五三人の救われぬ人間を救済してしまったあにうえですが、未いまだタスクは閉じてはおりません。全すべての魂たましいが巨きよ大だいな胚はいまで退行した肉体に各おの々おの定着し、経験値の回復に基づき急速成長を経へて元の形を取り戻もどすまでおよそ一〇分。もしもこの間に巨大なレプリグラスの塊かたまりであるパンデモニウム、その動脈や静じよう脈みやく、心臓炉ろなどが致ち命めい的てきな損傷を負えば、一体何が起こるとお考えでございますか？」

　炎えん天てん下かの路上で溶とけたアイスを巻き戻もどすような変化の最中で、止まるか。

　あるいはそれすら叶かなわず、破は裂れつするか。

「……、させると思うか」

「ええ、まさに、ええ！　としか!!　わたくしとしては善ぜん悪あく好こう悪おなどどうでも良いのです。ただあにうえと一秒一いつ瞬しゆんでも長く戯たわむれる事ができるのならば、どのようなデートプランであったとしても！　これが最もあにうえの注目を集められるのであれば、わたくしはどのような憎にくまれ役でも買って差し上げましょう!!」

　おそらく世界のあらゆる兵器を集めたって、人類のあらゆる達人を呼んだって、『白き女王』には勝てないのだろう。城しろ山やま恭きよう介すけ、姫ひめ川かわ美み夏か、エリ＝スライド、マックス＝レイヤード。この場にいる誰だれがコスト１から召しよう喚かん儀ぎ礼れいで挑いどんだところで、本質的に『すでに完成している』女王には敵かなわないのだろう。

　あまりにも準備が足りない。

　それが分かっていて、なおかつ城山恭介はブラッドサインを手にしていた。

「うふ」

　その少女は、楽しそうに笑っていた。

　本当に本当に、それ以外の何も知らないかのように無む邪じや気きに笑っていた。

「三発、と明言しておきましょう。あにうえが『匣はこ』の組成を改変したせいで、わたくしの召喚にも限界がございます。そちらでも、もう計算はお済みでございますよね？　フルスペックで手足を振ふるえば、三発が限度。そこでわたくしの存在もまた霧む散さんし、今回のデートはここまでという話になりますから」

　三発。

　たかが三発。

　しかし、その数はどんな神話の終末論よりも絶対的な壁かべとなって恭介を潰つぶしに来る事だろう。そもそも、並の規定級や神格級であれば戦う前に脅おびえて身動きが取れなくなってしまうほどの相手だ。そこまでの『何か』が都合三度も襲おそいかかってくるというのだ。

「あらあら。これでもハンデが足りないというのでございましたら、何なりとお申し付けくださいな、あにうえ？」

　冗じよう談だんのように『白き女王』が語り、ドレスの一部が大きく変形した。二メートル近い日本刀。手にした女王が、何の気なしに放り投げてくる。

　空中で回転した刃やいばが垂直に落ちる。

　恭介の目の前で、床ゆかを割って立つ。

「アタッチセイント計画を覚えていまして？　神格級そのものではなく武装のみを呼び出し、それを人工物の中に組み込んで神々の力を暴走なしで操る事のできる……そんなカムフラの一つでございますわ。くす、そういえば、あにうえの目も若じやつ干かんギラギラしていましたわよね？」

『白き女王』は胸むねの前で両手を合わせてにこりと微笑ほほえみ、

「『穢れなき真実の剣持つ「白き」女王iu・nu・fb・a・wuh・ei・kx・eu・pl・vjz』。剣とはすなわち変へん幻げん自じ在ざいのわたくしの装束の事でございますが……その刀には神格級どころか、わたくしそのものの力が封ふう入にゆうしてある。わたくしと同じモノであればわたくしを害せる。かの『ガードオブオナー』の際に、あにうえ自みずからが取った戦術でございますわ。いかがでしょう、それを使ってのチャンバラという線でもわたくしは十分に楽しめますが」

　未み踏とう級、その頂点の中の頂点を確実に殺害できる武器。

　城しろ山やま恭きよう介すけからすれば、喉のどから手が出るほど欲しいはずのもの。

　だが少年はきっぱりと言い切った。

「ふざけるな」

「まあ」

「女王から授けられた力で女王と戦う？　そんなもの、まさに掌てのひらの上で踊おどっているだけではないか。あなたが決めたルールの中でしか抵てい抗こうできなくなる時代の到とう来らいではないか！　僕ぼくはそんなものにはすがらないぞ、女王。安易な最強に頼たよるのはもう真っ平だ!!」

『これ』を、自らの意思で振ふり払える胆たん力りよく。

　最強というあまりにも分かりやすい単語。その極限の誘ゆう惑わくを否ひ定ていする地じ金がね。

　自身の存在そのものを拒きよ絶ぜつされながらも、しかしそれがたまらなく愛いとおしいかのように、『白き女王』はゆったりと目を細めて笑っていた。

　そして恭きよう介すけはそれ以上取り合わなかった。

「美み夏か、力を貸せ」

「美夏さんです。それにしても、よもやこんな陣じん営えいになるだなんて想像もつきませんでしたよ。てっきりあなたを騙だまして永遠に分かたれるものだと腹をくくっていたのに」

「何でも良い、せっかくまとまりかけた話をあんな反則に潰つぶされてたまるか！　ヤツに打ち勝つにはあなたの力がいる。三発、たった三発!!　世界の終末を三度乗り越こえるだけの力を、僕に貸してくれ!!」

　ピィーッ!!　という甲かん高だかい笛の音が恭介の言葉を遮さえぎった。

　姫ひめ川かわ美夏の首に下がっていた、ホイッスルの音だった。

「チッチッチッ。言葉が違ちがいます」

　彼女はようやく、本当にようやく。本来の調子を取り戻もどしたように、人差し指を振ふっていた。

　サイドを破いた藍あい色いろのタイトスカートのスーツに意図して伝線させたストッキングを穿はいた、碧あおい緑りよく髪はつのポニーテールの美女は笑ってこう言ったのだ。

　あくまでも『イリーガル』らしく。

　鈴すずのように響ひびかせながらも、しかしどこか凄すご味みを帯びる声で。




「言えよ、恭きよう介すけ君。こういう時は、素直にたすけてって叫さけばなくちゃあダメなんです!!」




　虚きよを、衝つかれた。

　言葉の意味を理解するのに一いつ瞬しゆん以上の時間を要した。

　だって、ある少年は『白き女王』を解き放った大罪人で。秘ひ匿とく大戦によって真なる実力者達が軒のき並なみ全ぜん滅めつして、『ガバメント』『イリーガル』『フリーダム』は迷走するだけ迷走を続けて、より多くの問題を撒まき散らして、つまりは世界の問題の半分は城しろ山やま恭介が関与しているような最低最悪の状じよう況きようで、巡めぐり巡ってパンデモニウム建造の後あと押おしすらしているかもしれないのに。

　それでも、そんな一言を告げる資格があるのか。

　言っても良いのか。許されるのか。

　歯を食いしばり、唇くちびるまで嚙かんで、芽生えた『それ』を反射的に吞のみ込んでしまおうとして。

「資格や条件で救済の範はん囲いなんか決めるべきじゃありません」

　ぽん、と。

　極限の位置に立つ召しよう喚かん師しの頭に柔やわらかい感かん触しよくがあった。

　傍かたわらの女性がそっと手を置いた音だった。

　まるで、知らない街で呆ぼう然ぜんとする子供を安心させるために、大人がそうするように。

「だって、私は計画的に三五三人の魂こん魄ぱくを犠ぎ牲せいにしようとして、それを最さい善ぜんの答えだと信じ続けた。そんな大罪人の私を許し、救ってくれた恭介君が、一体どんな理由で救済を拒こばまれなくてはならないというんですか？」

　焼けた炭の上を裸足はだしで歩くような地じ獄ごくの道を進み続けて。

　極大の邪じや悪あくと常に寄り添そうような時間を過ごして。

　背負った十じゆう字じ架かの重みに潰つぶされそうになりながら、潰れてしまわないように最強を目指すしかなくなって。

　そんな毎日の中で、ついに聞けなかった言葉を耳にした。

　姫ひめ川かわ美み夏かは過去の情景に生きる『教授御ご前ぜん』そのものではなかったけれど。全まつたく同じように、背中を追うべき位置に立っていたのかもしれなかった。

　嚙んだ唇から鉄の味が滲にじみ。

　自傷の凶きよう器きと化した歯をゆっくりと離はなして。

　そして。

『フリーダム』アワード９０３、『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』と恐おそれられる絶対の召喚師は、まるでこの世ならざる異世界を知らなかった頃ころのように、汚けがれなき声をポツリと洩もらしていた。

　そう。

　まさに。




「　　　　」




　その一言が、世界を焼き尽つくす引き金となった。

　ゴトンと励起手榴弾インセンスグレネードが足元に落ち、依より代しろのパートナーは一度だけ満足そうに頷うなずいて、そんな二人を眺ながめて『白き女王』は笑んだまま暗い炎ほのおに全身を包み込み。

　今度こそ、最後の戦いが始まる。

　人の心が紡つむいだ力と異世界にわだかまる最強との、正面切っての激げき突とつが。




　　　　５（Time line『Now』）




　三発。

　たった三発。

「うおおおおォォォォああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　人工霊れい場じようが展開されると同時、恭きよう介すけはありったけの力を込めてブラッドサインから『白しろ棘とげ』を打ち出した。立方体の『薔薇ばら』に激突し、無数の赤い『花弁』が散らばり、次々にスポットへと叩たたき込まれていく。

「くすくす、あはは!!　たかだか規定級なんぞに命を預けるだなんて、健けな気げなあにうえ。所しよ詮せんは人間が神格級や未み踏とう級に届くために人工的に製造して異世界へ埋め込んだ模造品に過ぎないでしょうに」

『白き女王』相手に規定級や神格級では何もできない。力の有無以前に、あまりの恐きよう怖ふに屈くつして身動きが取れなくなってしまうからだ。

　未踏級まで徹てつ底てい的てきに錬れん成せいを続ければ行動の自由は得られるが、それでも女王の力は圧あつ倒とう的てきだ。過去には『紫し電でんの淑しゆく女じよ』が一いち撃げきで瞬しゆん殺さつされるのを目の当たりにした。おそらくは『大三角』と目される最強クラスであっても『白き女王』には敵かなわないだろう。……何しろ、その不可能を可能にするためのパンデモニウムだったのだから。

　だから、戦って倒たおし、殺して滅めつするまでは考えなくて良い。

　この三発を生き残る。そのために依代を被召物マテリアルに変え、恭介の全身を防護円で囲む。

　そんな人間としての合理的思考を、

「くす」

　笑みが。

　涼すずやかな顔の『白き女王』が、あらゆる前提を崩くずしにかかる!!




　ドッッッ!!!!!!　と。




　具体的に何が、という話ではない。

　ただ『白き女王』に照準されるという事実。外的、内的、あらゆる要因から召しよう喚かん師しというより儀ぎ式しき全体を保護する防護円に守られているという基本さえ見失い、恭きよう介すけは危うく呼吸が詰つまりかけていた。全身から嫌いやな汗が噴ふき出し、眼球が揺ゆれているのか視界がぐらぐらと落ち着かない。注意しないとひどい貧血のように思考さえまとまりを失ってしまいそうだった。

　それは『白』の感覚。

　真っ当な死さえも許されない、彼ひ岸がんも此し岸がんもお構いなしにあらゆる世界の組成をごっそりと削けずり取る、最大最悪の末路の予兆。

　城しろ山やま恭介は人間としての理性よりも生物としての本能に従った。

　全すべてをかなぐり捨てて、とにかく総力を振ふり絞しぼって右手側へ大きく跳はね飛ぶ。

　直後の出来事だった。

　女王の装束の一部が波打ち、気がついた時には数十メートル規模の長大な両りよう刃ばの西洋剣けんが組み上がっていた。

　謳うたうように、破は滅めつは告げる。




「一つ」




　光が。

　音が。

　横よこ薙なぎの一いち撃げきと共に、まとめて消失した。それは、ただの剣ではなかった。振り回されると同時にバラリと解け、数千数万の細い細いワイヤーの嵐あらしと化したのだ。それも先せん端たんに鋭えい利りな釣つり針を、側面に凶きよう悪あくな糸いと鋸のこの刃を備えた、肉を裂さき骨に食い込む殺さつ戮りくの暴ぼう威い。一辺五〇メートルの立方体だった『匣はこ』の内部を白く抉えぐり取り、時間や空間の壁かべすら軽々と引き裂いて破は壊かいという本質が一挙に雪崩なだれ込んでくる。

（被召物マテリアルが、美み夏かが、やられる!!）

　もう、叫さけび声を上げている暇ひまさえなかった。

　横に逃にげる己おのれの体を無理矢理に方向転てん換かんしていく。敗北者のペナルティ、何よりパートナーの美女を発はつ泡ぽうスチロールのように粉ふん砕さいさせないため、恭介は全ぜん身しん全ぜん霊れいで恐きよう怖ふを押おさえ込んで自みずから前へ。所しよ詮せんは『始祖の黄ｓ』に過ぎない姫ひめ川かわ美夏を助けるため、防護円に全てを預ける。

　直後に轟ごう音おんが炸さく裂れつした。

　あらゆる死の要因から守ってくれるはずの防護円が、頼たよりない水風船のように大きく歪ゆがむ。どうして砕くだけないのか逆に不思議なくらいの印象がある。そして内側へ迫せまりくる透とう明めいな壁かべによって、恭きよう介すけは全身をまともに叩たたかれた。

　冗じよう談だん抜ぬきに血ち反吐へどが飛び出す。

　今ので寿じゆ命みようが何年縮んだかは知らない。だが野の晒ざらしなら挽ひき肉にくの一ひと欠片かけらさえ残らなかった。




「二つ」




　そこへ。

　体勢を立て直す暇ひまさえなく。

　気がつけば、恭介の真後ろから柔やわらかい声が飛んできた。心臓が、大きく跳はねる。背後からジリジリと迫りくる圧あつ倒とう的てきな気配、存在感、オーラ。あるいはそれだけで敵対者を捻ねじ伏ふせ、平へい伏ふくさせかねないほどの暴力。神経をスタンガンで焼かれるような感覚を浴びながら、それでも恭介は必死になってぐるりと振ふり返る。

『白き女王』の細ほそ腕うでがゆっくりと振り上げられたところだった。

　死ぬ。

　城しろ山やま恭介は率直にそう思った。

　そして五体満足の自分が崩ほう壊かいするとしたら、肉体の何％まで許容するかを冷静に分ぶん析せきする事にした。手足のどれかが飛ぶまで？　目玉や耳を左右の片方抉えぐられるまで？　腎じん臓ぞうや肝かん臓ぞうの一部が破は裂れつするまで？

（脳と心臓さえ残っていれば御おんの字だ!!）

　ゴッッッガ!!!!!!　と、壮そう絶ぜつな音が鳴り響ひびいたのは直後の事だった。

　何の武器も持たない、しかし故ゆえにこそ最強な『白き女王』の細腕が、何の躊ちゆう躇ちよもなく恭介の防護円を貫かん通つうした轟ごう音おんだった。

　真まっ直すぐに突つき込まれた五指が、迷わず恭介の胸むな板いたに吸い込まれる。

　肋ろつ骨こつをへし折り、中で守られていた筋肉の塊かたまりのような臓器を正確に摑つかみ取る。胸きよう郭かくの中、その滑なめらかな指の腹でなぞり、感かん触しよくを楽しむようにして。

　つまりは。

　心臓。

「えぶっ!?　あごう！　おばふがあ……ッッッ!!!!!!」

「あらあら。詰つんでしまいましたわね、あ・に・う・え？」

　ドッドッドッドッ!!　と、自分の鼓こ動どうが酷ひどく他た人にん行ぎよう儀ぎに響き渡わたる。

　うっとりと微笑ほほえみ、生命のサインを掌てのひらで味わいながら、『白き女王』はそう告げた。

「ここで諦あきらめますか？　それとも三つ目を楽しみますか？」

[image: ]

「笑わせる、な……」

「だと思いました。それでこそのあにうえでございますっ☆」

　高こう密みつ度どの緊きん張ちようが襲おそい、顔と言わず全身から嫌いやな汗が噴ふき出すが、恭きよう介すけは命の塊かたまりを鷲わし摑づかみにされても恐きよう怖ふの表情を浮うかべない。そもそも『白き女王』と戦うとは、こういう次元なのだ。相手が銀河の果てにいようが、心臓に触ふれられる位置まで潜もぐり込んでこようが同じ事。相手が世界に『出現』した以上、常に『次の一手』で死ぬかもしれないと覚かく悟ごしなければ始まらない。

　一方で、ツインテールの少女は徹てつ底てい的てきに変わらない。

　最強はどんな時でも揺ゆらがない。

「そして残念ながら、三つ目はもう終わっているのでございます」

　恭介の眼球が、視界の隅すみで蠢うごめく何かを認識する。今の今まで捨て置かれ、しかし絶対に忘れてはならない存在を。

　まるで挑ちよう発はつでもするように『白き女王』が放り投げた、一ひと振ふりの白く長大な刀。安あん易い極きわまる最強の武具にも似て床ゆかへ突つき立ったそれが、不気味な自己主張を始めている。

　変へん幻げん自じ在ざいの女王の得物。

　であれば、剣けんや刀がそのままの形をしていなければならない理由はどこにもない。

　あの刃やいばは。

　突き刺ささったその先せん端たんは、どんな形をしている。

　いいや。

　一体『どこまで』伸のびている……!?

「三発を耐たえろ、と言いました」

『白き女王』は笑っていた。

「この心臓への一いち撃げきが、最後の三発目。つまり最初の最初の第一投は、あにうえが気張る前からすでに放たれていたのでございますわあ……!!」

　その一撃は、恭きよう介すけ達を狙ねらったものではないだろう。

　パンデモニウムの基幹構造全体を標的に定めた悪あく趣しゆ味みな攻こう撃げきだったのだろう。

　三五三人の依より代しろ。

「さて問題、放たれた第一投は何を貫つらぬいていたでしょう？」

「……、」

「三五三の魂たましいを三五三の肉へ再定着させている、まさにその真っ最中。そこでパンデモニウムが強制停止したら何がどうなるか、想像が及およばないあにうえではございませんよねえ？」

　彼女達の帰き還かんプロセスを妨ぼう害がいし、せっかく救ったはずの命を根こそぎ奪うばうという展開を作り上げるための。

「あはは!!　あはははははは!!　つまり、つまりでございますよ!!　あにうえが何をしようがしまいが、すでに初手から絶望は決まっていた!!　三五三人は助からなかった!!　わたくしが放った一撃はフレームを引き裂さきレプリグラスの心臓炉ろを貫き、完全確実にパンデモニウムを内部起き爆ばくさせます。考えてみれば当然でございましょう？　この『白き女王』からの打ちよう擲ちやくを、ただの一発でも防げるなどと思う事。それ自体が不敬なのでございますから」

　一撃必殺。

　それが当然。

「ですから、最初から申し上げておりましたのに！　この刀を使いますかと選せん択たく権けんを与えておりましたのに、まあまああにうえったらわざわざ手放して!!　うふふ、あははははは!!　自みずからの手で引っこ抜ぬいていれば話は変わったのかもしれないのに、わざわざ見み逃のがして！　ぷっくく、あははははははっはっはははははははは!!　さあさあ思い切りクールに格好つけた選択の結果自らが招いた悪夢を存分にご堪たん能のうあれ、あ・に・う・え？」

　ぞくぞくぞくぞくう!!　と最強の中の最強は不規則に背筋すら震ふるわせて宣告していた。

　かの女王の邪じや悪あくの輪が完成する。

　運命が閉じる。

　散々努力しても結局誰だれ一人救えなかったという恐おそるべき結末が迫せまりくる。




「だったらどうした」




　その、まさに直前であった。

　少年の冷れい徹てつ極きわまる一言が、絶望に続く道を一刀両断した。

「……、な、ん？」

　恭きよう介すけの胸むな板いたに片手を突つっ込み、心臓を優しく握にぎり締しめたまま、『白き女王』は怪け訝げんな声を出していた。そのまま辺りを見回す。

　ない。

　変化がない。

「どういう事で、ございますの？」

「僕ぼくはあなたを理解している、あなたの邪じや悪あくを。『雨中の少女』の時もそうだったな、女王。あなたは正しいと思った選せん択たくの結果、僕の手で最悪の事態を引き起こさせる事を至上の喜びとしている向きがあっただろう？　だとすれば、一連の流れのどこに悪意が込められているかは自明の理だ。何故なら女王が僕にハンデを与える理由なんか一つもなかったんだから」

　文字通り命を握られたまま。

　しかし少年は不敵に笑った。

「〝いかがでしょう、それを使ってのチャンバラという線でもわたくしは十分に楽しめますが〟……誰だれの言葉だ？　ふざけるなよ女王、あなたにそんな無邪気な良心なんて残っている訳がないだろう？　あれは、『三発』の宣言の直後に行われた不自然な提案だった。律りち儀ぎにルールを守る僕を突き落とすにはうってつけだったって訳だ」

「そんな馬ば鹿かな、でしたら何だというのでございますか。わたくしの第一投、かの剣けんは完全に、確実に！　パンデモニウムの急所たる心臓炉ろを一直線に貫かん通つうしたはずでございますのに……」

「……信楽しがら真ま沙さ美みはちゃらんぽらんな開発者だった」

　しがない歩兵ポーンが、今一度女王クイーンに挑いどむ。

　女王ではなく、少年が『答え合わせ』をできる側に立つ!!

「そして彼女は与えられたリクエストに不満があれば、設計図も仕様書も無視して勝手にスクリプトを追加してしまう事でも有名だった。このシステムは冷れい酷こくなだけで人間味が足りない、そんな風に言いながらね」

「ま、さか」

「あなたは確かに正確な場所へ正確に最大の攻こう撃げきをぶち込んだのかもしれない」

「こうなる事も、想定された道の一つだった？　ですが、一体誰に……。設計段階からの仕込みであれば、あにうえでは因いん果が律りつが間に合わないはずでございますわ!!」

「だけど信楽真沙美はパンデモニウムの図面に手を加えて、各おの々おののパーツを数ミリずつズラして配置させていた。胴体だけで全長八〇〇メートル、『腕』を入れればそれ以上、パーツの総数は数千万、いや億単位に達する大事業だ。一つ一つは小さなズレでも、集まれば大きな誤差へと広がっていく。あなたは！　どこで目にしたか知らないが、図面と現実のズレに翻ほん弄ろうされて紙一重で急所の炉心を外はずしていたんだ。ちょうど僕ぼくの心臓に触ふれているように。だから僕は立ち位置を見定め、あなたが刀を投げ落とす座標を調整さえすれば良かった！」

　小さな違い和わ感かんなら、あちこちにあった。

　例えば、休きゆう憩けい所じよで憑空暴走イマジナリーフラツシユバツクで疲ひ弊へいした姫ひめ川かわ美み夏かの体力回復に努つとめた時。

　───一〇メートル×二〇メートル×……。

　───一七・〇四メートル？　もったいないな、あと少しで一対二対ルート三なのに。

　例えば、初めてこの中央演算コアの『匣はこ』へ踏ふみ込んだ時。

　───五〇×五〇×……。

　───……四九・九九八？

「わ、たくしを……」

　銀のツインテールの少女は、どう表情を作るべきか決めかねているようだった。

　だがそこに浮うかんでいるのは、確実に笑み以外の何かだった。

「……あにうえではない、あにうえ以外の誰だれかが、わたくしを読んでいたですって……？」

「のちに『女王の箱庭』で邂かい逅こうする開発者だ、どう考えたって天才の部類だろう」

　今度は、恭きよう介すけが笑う番だった。

「彼女は『匣』の余白にこう書き込んでいたよ。パンデモニウムが起動すれば、大筋で五九種、詳しよう細さいなら一八万七六〇〇通りの終末論が芽め吹ぶくだろう。だからその全すべての対たい抗こう策さくを内包しておくので、各個の判断で見み極きわめて最悪を遠ざけて欲しいって！」

「……、ぁ……」

「そしてこうも書き残していた。『白き女王』が最強だからって、彼女の手で人死にを許すなってね!!　僕は『教授御ご前ぜん』の遺い志しを引き継つぐ、引き継いで勝利をもぎ取るんだ、女王。あなたが最強だろうが何だろうが、人と人の絆きずなの中にまでは立ち入れない。積み重ねた時間の中には割り込めない。命を奪うばった程度で断ち切られたりはしない！　『最後の罠わな』を僕本人ではなくパンデモニウム破は壊かいに設定したのもあの人の努力を無む下げにしたいと思ったからだろうけど、そんな程度で揺ゆらぐものではないんだ!!」

「あにうえとっ、わたくしとあにうえの間に、入ってくるなァァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　絶ぜつ叫きようする女王の手に、わずかな力が加わった。

　それだけで優しく撫なでられていた少年の心臓は握にぎり潰つぶされていてもおかしくなかった。

「『穢れなき真実の剣持つ「白き」女王』。今のあなたは」

　だが実際にはそうならなかった。

　理由は単純。

「もう、怖くない」




　三度の攻こう撃げきはしのいだ。

　今度こそ『白き女王』は全すべての力を失い、霧む散さんし、被召物マテリアル渦うず巻まく異世界へと退去したのだ。




「……終わっ、た」

　呟つぶやいた。

　直後に『栓せん』がなくなったせいか、五つの風穴から赤黒い液体がこぼれてきた。

　ドッ、と恭きよう介すけは膝ひざから崩くずれ落ちる。

　姫ひめ川かわ美み夏かか、エリ＝スライドか。誰だれかが必死になって声をかけてきたが、もう恭介には応こたえる気力も残っていなかった。

（やっぱり……）

　ただ。

　それでも少年は、久しぶりの勝利に笑っていた。

（……あの人は、とんでもないや）
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　意識が明めい滅めつする。

　だが城しろ山やま恭きよう介すけとしては、このまま黙だまって倒たおれる訳にもいかなかった。

　彼の自我はほんのわずかに波立っている。その波が頂点まで達した時だけ、断続的に視界が広がる。眠ねむっているのか、起きているのかも曖あい昧まいな状態の中、自分の体が寝ねかされ、そして不規則に揺ゆれているのを自覚する。

　担たん架かかストレッチャーか。

　とにかく何かしらの機材を使って医い療りよう施し設せつに運ばれている最中なのだろう。

「気がついたか」

　救急隊員と共に歩いているのか、傍かたわらから少女の声があった。

　舌の上に乗るピアスが瞬またたきのような光を放つ。

　調ちよう香こう師しのエリ＝スライドだ。

「とりあえず『香』の力で痛みを散らし、意識レベルを高こう揚ようさせてはいるが、アタシにできるのはこの辺りが限界だ。外科手術的な対処はよそへ回すしかないな。……その上で、お前に尋たずねておきたいんだが」

「ああ、分かってる……」

　ここはまだデルタストン家の支配する国際見本市D.R.O.K.の会場内……一つの街の中だ。向こうの当主が敗北の衝しよう撃げきから立ち直れば即そく座ざに敵に回る。ここで彼らの息のかかった医療施設の世話になるのはあまり得策ではない。何しろ『鍵かぎ番ばん聖せい女じよ』なんていうものに躊ちゆう躇ちよなく手を染める連中だ。麻ま酔すいで眠らされている間にどんな異物を埋うめ込まれるか分かったものではない。

「パンデモニウムについては三五三人の回復を確認後、お前の頭から得た方式で『匣はこ』の全回路を焼いておいた。一片も残していないから修復は不可能だろう。何より、『白き女王』の刀が基幹構造をまとめてぶち抜ぬいていたのは幸いしたな。痕こん跡せきを調べれば、『ガバメント』『イリーガル』『フリーダム』、何よりデルタストン家自身が認めざるを得なくなる。パンデモニウムのラインを続けても、かの女王に一いつ矢しを報むくいる事は敵かなわない、と」

「……、」

　あの純白の邪じや悪あくの言動が功こうを奏そうしたと、その事実を簡単には受け入れられない恭介。

「アタシはそろそろ行方ゆくえを晦くらますよ。パンデモニウムという最大の『交こう渉しよう材料』を失い、三大勢力との軋あつ轢れきだけを残したデルタストン家は速すみやかに衰すい退たいするだろう。が、残党からの憎ぞう悪おを差し向けられないとも限らない。とっとと『香』を使ってマックスのヤツを正気に戻もどし、仮かり初そめの街から離はなれるのが一番だ」

「だろうね。僕ぼくの事は気にしなくて良い。自分の不手際だ、こっちでケリをつけるよ。それで、姫ひめ川かわ美み夏かは？」

「美み夏かさんです。ここにいますよ、恭きよう介すけ君」

　と、反対側から優しい女性の声が届いた。

　会話の矛ほこ先さきが変わった事で役目を終えたと受け取ったのか、こちらを覗のぞき込んでいたエリ＝スライドは袖そで付きマントをばさりと翻ひるがえしてどこかへ消えてしまう。

「三五三人の依より代しろについては、元あった三大勢力それぞれに引き取られていくようです。デルタストン家側から返へん還かん要求が来る事も予想されますが、同家の衰すい退たいと共に実効能力はほとんどゼロに近くなると」

「……、そうか」

　あんな目に遭あった依代達がまだ召しよう喚かん儀ぎ礼れいの世界で依代を続けたいと思うかどうかは疑問だが、こればかりは恭介の側から一いち概がいに決められない。中には陽ひの当たる世界では生きていけず、こちら側にしか居場所のない人だっているだろう。

　そして三大勢力からすれば、ある種の才能依い存そんで不足気味な依代を回収できるならそれに越こした事はないはずだ。これは、自分で忘れていたタンスの裏のヘソクリを見つけて喜ぶようなもの。デルタストン家の言いなりになって返還するとは思えない。

　完全なハッピーエンドとはいかない。

　彼女達の向かう先で次の悲劇が待っているかもしれないし、そもそも三五三人の所属を巡めぐって三大勢力がいがみ合うかもしれない。

　ただ、

（……そうなったら、もう一度彼女達の声に応こたえるまでか。挑ちよう戦せん権けんが一度しかないなんてルールはどこにもないんだし）

　そういう意味でも、そろそろ行動に移った方が良い。

　泥どろ船ぶねとなったデルタストン家に引きずり込まれる義理は特にない。

「美夏」

「美夏さんです。何でしょう」

「すまない」

　シンプルな言葉だった。

　そして寝ねかされたままどこかへ運ばれている恭介は、その手を姫ひめ川かわ美夏の顔へと突つき付ける。まるで鉄砲のジェスチャーのように。人差し指の先には小さな血の珠たまがあった。

　タイトスカートのスーツの美女は最初驚おどろいたような顔をして、それから理解の色が滲にじんだ。

　別れのサインだ。

「デルタストン家の憎ぞう悪おはこちらで引き継つぐ。あなたは城しろ山やま恭介と共に行動した依代という特別性を捨てて、パンデモニウムに封ふうじられていた三五三人の一人として群衆に紛まぎれろ。それで累るいが及およぶリスクは格段に減る」

「……、」

　姫ひめ川かわ美み夏かは、余計な拘こう泥でいをしなかった。

　ただ一度だけ、そっと息を吐はいていた。

「身も世もなく泣なき喚わめいたところで、何かが変わる訳でもなさそうですね」

「ああ」

　召しよう喚かん師しと依より代しろの関係には特とく徴ちようがある。両者の完全合意を必要とする契けい約やくと、召喚師の側から一方的に実行できる解かい除じよ。つまり主格は召喚師にあり、こちらが断つと宣言すれば依代の側から抵てい抗こうする事はできない。

　その上で。

　しかし、姫川は笑って言った。

「でも、大だい丈じよう夫ぶですよ」

「？」

「もしも私と恭きよう介すけ君の間に縁えんが繫つながっているのなら。あの女王の支配する召喚儀ぎ礼れいの理ことわりでも説明のつかないもので結びついているのなら」

　彼女は彼女で、鉄砲のジェスチャーを作った。

　何の意味もないそれ。

　互たがいの腕うでを交差させるような格好で、姫川美夏は恭介の顔に人差し指を突つき付ける。
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「私達は、またいつかどこかで出会える。その時に全すべて思い出しますから」
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　姫ひめ川かわ美み夏かとの別れを経へて、数分後。

「……、っと」

　城しろ山やま恭きよう介すけは痛む体を引きずりながら、ストレッチャーの上から降りていた。辺りには救急隊員らしき男が二人ほど気を失って倒たおれている。必要な事とはいえ、彼ら自身には罪はないかもしれなかった。やや胸むねが苦しいが、今は拘こう泥でいしていられない。

　背中からブラッドサインを抜ぬき、それを杖つえの代わりのようにして、歩く。

　経路に気を配り、スマホを使ってトイドリーム35で待つ愛あい歌かや緑リユウ娘ニヤン藍ランと連れん絡らくを取りながら。

『……お兄ちゃん、事情は分かったのですができるだけ早く帰ってきてください、うっぷ……』

「うん？」

『やはりひきこもりの妹の世話役と言えばお兄ちゃんに決まっていたのです。あの年増の脂し肪ぼうの塊かたまりめ、毎日毎日チリソースやオイスターソースの大だい洪こう水ずいで攻せめ込んできて……』

『じゃじゃーん、今日のおやつはもちもち餃子ギヨーザピザー』

『ぎゃーっ!!　朝昼晩中ちゆう華かまみれはしばらくのーさんきゅーなのです……!!』

　目的はデルタストン家の息のかかった国際見本市D.R.O.K.の会場から速すみやかに立ち去る事。だが実際の行動となると一ひと筋すじ縄なわではいかない。何しろここは北海道の大草原に漠ばく然ぜんと造られたドーナツ状の即そく席せきの街。電車一本で家まで帰れるほど甘あまくはない。最も寄よりの街まで最短でも数十キロはあるだろう。

　なおかつ、デルタストン家側からの追つい撃げきの可能性も考こう慮りよしなくてはならない。『保護の窓まど口ぐち』がある依より代しろ達と違ちがって、恭介は彼らに見つかれば瀕ひん死しの体にトドメを刺さされかねない。

（ひとまずはトラック基地か。数万もの人間の衣食住を確保するなら相当量の生活物資と、廃はい棄き物ぶつが発生する。まず間違いなくかなりの規模の物流システムが構築されているはずだが）

　この辺りは歴戦の召しよう喚かん師しだろうが不法移民だろうがやる事は変わらない。適当なトラックを見み繕つくろい、荷台の扉とびらを開けて、ひっそりと潜もぐり込む。基本である。

『あら、もちもち餃子ピザを中華料理だなんて呼んだら本家本元にぶっ飛ばされそうなものだけど』

『何で中華でないものを中華の味付けにしてしまうのですか……！　わざわざハンバーグやチャーハンにカレー粉をドバドバ注いで飽あきを加速させるようなこの暴挙！　ひきこもりの心の余よ裕ゆうは人より少ないという事が分からないのですか……!!』

『やあーねえー。そもそも中華料理と言っても北ペ京キン、上シヤン海ハイ、四し川せん、広カン東トン、そして香ホン港コンと大別されて、さらに』

『良いんですそういう話は!!』

　トラック基地はいくつかあったが、野の晒ざらしの駐ちゆう車しや場じようというよりはサーカスのように大きなテントで囲われた場所が多かった。食品などの生活物資の中に異物を入れられては困るし、国際見本市なので搬はん入にゆう出しゆつの途と中ちゆうで最新機材を撮さつ影えいされるのも防ぎたいのだろう。そして、どのトラック基地に何が運び込まれ、どんな重要度があるのかさえ知られたくない。という訳で、重要な貨物もそうでない貨物もいっしょくたにブラックボックス化が進められていく。

　とはいえ、やはりこれも基本だ。

　限定された出入口のゲート付近ではセンサーや人間の警備などが張っているが、所しよ詮せんは分厚いテント。裏に回って布地そのものを切り裂さいてしまえば、どこからでも侵しん入にゆうできる。

　中にはたくさんのトラックやトレーラーが停められていたが、人の気配は全まつたくない。長ちよう距きよ離りドライバーにとって休息は命いのち綱づなだ。高速道路のパーキングならともかく、きちんとした物流基地であれば少しでも疲つかれを取るために宿しゆく泊はく施し設せつへ向かうだろう。

　恭きよう介すけは居並ぶ大型車両の後部に回り、一つ一つを眺ながめ、ナンバープレートの地名や専門性の高い表示を見比べていく。

「これから外に出るけど、このスマホの信号から拾ってもらえそう？」

『……何とかするのです。そして学びなさいお兄ちゃん、年増の脂し肪ぼうの塊かたまりなんぞを仲ちゆう介かいして仕事を受けるからろくな事にならないのだと。やはりお兄ちゃんの面めん倒どうを見るのは優すぐれた妹しかいないのだと……!!』

「『ガバメント』からの依い頼らいも大たい概がいろくな結果にならないけどね」

（とりあえず街の外まで確実に出られれば、そこから乗り換かえてしまえば良い。金属ゴミなら確実かな。美術品と違ちがって荷物に配はい慮りよする必要がないから、定期的に中を覗のぞいて固定状じよう況きようを確認されるなんて心配もなさそうだし）

　そんな風に思っていた時だった。

　それは来た。




　ズドァッッッ!!!!!!　という。

　暴風じみた緑色の爆ばく発はつ。




　学校の校舎よりも広いテントの内側全すべてを埋うめ尽つくすような不気味な閃せん光こうが踊おどり狂くるう。一つ一〇トンから二〇トンに達するトラックやトレーラーが紙箱のように吹ふき飛ばされ、転がされ、互たがいが互いを押おし潰つぶしていく。無事なものは一つもない。恭介自身も気をつけなければ鉄てつ塊かいに巻き込まれるところだった。ただ『紫し電でんの淑しゆく女じよ』を思えばこれでも随ずい分ぶん安定しているはずだ。

　当然のように表でも騒さわぎが起こるが、限られた出入口は全て大量のトラックを積み上げた山で塞ふさがれているらしい。警備の人員は喚わめくばかりで、誰だれも入ってこられない。

　ザザザザガリガリガリガリ!!　と耳元のスマホからノイズが爆発し、いつの間にか通話も途切れてしまっていた。

　そして。

　全すべての暴風の中心点に、かの存在は君臨していた。

「あ、なたは……!?」

《ははーはー!!　よお恭きよう介すけちゃん、退たい屈くつだから遊びに来てやったぜえ？》

　まず巨きよ人じんがあった。安っぽいブリキでできた一五メートル以上の大男が卑ひ屈くつな四つん這ばいになっている。プライドという概念を捨てて家具に成り果てたそれは、よくよく見れば一枚板ではない。それこそ数百万数千万もの金属の杖つえをグシャグシャに束ねてヒトガタを作っているのだ。金銀宝石で頭を飾られた杖は洋の東西を問わず、古来より特に男性社会における権力や神性の象しよう徴ちようとして扱あつかわれてきたものだった。

　しかしどれもこれも安っぽく、ボロボロにメッキの剝はがれた杖の群れ。

　ガラスどころかプラスチックにさえ届かない、安さを極きわめた酷ひどい輝かがやきの宝石達。

　俗ぞく世せの金と欲にまみれた権けん威いの象徴。

　一皮剝むけば、メッキの奥おくに覗のぞくのは民衆を打ちよう擲ちやくし、無用な罰ばつを与える穢けがれた笞ち杖じよう。

　そしてその『朽くちた父性権威の集合』たる巨人の全身をギチギチと戒めるように、緑色の大だい蛇じやの胴があった。いいや、それは単純な蛇へびではない。せいぜい一二歳程度の少女の上半身に、大蛇の下半身を繫つなげたような、神話の世界の住人が四つん這いの巨人の背中側に君臨しているのだ。踏ふみつけ、腰こしを下ろすように。

　未み踏とう級『大三角』の一角にして、『イリーガル』の守護者。

　音域『中音』、コスト18。

『虚ろなる財宝にて世界を満たす「緑」の悪女lu・o・np・e・qo・ei・r・k・a・rum・pl』。

　見た目は髪かみを緑に染めたショートヘアの可か憐れんな乙女おとめだが、べろりと伸のばした舌はどこまでも長い。それこそ蛇のように縦たて長ながの瞳どう孔こうには邪じや悪あくと好戦、そして嗜し虐ぎやくの色に満ちていた。

　どこまでも伸びる蛇の身のあちこちに、巨人の表面から剝がれた無数の杖が突つき刺ささっていく。そして少女が貫つらぬかれるたびにメートル越ごえの巨大なシャボン玉のようなものが彼女の周囲、何もない虚こ空くうに湧わき立つ。現在進行形で、山のように積まれていく。スノードームにも似て、シャボン玉の中にはビジョンがあった。

　あるいは、誰だれも見た事のない爆ばく弾だん。

　あるいは、振ふり込め詐さ欺ぎのような妖あやしい犯罪の概がい念ねん。

　あるいは、清きよらかな聖女の貞てい操そうすら一夜にして突き崩くずす一滴てきを形作る、簡かん易い極まる化学式。

　薄うすい薄い膜まくが弾はじければ、芽め吹ぶく。

　世界は新たな『悪意』を知り、そして吞のみ込まれていく。

　恐おそるべき多産、牙きばを剝むく邪悪な豊ほう穣じよう。それは人類の間ま違ちがった成長、無限の可能性とやらを負の方向へ伸ばし、数多あまたの闘とう争そうと滅めつ亡ぼうを引き起こす結けつ晶しようか。

　一つ限りの道を見極め、決定づけるとされる『赤の麗れい人じん』とはまた違う。

　正しい道から誤らせる天才にして、三つ巴どもえにおいてかの『赤』を圧あつ倒とうする『大三角』。

　その色は『緑』。

　世界に混乱をもたらし、凝こり固まった秩ちつ序じよの外での統制を進める『イリーガル』の象しよう徴ちよう。

　姫ひめ川かわ美み夏かの首元には、罪を表すアイコンを下げた『罪状のネックレス』があった。

　では『緑の悪女』の場合はどうか。

　きっと、辺り一面に積み上げられた破は滅めつの山脈が、彼女の罪状を示しているのだ。それも当然、恥はじるのではなく胸むねを張って誇ほこるために。

　椅い子すに腰こし掛かける悪女そのものの格好で、首回りでハの字に交差するビキニのような蛇へび革かわの装束に包まれた未み踏とう級は告げる。

《そんなに驚おどろいた顔すんなよ、紆う余よ曲きよく折せつあってあのクソ忌いま々いましい純白にお株を奪うばわれちまったが、本来パンデモニウムって宮きゆう殿でんは私のために用意されたオモチャだったんだぜえ？》

「……、」

《ま、こんな私もあと数分で『匣はこ』に支えられた対話機能を失って世界から消滅しちまうがな。あれをぶっ壊こわしたいアンタらの気持ちも分からんでもないが、事前に許可を取らなかったのは失敗だった。神の社やしろを建てたり崩くずしたりするなら、祝詞のりとの一つでもあげて神酒みきを捧ささげるのがマナーだろうがよ。そんな訳で嫌いやがらせタイムだ。極限のたたりを楽しんでくれよ、恭きよう介すけちゃん?》

「一体……ここまで来て何をするつもりだ」

[image: ]

《かっかっかっ!!　そんなにピリピリしなさんな。嫌いやがらせっつっても防護円も張れない生身の人間を全力全開でミンチにする訳じゃあねえ。それじゃ一いつ瞬しゆんでつまんねえからな。私の悪意はそんなに優しくねえぞ。ヤミツキになるまでねちっこーくいたぶるのが趣しゆ味みなもんでね》

『緑の悪女』は可愛かわいらしい唇くちびるに小さな人差し指を当てて、

《『赤の麗れい人じん』辺りがアンタの事を大切に大切に育てようとしてんのは分かってんだ。そして潔けつ癖ぺき症しようのカマトト女の言い分なんざ知った事か。私は私が一番楽しめる展開に持ち込んでやる。全部ぶっ壊こわす。恭きよう介すけちゃん、アンタは終わりだ。ここが命日。それじゃあ覚かく悟ごはできたかな》

　理り屈くつは分からない。

　あるいは生理的な問題なのかもしれない。

　とにかく『大三角』の一つから明確に敵視されている事を恭介は知った。そしてそれは『白き女王』との闘とう争そうに関して、明らかにネガティブに働くであろう事も。

「……理性的に話し合う、という道は？」

《無理だ。そして哀かなしむなよ恭介ちゃん。何しろ私は『緑の悪女』だぜ？　罵ば詈り雑ぞう言ごんを吐はいて理り不ふ尽じんに打ちよう擲ちやくするのを最大の楽しみとする未み踏とう級だ。だ・か・ら。私と敵対するという事は、それだけで胸むねを張れる行いだ。何しろ、この私から敵として認められるほどの存在にまで上のぼり詰つめている訳だから》

『赤の麗人』とは明らかにロジックが違ちがう。

『白き女王』の持つ狂きよう愛あいともまた異なる。

　そもそもまともな会話の成立する思考の持ち主とは思えない。憎ぞう悪お、敵意、嫉しつ妬と、優ゆう越えつ、唾だ棄き、暴力、そんなものでしか他者との距きよ離りを測れない異常者。極限のサディストやネクロフィリアを相手にするような、どんな言葉を投げても刃は物ものが返ってくる緊きん張ちようが全身を包む。

《恭介ちゃん、アンタはずっと引っかかっていたはずだ。『赤の麗人』から投げかけられた謎なぞかけ。人間は召しよう喚かん儀ぎ礼れいに対して根本的な思い違いをしていて、ブラッドサイン式で『白き女王』に挑いどむなんてのは馬ば鹿かげた結論だ。……でもアンタにはどうしてもこの意味が分からない》

「……、」

《ああ、ああ、別に噓うそをついて翻ほん弄ろうするつもりはねえさ。それじゃ絶望の度合が小さくまとまっちまってつまんねえしな。右手を挙げて宣せん誓せいしよう、今日この場に限り、私は真実しか話さない。じゃあ本題に戻もどろうか。恭介ちゃん、謎かけの答えに辿たどり着けないのはいつだって情報が足りないからだ。『赤の麗人』のぶりっこ野や郎ろうは胡う散さん臭くせえ処女みてえにモジモジしてやがったが、この私がスパッと言ってやろう》

『緑の悪女』は無数の杖つえの突つき立つ蛇へびの身をくねらせながら、妖あやしく笑う。

　彼女は人差し指を立てて、

《それじゃ一つ目のヒント。恭介ちゃんさあ、どうして私達未踏級は全員が軒のき並なみ人間の女性形をしていると思うよ》

「なん、だって？」

　思わず聞き返した恭きよう介すけに、少女は構わず中指を立てる。

《そして二つ目。私達未み踏とう級は全すべて『色』を与えられた存在である。何故なぜ？　そこにはきちんとした理由があるんだぜ、恭介ちゃん》

「……、」

《くっくっ、黙だまったな。理解不能な訳じゃなくて、そろそろ気づき始めたな。本当は気づいているのに必死になって蓋ふたをしているな？　あっはっはっは!!　そうだっ、人間の絶望ってのはそうでなくちゃあな。直視して耐たえられる程度の恐きよう怖ふなんてのは絶望じゃねえんだ、本当にヤバい答えってのは目の前にあっても見えないものなんだ!!　これだから人間ってのはやめられねえ、アワードを授けるだけの価値がある!!》

「ちょっと待った、情報を整理させてくれ」

《いいや、三つ目のヒントが先だ》

　薬指を立て。

『緑の悪女』は邪じや悪あくに口を裂さいて笑っていた。

《規定級は人が神へ手を伸のばす足がかりとして人じん為い的てきに埋うめ込まれたものだった。神格級は各おの々おの勝手に発生した個別の存在だった。じゃあ私達は？　未踏級は、異界の理ことわりだった。色しき彩さいをベースにして、あるいは炎ほのおを、あるいは水を、あるいは風を、あるいは土を、時間に生死に功こう罪ざいに、まあ色々。分かりやすく言えば『属性』ってヤツかな、そんなもんを一人一つそれぞれ支えて世界ってもんを形作っている》

「えらく抽ちゆう象しよう的てきだな。未踏級の本質は人格神ではないと？」

《人間は神様を奉ほうじるもんだ、自分達の世界を安あん易いに救ってほしいから。だが神だって理には勝てねえもんだ。最初からクロノスがゼウスから逃にげ切れなかったように、最後までオーディンがフェンリルに脅おびえ続けたように》

　謳うたうような言葉だった。

《言ってみりゃあ神格級というカテゴリをまとめるルールを擬ぎ人じん化かしたものが未踏級。私達は天を束ねる役目を負って異界全域の歯車を回していた……はずだった》

「……はず？」

《ああそうさ。そうなんだ！　まったく笑える事に、ある日誰だれかが気づいちまった。ただ単に異界を仕切りで区切って回すだけなら、こんな大おお仰ぎような仕組みはいらないんじゃないか。もっと簡略化できるんじゃないか。私達が異界の理を一つ一つ担当し、総数として全てを担になうようになったのには、もっと別の意味があったんじゃないかってな》

「別の……意味」

　恭介は少し考え、

「噓うそだろう、やっぱりそうなるのか!?」

《そう、あらゆる未み踏とう級は人間の女性形を取り、色しき彩さいで分類される。全すべての色の光を束ねてみろ、そこにはどんな色が浮うかぶと思うよ？》

「『白』を作るために……いいや、彼女に対抗するために生み出されてきたのか!?」

《道理だわな。あんな危ねえもんを理ことわりたる私達が放っておく訳がねえ。そして『白き女王』がどんなに最強だったとしても、その力や存在を支える理を、色彩を一つ一つ抜ぬいていけば、いつかはその力はゼロになる。光は失われる。つまり、封ふう印いんできるって寸法さ》

　ドッドッドッドッ!!　と恭きよう介すけの心臓が早はや鐘がねのように鳴っていた。

　この情報は、大きい。あまりにも大きい。

　そう。

　そうだ。何で失念していたのだ。数年前の秘ひ匿とく大戦、あの時は未踏級の一いつ斉せい飽ほう和わ攻こう撃げきで『白き女王』を退けていたではないか。単に力のごり押おしではない、そこに理論があったとしたら。あらゆる色彩を束ねて究極の純白と抗あらがう仕組みが、無限に重なるようなその最強のベールを一枚一枚剝はぎ取って無力化する仕し掛かけが、最初から用意されていたとしたら。

　世界は。

　この世界は、なんて慈じ悲ひと優しさに満ちているというのだ!!

《慌あわてなさんな、恭介ちゃん。それに最初に言っただろう？》

　ただし、一方で、

《これは無礼を働いたアンタに対する嫌がらせだって》

「な、ん……？」

　困こん惑わくする恭介に、『緑の悪女』は小指を立てて、

《何個目だったかな、そうそう、四つ目のヒントに行こうか。そんなに完かん璧ぺきな、あらかじめ『白き女王』を封殺するための仕組みだった私達未踏級全てを投じても、結局秘匿大戦は総合的に見れば失敗に終わっちまっただろう。現にあいつはまだピンピンしているんだから。何故なぜだと思う？》

「あ」

　そして、親指。

　掌てのひらを広げて彼女は笑う。

《五つ目。目を開け、本当は心の奥底じゃあここまで予測できていたはずだぜ？　問題なのはさ、私達が『白き女王』を食い止めるための群れだったのと同時に、やっぱり異界を管理する理だったって事だ。なあ、恭介ちゃん。例えば絶対に脱だつ出しゆつ不可能なブラックホールへ怪かい物ぶつを放り込んだとして、そいつが平気な顔でブラックホールを引き裂さいて現れたらどうする？　その時こそ常識の終わり、理の崩ほう壊かいってヤツだろ。時間も空間も引き延ばして、引きずり回して、この仕組みを説明できない世界の方こそが無知なのだと嘲あざけって個人が全ての中心に立っちまう。ニュートリノがホントに光を追い越こしたら教科書に立場はあるか。あいつは恭介ちゃん以外に何も目に入ってない。だけど、全ては繫つながったままだ。残ざん骸がいだって引きずり回している》

「ああ」

　世界の理ことわりが、屈くつした。

『白き女王』に捻ねじ伏ふせられた。

　つまり。

　つまり。

　つまり。

《おっかねえ、これはおっかねえ話だよ。私だって悪女を名乗っちゃいるが、それでも畏い敬けいの念ってのは完全にゃあ消えねえもんだ。ギャングの背中にだって十じゆう字じ架かのタトゥーはあるし、目の前が鉛弾の嵐あらしになっていれば聖母マリアに祈いのりを捧ささげちまうもんだ。胸むなクソ悪いがこればっかりはどうしようもない》

　瞬まばたきを忘れた眼球がパリパリと乾かわいた痛みを発する。

　呼吸の仕方を忘れた喉のどがすっかり干上がっている。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす城しろ山やま恭きよう介すけの背後から、しっとりとした感かん触しよくが覆おおい被かぶさってきた。背中に当たる暖かなぬくもり。肩かた越ごしに首元へ回された細い腕うでの滑なめらかな肌はだ触ざわり。銀の髪かみから振ふり撒まかれたのか、薔薇ばらのように優しい香りが漂ただよい、耳元には熱い熱い吐と息いきが吹ふきかけられてくる。

　そして。

　まさしく、最悪の答え合わせがやってきた。







「つまり異界の理ことわりたる全未み踏とう級を逆にまとめて叩たたき潰つぶしてしまった以上、現存するあらゆる存在を使ってもわたくしを真に殺せる可能性は一切ないのでございます。何しろうっかり『攻こう略りやく法ほう』に必要な法則や公式を破損させてしまいましたからね、あ・に・う・え☆」




　あ、ああ、あああ、ああああ、あああああ

「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!???」







　意識が。

　精神が。

　自我が。

　魂こん魄ぱくが。

　バラバラに、粉々に、真っ白に、今度の今度こそ砕くだけ散る音を少年は耳にした。

　二つの目からボロボロと涙なみだがこぼれる。みっともなく鼻水を垂たらして、口角から泡あわを散らし、両手で千切り取るほどに髪かみを搔かき毟むしって、背を限界以上まで弓なりに反そらし。絶ぜつ叫きようし、絶叫し、絶叫して、それでもどうにもならなかった。胃い袋ぶくろに鉛なまりを流し込むような重圧は一片たりとも変化せず、城しろ山やま恭きよう介すけの方が折れていく。立つ事さえままならない。まるで炎えん天てん下かの路上で干からびるミミズのように五体がぎちぎちと縮んでいき、そしてついには地面の上で小さく丸まってしまった。

　額ひたいを地面に押おし付け、少しでも体を庇かばうような格好で、ガチガチと親指を嚙かみ、赤黒い液体を撒まき散らして、焦しよう点てんの合わないままに恭介はひたすら咆ほう哮こうを続けていく。

　くすくすという笑い声があった。

『白き女王』ではない、『緑の悪女』のものだ。

　この結末が見たくて見たくて仕方がなかったという愉ゆ悦えつを濡ぬれた瞳ひとみと熱い吐と息いきから滲にじみ出し、しかし余よ韻いんに浸ひたる間もなく空気に溶とけるように彼女は消えていく。悪であっても神しん秘ぴへの畏い敬けいは完全に消せない。先ほど放った自みずからの言げんに倣ならい、『白き女王』へ全すべてを譲ゆずるように。

　その流れが。

　序じよ列れつが。

　どうしようもない力量差、見当違ちがいの攻こう略りやく法ほう、手がかり足がかりの消失を証明していた。それらはミクロン単位の突とつ起きさえ精せい密みつに削けずり取られ、天文台の巨きよ大だいな反射望遠鏡を支える精密極きわまる凹おう面めん鏡きようのように磨みがかれた純白の絶ぜつ壁ぺきを恭介の精神世界に屹きつ立りつさせる。

「もう嫌いやだ……。こんな世界はもう嫌だああああああ!!　どうしてっ、どうしてこんなに希望がないんだ！　ストッパーのはずの未み踏とう級は軒のき並なみ潰かい走そうした？　だから召しよう喚かん儀ぎ礼れいの中から女王を倒たおすのに必要な構成要因は破損、消失した？　そんな理論はもはやどこにもない？　倒せない、方法がない、攻略法がない。だったらどこからどう攻せめ込めば良いって言うんだ!!　神格級も規定級も女王を目にするだけで脅おびえてしまってアクションに移る事さえできない！　そもそも被召物マテリアルは核かくミサイルだろうが何だろうが物理攻こう撃げきは通用しない!!　これではもう完かん璧ぺきに詰つんでいるではないか。唯ゆい一いつの可能性は未踏級の力を借りれば女王に一いつ矢し報むくいる事ができるところだけなのに、『あらかじめ死なない』なんて前提で話を進められたら机き上じようの空論さえ組み上げられないではないかァァァあああああああああああああああああああああああああ!!」

　あんまりだ。

　現世には現世の、異界には異界の。それぞれ別個のルールがあるとは思っていたが、こんなのはいくら何でも酷ひど過すぎる。

　信じていた。

　たとえパワーやスキル、スペックに大差はあっても。それでも未み踏とう級は未踏級としての矜きよう持じがあって、各おの々おのの色を持つ女性達は個々自由に振ふる舞まって、あの『白き女王』にも挑いどみかかれる孤こ高こうの存在だと。それ自体が信しん仰こうの対象であり、何物にも冒おかされず頂点の中の頂点と相対しても一歩も退かずに睨にらみ合える威い圧あつを維い持じしていると。

　積み重ねれば、いつかは『白き女王』に届くはずだって。

　なのに。

　なのにッッッ!!!!!!

　本来あるべきセーフティやストッパーはすでに壊こわれていた。段階を踏ふんで一つ一つ準備を進め、『白き女王』を倒たおすために使うはずの法則や公式はごっそり破損、消失させられた。

　何だそれは。

　では今までの戦いはどうなる。

　確かにブラッドサイン式なんて人間側の勝手な都合だった。異世界の住人を『マテリアル』なんて呼んでこっちの事情で戦わせてきたに過ぎなかった。でも、だけど。恭きよう介すけ達が行おこなってきた未踏級と未踏級の激げき突とつは、『白き女王』を一いつ斉せい飽ほう和わ攻こう撃げきで何とか追い返した秘ひ匿とく大戦さえ、彼らの物差しでは取るに足らない、結果の分かっていた事だった？　だとしたら、秘匿大戦で散っていった命は、その後の混乱で起きた数々の事件は、巻き込まれた人達はどうなる。その価値は、意味は!?

『教授御ご前ぜん』が倒れていったのも。

　彼女が残してくれたものさえも。

　こんなにも。

　あっさりと。

「うううううぅぅぅぅうううううううううううううううううううぅぅぅううううぅぅぅううううううううううううううううううううぅぅぅぅううううううううううううううううううぅぅぅぅぅぅうううううううううううぅぅぅぅうううううううううぅぅぅぅうううううううう!!」

　一抱えのおまんじゅうのように小さく体を丸めたまま、ひたすらに震ふるえ続ける恭介。

　気持ち悪い。

　何もかもが気持ち悪い。

『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』という女王に与えられた異名が。『フリーダム』のアワード９０３という魂たましいに刻きざみ付けられた褒ほう賞しようの群れが。今の自分自身の血肉を構成する全すべてに嫌けん悪おし、唾だ棄きして、思わず自分の胸むねを一〇本の爪つめでガリガリと搔かき毟むしってしまう。その汚よごれた魂こん魄ぱくを取り出し、真っ黒になった生命を洗い流す事ができるならば、どんなに幸せだった事か。

　何が最強の召しよう喚かん師しだ、縫ほう界かい召喚を確立させた神童だ、秘ひ匿とく大戦の引き金を引いた大罪人だ、世界の災いの半分の元げん凶きようだ。さんざっぱら格好つけて、未み踏とう級さえ使役できる自分に酔よいしれて、この腕うでを突つき詰つめていけばいつか『白き女王』だって倒たおせるかもしれないだなんて勢い込んで。

　結果が、これか？

　全すべては『白き女王』の掌てのひらの上。そして意思のあるなしに関わらず振ふり回された未踏級達が残した爪つめ痕あとばかり。もう敵も味方もない。ブラッドサイン式そのものが、ただ女王にとって針の一本ガラスの一ひと欠片かけらすら取り除のぞいた安全快適な居心地の良いダンスホールをしつらえたに過ぎないのだから。

　そんな簡単な事実すら気づかずに、召喚儀ぎ礼れいなんて細かいルールを律りち儀ぎに暗記して天才気取りになっていたのか。

　まさしく児じ戯ぎ。

　お遊戯。

　あんよが上手の掛かけ声と共によちよちと歩みを進める小さな赤子を眺ながめて微笑ほほえむような、絶対的な力の違ちがい。大人の手で一切の危険を取り除かれた揺ゆりかごの中でぶくぶく太り続け、そんな事など露つゆ知しらず、さしたる努力もしないで、一切の根こん拠きよなく自分の可能性は無限大だなどとふんぞり返るモンスターベビーにも似た醜しゆう態たい。慢まん心しん。恥はじ知しらず。

『赤の麗れい人じん』が呆あきれていた訳だ。見当違いと言っていた訳だ。

　勝てない。

　勝ちに持っていくための段取りが欠けているのだから。

　例えば野球で、最初から最後まで敵方の攻こう撃げき回かいが続くだけだったら、こちらのチームに逆転のチャンスはあるか。例えばサッカーで、敵方のゴールが撤てつ去きよされていたら、どれだけ攻せめ込んでも点は取れるか。

　そんなレベルの反則。

　必死になって毎日練習し、勝負の時に臨んでも、その全てが道化となってしまうほどの悪意。

　馬ば鹿かだ。

　こんなものに頼たよって命を預け続けてきただなんて、とんでもない大馬鹿だ。

　本当の意味で『白き女王』を倒すなら、まずその呪じゆ縛ばくから逃のがれなければならない。だが召喚儀礼を使わずに女王へ対たい抗こうする術すべなどこの世にあるのか。まだ存在しなかったとして、そんなものを恭きよう介すけ個人の手で一から構築するなど可能なのか。何十年、何百年、いいや何千年。どれほど多くの時間をかけて人類という文化史全体を何段飛ばしで進化させなければならないというのか。

「あ、ああ、あああ、ああああ……」

　いつしか、叫さけぶ力さえ失っていた。

　視界は真っ暗になり、ここがどこなのかを把は握あくする能力さえ失われていた。

　どうでも良い。

　どこだって同じだ。

　こんな救いのない世界に一ひと欠片かけらでも安息の地など存在するというのか。端はしから端まで知覚できる世界を全すべて歩き切り、裏側に存在する異世界まで見て回って、それでも『白き女王』から逃のがれられる場所があるとでもいうのか。

　答えは簡単だ。

　ない。

　どこにも逃にげられない。

「……もう嫌いやだ……」

　城しろ山やま恭きよう介すけは丸まったまま、口の中で繰くり返していた。

　許しを請こうように。

　世界の全てを呪のろうように。

　何度でも。




　もう嫌だ。




　カツン、という硬かたい音が響ひびいたのはその時だった。

　魂たましいはとっくの昔に砕くだけた。視覚、聴ちよう覚かく、味覚、嗅きゆう覚かく、触しよつ覚かく。五感さえバラバラに散った真っ黒な世界の中で、外から発せられる刺し激げきはそれだけで新しん鮮せんだった。

　だが常の恭介とは違ちがう。

　まるで脅おびえる子供のように、その全身がびくりと震ふるえる。

　無ぶ様ざま極きわまりない少年の傍そばへそっとやってきたのは、見覚えのある顔だった。

『赤の麗れい人じん』。

　あらゆる凶きよう事じを見通すどころか決定づけるとまで恐おそれられる真紅の瞳ひとみを持った、はだけた和装にワンピースの水着のような装束を組み合わせた、二本角の女性。長い赤の髪かみは背後にそびえる大小無数の歯車と結びつき、世界の運命そのものを掌しよう握あくするかのような威い容ようを見せる未み踏とう級。

　涼すずやかに閉じられた瞳。その顔には侮ぶ蔑べつや嘲ちよう弄ろうは浮うかんでいなかった。

　ただただ悲ひ哀あいと沈ちん痛つうがあった。

　しかし。

　これもまた。

「何しに来た……」

　起き上がる事もできず、涙なみだの干上がった瞳に脅えと憎ぞう悪おを乗せて、恭介は吼ほえる。

「今さら何しに来た!!　あなたも僕ぼくを笑いに来たのか!?　最初からヤツの掌てのひらの上で踊おどって、絶対勝てない勝負と分かって、何も知らずに意気込んでいた僕を心の中で嘲あざ笑わらって!!　こんなに絶望するまで放置して、全部失った敗北者を上から目線で眺ながめにでも来たのか!?」

『赤の麗れい人じん』は、すぐには答えなかった。

　哀あわれな人の子の言葉を全すべて聞き遂とげ、それからゆるゆると首を横に振ふる。

《立ちなさい》

　やんわりと。

　それでいて芯しんの通った声で、『赤の麗人』はそう告げた。

《叫さけぶだけ叫んで、吐はき捨てるだけ吐き捨てて。胸むねの内に溜たまっていたものを全て出したら、もう一度その足で立ち上がりなさい、城しろ山やま恭きよう介すけ。たとえ地球人類の全てにできない事であっても、あなたにはその絶望に抗あらがう『力』があるはずです》

　手負いの獣けものの瞳ひとみにはぎらついた光があった。

　間ま違ちがった反発と闘とう争そう心しんのまま、歯を剝むき出しにして恭介が叫ぶ。

「どうして……？　どうして僕が続けなくてはならないんだ、こんな事。ふざけるなよ、元はと言えばあなた達の役割だったろうが！　あなた達が『白き女王』を逃にがさなければこんな事は始まらなかった！　どうせ必死になって相談に来た僕を見て、世界なんて未来なんて運命なんてとっくの昔に女王に明け渡わたしているのにと笑っていたんだろう!!　ちくしょうっ、信じていたんだ、僕は世界のルールを信じていた!!　理ことわりを、あなた達の正しさを!!　ここにはまだ優しさってものがほんの一ひと欠片かけらでも残っているんだって、真ま面じ目めに守っていれば良い事があるんだって!!　なのに、馬ば鹿かにしやがって、何でだよ、どうしてこんなに残ざん酷こくな仕組みしか残っていないんだよおおおお!!」

《城山恭介》

　どれだけの嘆なげきをぶつけられても、未み踏とう級は揺ゆるぎもしなかった。

　分かるから。

　あらゆる真実を見通す『赤の麗人』は、少年の痛みをあまりにも深く理解できてしまうから。

　だから彼女は絶対に拒きよ絶ぜつしない。

　全てを優しく受け止め、美び貌ぼうの麗人はなお語る。

《確かにあなたの手で『白き女王』を……いいえ、かの存在を中心に据すえた全未踏級の完全撃げき破はなどという偉い業ぎようは達成できないでしょう。これはあなたが未み熟じゆくなのではなく、地球全人類を結集しても不可能な、種族の壁かべというものです。私の『瞳』をもってしても、あなたがかの女王……『向こう』の世界の理を丸ごと摑つかんで振ふり回す真なる怪かい物ぶつを撃げき滅めつするビジョンは見えません。これは、そういう話なのです》

　つまり、それはあらかじめ決定された未来。

　たとえ目の前に数万数億の選せん択たく肢しが広がっていたとしても、絶対に辿たどり着けないという明確極きわまる『答え』。

《ですが、あなたは約束したでしょう？》

「……、」

　そう言って。

『赤の麗れい人じん』は悲ひ哀あいの中に、ほんの小さな希望を上乗せしてこう告げた。




《あなたはこんな残ざん酷こくな運命を打ち砕くだいて、『白き女王わたしたち』を倒たおすと誓ちかってくれたでしょう？》
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　そんな訳で四冊目。

　鎌かま池ち和かず馬まです。

　今回のテーマは『記き憶おく』。レイヤー化された時系列、というのをちょいちょい意識していまして、例えば現在Ａでは直近の過去Ｂについて言げん及きゆうし、直近の過去Ｂではさらに古い時系列Ｃに存在した『教授御ご前ぜん』を強く意識する構造になっています。そして古い時系列Ｃに存在した『教授御前』が、巡めぐり巡って現在Ａの結末に影えい響きようを及およぼす。城しろ山やま恭きよう介すけを追い詰つめるためにある種複雑な構造にしつつ、でも全体としては分かりやすい一本道に見えるように努力したつもりですが……ジャッジは皆みな様さまにお任せします。

　まだまだ謎なぞめいている恭介の過去ですが、この『教授御前』の存在が示し唆さしているのは、三巻のビヨンデッタが言っていた通りの『冷れい酷こくな過去』ばかりではなかった、というラインですね。もちろん『女王の箱庭』に参加していただけのビヨンデッタと、さらに『白き女王』の完全撃げき破はのために潜もぐり込んでいた恭介では人間関係も異なってはいるのですが、それでも全すべては受け取り方次第で。ビヨンデッタが孤こ独どくを感じていたのは彼女自身が殻からに閉じこもっていたから、という側面もあった訳です。

　ですがこれを言った恭介自身、ある矛む盾じゆんを抱えている可能性もまた示唆されています。こちらについては三巻のラストでイザベルがほんの少しだけ言及をしているのですが、皆様はお気づきでしたでしょうか。

　舞ぶ台たいとなった移動要よう塞さいパンデモニウムは、日本語では伏ふく魔ま殿でんや万ばん魔ま殿でんなどとも訳されるアレをモチーフに。くそう移動要塞なのに動かすシーンを作れなかった!!　それはさておき、悪魔達の宮殿という触ふれ込みなのに全体の決定が悪の大魔王の号令ではなく悪魔達の話し合いで決まったりと、なかなか芸が細かい仕様なのだとか。また、悪魔的なモチーフなので作中ではイカっぽくしています。……あんなに美味おいしいのにな。

　大量の依より代しろを使って一体の未み踏とう級を呼び出す、というのはトリッキーに聞こえるかもしれませんが、大体一定以上の規模の召しよう喚かん儀ぎ式しきになると個人の範はん囲いを超こえた集団による儀式へ移っていくものです。近代西洋魔術の召喚儀式などになると神官役、巫女みこ役、天使役など細かく『配役』が決まっていて、ほとんど舞ぶ台たい演劇のような格好で『神話の流れ』をなぞって特別な力や存在を呼び込むのだとか。もっと身近な所ではお祭りやパレードなどの神事も大人数による儀式と呼べるかもしれません。御お神み輿こしなんかも人の手で動かす神様の乗り物、つまりは人間側でスケジュールを決めて特定の場所へお招きする儀式とも言えますしね。

　依代の姫ひめ川かわ美み夏かについては、今まで恭介のパートナーではあまり見かけなかった目上の女性というポジションを重視しました。紅べに小こ道みち楓ふう希きやビヨンデッタと違ちがい、単に『年上』ではないのがポイント。最強という謳うたい文句があるためか、孤独な恭介の頭を撫なでて『たすけてって言えよ』と放てる依より代しろはなかなか出せなかったなあ、と自分自身でしみじみしています。

　別れの際にも他の依代と違ちがって拘こう泥でいせず、あくまでも対等に腕うでを交差して鉄砲のジェスチャーを互たがいに突つき付けあった姫ひめ川かわ美み夏か。この対応もまた、他の依代にはできないものをお見せできたかな、と。何となく、大人と子供では別れの密みつ度ど（？）のようなものが違うというか、良い大人っていうのは奇き麗れいな別れ方を覚えてこそ一人前なのだというか、とにかくそんなイメージを表現してみたかったのです。……自分にはまだまだ無理な相談だぜ。

　そして敵キャラは『完全勝利パーフエクトゲーム』のマックス＝レイヤードと調ちよう香こう師しエリ＝スライド。実はこちら、それぞれ一巻と二巻で脇わき役やくとして登場していた人物となります。こういう使い方ができる事自体、巻数が増えて『厚み』のようなものが生まれてきたのかなと、ちょっと嬉うれしかったり。マックスについてはある意味で世界の警察らしい『何があっても勝った事にする』という意味でのスペシャリスト。エリは感情論を排はいして純じゆん粋すいにアワード１０００を目指す、これはこれで今までメイン級では出てこなかった種類のキャラクターを意識してみました。

　アワードは『ガバメント』の５０１。あれ、そんなもんか!?　と思った方もいらっしゃったのでは。ここを乗り越こえないと、今後高アワードの召しよう喚かん師し『しか』登場させられないとなりそうでして。でもこいつが最も輝かがやいていたのは、召喚儀ぎ礼れいが使えなくても大だい企き業ぎようの現場責任者を殴なぐり飛ばした『一番弱かった頃ころ』だと思っています。

　アザリア＝マゼンタレインや紅べに小こ道みち楓ふう希きと比べるとやや小者というか『まとも』な気がしないでもないですが、こういうトリッキーな戦術も嫌きらいではないです。召喚儀礼の戦いは被召物マテリアルを呼び出す前から始まっているのだ！　というのを示すには格好の相手だったかなと。

　別シリーズの幻想殺しイマジンブレイカーではないですが、異能の力に頼たより切りな者ほどそれを奪うばわれた時の衝しよう撃げきもひとしおです。ひょっとしたら、アザリアのようなエリート系召喚師だとあっさりエリ＝スライドの術中にはまっていた可能性も？　もしそうなったら執しつ事じのジジィの健けん闘とうを祈いのるばかりです。逆に緑リユウ娘ニヤン藍ランなら笑顔のチョップ一発で粉ふん砕さいしそうな気が。

　また、今回の特とく徴ちようとしては初手から『白き女王』を出してのオンパレードにした事。今までの、積んで積んで積んでからの女王とは真逆のパターンですね。恭きよう介すけと女王はまさしく宿敵同士ですが、でも単にいがみ合うだけでなく、例えば同じテーブルでディナーを共にしながら世界の破は滅めつについて語り合うような、そんな奇き妙みような寄り添そい方もしてもらいたい。そういう想おもいから始め、でもって電でん撃げき文ぶん庫こらしくデートシーンで具体的な肉付けをしていきました。いつもと違う『配役』だったと思いますが、いかがでしたでしょうか。

　ひょっとしたら読者さんの中には、『いちいち恭介が段階を踏ふまなくても、女王に頼たのめば瞬しゆん殺さつじゃん』と思われた方もいらっしゃるかもしれません。最短コースからわざわざ離はなれていく彼を見て、イライラした方さえいるのかも。そしてそれは間違ってもいません。ただし、その感覚こそが常に恭介が苛さいなまれている『女王の誘ゆう惑わく』なのだというのもお忘れなく。かつ、この作品世界においては、そうした分かりやすい最強に頼り、すがってしまった召喚師達がどのような末路を迎むかえていったのかは、すでにいくつもの事例をお見せしていると思います。『白き女王』に抗あらがうというのは単純なスペック勝負だけでなく、ある種、戦う前から発生するそうしたモヤモヤを振ふり切るところから始めなければならない、という訳ですね。







　さてさて最後までお話を読んでいただいた方ならお分かりの通り、今回もまたとんでもないオチが待っております。まだ四冊目なのにもうこんなかよ……!?　と思っていただけたのなら感無量。城しろ山やま恭きよう介すけや『白き女王』は共に最強の冠を持ったキャラクターですが、この最強というフレーズ、ポジティブにではなくネガティブに取り扱あつかう事で新しいものは作れないかな、という想おもいが根幹にありました。

　一巻のあとがきでも述べた通り、恭介にとって最強とは『頭打ちになってしまい、それ以上の伸のびが期待できない恐きよう怖ふ』の裏返しでもあります。そこにきての、この結末。修行をすればぐんぐん伸びるとか、秘ひめられた才能が開花すれば奇き跡せきのようなレベルアップが望めるとか、そんな希望が『全まつたく見えない』最強だからこそ、あそこまで剝むき出しの絶望を表現できたのかな、と。

　さて、皆みな様さまは『白き女王』が突つき付けたこの状じよう況きようをどう思いますでしょうか。

　一見して、完全に詰つんでしまった袋ふくろ小路こうじ。

　ここから人の手で選び得る選せん択たく肢しとは。

　一番シンプルな選択は、諦あきらめてしまう事です。銀のツインテールの女王に屈くつ服ぷくし、もう絶対に勝てないと牙きばを折って差し出し、後は女王の強さと可愛かわいらしさにひたすら酔よいしれる。それもまた一つの道なのかもしれません。最初の屈くつ辱じよくさえ忘れてしまえば、いわゆる『無む双そう』という喜びを浴びるほど楽しめるでしょう。

　ですが、もしもそれ以外の道を望むのであれば、ほんの些さ細さいなヒントを。今までの既き刊かんで並べてきた召しよう喚かん儀ぎ礼れいのルール『Facts』を、もう一度注意深く読み直してください。女王は全すべてを封ふう殺さつしたと言っていますが、そこにはある撃うち漏もらし、穴が存在します。針の穴に糸を通すようではありますが、希望はまだ残っています。それは決して隠かくされているのではなく、最初から表に出ているものです。『白き女王』の圧あつ倒とう的てきな閃せん光こうに惑まどわされず、人の手で築き上げてきたルールを眺ながめていけば、違った道も見えてくるかもしれません。

　別シリーズである『とある魔ま術じゆつの禁書目録インデツクス』では、ある程度の箱庭を精せい巧こうに作った上で、それを打ち壊こわす、理論の一歩先へ感情論で踏ふみ込んでいく爽そう快かい感かんに軸じくを据すえています。ですがこちらでは逆に、理論の一〇歩でも一〇〇歩でも先へ進んでしまった『白き女王』を、箱庭の中に閉じ込め、人間のルールで倒たおす事はできないのか。化け物の最強に、人間の最強で抗えないか。その挑ちよう戦せんにこそカタルシスがあると考えて執しつ筆ぴつしています。

　それは決して平へい坦たんな道ではありません。主人公の城山恭介は何度も何度も絶望し、今回は『赤の麗れい人じん』が提示した、段を踏ふんでの敗北すら許してもらえないほどの急転直下（のネタバレ？）を『緑の悪女』に押おし付けられた形になります。

　でも、そうして地じ獄ごくのような道のりを進んでいく姿にこそ、真なる強さが宿るのではないかなと思っています。体力や精神性、スキルやスペックなどではなく、最強である事しか許されなかった主人公が、言い換かえれば『負けるのが怖こわくて不利な条件での勝負を避さけてきた』主人公が、正しく敗北する方法を学んで這はい上がる、その歩みこそに。

　願わくは、これをお読みいただいているあなたにも、城しろ山やま恭きよう介すけと同じ絶望をいったん共有していただけますように。そしてその絶望で諦あきらめてしまわない『人としての強さ』を示していただけますよう、強く、強く願っております。

　そうすれば、きっと。

　ここから頂点の中の頂点への反はん撃げきを始められるはずなのですから。







　イラストの依い河かわ和わ希きさん、担当の三み木きさん、小お野の寺でらさん、阿あ南なんさんには感謝を。パンデモニウムについては中も外も大変だったと思います。それから今回は何と言っても可愛かわいらしくて恐おそろしい、完全に相反する側面を持つ『白き女王』のオンパレード。もう、彼女のリクエストについては（イラストなのに）目に見えない何か的な部分まで踏み込んでいるかもですが、毎度の無茶ブリにお付き合いいただき本当にありがとうございます。

　そして読者の皆みな様さまにも感謝を。『白き女王』に関しては徹てつ底てい的てきに、一片の曇くもりもない非人間的めいた最強を意識してみました。でも、だからこそ挑いどむだけの価値を見み出いだしてはいただけないかなと。もしかしたら、『最強』という字面が持つ分かりやすい爽そう快かい感かんとは違ちがうかもしれません。ですが、これが私の一番示したい『最強』の物語でした。今後もお付き合いいただけると嬉うれしいです。




　それでは、今回はこの辺りで




　ところで皆様は人外娘ってどのラインまで萌もえられます？


鎌池和馬　















『それ』は。

　まるで、心臓の鼓こ動どうのようだった。




　真なる絶望の底で少年はうずくまっていた。手足を縮め、額ひたいを地面に擦こすり付け、体を丸めるだけ丸めて、小さく小さく震ふるえていた。瞼まぶたをきつく閉じ、歯を食いしばって、このどうしようもない現実を少しでも突つき放すかのように、心因の闇やみを揺たゆ蕩たっていた。

　だけど、関係ないのだ。

『それ』は、少年の心身と深く関連付けられているとはいえ、少年自身に制せい御ぎよのできるようなものでもなかったのだ。

　諦あきらめてしまえと心が囁ささやいていた。

　彼だってそうしたかった。

　でも、思うのだ。

　こんな局面で彼はこう考えてしまう人間なのだ。

　ここで呼吸を止めて心臓を止めて全すべてを投げ出してしまうのは簡単だ。少年一人ならいつでも楽に終われるのだ。ただし、そうなったところで世界は何も変わらない。たった一つの命が勝手にリタイヤするだけで、女王の暴ぼう虐ぎやくは延々と続く。

　それで良いのか？

　本当に良いのか？

　少年が消えても世界は消えない。残された世界には誰だれが残る。ただでさえ因いん果が応おう報ほうなんてボロボロで、自業自得なんて成立不能で、理り不ふ尽じんな苦痛と不条理な恐きよう怖ふが蔓延はびこるこの世界で。足あ搔がくように幾いく人にんかを拾い上げてきた『救済手段』が失われたら、彼女達は一体どうなる。

　自分に絶望するのは良い。

　世界に絶望するのは良い。

　女王に絶望するのは良い。

　でも、少女達に絶望されるいわれが一つでもあるのか。自分がこの手で救ってきた少女達まで投げ捨てて、なかった事にして、彼女達がもう一度同じ血の海に沈しずめられていくのを、黙だまって見過ごす事ができるのか。




　たすけて、と誰かが言った。




　黒くろ髪かみと金きん髪ぱつ、一見して似ても似つかない双ふた子ごの姉妹。妹は巨きよ大だいな信しん奉ぽう集団ガードオブオナーの魔まの手から姉を、姉は女王の遊びから妹を、それぞれ救ってほしいと。




　たすけて、と別の誰だれかが言った。




　通り魔まに襲おそわれ、雨の日の亡ぼう霊れいとなった一人の少女。すでに終わったはずの物語。複数の因果や無数の場が重なり合ったその街で、全すべてをねじ曲げてでも生きたいと、大人になりたいと、誰かに尊敬される自分になりたいと。




　たすけて、と誰かが叫さけんだ。




　人工的な手法により限界まで研とがれた依より代しろ。自みずからを復ふく讐しゆうの道具と称する悪あく魔まに突つき動かされ、心の中では思っていても実際に行動に移る事はなかったはずの仇あだ討うち騒そう動どうから親友を解放してほしいと。




　たすけて、とこんなクソッたれの世界で、確かに誰かが叫んだのだ。




　かつて見た『教授御ご前ぜん』のような女性。三五三人もの依代といっしょくたに肉体も魂たましいも失いながら、もう二度とこんな事を起こしてほしくないと願い、ただそれだけを胸むねに『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』や『白き女王』さえ掌てのひらの上で転がそうと。




　他にも、他にも、他にも、他にも。

　色んな『アリス』と出会った。各おの々おのが抱えている事情は最悪に近くて、目に映うつる何もかもを恨うらみ抜ぬいても構わなかったはずなのに、彼女達はそれでも前を見続けた。先があると信じ続けた。そして摑つかみ取った。どうしようもない汚お泥でいのような世界の中で、ほんの一ひと粒つぶの希望を。

　奪うばうのか。

　諦あきらめるのか。

　取り上げるのか。

　彼女達が死にもの狂ぐるいで手に入れたその光を横からもぎ取って、もう一度女王という名の汚泥の中へ放り込むのか。しかも今度はもう取り戻もどせない。その沼はまさしく底なしだと、ようく分かっていながら。

「……できるものか……」

　少年は。

　城しろ山やま恭きよう介すけは、うずくまったまま呟つぶやいていた。

「そんな事できるものか」

　食いしばった歯の隙すき間まからこぼれるようなその声は、少しずつ大きくなっていく。

　胸むねに火が入る。

　ドッドッドッドッ!!　と制せい御ぎよ不能の鼓こ動どうが全身へ得体の知れない何かを循じゆん環かんさせていく。

「ああ、ああ。……抗あらがうとも……」

　そして。

　ついに、彼は顔を上げる。

　もう一度、いっそ不毛なほどに希望の残されていない世界と向かい合う。

　まさに『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』であった。『フリーダム』アワード９０３の召しよう喚かん師しは強く強く宣言する。

「抗ってみせる、食い下がってみせる、挑ちよう戦せんし続けてやる!!　こんな所で諦あきらめてなんていられるか。たとえこの世界が最初から一切の出口を消去された迷宮だったとしても、白に対するチェックメイトの存在しない、ただただ一方的にやられるだけの盤ばん面めんだったとしても！　それでも、どうあっても!!　女王を打だ倒とうする方法をこの手で構築してみせるッッッ!!!!!!」

　メキメキメキメキメキ!!　という凄すさまじい音が響ひびき渡わたった。

　城しろ山やま恭きよう介すけがうずくまった状態から全身の筋肉へ活力を入れ、癒ゆ着ちやくした皮ひ膚ふを強引に引き剝はがすような格好で、もう一度、今一度、世界に対して大きく伸のび上がるように立ち上がったのだ。

　心因の闇やみが吹ふき散らされる。

　彼は現実に存在する景色の中で。

　ぐらつく頭も開いた胸むねの傷も気にせず両手を広げ、背を弓なりに反そらして、ありったけの力を込めて天へ吼ほえた。

「異界の奥の奥の奥で足を組んでふんぞり返って優ゆう雅がに笑っていろ！　僕ぼくは、城山恭介は、あなたが名付けた『不殺王アリス（ウイズ）ラビツト』はッ!!　不可能を可能に変える召喚師になってやるぞォォォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!!!!!」

　少年はもう迷わない。

　彼はまた一つ己おのれの弱さを自覚して、踏ふみ越こえ、そして強くなる。

　ブラッドサインを操り、天の神々さえ踏み台にする召喚師達の鉄則にはこうある。




　恐きよう怖ふを否ひ定ていするな。

　正しく恐怖した上で、そんな方法もあったのかと笑ってみせろ。













　いつかどこかで。

　銀の髪かみをツインテールにし、真っ白なウェディングドレスをさらに華か美びに整え、要所に銀の装飾を加えたような格好をしたその怪かい物ぶつは、両手を後ろに回してくすくすと微笑ほほえんでいた。

　愛いとしい愛しいあの少年の言葉を頭の中で思い出し、心の中で反はん芻すうする時は、大たい抵ていこういう幸せな表情を浮うかべるものだ。

　彼はこう言っていた。




『のちに「女王の箱庭」で邂かい逅こうする開発者だ、どう考えたって天才の部類だろう』




　それは、ある人物がパンデモニウムのメインフレームの片かた隅すみ、余よ剰じよう領域に書き込んだ言葉。

　信楽しがら真ま沙さ美み。彼と彼女のまさしく『根幹』に関わる者達の一人。




『彼女は「匣はこ」の余白にこう書き込んでいたよ。パンデモニウムが起動すれば、大筋で五九種、詳しよう細さいなら一八万七六〇〇通りの終末論が芽め吹ぶくだろう。だからその全すべての対たい抗こう策さくを内包しておくので、各個の判断で見み極きわめて最悪を遠ざけて欲しいって！』




　城しろ山やま恭きよう介すけに『白き女王』。

　何者にも踏ふみ込めぬ領域に、なお立ち入る事の許された規格外の知能の持ち主。

　その残ざん滓し。




『そしてこうも書き残していた。「白き女王」が最強だからって、彼女の手で人死にを許すなってね!!　僕ぼくは「教授御ご前ぜん」の遺い志しを引き継つぐ、引き継いで勝利をもぎ取るんだ、女王。あなたが最強だろうが何だろうが、人と人の絆きずなの中にまでは立ち入れない。積み重ねた時間の中には割り込めない。命を奪うばった程度で断ち切られたりはしない！　「最後の罠わな」を僕本人ではなくパンデモニウム破は壊かいに設定したのもあの人の努力を無む下げにしたいと思ったからだろうけど、そんな程度で揺ゆらぐものではないんだ!!』




　すがったのも無理はない。

　見つけた時、あの少年もさぞかし安あん堵どしたに違ちがいない。

　まるで、母はは猫ねこのぬくもりを忘れられない子猫が、洗せん濯たくして折り畳たたんだタオルを前まえ脚あしで必死に揉もんでいるのと同じように。

　だが少年は知らない。

　女王だけが知っている。




『白き女王』が最強だからって、彼女の手で人死にを許さないでください。




　ある少年がすがりついた、決定的な一言。

　確かにその言葉には、一刻も早く女王を撃げき破はして被ひ害がいを最小に食い止めてくれという願いが込められているようにも聞こえる。

　だが、一方で。

　ほんの少しだけ視点を変えれば、こういう見方もできるのではなかったか。




　これ以上『白き女王』を悪者にするな。

　彼女を正気に戻もどすんだ。




　見み逃のがされていた。

　確かに目の前には『全すべて』があったのに、少年は検けん索さくの方法を間ま違ちがえた。

　表と裏を白と黒で塗ぬったコインが一枚。指で弾はじいて手の甲こうに乗せ、そして城しろ山やま恭きよう介すけは上になった面を見て、そこで満足してしまった。

　あるいは、そうしたギリギリの紙一重こそが。

　近くて遠い、絶対に交差のできない召しよう喚かん師しと女王の関係値そのものだったのか。

「ええ、ですが、それでこそ」

　ただ『白き女王』だけが、両手を後ろに回したままくすくすと笑っていた。

　最高に刺し激げき的てきなこの結果を、存分に嚙かみ締しめながら。

「そんなお涙なみだ頂ちよう戴だいの茶番劇で枯かれちゃったら、つまらないですものねえ。あにうえ？」

『白き女王』もまた、光の中へ消えていく。

　次なる戦い、さらなる邂かい逅こう、どうしようもない地じ獄ごくで。

　再び誰だれかと巡めぐり合える事を願って。




　これより咲さき誇ほこるは闘とう争そうの道。

　ある意味において、ウサギと×××が最も輝かがやく大おお舞ぶ台たい。

　種を蒔まき、水を与えて、陽ひの光を当てて。

　夢見る少女は一人、極ごく彩さい色しきの恋こいの花、その開花の時を待つ。
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